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技別 19-1 

技術的条件集別表 19（ＩＮＡＰ仕様）の記述に関する留意事項 

 

１．本別表は、以下に示すＴＴＣ標準をベースドキュメントとし参照している。  
 

本別表の標準番号  ＴＴＣ標準の標準番号及び版数  (制定月日 ) 

ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  
（ＮＴＴ－ＣＳ２．１）  

ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ  第１版（１９９８年４月２８日）  

ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  
（ＮＴＴ－ＣＳ２．２）  

ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ  第３版（１９９９年４月２２日）  

ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  
（ＮＴＴ－ＣＳ２．３）  

ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ  第６版（２００１年１１月２７日）

 
 
２．本別表では、ＴＴＣ標準の規定と当社の規定に差分がある場合についてのみ、その具
体的内容を記述している。以下にＴＴＣ標準の規定に準拠した事項及び、ＴＴＣ標準の
規定との間に差分がある事項の表記方法を示す。  
 
 

       １）当社では規定が、ＴＴＣ標準の規定に準拠している事項 

             【ＪＴ－Ｑ＊＊＊に準拠する】 

 

       ２）当社では規定していないが、ＴＴＣ標準では規定している事項 

             【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▽△を規定している】 

              ▽    ～ＴＴＣ標準規定の記述～   △ 

     

       ３）当社で規定しているが、ＴＴＣ標準では規定していない事項 

              ▼       ～当社規定の記述～      ▲ 

             【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▼▲を規定していない】 

 

       ４）当社の規定とＴＴＣ標準の規定が異なる事項 

              ▼       ～当社規定の記述～      ▲ 

             【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▼▲の規定が異なる】 

    

 

３．本別表で用いられる用語 ・語句の意味は、ＴＴＣ標準の内容に準拠している。  
 
 
４．本別表のセクション番号は、ＴＴＣ標準のセクション番号に対応している。  
 ただし、ＴＴＣ標準のセクション番号はＩＴＵ－Ｔのセクション番号に対応しており、
またＩＴＵ－Ｔでのみ規定されていて、ＴＴＣ標準、当社のどちらも規定していない事
項については、その記述を全て割愛してあるため、セクション番号が連続しない場合が
ある。  
 
 

５．本別表でのＳＳＦ／ＣＣＦの内部処理に関する記述は、網動作理解のための参考であ

り、インプリメント条件を示しているものではない。本別表でのＳＣＦ、ＳＲＦ、ＳＣ

Ｐ、ＩＰに関する記述は参考であり、インプリメント条件を示しているものではない。  
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第１編 総論 

 

1. 概説 
 本標準において、「ＩＮ能力セット１」とは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂにて規定する「能力セッ

ト１」を示す。また、本標準において、「ＩＮ能力セット２」とは、3.1.1 節に記述されている「信号網接

続によるサービス提供形態１」の形態により、4章に記述される機能をサポートするために必要な能力であ

り、その仕様は、 

(1)ＩＮの一般的概念を含むＩＴＵ－Ｔ勧告 能力セット２からの必要箇所のダウンストリーム 

(2)ＴＴＣ特有追加部分の記述 

▼(3)ＮＴＴ特有追加部分の記述▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

から構成される。 

 

1.1 標準参考文献 

以下のＩＴＵ－Ｔ勧告と他の参考文献は、本標準を通して参照され、本標準および本標準の付録の規定を

構成する規定を含む。本標準が採択された際に、示されている参考文献の版が有効であった。この参考文献

に含められたすべての勧告および他の資料は、将来改訂を受けることを考慮し、本標準のすべてのユーザー

は、ＳＧ１１以外のＳＧまたは団体が、将来決定する参考文書の変更が、本標準の修正規定として自動的に

適用されないことに注意すべきである。 

 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.680 (1994) ¦ ISO/IEC 8824-1:1994, Information technology - Open Systems 

Interconnection - Abstract Syntax Notation One (ASN.1):Specification of basic notation.  

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.681 (1994) ¦ ISO/IEC 8824-2:1994, Information technology - Open Systems 

Interconnection - Abstract Syntax Notation One (ASN.1):Information object specification.  

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.682 (1994) ¦ ISO/IEC 8824-3:1994, Information technology - Open Systems 

Interconnection - Abstract Syntax Notation One (ASN.1):Constraint specification. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.683 (1994) ¦ ISO/IEC 8824-4:1994, Information technology - Open Systems 

Interconnection - Abstract Syntax Notation One (ASN.1): Parameterization of ASN.1 specifications.  

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.690 (1994) ¦ ISO/IEC 8825-1:1994, Information technology - Open Systems 

Interconnection - Specification of ASN.1 encoding rules: Basic, Canonical, and Distinguished 

Encoding Rules.  

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.880 (1994) ¦ ISO/IEC 13712-1:1994, Information technology  

-RemoteOperations: Concepts, model and notation. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.29 (1988), Causes of noise and ways of reducing noise in  

telephone exchanges. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.700 (1993) Introduction to CCITT Signalling System No.7. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.710 (1988) Simplified MTP version for small systems. 

- ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＳＣＣＰ仕様 ＳＣＣＰ手順 

－ ＮＴＴ－Ｑ７６２ ＩＳＵＰ仕様 信号と信号情報の機能概要 

－ ＮＴＴ－Ｑ７６３ ＩＳＵＰ仕様 フォーマットおよびコード 

- ＮＴＴ－Ｑ７７１ ＴＣ仕様 トランザクション機能の機能内容 

- ＮＴＴ－Ｑ７７２ ＴＣ仕様 トランザクション機能情報要素定義 

- ＮＴＴ－Ｑ７７３ ＴＣ仕様 トランザクション機能のフォーマットと符号化 
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- ＮＴＴ－Ｑ７７４ ＴＣ仕様 トランザクション機能手順 

- ＮＴＴ－Ｑ７１１ ＳＣＣＰ仕様 信号接続制御部（ＳＣＣＰ）の機能 

- ＮＴＴ－Ｑ７１３ ＳＣＣＰ仕様 ＳＣＣＰフォーマットとコード 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.715 (1996) Signalling System No. 7 - SCCP User Guide 

- ＮＴＴ－Ｑ９３１ ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースレイヤ３仕様  

- ＮＴＴ－Ｑ９３２ ＩＳＤＮ付加サービス制御手順の共通原則 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1290: Intelligent Network: Glossary of terms used in the definition 

of Intelligent Networks.  

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1400 (1993) - Architecture framework for the development of signalling 

and OA&M protocols using OSI concepts. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.219 (1988)- Remote operations: Model, notation and service definition 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.229 (1988)- Remote operations: Protocol specification 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 E.164 (1991) - Numbering plan for the ISDN era. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 I.130 (1988) - Method for the characterization of telecommunication 

services supported by an ISDN and network capabilities. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.71 (1993) - ISDN circuit mode switched bearer services. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1201 (1991) - Principles of Intelligent Network architecture. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1204 (1993) - Intelligent Network Distributed Functional Plane 

Architecture. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1205 (1993) - Intelligent Network physical plane architecture. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1208 (1997) - General aspects of the Intelligent Network application 

protocol. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1211 (1993) - Introduction to Intelligent Network Capability  

 Set-1. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1214 (1995) - Distributed Functional Plane for Intellignet Network 

Capability Set-1. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1218 (1995) - Intelligent Network interface Recommendations. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1221 (1997) - Introduction to Intelligent Network Capability  

 Set-2. 

 

2. サービス記述 
2.1 目的 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.2 本標準の範囲 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.3 定義及び用語 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.3.1 信号網接続 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.3.2 サービス機能 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.3.3 網Ａ 

 ▼信号網接続によるサービスの起動を通知し、信号網接続により網Ｂと連携してサービスを提供する網を
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示す。本標準においては、ＮＴＴ東日本またはＮＴＴ西日本を指す。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

2.3.4 網Ｂ 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3. 基本的考え方 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
 

4. 信号網接続機能の定義 
4.1 網間に要求されるサービス機能 

 サービス機能は、信号網接続によるサービスを実現するために要求される機能であり、以下の１０の機能

を定義する。 

 

(1)番号翻訳機能 

 このサービス機能は、網Ａからの問い合わせに対し、網Ｂがダイヤルされた番号から着信番号を

展開し、網Ａに通知することを可能とする。なお、▼網Ａが網Ｂのサービスを起動するトリガ条件

は、以下のとおりとする。 

       ○加入者毎の判断基準 

・オフフック時無条件 

・ダイヤル番号（＋終了符号）受信時 

・終了符合のみ受信時 

このトリガ条件を割り当てる加入者には、網Ａで加入者毎に事前に登録を行う。 

       ○交換機毎の判断基準 

• ０ＡＢ０－ＤＥＦＧＨＪ（Ｋ）受信時（０ＡＢ０－ＤＥＦまでにトリガ条件に合致

する／しないが決定できる） 

• ０Ａ０－ＣＤＥＦＧＨＪ（Ｋ）受信時（０Ａ０－ＣＤＥＦまでにトリガ条件に合致

する／しないが決定できる） 

• ００ＸＹ－Ｙ１～Ｙｎ受信時（００ＸＹ－Ｙ１Ｙ２までにトリガ条件に合致する／しな

いが決定できる） 

このトリガ条件を割り当てるダイヤル番号には、網Ａでダイヤル番号毎に事前に登録を行う。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

(2)イベント通知機能 

 このサービス機能は、網Ｂからのイベントの通知に関する指示に基づき、網Ａが網Ｂから通知を

要求されているイベントを検出したときに、そのイベントを網Ｂに通知することを可能とする。 

 

(3)再接続機能 

 このサービス機能は、網Ｂの指示によりルーティングされた呼に対し、その呼が着信先の状態に

より接続できない場合、当該呼を新たな着信先へ接続することを可能とする。 

▼なお、１つの呼に対する本機能の回数については、以下のとおりとする。 

１つの呼に対して許容する接続（Connect）オペレーションによる IAM 数は最大５とする。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

(a)話中時再接続 
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 網Ａで、着側話中を検出した場合における再接続。 

▼なお、網Ａで着側話中と判断する条件は、以下のとおりとする。 

呼設定時に SSP が後位から切断信号（REL）を受信し、理由表示が以下の条件に合致する場

合 

 ○生成源が「ユーザ」以外であり、 

 ○かつ、理由表示値が以下のいずれかである。 

• １７：着ユーザビジー 

• １８：着ユーザレスポンスなし 

• ６３：その他のサービスまたはオプションの利用不可クラス 

または、呼設定時にＳＳＰが後位から不完了ＡＣＭまたは不完了ＣＰＧ、ＲＥＬを受信し、

理由表示が以下の条件に合致する場合 

○ 理由表示値が２０：着ユーザ不在▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

(b)無応答時再接続 

 網Ａで、着側無応答を検出した場合における再接続。網Ａが無応答と認識するタイマ値は、接

続先毎に網Ｂから指定できる。 

▼なお、タイマの起動条件とタイマ値の範囲は、以下のとおりとする。 

 開始条件： 呼設定時に SSP が後位からアドレス完了信号（ACM）を受信（不完了 ACM を除く） 

 停止条件： SSP が後位から応答信号（ANM）を受信 

 タイマ値の範囲：３秒から１７５秒の範囲で、１秒単位。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

▼また、呼設定時にＳＳＰが後位から不完了ＡＣＭまたは不完了ＣＰＧを受信し、理由表示が

以下の条件に合致する場合も無応答と判断する。 

○ 理由表示値が１８：着ユーザレスポンスなし▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

(c)網Ｂからのユーザ相互動作終了後再接続 

 網Ｂでのユーザ相互動作の終了を網Ａで検出した場合における再接続。 

 ▼なお、網Ａで網Ｂからのユーザ相互動作が終了したことを判断する条件は、以下とする。 

順方向接続切断（ＤＦＣまたはＤＦＣＷＡ）受信、または暫定接続の後位からの切断信号（Ｒ

ＥＬ）受信とする。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

(4)網Ｂからの応答時発着同時ユーザ相互動作機能 

このサービス機能は、網Ｂからの指示に基づく網Ａでの呼設定処理において、着信者からの応答

の検出を網Ｂに通知するとともに、発信者側の通話回線と着信者側の通話回線とを分離し、それぞ

れの回線を網Ｂ内の特殊リソースに暫定接続すること、および発着のユーザ相互動作が終了した際

に暫定接続を解放し、網Ａで分離した発信者側の通話回線と着信者側の通話回線とを再接続するこ

とを可能とする。 

 

(5)網Ｂからのユーザ相互動作のための、網Ｂへの暫定接続機能 

本機能は、網Ｂ内の特殊リソースを用いてユーザ相互動作を行うために、網Ｂ（内のサービス制
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御機能）が網Ａ（内のサービス交換機能）に対して暫定接続を指示し、その指示に基づき網Ａから

網Ｂに回線を接続することを可能とする。 

▼１つの呼に対して許容する暫定接続は、暫定接続確立（ＥＴＣ）オペレーションと暫定接続起動（Ｉ

ＴＣ）オペレーションによるＩＡＭ数を最大１０とする。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

(6)網Ａと網Ｂ間の網間ハンドオフ機能 

このサービス機能は、網Ｂのサービス制御機能が網Ａのサービス交換機能に対して網Ｂへの中継

接続を指示するのと同時に、その制御関係を終了し、それ以降の呼制御は網Ｂに閉じて実施するこ

とを可能とする。 

 

(7)対話継続の確認機能（ActivityTest相当） 

 網Ｂが、網Ａとの対話が正常に確立されていることを確認するため、また、長時間保留呼を検出

した場合、その対話に対応する呼が確かに網Ａに存在するのか否かを確認する機能。網Ｂは網Ａへ

対話が継続して存在しているかを問い合わせる機能を持ち、網Ａはその問い合わせに対して応答す

る機能を持つ。 

▼ なお、問い合わせの起動契機以下の通りとする。 

• Ｘ時間以上保留している呼に対して、網Ｂは網Ａに対して問い合わせる。ただし、Ｘに

ついては網Ｂの事業者との個別協議により決定する。 

• １つのＳＣＰから同時に複数の問い合わせは行わない。 

• 上記以外の必要な取り決めについては、協議の上決定する。▲ 
【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

(8)網Ａ、網Ｂのサービス交換機能の同時制御機能 

 このサービス機能は、網Ｂのサービス制御機能が網Ａのサービス交換機能に対して網Ｂへの中継

接続を指示するのと同時に、その制御関係を維持したまま、それ以降の呼制御を網Ｂ内において実

施することも可能とする。 
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第２編 分散機能プレーン（Distributed Functional Plane） 

 

1. 概要 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2. 能力セット２でのＩＮ分散機能プレーンの範囲 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.1 エンドユーザアクセス 

 能力セット２の呼／サービス処理へのエンドユーザアクセスは、以下のようなアクセス形態を経由して提

供される。▼（注：このことは、私設網からのアクセスをサポートするための、これらのインタフェースの

利用を妨げない）▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 － アナログ加入者線インタフェース 

－ ＩＳＤＮ ＢＲＩとＰＲＩ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽－ 従来のトランクとＮｏ．７信号方式インタフェース△ 

 

2.2 サービスの起動と制御 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.3 エンドユーザ相互動作のための接続制御 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.5 コールパーティハンドリング (Call Party Handling) 

 

2.5.1 概要 

 コールパーティハンドリング (Call Party Handling)網の特徴は、網 Bからの応答時発着同時ユーザ相互動

作機能に関与することを可能とすることである。ＩＮ能力セット２のコールパーティハンドリングは以下の

観点を含む。 

 

(1) コネクションビュー状態 (Connection View States) 

 

コネクションビュー状態アプローチは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２２４に記述されているコネクションビュ

ー (Connection View: CV)に▼原則▲基づく。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

コネクションビューオブジェクトは、ＳＣＦに呼と接続処理の概観を提供する。各コネクションビュー状態

はＳＳＦ内でのＣＶ状態をモデル化したものである。このように、ＳＳＦによりサポートされるコールパー

ティハンドリング機能のセットは、コネクションビュー状態の一覧として定義することができる。コネクシ

ョンビュー状態モデルは発展的であり拡張性を持つ。従って、コネクションビュー状態の一覧は、将来のサ

ービスと必要となる能力の記述のために拡張されるかもしれない。 

 

2.5.2 背景 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】  

▽ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ、ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ第 1編は、それぞれＩＮ能力セット 1、ＩＮ能

力セット２のベンチマークサービスについて規定している。△ 

コールパーティハンドリング は、網 Bからの応答時発着同時ユーザ相互動作において、ＳＣＦがコネクシ

ョンに関与できることを要求しているベンチマークサービスの要望を満足する手助けとなる。これらのサー
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ビスの例としてフリーホン等がある。 

 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２１４付録１、Ｑ．１２１８付録２はコールパーティハンドリングの概念を紹介し、

部分的解決案について提案している。ＩＮ 能力セット２は、コネクションビューアプローチ、コネクショ

ンビューのオブジェクト指向モデル化の詳細を含むことにより、コールパーティハンドリングに対するより

完成度の高い解決案を提供する。 

 

2.5.3 適用範囲 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.5.4 前提条件 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.5.5 コア能力 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.6 網間接続 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3. ＩＮ能力セット２の網間分散機能モデル 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

 

4. ＳＳＦ／ＣＣＦモデル 

4.1 概要 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2 基本呼管理（ＢＣＭ） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2.1 ＢＣＳＭ 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2.2 ＩＮ能力セット２のＢＣＳＭの説明 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2.2.1 ＩＮ能力セット２の発側ＢＣＳＭ 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2.2.1.1 発側－空き＆発呼分析(O_Null_&_Authorize_Origination_Attempt) 

 

入イベント： 

  以前の呼の切断や解放（ＤＰ９：発側－切断(O_Disconnect)、ＤＰ１０：発側－途中放棄(O_Abandon）、

又は完了したＳＳＦ／ＣＣＦによる例外のデフォルト処理 

 

機能： 

  － インタフェース（加入者線／トランク）が空きである（呼が存在しない、呼番号が存在しない、等）。

呼は監視状態にある。 

  － 発呼を望む発信者から通知があった時（例えば、オフフック、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」

（SETUP）メッセージ、ＩＳＤＮユーザ部「アドレス」（IAM）メッセージ）、その話者の持つ機

能（例えば、伝達能力、回線制限）に伴う発呼の権利／能力を検証する。発側リソースが異なれば

（例えば加入者線とトランク）実行される許可種別が変わるかもしれない。 

利用可能な情報： 

  発呼イベントを検出した後、 ＳＳＦ／ＣＣＦは記載されている制限内で、発側に関連する以下の情報

が利用可能であると想定される。もしＳＳＦ／ＣＣＦが発呼を認めないと判断すれば、許可失敗の理由

も又通知される。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

  ▽－ 伝達能力（Bearer Capability） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２ ユーザ・サービ ス情報と、ＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｑ９３１ 伝達能力情報要素を参照。△ 

  － 発番号（Calling Party Number） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 発番号信号情報参照。この情報は、非Ｉ

ＳＤＮ加入者線のＳＳＦ／ＣＣＦで利用可能であり、Ｎｏ．７信号方式トランクでも利用可能であ
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るが、旧式な信号をサポートするトランクからは利用できない。ＤＳＳ１インタフェースでは、「呼

設定」（SETUP）メッセージで提供される情報や、発呼者に割り付けられたデフォルト番号によっ

て決定される。（以下のＩＳＤＮ呼設定情報参照） 

  － サービスプロファイル識別子（ＳＰＩＤ：Service Profile Identifier） － ＮＴＴ－Ｑ９３２付属資

料Ａ参照。もしこのＳＳＦ／ＣＣＦ上のＢＲＩインタフェースによって発信者が提供されるなら、

この情報はＳＳＦ／ＣＣＦで利用されるかもしれない。 

  － 着番号（Called Party Number） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 着番号信号情報参照。順方向で、着信者

の識別に使用される。トランクか、ＩＳＤＮ加入者線でのみ利用可能である。 

  － 契約者番号（Contractor Number） － 本標準第５編参照。この情報は、非ＩＳＤＮ加入者線の 

ためのＳＳＦ／ＣＣＦか、又はＳＳＦ／ＣＣＦによって提供されるＩＳＤＮインタフェース、及 

びＮｏ．７信号方式をサポートするトランクで利用可能だが、旧式な信号をサポートするトラン 

クからは利用できない。 

 

  － ＩＳＤＮ呼設定フィーチャ関連情報 － ＮＴＴ－Ｑ９３１参照。ＳＳＦ／ＣＣＦは、ＤＳＳ１イ

ンタフェースからの「呼設定」（SETUP）メッセージを受信し、この「呼設定」（SETUP）メッセ

ージは以下の情報を含むことができる。 

    － 伝達能力（Bearer Capability） － ＮＴＴ－Ｑ９３１ 伝達能力情報要素参照。 

    － 経過識別子（Progress Indicator） － ＮＴＴ－Ｑ９３１ 経過識別子情報要素参照。 

    － キーパッドファシリティ（Keypad Facility） － ＮＴＴ－Ｑ９３１ キーパッドファシリ

ティ情報要素参照。この情報要素は、着番号、又は着サブアドレスを含むような「呼設定」

（SETUP）メッセージには期待されない。 

    － フィーチャアクティベーション（Feature activation） － ＮＴＴ－Ｑ９３２ フィーチャア

クティベーション情報要素参照。 

    － 発番号（Calling Party Number） － ＮＴＴ－Ｑ９３１ 発番号情報要素参照。 

    － 着番号（Called Party Number） － ＮＴＴ－Ｑ９３１ 着番号情報要素参照。 

 着番号情報要素は、一括手順送信を使用し、キーパッド情報要素が存在しないときに送信され

る。着番号情報要素の中の、番号種別と番号計画識別子フィールドが”不定（unknown）”に

設定されるとき、ＳＳＦ／ＣＣＦは、キーパッド情報要素で受信した数字列情報として扱う。 

    － 発サブアドレス（Calling party subaddress）と着サブアドレス（Called party subaddress）  

      － ＮＴＴ－Ｑ９３１ 発サブアドレス情報要素と着サブアドレス情報要素参照。 

    － ＮＴＴ－Ｑ９３２に定義されているその他の情報。ＩＳＤＮ付加サービスの制御のための一般

的手順を持たせることができる。これには、ＳＣＦにとって重要な情報もあるかもしれない。 

 

  － ＩＳＤＮユーザ部ＩＡＭフィーチャ関連情報。ＩＡＭは、以下の情報を含むことができる。（ＮＴ

Ｔ－Ｑ７６２、同Ｑ７６３参照） 

    － 接続特性表示（Nature of connection indicators） － ＮＴＴ－Ｑ７６３ 接続特性表示パラメ

ータ参照。 

    － 順方向呼表示（Forward call indicators） － ＮＴＴ－Ｑ７６３ 順方向呼表示パラメータ参

照。発信者のアクセスがＩＳＤＮ又は非ＩＳＤＮのどちらであるかを認識し、エンド・エンド

のＮｏ．７信号方式をサポートするコネクションが要求されているかどうかの指示を与える。 

    － ユーザ・サービス情報（ User service information） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ ユーザ・サービス

情報パラメータ参照。このパラメータはＩＮ能力セット２の目的のために、音声、３．１kHz

オーディオ、非制限デジタル情報（６４kbit/s）、あるいは非制限デジタル情報のような回線
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モードの呼を定義する。 

    － 着番号（Called Party Number） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 着番号パラメータ参照。 

    － 発番号（Calling Party Number） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 発番号パラメータ参照。 

    － 汎用番号（Generic Number） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 汎用番号パラメータ参照。ＩＡＭ中に、

汎用番号パラメータがあってもよい。 

    － 契約者番号（Contractor Number） － 本標準第５編参照。 

    － ＩＡＭに含まれるかもしれないその他のパラメータ。これらのパラメータは、コネクション内

の他の交換機によって提供されるフィーチャ（例えば順方向に進む呼に関連する情報）により

含まれるかもしれない。これには、ＳＣＦにとって重要な情報があるかもしれない。 

 

  － 呼で既に起動されている交換機ベースのフィーチャに関連する任意の情報も利用可能である。 

 

出イベント： 

  － 発呼の生成の要求と（例えば、オフフック、ＮＴＴ－Ｑ９３１「呼設定」（SETUP）メッセージ、

ＩＳＤＮユーザ部「アドレス」（IAM）メッセージ）、確認された発呼を生成する権利／能力（Ｄ

Ｐ１：発呼分析完了）の指示。 

  － 以下の例外出イベントが、ＰＩＣ１に適用可能である。もし呼がＰＩＣ１処理中にこれらの例外と

遭遇した場合、これらはＤＰと一致しないため、このＰＩＣでは例外イベントを見ることができな

い。 

    － 発信者が切断すると、発側－途中放棄が起こる。例えば、このイベントは以下の１つからもた

らされる。 

    － ＳＳＦ／ＣＣＦは、フッキング検出タイマにより、非ＩＳＤＮ加入者線でサービス提供される

発信者からのオンフック指示を受信する。 

    － ＳＳＦ／ＣＣＦは、ＤＳＳ１インタフェースによってサービス提供される発信者から、呼を解

放するメッセージを受信する。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽－ ＳＳＦ／ＣＣＦは、旧式なトランクから切断指示を受信する。△ 

    － ＳＳＦが、Ｎｏ．７信号方式トランクから「解放」（RELEASE）メッセージを受信する。 

    － 拒否された発呼生成の権利／能力（例外） 

 

該当するＮＴＴ－Ｑ９３１の呼状態：０．空 

 

4.2.2.1.3 情報収集(Collect_Information) 

入イベント： 

 発呼を要求（例えば、オフフック、ＮＴＴ－Ｑ９３１「呼設定」（SETUP）メッセージ、ＩＳＤＮユ

ーザ部「アドレス」（IAM）メッセージ）、及び検証された発呼に対する権利／能力の表示（ＤＰ１：

発呼分析完了(Origination_Attempt_Authorized)）。 

 

機能： 

  － 最初の情報パッケージ／ダイヤル番号（例えば、サービスコード、プレフィックス、ダイヤルされ

たアドレス番号）は、発側から収集される。情報は、収集完了を決定するため番号計画に従って検

査される。一括手順信号方式が使用される場合（例えば、一括手順信号を使用するＩＳＤＮユーザ、

入側Ｎｏ．７信号方式トランク）なら、これ以上の動作は要求されない。 
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利用可能な情報： 

 ＳＳＦ／ＣＣＦが情報収集の完了を決定した後、ＳＳＦ／ＣＣＦは呼の発側部に関連した以下の利用

可能な情報を持つことが想定される。 

    － 契約者番号（Contractor Number）、発番号（Calling Party Number）、伝達能力（Bearer  

Capability）、サービスプロファイル識別子（Service Profile Identifier）、他のフィーチャ関連

情報 － この情報は、ＰＩＣ１で定義された条件に基づき各アクセス種別に利用可能である。 

    － 収集情報（Collected Information）は、以下に記述されている。 

 

 非ＩＳＤＮ加入者線やＤＳＳ１インタフェースからの収集情報は、以下の１つもしくはそれ以上から

なる。 

    － フィーチャアクティベーション（Feature activation） － ＮＴＴ－Ｑ９３２ フィーチャア

クティベーション情報要素参照。あるフィーチャアクティベータを受信した後に有効な顧客別

番号計画（ＣＤＰ：Customized Dialing Plan）が決定するならば、番号計画に従って、引き続き

番号が収集されるべきである。あるフィーチャアクティベータを受信した後で有効なＣＤＰが

決定したならば、可変長の数字が収集されるべきであり、引き続き、フィーチャアクティベー

ション識別子と収集情報が知らされる。 

    － プレフィックス（Prefix） － 本標準第５編参照。 

    － 事業者アクセスコード（Carrier Access Code） － 本標準第５編参照。発信者は、事業者ア

クセスコード（ＣＡＣ）（例えば、この呼で使用するための１０ＸＸＸや１０１ＸＸＸＸ）を

ダイヤルしてもよい。 

    － 収集アドレス情報（Collected Address Information） － 本標準第５編参照。番号計画毎に利

用可能。 

    － 番号計画表示（Numbering Plan Indicator） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 番号計画表示信号情報参

照。 

    － 収集数字（Collected Digits） － 本標準第５編参照。決まったフィーチャアクティベーショ

ン、あるいはＣＤＰでアクセスコードがダイヤル化された後、有効な番号計画が決まれば、通

常の桁間タイミングを用いて可変長の番号が収集されるべきである。この場合、これらの収集

数字もこの時に知らされる。 

 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】  

 ▽旧式なトランクインタフェースから収集された情報は、以下の１つもしくはそれ以上の情報からなる。 

－ 契約者番号（Contractor Number） － 本標準第５編参照。これは、発側トランク（網運用者

特有）でＭＦ信号が使用されるとき、旧式トランクからのみ知らされる。この場合、契約者番

号は分割発呼パルス出力の第２段階で提供される。 

－ 収集アドレス情報（Collected Address Information） － 非ＩＳＤＮ加入者線、又はＤＳＳ１

インタフェースでは、上記のように定義される。 

－ 番号計画表示（Numbering Plan Indicator） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２ 番号計画表示信

号情報参照。受信した情報は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４に準拠していることが期待される。 

－ プレフィックス（Prefix） － 非ＩＳＤＮ加入者線、又はＤＳＳ１インタフェースでは、上

記のように定義される。△ 

 

 Ｎｏ．７信号方式トランクインタフェースからは、収集情報はＩＳＤＮユーザ部着番号及びＩＳＤＮ
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ユーザ部ＩＡＭフィーチャ関連情報の内容として、上記に記述されている他のフィーチャ関連情報から

提供される情報からなる。 

 

出イベント： 

  － 発信者からの完全な初期情報パッケージ／ダイヤル番号が有効。（このイベントは、一括手順信号

の場合、既に提供されている。この場合は本ＰＩＣでの留保時間はない） 

  － 以下の例外出イベントが、ＰＩＣ２に適用可能である。 

    － 収集タイムアウト、情報収集失敗、無効情報、及び発側－途中放棄(O_Abandon) 

－ 収集タイムアウトイベントは、通常の桁間タイマ満了までに、呼の処理に充分な情報が

ＳＳＦ／ＣＣＦによって受信されなかったとき検出される。Ｎｏ．７信号方式トランク

でのこのイベントは、呼の処理に必要な情報を含まないＩＡＭに相当する。この場合、

これらはタイミング（タイミングはＩＳＵＰ分割発呼送信に関連するかもしれない）に

関係しないかもしれない。（例外）▼ただし、通常の桁間タイムアウトが発生しても、

呼の処理に十分な情報がＳＳＦ／ＣＣＦによって受信された場合は、収集タイムアウト

ではない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

    － 情報収集失敗イベントは、交換機リソースの不足（例えば、ディジットレシーバが利用可能で

ない）から、ＳＳＦ／ＣＣＦが情報収集を実行できないとき検出される。（例外） 

    － 例えば、受信した情報が有効な番号計画に反するなど、発信者から受信した情報が利用可能で

ない時、無効情報イベントが生じる。（例外） 

    － ＰＩＣ１で記述されている発側－途中放棄(O_Abandon)。この場合、相当するＤＰでイベント

を認識することができる。（発側－途中放棄(O_Abandon)ＤＰ） 

 

コメント：ダイヤル終了を決定するため、番号分析が要求される。しかしこの分析は、ＰＩＣ３（情報

分析）で起動する残りの番号分析から分割できるようモデル化されてもよいと想定できる。これらは、

インプリメントを制限することを意図するものではない。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽しかし、交換機は閉域番号計画のために記述された分割可能な外観図を、外部に提供すべきである。

（注１）△ 

   ＩＳＤＮ一括発呼の場合、発呼分析完了(Origination_Attempt_Authorized)検出ポイント（ＤＰ１）で

「呼設定」（SETUP）メッセージを受信することで、ＢＣＳＭはＰＩＣ２の処理をせずにＰＩＣ２を素

通りして、情報収集完了(Collected_Information)検出ポイント（ＤＰ２）に遷移する。発信者から初期情

報のパッケージ／番号を受信したとき、ＢＣＳＭはＤＰ２へ遷移することに注意すること。－これは、

呼処理の継続に充分な情報を受信したときに生じる。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽（例えば、ＩＳＤＮの場合のＭＦパルスの分割発呼送信の様な時）。具体的には、ＤＰ２がトリガ検 

出ポイント－要求（ＴＤＰ－Ｒ）として設定されている時に各数字を順番に受信する場合において、Ｔ

ＤＰ判断基準に遭遇したかどうかを判断するのに充分な情報が受信された時、ＳＳＦは最初のＤＰ要求

（すなわちイニシャルＤＰ情報フロー）をＳＣＦへ送出する。ＢＣＳＭ処理は中断されるが、更に数字

を収集する。いつ十分な情報が利用可能かを判断するのは網運用者特有である。（注２） 

 

注１：この分割された外観図は、ＤＰ２（情報収集完了(Collected_Informatoin)）やＤＰ３（情報分       

析完了(Analysed_Information)）のような異なるＤＰのサポート、及びＳＣＦへ、ＴＤＰやＥＤＰに



技別 19-13    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

対応する情報フローを分類することで提供される。 

注２：ある網では、ＣＣＦ／ＳＳＦがいつ着番号情報が完了したかを判断できないかもしれない。従っ

てそのような網では、 着番号情報が完了する前にＤＰ２に対するＴＤＰ判断基準に遭遇するかも

しれない。△ 

 

該当するＮＴＴ－Ｑ９３１の呼状態：１．発呼 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽および２．分割発呼（オプション）△ 

 

4.2.2.1.4 情報分析(Analyse_Information) 
入イベント： 

 発信者からの完結した初期情報パッケージ／ダイヤル番号が有効である。 

 

機能： 

 ルーチングアドレスと呼種別（例えば、加入者線交換機の呼、中継交換機の呼、国際交換機の呼）を

決定する番号計画に従って、解析かつ／または翻訳される情報。 

 

 このＰＩＣの処理の結果の１つは、ルーチングアドレスの決定である。 

1) 着番号のみ（着番号はＳＳＦにより提供される） 

 

利用可能な情報： 

 ＳＳＦ／ＣＣＦが情報を解析したと判断した後、ＳＳＦ／ＣＣＦは呼の発側に関連する、以下の利用

可能な情報を持つことが想定される。 

    － 契約者番号（Contractor Number）、発番号（Calling Party Number）、伝達能力（Bearer  

Capability）、サービスプロファイル識別子（Service Profile Identifier）、及び他のフィーチャ

関連情報。この情報は、ＰＩＣ１で定義された条件下の各アクセス種別に利用可能である。 

    － 収集情報の分析結果は以下に記述されている。 

 

 非ＩＳＤＮ加入者線やＤＳＳ１インタフェースからの情報は、以下の１つもしくはそれ以上からなる。 

    － 着番号（Called Party Number） － 番号計画毎による 

    － 番号計画表示（Numbering Plan Indicator） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 番号計画表示信号情報参

照 

    － 収集情報（Collected Information） －  フィーチャアクティベーション（Feature Activation）、

プレフィックス（Prefix）、事業者アクセスコード（Carrier Access Code）、収集アドレス情報

／番号（Collected Address Information / Digits） 

 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽旧式又は△Ｎｏ．７信号方式トランクインタフェースからの情報は、以下の１つもしくはそれ以上か

らなる。 

    － 契約者番号（Contractor Number） － ＰＩＣ１（Ｎｏ．７信号方式トランクの時）で定義 

されている。 

    － 着番号（Called Party Number）と番号計画表示（Numbering Plan Indicator）（上記の非ＩＳＤＮ

加入者線やＤＳＳ１インタフェースで定義されている） 
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    － 収集情報（Collected Information） － ＰＩＣ２で記述されている、収集アドレス情報

（Collected Address Information）、プレフィックス（Prefix）。 

 

出イベント： 

  － ルーチングアドレスとアドレス種別が有効（ＤＰ３：情報分析完了(Analysed_Information)） 

  － 以下の例外出イベントが、ＰＩＣ３に適用可能である：発側－途中放棄(O_Abandon)と無効情報 

    － 無効情報イベント（例えば、誤った番号）。（例外） 

    － ＰＩＣ１に記述されている発側－途中放棄(O_Abandon)イベント。この場合、相当するＤＰに

よりイベントを認識することができる。（発側－途中放棄(O_Abandon)ＤＰ） 

 

コメント：ルーチングアドレスは、このような場合でも、最終物理ルートが既に決定してしまった事を

意味しているわけではない（例えば、代表回線群がまだ検索されていない、まだディレクトリ番号が物

理ポートアドレスに変換されていない）。 

 

該当するＮＴＴ－Ｑ９３１の呼状態：該当なし 

 

4.2.2.1.5 ルート選択＆呼出中(Routing_&_Alerting) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2.2.1.9 発側－通信中(O_Active) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2.2.1.11 発側－例外(O_Exception) 

入イベント： 

（上記の各ＰＩＣで記述されている）例外条件と遭遇した。 

 

機能： 

例外条件のデフォルト処理が提供される。これは以下に示すように、リソースが不適切に割り付けられ

たままにならないことを保証するのに必要な、一般的な動作を包含する。 

▼－ ＳＳＦ／ＣＣＦは、新たな呼に対して加入者線、トランク及び他のリソースが利用できるよう

に、ＳＳＦ／ＣＣＦ内のリソースの解放を確実に行う。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

注１：これは、相互関係を終了して（すなわちＴＣトランザクションを終了する）、全ての留

保中のオペレーションを完結できないことを通知するために、アボートプロトコル手順を介し

て物理プレーンで処理されるべきである。 

 

利用可能な情報： 

 例外状態が発生したことをＳＳＦ／ＣＣＦがいったん決定すると、ＳＳＦ／ＣＣＦには、ＰＩＣ内で

例外が発生した時と同様の利用可能な情報を備えていると想定される。 

 

出イベント： 

 ＳＳＦ／ＣＣＦによる例外状態のデフォルト処理が完了する。（発側－空き＆発呼分析

(O_Null_&_Authorize_Origination_Attempt)ＰＩＣに遷移） 

 

図２－４－３／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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4.2.3 ＩＮ能力セット２呼モデルにおけるＢＣＳＭ再開ポイントとＩＮ遷移【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2.4 ＩＮ能力セット２呼モデルにおけるＢＣＳＭ通知【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.2.5 ＢＣＳＭ検出ポイント 

 ある基本呼イベントおよび接続イベントはＩＮサービス論理インスタンスに見えるかもしれない。ＤＰは、

これらのイベントが検出される呼処理中のポイントである。ＢＣＳＭに対するＤＰは 4.2.2 節で規定されて

いる。 

 ＤＰに遭遇したことをＩＮサービス論理インスタンスに対して通知し、場合によってはそれ以降の呼処理

に対してＩＮサービス論理インスタンスが関与することを許すために、ＤＰは設定されうる。もしＤＰが設

定されていなければ、ＳＳＦ／ＣＣＦはＳＣＦを巻き込むことなしに呼処理を継続する。ＤＰは、以下の４

つの属性で特徴付けられる。 

  a) 設定／解除メカニズム － ＤＰの設定をするメカニズム。ＤＰは静的にもしくは動的に設定でき

る。ＤＰは、ＳＳＦにより静的に設定される。静的に設定されたＤＰは、ＳＳＦにより明示的に解

除されるまで存続する。ＤＰは、呼対応ＩＮサービス制御相互関係のコンテキストの中で、ＳＣＦ

により動的に設定される。以下のＤＰ解除規則が適用される。 

    － 設定されたＥＤＰに遭遇した場合は、それは解除される。 

    － 関連レグの解放を生じるＥＤＰに遭遇した場合は、そのレグに関する全ＥＤＰが解除される。 

    － 呼が解放された場合は、その呼に関する全ＥＤＰが解除される。 

  b) 判断基準 － ＤＰを設定する条件に加えて、ＳＣＦに対してＤＰに遭遇したことを通知するため

に満たされるべき条件。（4.2.6節参照） 

  c) 相互関係 － 設定されたＤＰに遭遇し、ＤＰ判断基準が満たされた場合、ＳＳＦは相互関係を介

して情報フローを提供してよい。 

    i) この相互関係が、呼／サービス論理処理の目的のためにＳＳＦ／ＣＣＦとＳＣＦの間にある場

合、これはＩＮサービス相互関係とみなされる。この相互関係には２つの種類がある。 

      － ＳＣＦが相互関係を介して呼処理に関与できる場合は、制御相互関係 

      － ＳＣＦが相互関係を介して呼処理に関与できない場合は、監視相互関係 

ＩＮサービス相互関係に関しては、ＤＰに遭遇した時にＳＳＦからＳＣＦに対して与

えられる情報フローは、制御関係を開始するか、または既存の制御関係のコンテキス

ト内にいるか、または既存の監視関係のコンテキスト内にいるかのいずれかとなりう

る。 

  d) 呼処理中断 － 設定されたＤＰに遭遇し、ＩＮサービス制御相互関係に対するＤＰ判断基準が満

たされた場合、ＳＣＦが以降の呼制御に関与することを許すためにＳＳＦは呼処理を中断してよい。

呼が中断された場合、ＳＳＦはＳＣＦに対して指示を要求する情報フローを送り応答を待つ。呼が

中断されない場合、ＳＳＦはＳＣＦに対してＤＰに遭遇したことを通知する情報フローを送り、応

答を待たない。この属性は、ＤＰを設定するのと同じメカニズムで設定される。 

 

 以上の属性に基づき、ＩＮ能力セット２に対しては３種類のＤＰが規定される。そのＤＰの種別は 

  1) トリガ検出ポイント－要求 (TDP-R) 

  2) イベント検出ポイント－要求 (EDP-R) 

  3) イベント検出ポイント－通知 (EDP-N) 

である。 

 上記ＤＰ種別は、表 2-4-3/JT-Q1228-bに示すＤＰ属性値で定義される。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 
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▽ ＢＣＳＭ ＤＰは、これらのＤＰの型のどれでもよい。△ 

各ＤＰ種別に対するＤＰ処理は、図 2-4-6/JT-Q1228-b に示され、4.2.8節で記述されている。 

 

表２－４－３／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.2.6 ＤＰ判断基準 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 4.2.5 節で述べたように、ＤＰ判断基準とは、ＳＣＦに対してＤＰに遭遇したことを通知するために満た

されるべき条件のことである。これらの判断基準は、効果の範囲の観点から以下に規定されるように、ＤＰ

に割り当てられる。 

  － 加入者線毎の判断基準 

 この種別の判断基準は、各加入者線に適用される。例えば、ユーザＡが発呼する場合、ＳＣＦ処理

が起動される。この判断基準は、ユーザＡに対して特有であるといえる。 

  － 局毎の判断基準 

 この種別の判断基準は局全体に適用される。交換システムで生成されたあらゆる呼がこの判断基準

に従う。例えば、登録済みフリーフォン番号にアクセスする呼はどれも検出され、ＳＣＦ処理が起

動される。 

 

 以下の判断基準が、ある与えられたＤＰに対して適用可能な、ＩＮ能力セット２に対するＤＰ判断基準で

ある。 

  － トリガ割当済み（他の判断基準に無条件／条件付き） 

  － 特定数字列 

 

 上に列挙したＤＰ判断基準に関してはＴＤＰにのみ適用されることに注意すべきである。イベント検出ポ

イント（ＥＤＰ）に対するＤＰ判断基準は、ＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)情報フ

ローにより提示される。さらに、ある与えられたＤＰに対しては、１つ以上のＤＰ判断基準が適用できるこ

とに注意すべきである。 

 ある与えられたＴＤＰに対して適用可能な、ＩＮ能力セット２に対するＤＰ判断基準は、以下のように定

義される。 

  1) トリガ割当済み（注）（他の判断基準に無条件／条件付き） － 加入者線毎もしくは局毎に割り

当てられたＴＤＰの設定／解除状態の表示 

 

注－ あるＤＰが常に条件付きになることはありうる。 

 

トリガ割当済み判断基準は、単独に、あるいはＴＤＰに対する他の判断基準と共に用いられる。あ

るＴＤＰにおいて、トリガ割当済み判断基準が無条件の場合は、これは単独で用いられる。（ＴＤ

Ｐに遭遇したことをＳＣＦに通知する前に、そのＴＤＰでは他のＤＰ判断条件は満たされる必要は

ない。）あるＴＤＰにおいて、トリガ割当済み判断基準が条件付きの場合は、これはそのＴＤＰに

おける他の判断基準との組み合わせで用いられる。（ＴＤＰに遭遇したことをＳＣＦに通知する前

に、組み合わせ中の他の全てのＤＰが、満たされる必要がある。）全てのＤＰに適用される。（全

ＤＰがＴＤＰとして提供できる。） 

 

  2) 特定数字列 － 可変長の番号が収集されなければならない番号計画において、収集された数字列

に対して一致すべき数字列。これは、０個もしくはそれ以上の桁数の数字列となりうる（例：「オ
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フフック遅延」で検出）。 

数字列は、番号計画の構造に整合していなければならず、管理可能でなければならない。例えば、

網提供者はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４番号計画もしくは他の適切な番号計画の構造に整合する桁数

Ｎに対して、最初のＮ桁を規定する。 

収集された数字列は、一括手順送信を用いるＩＳＤＮインタフェースによりサービスを受ける話者

に対しては、ＤＰ１において使用可能である。収集された数字列は（十分な桁数の数字が収集され

たかどうかを決定することを除いては）、ＰＩＣ３まで分析されないため、この判断基準は、ＤＰ

３から１０に対して適用できる。本標準ではＤＰ３にのみ適用する。 

    － 収集された数字列は、Ｎｏ．７信号方式トランクに対するＩＳＵＰ信号を通じてＤＰ１で使用

可能である。 

 

 ＴＤＰに対するＤＰ判断基準の割り当ては、そのＴＤＰで使用できる情報に依存し、ＴＤＰで使用できる

情報は 4.2.2節に記述されている。 

 

以下の表は、ＤＰ１と３についてのＤＰ判断基準の適用性を示している。 

▼ＤＰ１は加入者毎のみ、ＤＰ３は加入者毎または交換機毎を許容する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

表２－４－４／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

 注－ 特定の桁数の受信数字の分析を必要とするトリガ。分析は、受信数字の全桁もしくは受信情報の最

初の桁から数えてあらかじめ定義された桁数分の数字に基づき行われる。 

 

 

 検出ポイントに対して、判断基準に「○」印がつけられている場合は、同検出ポイントに設定された条件

付きＴＤＰが、ＴＤＰに遭遇したことをＳＣＦに通知する前に表に列挙された判断基準が満たされる必要が

あることを示す。例えば、ＤＰ３における条件付きＴＤＰは、ＴＤＰに遭遇したことをＳＣＦが通知される

前に、特定数字列判断基準を必要とするかもしれない。 

トリガ項目は、ＤＰ判断基準の単一のセットおよび、判断基準が満たされたかどうかの決定とトリガをいか

に処理するかの決定のためにＳＳＦ／ＣＣＦが用いる付随情報、として定義される。トリガ項目は、トリガ

種別、ＤＰ判断基準、ＳＣＦルーチング情報から成る。トリガ項目は、管理処理によりユーザに割り当てら

れる。ＳＳＦは、メッセージを編集して適切なＳＣＦアプリケーションに対して配送するために、ＳＣＦル

ーチング情報を用いるべきである。ＳＳＦは、ＳＣＦに向けてルーチングするために、既存のＭＴＰ／ＳＣ

ＣＰ機能を▼用いる。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

4.2.8 ＤＰ処理 

 ＤＰ処理は、以下を含む。 

  － ＤＰ判断基準が満たされたかどうかの決定（4.2.6節および本節参照） 

  － ＩＮおよび非ＩＮサービス論理の新しいインスタンスを起動するときのサービス論理インスタン

ス相互動作の扱い（本節参照） 

  － および、１つもしくはそれ以上のＳＣＦに対して送る情報フローの形成（本節および 11章と 12章

のイニシャルＤＰ(Initial DP)とＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM)情報フロー参照） 
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図２－４－６／ＮＴＴ－Ｑ１２2８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

 ＤＰは、同一の呼に対してＴＤＰかつ／またはＥＤＰとして設定されうるので、シングルポイント制御を

保証するために、ＢＣＭは、ＤＰ判断基準処理の間、以下の一連の規則を適用すべきである。 

 

  規則１：いかなるＤＰにおいても、特定のトリガ条件は、サービス論理プログラムインスタンス（ＳＬ

ＰＩ）を一度にひとつだけ起動できる。 

  規則２：いかなるＤＰにおいても、通知（ＥＤＰ－Ｎ）の処理は要求（ＥＤＰ－ＲとＴＤＰ－Ｒ）の処

理よりも優先順位が高い。いくつかの通知が存在する場合は、全ての通知が処理された時にＥ

ＤＰ－ＲとＴＤＰ－Ｒが処理される。 

 

 規則は、優先順位の高いものから順に並べてある。以上は、図 2-4-7/NTT-Q1228-bに示してある。 

 

 制御相互関係は、呼に対して、１つ以上のＥＤＰ－Ｒが設定されている限り存続する。設定されたＥＤＰ

－Ｒがもはやない場合や、呼が切断された場合は、制御相互関係は終了する。制御相互関係がある間は、Ｅ

ＤＰはＳＣＦにより動的に解除されたり、またＥＤＰに遭遇してＳＣＦに報告する際、または呼が解放され

たときに、ＳＳＦによって解除される。 

 シングルポイント制御は、制御相互関係内には１つのみサービス論理が存在することを保証する。 

 また、シングルポイント制御は、呼セグメントアソシエーション内で保証されるのみである。 

 

 制御相互関係は、設定されたＥＤＰ－Ｒがもはやなく、１つ以上のＥＤＰ－Ｎが設定されている場合に、

監視相互関係に変化する。設定されたＥＤＰ－Ｎがもはやない場合や、呼が解放された場合は、監視相互関

係は終了する。監視相互関係のある間は、ＥＤＰ－Ｎは、ＥＤＰに遭遇してＳＣＦに報告する際、または呼

が解放されたときに、ＳＳＦによって解除される。 

 

 上記規則の帰結として、シングルポイント制御を保証するために、ＢＣＭはＴＤＰ／ＥＤＰ処理のいくつ

かの組み合わせをサポートすべきである（「処理」用語については、付属資料Ｅ参照）。これらの組み合わ

せは、生じてはならない４つの誤った組み合わせと共に以下の表に規定される。 

 

図２－４－７／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

▼ 

表２－４－８／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ 

 

シナリオ ＴＤＰの型 ＥＤＰの型 既存の相互関係 処理 

 1 未設定 未設定 任意  継続 

 2 ＴＤＰ－Ｒ 未設定 なし  ＤＰ要求起動 

 3.a ＴＤＰ－Ｒ 未設定 制御  継続（ＴＤＰを無視） 

 5.a 未設定 ＥＤＰ－Ｒ 制御  もし１つ以上の設定済みＥＤＰが残って 

 いれば引き続きＤＰ要求、もし最後の設 

 定済みＥＤＰであればＤＰ要求の終了 

 5.b 未設定 ＥＤＰ－Ｒ 監視  誤りのケース － 継続（ＥＤＰを無視）
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 6 未設定 ＥＤＰ－Ｎ 制御か監視  もし１つ以上の設定済みＥＤＰが残って 

 いれば引き続きＤＰ通知、もし最後の設 

 定済みＥＤＰであればＤＰ通知の終了 

 7 未設定 ＥＤＰ－Ｒ／Ｎ なし  誤りのケース － 継続（ＥＤＰを無視）

 11.a ＴＤＰ－Ｒ ＥＤＰ－Ｎ 制御  処理ａとｂ： 

 ａ）ＥＤＰについては、引き続きＤＰ通知

   シナリオ６のように処理 

 ｂ）ＴＤＰを無視 

 12 

  

ＴＤＰ－Ｒ ＥＤＰ－Ｒ／Ｎ なし  誤りのケース － ＥＤＰを無視し、 

 ＴＤＰをシナリオ２のように処理 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

4.3 ＩＮ交換管理（ＩＮ－ＳＭ） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.4 ＦＩＭ／ＣＭ機能 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.5 ＳＳＦ／ＣＣＦモデルコンポーネントの相互関係 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.6 ＳＣＦに対するＳＳＦ／ＣＣＦの相互関係 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

5. 特殊リソース機能（ＳＲＦ）モデル 

 

5.1 概要 

 ▼ＳＲＦのモデルを図 2-5-1/NTT-Q1228-b に示す。このモデルの目的はＳＲＦを考慮した特殊リソース機

能についての枠組みを提供することであるが、本ＳＲＦは網Ｂに配備されるため、本仕様ではこのＳＲＦを

提供することは含まれていない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 ＳＲＦは 5.3節に示すように様々な特殊リソースを提供する。しかし、どんな場合でも、他の機能エンテ

ィティからの要求により起動され、自ら起動することはない。 

 呼／サービス処理のため、ＳＲＦはＳＳＦ／ＣＣＦ及びＳＣＦ間との論理相互関係を保有する。ＳＣＦは、

ＳＳＦ／ＣＣＦとＳＲＦとの間のコネクションを制御し、ＳＲＦへ指示を送出する。 

 ＳＳＦへの応答を送出する処理の一部として、ＳＣＦは発信者あるいは着信者とのダイアログが必要な場

合がある。これは、例えば、番号収集シーケンスという形を取りうる。 

 

 ＩＮ能力セット２でのＳＣＦは、ＳＳＦ／ＣＣＦとＳＲＦとの間のパスを設定したあと、ユーザとのダイ

アログを開始するようＳＲＦに指示する。ＳＲＦ－ユーザ間のダイアログは、ＳＲＦがアナウンスを送出で

きるようにしたり、場合によっては、番号を収集できるようにする。番号の収集が完了したならば、ＳＲＦ

はＳＣＦに収集した番号を受け渡す。 

 収集した番号をＳＣＦへ報告するために、ＳＲＦから情報の入力を促されているユーザは、例えばＭＦト

ーンなどを入力する。ＳＣＦ内のサービス論理がもうリソースを必要としなくなった場合には、ＳＣＦはＳ

ＲＦとの接続を解放するようＳＳＦ／ＣＣＦに要求し、次いで、ＳＲＦのリソースは解放される。 

 

5.2 ＳＲＦコンポーネント 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

5.3 ＳＲＦ管理オブジェクト 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

6. サービス制御機能(ＳＣＦ)モデル 



技別 19-20    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

6.1 概要 

 ▼ＳＣＦのモデルを図 2-6-1/NTT-Q1228-b に示す。このモデルの目的は、ＳＣＦに関するサービス論理処

理についての枠組みを提供することであるが、本ＳＣＦは網Ｂに配備されるため、本仕様ではこのＳＣＦの

適用を含んでいない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 サービス制御機能（ＳＣＦ）の主要な機能は、サービス論理処理プログラム（ＳＬＰ）の形で提供される

サービス論理の実行であり、従って、サービス論理選択／相互動作管理、機能エンティティアクセス管理、

ＳＬＰ供給管理などの、ＳＬＰ実行をサポートする機能も含む。 

 

6.2 ＳＣＦコンポーネント 

6.2.1 概要 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

6.2.2 サービス論理実行管理 （ＳＬＥＭ） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

6.2.3 ＳＣＦデータアクセス管理 

6.2.3.1 概要 

  ▼ＳＣＦデータアクセス管理は、ＳＣＦ内で共用する、持続情報（則ち、ＳＬＰＩの存在期間に関係な

く持続する情報）の蓄積、管理及びアクセスを提供するために必要とされる機能を提供するが、本ＳＤＦは

網Ｂに配備されるため、本仕様ではこのＳＤＦの適用は含まれていない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

ＳＣＦデータアクセス管理はＳＬＰＩへこの機能を提供するため、ＳＬＥＭと相互動作する。 

 図 2-6-1/NTT-Q1228-b にＳＣＦデータを含む二つの構造を示す。これらは、以下のものである。 

－ サービスデータオブジェクトディレクトリ 

－ ＩＮネットワークワイドリソースデータ 

これらは、以下の節に記述する 

 

6.2.3.2 サービスデータオブジェクトディレクトリ 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

6.2.3.3 ＩＮネットワークワイドリソースデータ 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

6.2.4 機能ルーチン管理 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

6.2.5 機能エンティティアクセス管理（ＦＥＡＭ） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

6.2.6 ＳＬＰ管理 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

6.3 機能ルーチンカテゴリ 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11. 各サービス機能の機能アーキテクチャへのマッピング 

11.1 機能モデル 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.2 ＩＮ能力セット２の情報フロー 

11.2.1 概要 

 本節では信号網接続の対象となるサービス機能を提供するための情報フローについて記述する。サービス

機能を以下に示す。 

 

－ 番号翻訳機能 

－ イベント報告機能 

－ 再接続機能 
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－ ユーザ相互動作機能 

－ 網間ハンドオフ機能 

－ 網Ａ、網ＢのＳＳＦの同時制御機能 

－ 発着同時ユーザ相互動作機能 

 

 また、サービス機能から派生する機能とは別に、以下の機能に相当する情報フローも含んでいる。 

 

－ 呼解放機能 

－ 活性化試験機能 

 

 各サービス機能と情報フローとの対応付けを以下に示す。 

 

番号翻訳機能： イニシャルＤＰ(Initial DP)、接続(Connect) 

イベント報告機能： ＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)、 

 ＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM) 

再接続機能： ＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)、 

 ＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM)、接続(Connect) 

ユーザ相互動作機能： 暫定接続確立(Establish Temporary Connection)、 

 順方向接続切断(Disconnect Forward Connection) 

網間ハンドオフ機能： 接続(Connect) 

網Ａ、網ＢのＳＳＦの同時制御機能： 

 ＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)、 

 接続(Connect)、ＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM) 

発着同時ユーザ相互動作機能： 

 暫定接続起動(Initiate Temporary Connections)、 

 ＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)、接続(Connect)、 

 ＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM)、 

 レグ移動(Move Leg)、レグ移動応答(Move Leg Response)、 

 呼セグメント併合(Merge Call Segments)、 

 呼セグメント併合応答(Merge Call Segments Response)、 

 順方向接続切断(Disconnect Forward Connection)、継続(Continue) 

 ▼エンティティ解放完了(Entity Released)▲ 

 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

呼解放機能： 呼解放(Release Call) 

活性化試験機能： 活性化試験(Activity Test)、 

 活性化試験応答(Activity Test Response) 

 

11.2.2 信号網接続の基本手順 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12. ＦＥ間の相互関係 

12.1 概要 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.2 相互関係 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.3 ＦＥ間の情報フロー 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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12.4 ＳＣＦ－ＳＳＦ相互関係 

12.4.1 概要 

ＳＣＦとＳＳＦ間の相互関係は、ＳＳＦが送信したＳＣＦへの指示要求の結果確立される 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽か、もしくはＳＣＦの呼の開始要求、または非呼関連要求により確立される△。 

ＳＣＦとＳＳＦ間の相互関係は、通常ＳＣＦの要求で終了する。ＳＳＦもまた、相互関係を終了させるかも

しれない。（例えばエラーの場合） 

 １つのＳＣＦが複数のＳＳＦと同時に複数の相互関係を持つことができる。１つのＳＳＦは、与えられた

呼に対して、同時に１つのＳＣＦとのみ相互関係を持つことができる。これは監視相互関係ではなく、制御

相互関係を示すことに注意。 

 ＳＳＦはＳＣＦから呼関連のＩＥを受信した時、それを対応する呼情報の代わりに用い、他の呼情報は全

て保持する。これは、全ての呼処理関連メッセージに適用される。 

 

12.4.3 ＳＣＦとＳＳＦ間の情報フロー 

12.4.3.4 活性化試験 (Activity Test) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.5 活性化試験応答 (Activity Test Response) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.19 接続 (Connect) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.21 継続 (Continue) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.26 順方向接続切断(Disconnect Forward Connection) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.28 エンティティ解放完了 (Entity Released) 

a. ＦＥ相互関係：ＳＳＦからＳＣＦ 

 

b. 概要 

 このＩＦは、例外やエラーによって引き起こされたエンティティ（ＣＳ）の解放についての情報をＳＣＰ

に通知するために用いられる。このエラー／例外によって影響を受けないＣＳＡ内の他の既存エンティティ

（ＣＳ）が存在するために、ＴＣダイアログは保持されなければならず、この情報をＴＣ－アボートあるい

はＴＣ－終了で通知できない場合にＣＳＡ ＦＳＭによって送出される。このＩＦは最後のＣＳが解放され

るときには送出されない。 

エンティティ解放完了(Entity Released)は、他の情報要素、例えば、ＢＣＳＭイベント報告(Event Report 

BCSM) 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽、発側－切断(O_Disconnect)△ 

を通じてエンティティの解放が報告できる場合には、使用されない。 

 

c. 情報要素 

呼ＩＤ(Call ID) （Ｍ） 

ＣＳ失敗(CS Failure) （Ｏ） 

 

ｄ．ＦＥモデルへのマッピング 

ＳＳＦ事前条件： (1) 空き(Idle)以外の任意の状態 

ＳＳＦ事後条件： (1) 解放されたエンティティがＣＳの場合、関連するＦＳＭが空き(Idle)にな

る。 

ＳＣＦ事前条件： (1) ＳＣＦとＳＳＦ間に、制御相互関係が存在する。 
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ＳＣＦ事後条件： (1) 解放されたエンティティに関連するＳＣＦリソースが解放される。 

 (2) ＳＬＰＩの実行は継続する。 

 

12.4.3.29 暫定接続確立 (Establish Temporary Connection) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.31 ＢＣＳＭイベント報告 (Event Report BCSM) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.36 イニシャルＤＰ (Initial DP) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.38 呼セグメント併合(Merge Call Segments) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.40 レグ移動(Move Leg) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.51 呼解放 (Release Call) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.54 ＢＣＳＭイベント報告要求 (Request Report BCSM Event） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.78 暫定接続起動(Initiate Temporary Connections) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.79 呼セグメント併合応答 (Merge Call Segments Response) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.80 レグ移動応答 (Move Leg Response) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.4.4 ＳＳＦ／ＣＣＦからＳＣＦへの情報フローの情報要素の説明 

12.4.4.2 付加発番号 (Additional Calling Party Number) 

12.4.4.4 全呼セグメント (All Call Segments) 

12.4.4.5 アシストＳＳＦ／ＳＲＦルーチングアドレス (Assisting SSF/SRF Routing Address) 

12.4.4.6 関連呼セグメント (Associated Call Segment) 

12.4.4.9 ＢＣＳＭイベント表 (BCSM Event List) 

 このＩＥは、以下の情報の１つまたは２つ以上の組み合わせを含む表である。 

イベント種別 (Event Type) （Ｍ） 

監視モード (Monitor Mode) （Ｍ） 

レグＩＤ (Leg ID) （Ｏ） 

ＤＰ特有判断基準 (DP Specific Criteria) （Ｏ） 

 

  イベント種別 (Event Type) 

特定のＢＣＳＭのＤＰ（例えば、 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽収集情報完了 、△ 

発側－着信者話中(O_Called_Party_Busy)）を示す。 

 

  監視モード (Monitor Mode) 

 このＩＥは、イベントが検出された時、呼処理を中断すべきか、および如何にしてイベントを報告す

るかを指定する。このＩＥの値は、中断、通知し継続、または透過である。中断（即ち、呼処理への割

り込み）は、ＳＳＦがＳＣＦにイベントを通知し、イベントの処理や信号の伝達を行わず、ＳＣＦの指

示を待つことを意味する（例えば、ＢＣＳＭイベントをＥＤＰ－Ｒとして取り扱う場合）。通知し継続

（即ち、イベントの写し通知）は、ＳＳＦがＳＣＦにイベントを通知し、ＳＣＦの指示を待たずにイベ

ントや信号の処理を継続することを意味する（例えば、ＢＣＳＭイベントをＥＤＰ－Ｎとして取り扱う

場合）。透過は、ＳＳＦがＳＣＦにイベントを通知しないことを意味する。この値は前に要求されたイ

ベントの監視を終了するために使用される（例えば、ＥＤＰの解除の場合）。前に要求されたイベント

は透過の監視モードにより終了されるまで、またはＢＣＳＭイベントの場合は、呼の終わりまで監視さ

れる。 
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  レグＩＤ (Leg ID) 

 このＩＥは、ある呼において、特定の話者に特有なイベントの監視のために必要とされる（例えば、

ある話者、または他の話者からの切断を監視する場合）。レグＩＤが提供されない場合は、デフォルト

値が想定される。 

 

  ＤＰ特有判断基準(DP Specific Criteria) 

 設定されるＥＤＰに対する特有情報を示す。これはアプリケーションタイマを指定する。 

 

 アプリケーションタイマ(Application Timer)は、イベント種別が「無応答」の時だけ使用される。こ

れは、ＳＳＦが無応答イベントを報告する前に応答信号を監視すべき時間を指定するために使用される。

このタイマの値は、発側加入者線交換機に設定される場合を除いて、網の無応答タイマより短くしなけ

ればならない。このタイマが満了すると、ＳＳＦは、着信者の応答との衝突を回避するために、着信者

への順方向接続を切断しＳＣＦに通知する。 

 

12.4.4.11 伝達能力 (Bearer Capability) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.15 呼ＩＤ (Call ID) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.18 呼セグメントＩＤ (Call Segment ID) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.27 発番号 (Calling Party Number) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.28 発サブアドレス (Calling Party Sub-address) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.29 発ユーザ種別 (Calling Partys Category) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.31 理由表示 (Cause) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.36 接続時間 (Connect Time) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.38 相関ＩＤ (Correlation ID) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.42 ＣＳ失敗 (CS Failure) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.44 ルーチング対地アドレス (Destination Routing Address) 

                 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.45 ダイヤル番号 (Dialled Digits) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.47 ＢＣＳＭイベント特有情報 (Event Specific Information BCSM) 

                 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.49 ＢＣＳＭイベント種別 (Event Type BCSM) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.58 順方向呼表示 (Forward Call Indicators) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.65 汎用番号 (Generic Number) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.70 イニシャル呼セグメント (Initial Call Segment) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.74 レグＩＤ (Leg ID) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.78 その他呼情報 (Miscellaneous Call Info)  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.80 監視モード (Monitor Mode)  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.82 新規呼セグメント (New Call Segment)  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.93 解放理由 (Release Cause)  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.103 ＳＣＦ ＩＤ (SCF ID)  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.107 サービスキー (Service Key)  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.115 ターゲット呼セグメント (Target Call Segment)  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.117 端末種別 (Terminal Type)  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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12.4.4.126 料金区域情報(Charge Area Information)  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.127 契約者番号(Contractor Number)  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.128 解放条件 (Release Condition)  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.10 情報要素割当規則  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

付属資料 Ｅ   ＳＳＦ／ＳＣＦ相互関係シナリオ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

付属資料 Ｆ   ＢＣＳＭ ＳＤＬ図  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

第 2編 付録 III   信号網接続の基本手順の補足説明  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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第３編 物理プレーン (Physical Plane) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

1. 概要 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2. 要求条件と仮定 

2.1 要求条件 

物理プレーンアーキテクチャの鍵となる要求条件は以下の通りである。 

－ 能力セット２の分散機能プレーンにおける機能エンティティを、能力セット２の

物理エンティティ上に配置することができる。 

－ １つあるいはそれ以上の機能エンティティを、同じ物理エンティティ上に配置し

てもよい。 

－ １つの機能エンティティを２つの物理エンティティ間に分割することはできない。

（すなわち、機能エンティティは１つの物理エンティティ内に完全に配置され

る。） 

－ 機能エンティティの二重のインスタンスを、同一の物理エンティティではなく、

異なる物理エンティティに配置することができる。 

－ 物理アーキテクチャを形成するため、物理エンティティをまとめることができる。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽－ 物理エンティティは標準のインタフェースを提供してもよい。 

－ 機能エンティティのマッピングと標準のインタフェースにもとづいた物理エンテ

ィティを、ベンダが開発できなければならない。 

－ 完成された技術と利用できるようになった新技術を、ベンダがサポートできなけ

ればならない。△ 

 

2.2 仮定 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3. 物理エンティティ（ＰＥ） 

この節は、信号網接続による能力セット２をサポートするためのＰＥの選択を記述する。

その選択は、能力セット２をサポートするための他のどんなＩＮ ＰＥのアプリケーション

を除外もしくは禁止するものではない。 

 

a) サービス交換局（ＳＳＰ） 

ユーザに網へのアクセスを提供し（ＳＳＰが加入者線交換機の場合）、必要な交

換機能を実行することに加え、ＳＳＰはＩＮ能力のセットへのアクセスを可能にす

る。ＳＳＰはＩＮベースサービスへの要求を検出するための検出能力を含む。それ

はまた、サービス制御機能（ＳＣＦ）を含むサービス制御局（ＳＣＰ）のような他

のＰＥと通信する能力や、他のＰＥからの命令に応答する能力を含む。機能上、Ｓ

ＳＰは呼制御機能（ＣＣＦ）、サービス交換機能（ＳＳＦ）、そして、ＳＳＰが加

入者線交換機であれば、呼制御エージェント機能（ＣＣＡＦ）を含む。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽それはまた、オプションで特殊リソース機能（ＳＲＦ）を含むかもしれない。

△ 
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c) サービス制御局（ＳＣＰ） 

ＳＣＰは、ＩＮベースサービスを提供するために使用されるサービス論理プログ

ラム（ＳＬＰ）とデータを含む。ＳＣＰは信号網によってＳＳＰに接続される。サ

ービスの信頼性を改善し、ＳＣＰ間で分担する負荷を少なくするために、複数のＳ

ＣＰが同一のＳＬＰとデータを含むかもしれない。機能上、ＳＣＰはＳＣＦとＳＤ

Ｆを含む。ＳＣＰはまた、ＳＳＰの中継機能を経由してＩＰに接続することもでき

る。 

 

e) インテリジェントペリフェラル（ＩＰ） 

ＩＰはカスタマイズされ結合された音声アナウンスや音声認識、ＤＴＭＦディジ

ット収集のようなリソースを提供し、ユーザをこれらのリソースに接続するための

交換マトリクスを含む。ＩＰはユーザと網との間の柔軟な情報相互動作をサポート

する。機能上、ＩＰはＳＲＦを含む。ＩＰは直接１つあるいはそれ以上のＳＳＰに、

そして／あるいは信号網に接続されるかもしれない。 

ＳＣＰは、サービスの要求が検出されたところから、ＳＳＰに接続されているＩ

Ｐ内にあるリソースへユーザを接続するように、ＳＳＰに要求することができる。

ＳＣＰはまた、別のＳＳＰに接続されているＩＰ内にあるリソースへユーザを接続

するように、ＳＳＰに要求することもできる。 

 

4. マッピングの要求条件 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

5. 分散機能プレーンの物理プレーンへのマッピング 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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第４編  信号網接続用プロトコル 

 

1. 概説 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.  概要 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.  通信サービスのためのインタフェース標準 

3.1  概要 

3.1.1  定義方法 

プロトコルの定義を以下の３つの部分に分けることができる。 

 ‐   プロトコル用のＳＡＣＦ／ＭＡＣＦ規則の定義 

 ‐   エンティティ間で転送されるオペレーションの定義 

 ‐   各エンティティでとる動作の定義 

 

ＳＡＣＦ／ＭＡＣＦ規定は、文章記述で定義されている。オペレーション定義は抽象構文記法１（ＡＳＮ．１、ＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｘ．６８０参照）で示し、動作は状態遷移図で定義される。オペレーションの受信で実行される動作についての

これ以上のガイダンスは本標準第２編の関連情報フローの記述から得られる。 

ＩＮＡＰは一つのＲＯＳＥユーザプロトコルである（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９及びＸ．２２９参照）。ＲＯＳＥプロ

トコルは、ＴＣのコンポーネントサブレイヤ（ＮＴＴ－Ｑ７７１からＮＴＴ－Ｑ７７４及びＩＴＵ勧告Ｑ．７７５参照）

とＤＳＳ１（ＮＴＴ－Ｑ９３２）に含まれる。ＲＯＳＥ  ＡＰＤＵ（アプリケーションプロトコルデータユニット）は、

Ｎｏ．７信号方式のトランザクションサブレイヤとＤＳＳ１におけるＮＴＴ－Ｑ９３２の「登録」（ＲＥＧＩＳＴＥＲ）

メッセージ、「ファシリティ」（ＦＡＣＩＬＩＴＹ）メッセージ及び呼制御メッセージで運ばれる。 

（あるＲＯＳＥユーザとしての）ＩＮＡＰとＲＯＳＥプロトコルは、ＡＳＮ．１（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６８０参照）を

使用することによって明記されている。結果のＰＤＵを符号化する方法は、基本符号化規則（Basic Encoding Rules）で

ある（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６９０参照）。 

▼符号化に関してさらに以下の条件が適用されなければならない。 

・ 長さの符号化は、固定長形式のみを許容する。 

・ 長さ値が 128 オクテットに満たないものは短形式で符号化しなければならない。 

・ 長さの符号化に長形式を使用する場合、表現しうる最短のオクテットで表す。 

・ OCTET STRING は基本型にて符号化されなければならない。 

・ BIT STRING は基本型にて符号化されなければならない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

3.1.2  物理的シナリオ例 

プロトコルは機能エンティティから物理エンティティ（ＰＥ）への任意のマッピングをサポートする。これは、網運用

者の間でもまた製造業者の間でも様々なので、どのように適切にＦＥを配備するかは、網運用者や装置製造業者にまかさ

れている。それ故プロトコルは、最大限の分散を想定して定義される（すなわちＦＥ毎に１つのＰＥ）。 

この節で描く図は、どのようにＩＮＡＰがＮｏ．７共通線信号網環境でサポートされるかを示す。▼網Ｂ内のＩＰ接続

のための網Ａとのインタフェースは、ＩＳＵＰのみを許容する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽これは、ＩＮＡＰをサポートする網間プロトコルとしてＮｏ．７信号方式だけが使用されることを意味しているわけで
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はない。△ 

以降の図の中でＴＣとあるのは、単一の対話およびトランザクションと対応したＴＣの機能（ＴＣエンティティではな

い）を示しているものと理解する。 

もしＩＮＡＰメッセージの分割／組立てがメッセージ長の理由から要求される場合、ＮＴＴ－Ｑ７１４に規定するＳＣ

ＣＰコネクションレスメッセージの分割／組立て手順を用いるべきである。 

シナリオ例は、物理エンティティとしてのＣＣＦ、ＳＳＦ、ＳＲＦ機能エンティティのサポートを示し、図

4-3-1/JT-Q1228-b で説明する。 

 

図４－３－１／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ＊ 網Ｂ内でＳＲＦをサポートするアーキテクチャの例、ケース１ 

（ＳＳＰに接続され、またＮｏ．７共通線信号の直接接続によりＳＣＰからアクセスされるＩＰ内のＳＲＦ） 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.1.3 ＩＮＡＰプロトコルアーキテクチャ 

この節で使われている用語の多くは、ＩＳＯ ＩＳ－９５４５で定義されているＯＳＩアプリケーションレイヤ構造に

基づいている。 

ＩＮＡＰプロトコルアーキテクチャは、図 4-3-2/JT-Q1228-b で示している。 

一つの物理エンティティは、他の物理エンティティと単一の相互動作を持つ（ケースａ）かあるいは、複数の調整され

た相互動作を持つ（ケースｂ）。 

ケースａにおいてＳＡＣＦは、使用しているＡＳＥ間の調整機能を提供する。それは、ＡＳＥによってサポートされる

オペレーションの（受信プリミティブの順序に基づいた）順序づけを含む。ＳＡＯはＳＡＣＦと、一対のＰＥの間の単一

の相互動作上で用いられるＡＳＥのセットを示している。 

ケースｂにおいて、ＭＡＣＦはＳＡＯの間の調整機能を提供し、各ＳＡＯは、リモートＰＥのＳＡＯと相互動作をする

。 

各ＡＳＥは、１つあるいは、それ以上のオペレーションをサポートする。各オペレーションの記述は、関連するＦＥモ

デルの動作（本標準の第２編と本編第３章を参照）に結びつけられている。各オペレーションは、図 4-3-3/JT-Q1228-b

で記述されるＯＰＥＲＡＴＩＯＮマクロを用いて規定される。 

（ＮＴＴ－Ｑ７７Ｘシリーズ（トランザクション機能）で定義されているように）アプリケーションコンテキスト（Ａ

Ｃ）ネゴシエーションメカニズムの使用は、通信している２つのエンティティが、それぞれの能力が何であるのか、また

インタフェース上で必要とされる能力は何であるべきかを正確に識別することを可能とする。これは、段階的なＩＮ能力

セットの発展を許容するために使用されるべきである。 

▼網Ａからの開始メッセージに設定されるＡＣには、あらかじめ事業者間の契約において決められた値が設定される。

網Ｂは受信開始メッセージ内のＡＣ値が契約している条件であった場合には、最初の応答メッセージに同一のＡＣを

設定して返送しなければならない。ＡＣの設定条件、送信方法等はＮＴＴ－Ｑ７７Ｘに従う。ただし、網Ｂからの代

替のＡＣ返送による網Ａでの代替ＡＣでの動作手順についてはサポートしない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽特定のアプリケーションコンテキストの表示が、通信している一対のＦＥによってサポートされなければ、前もって

コンテキストを定めておくための何らかのメカニズムが、サポートされなければならない。△ 

 

図４－３－２／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ ＩＮＡＰプロトコルアーキテクチャ 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
 
 

図４－３－３／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ オペレーション記述 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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3.1.3.1 ＮＯ．７信号方式のＩＮＡＰ信号輻輳制御 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.1.4 ＩＮＡＰアドレッシング 

ＳＣＣＰグローバルタイトルとＭＴＰ信号局コードアドレッシング（ＮＴＴ－Ｑ７１０シリーズ（信号接続制御部）と

ＮＴＴ－Ｑ７００シリーズ（メッセージ転送部）参照）は、ＰＤＵが物理的な宛先（すなわち、正しい信号局コード）に

、それがどの網にあるにもかかわらず到達することを保証する。  

▼網間で用いられるＳＳＮは一つである。ＳＳＮ値は、ＮＴＴ－Ｑ７１０シリーズにて規定されている「国内用ＩＮＡ

Ｐ（10111111）」を用いる。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

3.1.5 本標準第２編と本編との相互関係 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.1.6  ＩＮＡＰに使用されるコンパチビリティメカニズム 

3.1.6.1 概説 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

3.1.6.2 ＩＮＡＰコンパチビリティメカニズムの定義 

3.1.6.2.1 ＩＮＡＰへのメジャー追加手順 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

3.1.6.2.2   ＩＮＡＰへのマイナー追加手順 

拡張メカニズムマーカは、ＩＮＡＰへの将来的な標準のマイナー追加のために使用されるべきである。また、拡張フィ

ールドへのＴＴＣ独自パラメータの追加を、ＩＮＡＰへの将来的な標準のマイナー追加のために使用しても良い。 

拡張メカニズムマーカのメカニズムは、タイプ定義に「拡張マーカ（extensions marker）」を含むことにより異なっ

た拡張を実施する。その拡張は、マーカの後ろに置かれたオプションフィールドにより表現される。あるエンティティが

マーカの後ろに存在する認識不可のパラメータを受け取った時、それらのパラメータは無視される（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．

６８Ｘ参照）。 

▼ 「拡張マーカ（extensions marker）」の後ろに存在する認識不可パラメータを無視するメカニズムは保持しない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

拡張パラメータのメカニズムについては、次節を参照。ＴＴＣ固有拡張による拡張フィールド識別値（ExtensionField

の type パラメータ値）は、網特有拡張フィールドとの衝突を避けるために、ローカル値（整数型）の負値を付与する。 

マイナーなパラメータ追加としては、既存オペレーションへの新規パラメータの追加を「拡張マーカ

（extensions marker）」の後ろに追加する場合（但し、ＩＴＵ－Ｔ ＩＮＡＰからダウンストリームされたＴＴＣ規定オ

ペレーションの場合は、ＩＴＵ－Ｔ規定の同オペレーションの中で未使用なパラメータを新規に追加する場合のみが許容

される）、あるいは TTC 独自のパラメータを拡張フィールドに追加する場合（criticality は必ず ignore として規定さ

れなければならない）がある。 

 

3.1.6.2.3   ＩＮＡＰへの網特有追加の包括手順 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.2  ＳＡＣＦ／ＭＡＣＦ規則 

3.2.1 ＴＣ ＡＣの反映 

ＴＣアプリケーションコンテキストネゴシエーション規則は、提案されたＡＣが、受け付けられれば、最初の逆方向メ

ッセージに反映されることを要求する。 

▼起動側が提供したＡＣと異なるＡＣが応答側から提供された場合には、起動側は当該対話を解放する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 
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▽もしそのＡＣが受け付けられず、ＴＣユーザが対話を続けようとしなければ、新しい対話を始めるのに用いる代わり

のＡＣを起動側に提供してよい。△ 

ＴＣ ＡＣネゴシエーションは、ＳＣＦインタフェースにのみ適用する。 

ＴＣ ＡＣネゴシエーションメカニズムのより詳細な記述については、ＮＴＴ－Ｑ７７Ｘシリーズ（トランザクション

能力）を参照のこと。 

 

3.2.2 オペレーションの直列／並列実行 【規定しない】 

 

4 共通 ＩＮ能力セット２ 型定義(Common IN CS2 Types) 

4.1 データ型 

-- 以下は共通データ型の定義である。 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

-- ▽網運用者特有または網運用者オプションと記述された部分については、特に説明が無い場合は、  

-- 網Ａ、網Ｂそれぞれの網運用者が協議の上で使用方法を決定するものとする。△  

 

TTC-IN-CS2-datatypes {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0)  

 in-cs2-datatypes (0) version1(0)}  

 

DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::= 

BEGIN 

IMPORTS 

classes   

FROM  TTC-IN-CS2-object-identifiers  

{ itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0)  

 in-cs2-object-identifiers(7) version1(0) }  

   

 EXTENSION, 

  PARAMETERS-BOUND, 

  SupportedExtensions { }, 

TTCSupportedExtensions { }  

FROM TTC-IN-CS2-classes classes; 

 

AdditionalCallingPartyNumber  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= Digits {bound} 

-- 付加発番号を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。 

ApplicationTimer ::=INTEGER (0..2047) 

-- ＳＳＦ内のタイマを設定するため、ＳＣＦにより使用される。タイマは秒単位。 

-- ▼ＮＴＴ網を制御する際の特有条件として、ApplicationTimer にて指定可能なタイマ値の 

-- 範囲は、３～１７５秒である。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

AssistingSSPIPRoutingAddress  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= Digits {bound} 

-- アシスト手順のためのＳＲＦへのルーチングアドレスを示す。 
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BCSMEvent  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 eventTypeBCSM [0] EventTypeBCSM, 

 monitorMode [1] MonitorMode, 

 legID [2] LegID OPTIONAL, 

 dpSpecificCriteria [30] DpSpecificCriteria {bound} OPTIONAL 

 } 

-- 監視のためのＢＣＳＭイベント情報を示す。 

 

BearerCapability  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= CHOICE { 

 bearerCap [0] OCTET STRING (SIZE(2..bound.&maxBearerCapabilityLength)), 

 tmr [1] OCTET STRING (SIZE(1)) 

 } 

-- ▼ユーザへのコネクションの伝達能力の種別を示す。通信路要求表示（tmr）の符号化のみ使用できる。▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

-- 通信路要求表示(tmr)の符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３通信路要求表示パラメータを参照。 

 

CalledPartyNumber  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE 

   (bound.&minCalledPartyNumberLength..bound.&maxCalledPartyNumberLength)) 

-- 着番号を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。 

-- initialDP 中の dialedDigits として使用される場合、ＮＴＴ－Ｑ７６３に規定される着番号に  

-- おいて留保されている以下のコードが、それぞれ付記される意味を示すために使用され得る。  

-- d)番号計画表示  

--  000 留保（不定）  

--  101 国内使用のため留保（私設番号計画）  

 

CallingPartyNumber  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE ( 

      

 bound.&minCallingPartyNumberLength..bound.&maxCallingPartyNumberLength)) 

-- 発番号を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。 

 

CallingPartySubaddress ::= OCTET STRING( SIZE( bound.&minCallingPartySubaddressLength..  

                              bound.&maxCallingPartySubaddressLength ))   

-- 発サブアドレスを示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ９３１を参照。 

 

CallingPartysCategory ::= OCTET STRING (SIZE(1)) 

-- 発信者の種別（例えば オペレータ、公衆電話、普通の加入者）を示す。 

-- 符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。 

 

CallSegmentID  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= INTEGER (1..bound.&numOfCSs) 

initialCallSegment INTEGER ::= 1 
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-- イニシャル呼セグメント（ＣＳ）は、ＣＳＡが生成された時に存在したＣＳ、即ち、トリガが検出され 

-- たＣＳを表わす。 

 

Cause  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE (minCauseLength.. 

       bound.&maxCauseLength)) 

-- インタフェース関連情報の理由表示を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３理由表示パラ 

-- メータを参照。 

-- 理由表示と生成源の値の使用についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ８５０を参照。 

 

CorrelationID {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= Digits {bound} 

-- 以前のオペレーションと相関を持たせるために、ＳＣＦにより使用される。このパラメータに関連 

-- する手順の記述は 17 章を参照。 

 

CriticalityType ::= ENUMERATED { 

  ignore(0), 

  abort(1) 

  }  

-- ExtensionField（後述）の中で用いられる。ExtensionField の直後のコメントを参照のこと。  

 

DestinationRoutingAddress {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE SIZE(1) 

                                                         OF CalledPartyNumber {bound} 

-- 着番号を示す。 

Digits {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= 

               OCTET STRING (SIZE (bound.&minDigitsLength..bound.&maxDigitsLength)) 

-- アドレスシグナリングディジットを示す。 

-- 符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３汎用番号と汎用ディジットパラメータを参照。汎用番号の中の「番号 

-- 情報識別子」と汎用ディジットの中の「ディジット種別」のサブフィールドの符号化はＩＮＡＰに無関係 

-- であり、ＡＳＮ．１タグはパラメータを識別するためには十分である。 

-- ＩＳＵＰフォーマットはこれらのサブフィールドを取り除くことは許容しない、従って値は網運用者特有 

-- である。 

-- 次のパラメータは汎用番号を使うべきである: 

▼暫定接続確立(EstablishTemporaryConnection)オペレーションおよび暫定接続起動 

-- (InitiateTemporaryConnections) 

-- オペレーションのアシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス(AssistingSSPIPRoutingAddress)、 

-- 付加発番号(addtionalCallingPartyNumber)。 

-- 接続（Connect）オペレーション、暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）オペレーションおよび暫定接続起

動 

-- (InitiateTemporaryConnections)オペレーションの相関 ID（correlationID）は、 

-- 汎用ディジットを使うべきである。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

DpSpecificCriteria::= CHOICE { 
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  applicationTimer [1] ApplicationTimer 

  } 

  

-- ＳＣＦは無応答イベントのためにＳＳＦ内にタイマを設定してもよい。もしユーザが割り当て時間内に 

-- 呼に応答しない場合、ＳＳＦはＳＣＦにイベントを通知する。 

 

EventSpecificInformationBCSM {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= CHOICE { 

 oCalledPartyBusySpecificInfo [3] SEQUENCE { 

   busyCause [0] Cause {bound} OPTIONAL, 

   ... 

   }, 

 oNoAnswerSpecificInfo [4] SEQUENCE { 

   --特定の情報は定義されていない -- 

   ... 

   }, 

 oAnswerSpecificInfo [5] SEQUENCE { 

 --特定の情報は定義されていない --  

   ... 

   }, 

 oDisconnectSpecificInfo [7] SEQUENCE { 

   releaseCause [0] Cause {bound}      

  OPTIONAL, 

   connectTime [1] Integer4 OPTIONAL, 

    ... 

   }, 

 oAbandon [21] SEQUENCE { 

   abandonCause [0] Cause {bound} OPTIONAL, 

   ... 

   }, 

 } 

-- イベントに特有な呼関連情報を示す。 

-- ▼接続時間(connectTime)は、着信者から応答表示を受信してから発側－切断(ODisconnect) 

-- イベントでコネクションを解放するまでの間の期間を示す。 

-- 接続時間(connectTime)の単位は１００ミリ秒である。 

--無応答イベント報告時及び応答イベント報告時にそれぞれ oNoAnswerSpecificInfo、oAnswerSpecificInfo 

-- パラメータを選択して送信することはない。▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

EventTypeBCSM ::= ENUMERATED { 

 origAttemptAuthorized(1), 

 analysedInformation(3), 

 oCalledPartyBusy(5), 
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 oNoAnswer(6), 

 oAnswer(7), 

 oDisconnect(9), 

 oAbandon(10) 

 } 

-- ＢＣＳＭ検出ポイントイベントを示す。イベントについての詳細な情報は本標準第２編を参照のこと。 

-- ▼発呼分析完了(origAttemptAuthorized)、情報分析完了（analysedInformation）の値はＴＤＰに対して 

-- のみ使用可能である。▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

ExtensionField {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 type EXTENSION.&id ({TTCSupportedExtensions {bound} | SupportedExtensions {bound}}),  

   -- ＥＸＴＥＮＳＩＯＮ型の値を識別する 

 criticality CriticalityType DEFAULT ignore, 

 value [1] EXTENSION.&ExtensionType ({TTCSupportedExtensions {bound}  

                                      | SupportedExtensions{bound}}{@type} )  

 } 

-- このパラメータはアーギュメントデータ型の拡張を示す。その内容は網運用者特有である。 

-- また、その内容はＴＴＣ特有としても使用される。  

-- criticality パラメータによるクリティカリティ動作は、拡張フィールド内の type パラメータに設定される  

-- 拡張識別値が認識できない場合、criticality が「ignore」であれば、当該拡張フィールドはなかったもの  

-- と解釈し、criticality が「abort」であれば、U-ABORT によりダイアログを解放する。  

 

ForwardCallIndicators ::= OCTET STRING (SIZE(2)) 

-- 順方向呼表示を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。 

 

GenericNumber  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE( 

     bound.&minGenericNumberLength..bound.&maxGenericNumberLength)) 

-- 符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３汎用番号を参照。 

 

GenericNumbers {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SET 

 SIZE(1..bound.&numOfGenericNumbers) OF GenericNumber {bound} 

 

Integer4 ::= INTEGER(0..2147483647) 

 

LegID ::= CHOICE { 

 sendingSideID [0] LegType, 

 receivingSideID [1] LegType 

 } 

-- 呼内の特定の話者への参照を示す。 

-- レグ ID（LegID）が OPTIONAL の場合は、以下のいずれかを意味する。 
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-- 呼内に一者のみが存在する場合には、このパラメータは不要である（曖昧でないため）。 

-- 呼内に二者以上存在する場合には、次のいずれか一つを適用する。 

-- １．レグ ID（LegID）を指定し、どの話者が関与するかを示す。 

-- ２．レグ ID（LegID）を指定せず、デフォルト値が想定される。 

-- 上記１、２の適用に関しては、本標準においてデフォルト値が明確に規定されない場合は上記１を適用  

--するべきである。  

 

LegType ::= OCTET STRING (SIZE(1)) 

leg1 LegType ::= '01'H 

leg2 LegType ::= '02'H 

 

MiscCallInfo ::= SEQUENCE { 

 messageType [0] ENUMERATED { 

    request(0), 

    notification(1) 

   }, 

dpAssignment [1] ENUMERATED { 

    individualLine(0), 

    officeBased(2) 

   } OPTIONAL 

 } 

-- 検出ポイント関連情報を示す。 

 

MonitorMode  ::= ENUMERATED { 

 interrupted(0), 

 notifyAndContinue(1), 

 transparent(2) 

 } 

-- イベントが、ＳＳＰによって、中継されるかまたは処理されるかを示す。 

-- ＢＣＳＭイベントのコンテキスト内でのこのパラメータの使用については 17 章を参照。 

 

Reason {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING(SIZE( 

  bound.&minReasonLength..bound.&maxReasonLength)) 

 

ScfID {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE(bound.&minScfIDLength 

                                                                ..bound.&maxScfIDLength)) 

-- 網Ｂの網運用者により定義される。 

-- ＳＣＦ識別子を示す。 

-- 要求したＦＥと指定されたＳＣＦの間のコネクションを確立するためのＳＣＦのＩＮＡＰアドレス 

-- を導き出すために使用される。 

-- ScfID のあり得る符号化は、ＮＴＴ－Ｑ７１３に定義されているＳＣＦのＳＣＣＰアドレスである。 

-- また、他の符号化方式も可能である。 
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ServiceKey ::= Integer4 

-- ＳＣＦが適切なサービス論理を選択できるようにするための情報である。 

-- ▼ServiceKey にて指定可能な値は０～９９９の範囲である。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

TerminalType ::= ENUMERATED { 

 unknown(0), 

 dialPulse(1), 

 dtmf(2), 

 isdn(3), 

 spare(16) 

 } 

-- ＳＣＦがＳＲＦに対して適切な能力種別（音声認識、DTMF、表示能力、その他）を指定できるよう 

-- にするための端末種別を示す。 

▲-- 現在の信号方式は端末種別を運ばないため、このパラメータは発信側の加入者線交換機に 

-- 対してのみ適用される。▼ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

UnavailableNetworkResource ::= ENUMERATED { 

   unavailableResources(0), 

   componentFailure(1), 

   basicCallProcessingException(2), 

   resourceStatusFailure(3), 

   endUserFailure(4) 

   } 

-- 失敗した網リソースを示す。 

 

-- ＴＴＣ固有の共通データ型  

 

TtcContractorNumber {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING  

       (SIZE (bound.&minTtcContractorNumberLength..bound.&maxTtcContractorNumberLength))  

-- 契約者番号(TtcContractorNumber)を示す。  

 

TtcChargeAreaInformation {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE  

 (bound.&minTtcChargeAreaInformationLength..bound.&maxTtcChargeAreaInformationLength))  

-- 料金区域情報(TtcChargeAreaInformation)を示す。  

 

ITCParameters {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE {  

 newCallSegment [0] CallSegmentID  { bound },  

 assistingSSPIPRoutingAddress [1] AssistingSSPIPRoutingAddress  { bound },  

 correlationID [2] CorrelationID  { bound } OPTIONAL,  
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 scfID [3] ScfID  { bound } OPTIONAL,  

 releaseCondition [4] ReleaseCondition { bound } DEFAULT  

                                         specifiedCallSegmentID : initialCallSegment,  

 extensions [5] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions)  OF  

ExtensionField {bound}  OPTIONAL,  

  ...        

}        

-- 暫定接続起動パラメータを示す。  

--▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲は規定していない】 

ReleaseCondition {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= CHOICE {  

 specifiedCallSegmentID [0] CallSegmentID  { bound }   

 }  

-- 解放条件を示す  

 

-- 定数範囲の定義は以下の通りである。 

minCauseLength INTEGER ::= 2 

 

END 

 

4.2 エラー型 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.3 オペレーションコード 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.4 エラーコード 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.5 クラス 

TTC-IN-CS2-classes {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0)  

 in-cs2-classes (4) version1(0)}  

 

DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::= 

 

BEGIN 

 

IMPORTS 

 id-rosObject-scf, 

 id-rosObject-ssf, 

 ros-InformationObjects, 

 ssf-scf-Protocol, 

 datatypes 

FROM TTC-IN-CS2-object-identifiers {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2)  

 modules(0) in-cs2-object-identifiers(7) version1(0)}  
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ROS-OBJECT-CLASS,  

Code  

FROM Remote-Operations-Information-Objects ros-InformationObjects 

 ttcInCs2SsfToScfGeneric   

FROM TTC-IN-CS2-SSF-SCF-pkgs-contracts-acs ssf-scf-Protocol  

CriticalityType, 

TtcConstractorNumber{},   

TtcChargeAreaInformation{},   

AdditionalCallingPartyNumber{}  

FROM TTC-IN-CS2-datatypes datatypes;   

 

ssf ROS-OBJECT-CLASS ::= { 

INITIATES  { ttcInCs2SsfToScfGeneric }  

 RESPONDS { } 

 ID  id-rosObject-ssf } 

 

scf ROS-OBJECT-CLASS ::= { 

 INITIATES { } 

RESPONDS  { ttcInCs2SsfToScfGeneric }  

 ID  id-rosObject-scf} 

 

EXTENSION ::= CLASS { 

 &ExtensionType, 

 &criticality CriticalityType DEFAULT ignore, 

 &id Code UNIQUE  

 } 

WITH SYNTAX { 

 EXTENSION-SYNTAX &ExtensionType 

 CRITICALITY &criticality 

 IDENTIFIED BY &id 

 } 

 

-- クリティカリティ(criticality)がアボート(abort)で、拡張番号１として識別される BOOLEAN 型の 

-- 「Some Network Specific Indicator」と名付けられた拡張を追加する例である。 

-- 上記情報オブジェクトクラスを使った定義の例： 

-- 

-- someNetworkSpecificIndicator  EXTENSION ::= { 

--  EXTENSION-SYNTAX BOOLEAN 

--  CRITICALITY abort 

--  IDENTIFIED BY local : 1 

-- } 
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-- 4.1 節で定義された拡張フィールド(ExtensionField)データ型を使った転送構文の例である。 

-- 拡張の値がＴＲＵＥと設定されていると仮定すると、拡張のパラメータは 

--   type INTEGER ::= 1, criticality ENUMERATED ::= 1 value [1], EXPLICIT BOOLEAN ::= TRUE 

-- の並びとなる。 

 

-- ＴＴＣ固有の拡張を示す   

connectExtension { PARAMETERS-BOUND : bound } EXTENSION ::= 

 {   

 EXTENSION-SYNTAX ConnectExtension{bound}  

 CRITICALITY ignore  

 IDENTIFIED BY  local : -1     

}   

 

ConnectExtension { PARAMETERS-BOUND : bound } ::= SEQUENCE {  

 additionalCallingPartyNumber [0] AdditionalCallingPartyNumber { bound } OPTIONAL  

 }   

 

initialDPExtension { PARAMETERS-BOUND : bound } EXTENSION ::= {  

 EXTENSION-SYNTAX InitialDPExtension{bound}  

 CRITICALITY ignore  

 IDENTIFIED BY local : -2  

}   

 

InitialDPExtension { PARAMETERS-BOUND : bound } ::= SEQUENCE {  

 ttcContractorNumber [0] TtcContractorNumber { bound } OPTIONAL,  

 ttcChargeAreaInformation [1] TtcChargeAreaInformation { bound } OPTIONAL  

 }   

 

TTCSupportedExtensions { PARAMETER-BOUND : bound } EXTENSION ::=  

 {   

 connectExtension {bound} |   

 initialDPExtension {bound}   

 }   

 

firstExtension EXTENSION ::= { 

 EXTENSION-SYNTAX NULL 

 CRITICALITY ignore 

 IDENTIFIED BY local:1 

 } 

-- firstExtension は例にすぎない。 

 

SupportedExtensions  {PARAMETERS-BOUND : bound}  EXTENSION ::= {firstExtension | ... 
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-- 網運用者拡張のフルセット -- } 

 

-- SupportedExtension は網運用者拡張のフルセット。 

 

PARAMETERS-BOUND ::= CLASS 

{ 

 &maxBearerCapabilityLength INTEGER, 

 &minCalledPartyNumberLength INTEGER, 

 &maxCalledPartyNumberLength INTEGER, 

 &minCallingPartyNumberLength INTEGER, 

 &maxCallingPartyNumberLength INTEGER, 

 &minCallingPartySubaddressLength INTEGER,  

 &maxCallingPartySubaddressLength INTEGER,  

 &maxCauseLength INTEGER, 

 &minDigitsLength INTEGER, 

 &maxDigitsLength INTEGER, 

 &minGenericNumberLength INTEGER, 

 &maxGenericNumberLength INTEGER, 

 &minReasonLength INTEGER, 

 &maxReasonLength INTEGER, 

 &minScfIDLength INTEGER, 

 &maxScfIDLength INTEGER, 

 &numOfBCSMEvents INTEGER, 

 &numOfCSs INTEGER, 

 &numOfExtensions INTEGER, 

 &numOfGenericNumbers INTEGER, 

 &numOfLegs INTEGER, 

-- ＴＴＣ固有   

 &minTtcChargeAreaInformationLength INTEGER,  

 &maxTtcChargeAreaInformationLength INTEGER,  

 &minTtcContractorNumberLength INTEGER,  

 &maxTtcContractorNumberLength INTEGER,  

 &numOfInitiateTemporaryConnections INTEGER  

 

} 

WITH SYNTAX 

{ 

 MAXIMUM-FOR-BEARER-CAPABILITY &maxBearerCapabilityLength 

 MINIMUM-FOR-CALLED-PARTY-NUMBER &minCalledPartyNumberLength 

 MAXIMUM-FOR-CALLED-PARTY-NUMBER &maxCalledPartyNumberLength 

 MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER &minCallingPartyNumberLength 

 MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER &maxCallingPartyNumberLength 
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 MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS &minCallingPartySubaddressLength  

 MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS &maxCallingPartySubaddressLength  

 MAXIMUM-FOR-CAUSE &maxCauseLength 

 MINIMUM-FOR-DIGITS &minDigitsLength 

 MAXIMUM-FOR-DIGITS &maxDigitsLength 

 MINIMUM-FOR-GENERIC-NUMBER &minGenericNumberLength 

 MAXIMUM-FOR-GENERIC-NUMBER &maxGenericNumberLength 

 MINIMUM-FOR-REASON &minReasonLength 

 MAXIMUM-FOR-REASON &maxReasonLength 

 MINIMUM-FOR-SCF-ID &minScfIDLength 

 MAXIMUM-FOR-SCF-ID &maxScfIDLength 

 NUM-OF-BCSM-EVENT &numOfBCSMEvents 

 NUM-OF-CSS &numOfCSs 

 NUM-OF-EXTENSIONS &numOfExtensions 

 NUM-OF-GENERIC-NUMBERS &numOfGenericNumbers 

 NUM-OF-LEGS &numOfLegs 

-- ＴＴＣ固有   

 MINIMUM-FOR-TTC-CONTRACTOR-NUMBER &minTtcContractorNumberLength  

 MAXIMUM-FOR-TTC-CONTRACTOR-NUMBER &maxTtcContractorNumberLength  

 MINIMUM-FOR-TTC-CHARGE-AREA-INFORMATION &minTtcChargeAreaInformationLength  

 MAXIMUM-FOR-TTC-CHARGE-AREA-INFORMATION &maxTtcChargeAreaInformationLength  

 NUM-OF-INITIATE-TEMPORARY-CONNECTIONS &numOfInitiateTemporaryConnections  

} 

 

-- 次のパラメータ領域（bounds）のインスタンスはＴＴＣ標準で使用する値である。  

ttcSpecificBoundSet  PARAMETERS-BOUND ::=   

{    

 MAXIMUM-FOR-BEARER-CAPABILITY 11 -- ＮＴＴ－Ｑ９３１  

 MINIMUM-FOR-CALLED-PARTY-NUMBER 3 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-CALLED-PARTY-NUMBER 12 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 ▼MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER 1 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】  

 MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER 12 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS 1 -- ＮＴＴ－Ｑ９３１  

 MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS 21 -- ＮＴＴ－Ｑ９３１  

 ▼MAXIMUM-FOR-CAUSE 34 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３▲  

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】  

 MINIMUM-FOR-DIGITS 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-DIGITS 13 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MINIMUM-FOR-GENERIC-NUMBER 3 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-GENERIC-NUMBER 13 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MINIMUM-FOR-REASON 1   



技別 19-43    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

 MAXIMUM-FOR-REASON  1   

 MINIMUM-FOR-SCF-ID 1   

 MAXIMUM-FOR-SCF-ID 20   

 NUM-OF-BCSM-EVENT  7   

 NUM-OF-CSS  4   

 NUM-OF-EXTENSIONS 1   

 NUM-OF-GENERIC-NUMBERS 3 

 NUM-OF-LEGS 2   

-- ＴＴＣ固有    

 MINIMUM-FOR-TTC-CONTRACTOR-NUMBER 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-TTC-CONTRACTOR-NUMBER 10   

 MINIMUM-FOR-TTC-CHARGE-AREA-INFORMATION 1 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 ▼MAXIMUM-FOR-TTC-CHARGE-AREA-INFORMATION 4 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３▲  

 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 NUM-OF-INITIATE-TEMPORARY-CONNECTIONS 2   

} 

END 

4.6 オブジェクト識別子 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

5. ＳＳＦ／ＳＣＦインタフェース 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽本標準では、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２２８で規定されているパラメータの内、本標準の適用範囲外のものについて

は、記述を削除している。よって、本標準のパラメータの拡張に際しては、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２２８との整合性に注

意するべきである。△ 

 

5.1 オペレーションとアーギュメント 

 

TTC-IN-CS2-SSF-SCF-ops-args  

 {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0) 

in-cs2-ssf-scf-ops-args (5) version1(0)} 

 

DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::=  

 

BEGIN 

 

IMPORTS 

 errortypes, datatypes, operationcodes, classes, ros-InformationObjects 

FROM TTC-IN-CS2-object-identifiers  

 {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0) 

in-cs2-object-identifiers(7) version1(0)} 

 

 OPERATION 
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FROM Remote-Operations-Information-Objects ros-InformationObjects 

 

 PARAMETERS-BOUND 

 

FROM TTC-IN-CS2-classes classes 

 

 opcode-activityTest, 

 opcode-connect, 

 opcode-continue, 

 opcode-disconnectForwardConnection, 

 opcode-dFCWithArgument, 

 opcode-entityReleased, 

 opcode-establishTemporaryConnection, 

 opcode-eventReportBCSM, 

 opcode-initialDP, 

 opcode-initiateTemporaryConnections, 

 opcode-mergeCallSegments, 

 opcode-moveLeg, 

 opcode-releaseCall, 

 opcode-requestReportBCSMEvent 

 

FROM TTC-IN-CS2-operationcodes operationcodes 

 

 AssistingSSPIPRoutingAddress {}, 

 BCSMEvent  {}, 

 BearerCapability {}, 

 CalledPartyNumber {}, 

 CallingPartyNumber {}, 

 CallingPartysCategory, 

 CallingPartySubaddress, 

 CallSegmentID {}, 

 Cause {}, 

 CorrelationID {}, 

 DestinationRoutingAddress {}, 

 EventSpecificInformationBCSM {}, 

 EventTypeBCSM, 

 ExtensionField {}, 

 ForwardCallIndicators, 

 GenericNumbers {}, 

 initialCallSegment, 

 ITCParameters {}, 
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 LegID, 

 MiscCallInfo, 

 Reason {}, 

 ScfID {}, 

 ServiceKey, 

 TerminalType 

 

FROM TTC-IN-CS2-datatypes datatypes 

 

 eTCFailed, 

 iTCFailed, 

 missingCustomerRecord, 

 missingParameter, 

 parameterOutOfRange, 

 systemFailure, 

 taskRefused, 

 unexpectedComponentSequence, 

 unexpectedDataValue, 

 unexpectedParameter, 

 unknownLegID 

 

FROM TTC-IN-CS2-errortypes errortypes 

; 

 

activityTest OPERATION ::= { 

 RETURN RESULT TRUE 

 CODE   opcode-activityTest 

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Tat   

-- このオペレーションは、ＳＣＦとＳＳＦ間の相互関係が継続的に存在しているかをチェックするために使用される。

--- 相互関係がまだ存在している場合、ＳＳＦが応答することになる。応答が受信されない場合ＳＣＦは、ＳＳＦで何 

-- らかの障害が発生しているものと見做し、適切な処置を取ることになる。 

 

connect {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION::= { 

 ARGUMENT  ConnectArg {bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {missingParameter | 

    parameterOutOfRange |   

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 
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    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter} 

 CODE   opcode-connect 

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Tcon 

-- このオペレーションは、指定された対地に呼をルーチングあるいは転送する呼処理動作を行うようにＳＳＦに要求 

-- するために使用される。そのようにするために、ＳＣＦによって提供された情報に依存して、発呼側からの着情報 

-- （例えば、ダイヤル数字）と存在している呼設定情報をＳＳＦが使用することもあるし，使用しない場合もある。 

-- 接続(Connect)オペレーションにアドレス情報のみ含まれている時、発ＢＣＳＭ中のＰＩＣ３で呼処理が再開される。 

 

ConnectArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 destinationRoutingAddress [0] DestinationRoutingAddress { bound}, 

 correlationID  [2] CorrelationID { bound}  OPTIONAL, 

 scfID   [8] ScfID { bound}   OPTIONAL, 

 extensions   [10] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions) OF 

            ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 genericNumbers [14] GenericNumbers { bound}   OPTIONAL, 

 ... 

 } 

 

-- ＴＴＣ標準として拡張（extensions）パラメータの拡張フィールド（ExtentionField）に 4.5 節にて定義される 

-- connectExtension を設定することが可能である。 

 

continue OPERATION::= {  

 RETURN RESULT  FALSE 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-continue 

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Tcue 

-- このオペレーションは、ＳＳＦに対して、ＳＣＦからの指示（すなわちＢＣＳＭ上の次のＰＩＣに進める指示）を 

-- 待って、予め呼処理が保留されているＤＰから、呼処理を続けること要求するために使用される。  

-- ＳＳＦはＳＣＦからの新たな情報なしに呼処理を継続する。 

-- ▼このオペレーションは３つ以上のレグを持つ単一ＣＳのＣＳＡまたは複数ＣＳのＣＳＡでは無効である。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

disconnectForwardConnection OPERATION ::= { 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence } 
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 CODE   opcode-disconnectForwardConnection 

 } 

 

-- 方向: SCF ->  SSF, タイマ: Tdfc     

-- このオペレーションは、暫定接続を切断するために使用される。 

-- このオペレーションに関する使用手順の説明は１７章を参照すること。 

-- このオペレーションは２つ以上のレグを持つ単一ＣＳのＣＳＡまたは複数ＣＳのＣＳＡでは無効である。 

 

disconnectForwardConnectionWithArgument {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  DisconnectForwardConnectionWithArgumentArg { bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {missingParameter | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter | 

    unknownLegID} 

 CODE   opcode-dFCWithArgument 

 } 

 

-- 方向: SCF ->  SSF, タイマ: Tdfcwa     

-- このオペレーションは、暫定接続を切断するために使用される。 

-- このオペレーションに関する使用手順の説明は１７章を参照すること。 

 

DisconnectForwardConnectionWithArgumentArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 

 partyToDisconnect  CHOICE { 

    legID    [0] LegID 

    }, 

 extensions   [2] SEQUENCE SIZE (1..bound.&numOfExtensions) OF 

          ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 ... 

 } 

  --▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

  --【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲は規定していない】 

 

entityReleased {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  EntityReleasedArg { bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ALWAYS RESPONDS  FALSE 

 CODE   opcode-entityReleased 



技別 19-48    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

 } 

 

-- 方向: SSF -> SCF, タイマ: Ter 

-- このオペレーションは、ＳＣＦにエラー／例外を通知するため、ＳＳＦにより使用される。 

 

EntityReleasedArg {PARAMETERS-BOUND : bound}  ::= CHOICE { 

 cSFailure   [0] SEQUENCE{ 

    callSegmentID   [0] CallSegmentID { bound}, 

    reason    [1] Reason { bound} OPTIONAL, 

    cause    [2] Cause { bound} OPTIONAL 

    } 

 } 

 

-- 網特有理由（reason）パラメータ値は以下の領域に基づいて付与される。 

--   ‘00000001’B～’01111111’B:ＴＴＣ固有領域 

--   ‘10000000’B～’11111111’B:網特有領域 

--   ‘00000000’B:未使用 

-- ＴＴＣにて規定される理由（reason）パラメータへの設定値は以下の通りである。 

--   ‘00000001’B:アプリケーションタイマ満了 

--   ‘00000010’B:処理異常 

--   ‘00000011’B:他関連リソース消滅（ＩＴＣｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの解放条件 

--    （ReleaseConbdition）パラメータに従って、関連レグが消滅した際に該当コールセグメ 

--    ントを解放する場合に使用） 

-- 理由表示（Cause）パラメータのＯＰＴＩＯＮＡＬは、エンティティ解放完了を通知するコールセグメント内のレグま 

-- たは暫定接続にて外部からの信号により理由表示（Cause）パラメータを受信した場合に設定されることを示す。 

-- ▼外部からの信号による理由表示（Cause）パラメータ受信時以外の場合に網特有理由（reason）パラメータ値を設定 

-- する。理由表示（Cause）と網特有理由（reason）の両方のパラメータが同時に設定されることはない。▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

establishTemporaryConnection {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  EstablishTemporaryConnectionArg { bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {eTCFailed | 

    missingParameter | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter| 

    unknownLegID} 

 CODE   opcode-establishTemporaryConnection 

 } 
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-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Tetc     

-- このオペレーションはある限定された時間、リソースへのコネクションを生成するために使用される（例えば、ア 

-- ナウンスを流すあるいは、ユーザ情報の収集のためのコネクション生成である）。そのことは、アシスト手順を使 

-- 用することを意味する。 

-- このオペレーションに関する使用手順の説明は１７章を参照すること。 

 

EstablishTemporaryConnectionArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 assistingSSPIPRoutingAddress [0] AssistingSSPIPRoutingAddress { bound}, 

 correlationID  [1] CorrelationID { bound}  OPTIONAL, 

 partyToConnect  CHOICE { 

    legID    [2] LegID 

    }    OPTIONAL, 

 scfID   [3] ScfID { bound}   OPTIONAL, 

 extensions   [4] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions) OF  

          ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 ... 

 } 

  --▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

  --【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲は規定していない】 

 

eventReportBCSM {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  EventReportBCSMArg { bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-eventReportBCSM 

 } 

 

-- 方向: SSF  -> SCF, タイマ: Terb  

-- このオペレーションは、ＳＣＦによってＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）オペレーションの 

-- 中で以前要求されている呼に関連したイベント（例えば、話中や無応答といったＢＣＳＭイベント）をＳＣＦに通 

-- 知するために使用される。 

 

EventReportBCSMArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 eventTypeBCSM  [0] EventTypeBCSM, 

 eventSpecificInformationBCSM [2] EventSpecificInformationBCSM { bound}OPTIONAL, 

 legID   [3] LegID    OPTIONAL, 

 miscCallInfo  [4] MiscCallInfo   DEFAULT 

        {messageType request}, 

 extensions   [5] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions) OF 

          ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 ... 
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 } 

-- ▼応答及び無応答イベント報告時には、eventSpecificInformationBCSM パラメータは常に非送信である。▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

initialDP {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  InitialDPArg { bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS   {missingCustomerRecord | 

    missingParameter | 

    parameterOutOfRange | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter 

    } 

 CODE   opcode-initialDP 

 } 

 

-- 方向: SSF -> SCF, タイマ: Tidp  

-- このオペレーションは、ＴＤＰを検出した後でサービス要求を通知するために使用される。 

 

InitialDPArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 serviceKey  [0] ServiceKey   OPTIONAL, 

 dialledDigits  [1] CalledPartyNumber { bound} OPTIONAL, 

 callingPartyNumber  [3] CallingPartyNumber { bound} OPTIONAL, 

 callingPartysCategory  [5] CallingPartysCategory  OPTIONAL, 

 callingPartySubaddress [6] CallingPartySubaddress  OPTIONAL, 

 miscCallInfo  [11] MiscCallInfo   OPTIONAL, 

 terminalType  [14] TerminalType   OPTIONAL, 

 extensions   [15] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions) OF 

            ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 forwardCallIndicators  [26] ForwardCallIndicators  OPTIONAL, 

 bearerCapability  [27] BearerCapability { bound}  OPTIONAL, 

 eventTypeBCSM  [28] EventTypeBCSM  OPTIONAL, 

 genericNumbers  [31] GenericNumbers { bound}  OPTIONAL, 

 ... 

 } 

 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

-- ▽その他呼情報(miscCallInfo)のＯＰＴＩＯＮＡＬは、網運用者オプションであることを示す。△ 

-- ダイアル数字(dialledDigits)、発番号(callingPartyNumber)、発ユーザ種別(callingPartysCategory)のＯＰＴＩＯ
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ＮＡＬパ 

-- ラメータが、いつメッセージに含められるかについては、１７章のトリガ検出ポイント処理ルールを参照のこと。 

-- 端末種別(terminalType)のＯＰＴＩＯＮＡＬは、たとえＳＳＦがこの情報を持っていても発側または着側ローカル交 

-- 換局でのみ適用されることを示す。 

-- ＴＴＣ標準として拡張（extensions）パラメータの拡張フィールド（ExtentionField）に 4.5 節にて定義される 

-- initialDPExtension を設定することが可能である。 

 

initiateTemporaryConnections {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  InitiateTemporaryConnectionsArg { bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {iTCFailed | 

    missingParameter | 

    parameterOutOfRange | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter| 

    } 

 CODE   opcode-initiateTemporaryConnections 

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Titc 

-- このオペレーションは、ＳＳＦに対して起動ＳＳＦと網Ｂ内のアシストＳＳＦ間、あるいは起動ＳＳＦと網Ｂ内の 

-- ＳＲＦ間に暫定接続を設定し、それらを確保することを要求する。このオペレーションは、新規の呼セグメント 

-- （ＣＳ）の生成、およびそのＣＳ内の暫定接続の設定を行う。 

 

InitiateTemporaryConnectionsArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SET SIZE 

 (1..bound.&numOfInitiateTemporaryConnections)  OF  ITCParameters { bound} 

 

-- 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションは、必要により、複数の暫定接続を同時に設定し確 

-- 保することが可能である。この場合、ＳＳＦはＩＴＣパラメータ数に従い複数の暫定接続を設定するため、複数の 

-- ＩＳＵＰ－ＩＡＭメッセージを送出する。もしその内の一つの暫定接続の設定が何らかの理由により不可であった 

-- 場合には、リターンエラー（ITCFailed）が送出され、他の要求された暫定接続は解放されなければならない。 

 

mergeCallSegments {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  MergeCallSegmentsArg { bound} 

 RETURN RESULT TRUE 

 ERRORS   {missingParameter | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 
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    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter  

    } 

 CODE   opcode-mergeCallSegments  

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF. Timer: T mc 

-- このオペレーションは、関連する 2つの呼セグメント（ＣＳ）と 1つの制御レグを、1つのＣＳと、その制御レグ 

-- に併合するため、ＳＣＦより送出される。 

-- このオペレーションに関する追加情報は、第 2編を参照すること。 

 

MergeCallSegmentsArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 sourceCallSegment  [0] CallSegmentID {bound}, 

 targetCallSegment  [1] CallSegmentID {bound} DEFAULT initialCallSegment, 

 extensions   [2] SEQUENCE SIZE (1..bound.&numOfExtensions)  

         OF ExtensionField {bound}  OPTIONAL, 

 ... 

 } 

--▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲は規定していない】 

 

moveLeg {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  MoveLegArg { bound} 

 RETURN RESULT TRUE 

 ERRORS    {missingParameter | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter| 

    unknownLegID 

    } 

 CODE   opcode-moveLeg 

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: T ml 

-- このオペレーションは、あるレグを、1つの呼セグメント（ＣＳ）から関連する他のＣＳに移動するため、ＳＣＦ 

--- より発出される。 

 

MoveLegArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::=SEQUENCE { 

 legIDToMove  [0] LegID, 

 targetCallSegment  [1] CallSegmentID { bound} DEFAULT 1, 
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 extensions   [2] SEQUENCE SIZE (1..bound.&numOfExtensions)  OF  

          ExtensionField {bound} OPTIONAL, 

 ... 

 } 

--▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲は規定していない】 

 

releaseCall {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  ReleaseCallArg { bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-releaseCall  

 } 

 

-- 方向: SCF ->  SSF, タイマ: Trc  

-- ▼このオペレーションは、呼の中に含まれるすべての話者に対して、任意のフェーズの呼を終了させる、または 

-- 呼の中に含まれる指定された呼セグメントを終了させるために使用される。▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

ReleaseCallArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= CHOICE { 

 initialCallSegment  Cause { bound}, 

 associatedCallSegment [1] SEQUENCE { 

  callSegment [0] INTEGER (2..bound.&numOfCSs), 

  releaseCause [1] Cause { bound}    OPTIONAL 

  }, 

 allCallSegments [2] SEQUENCE { 

   releaseCause [0] Cause { bound}    OPTIONAL 

  } 

 } 

 

-- １０進数３１のデフォルト値（通常は規定されていない）は適切に符号化するべきである。 

 

requestReportBCSMEvent {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  RequestReportBCSMEventArg { bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {missingParameter | 

    parameterOutOfRange | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter  
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    } 

 CODE   opcode-requestReportBCSMEvent  

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Trrb 

-- このオペレーションは、呼に関するイベント（たとえば、話中あるいは無応答のようなＢＣＳＭイベント）の監視 

-- とイベントが検出された時ＳＣＦに返送する事をＳＳＦに要求する為に使用される。 

-- イベント検出ポイント（ＥＤＰ）処理は、常にＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）によって起 

-- 動され、ＥＤＰはＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）によって 

-- ▼報告される。▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

-- 注: すべてのＥＤＰは、ＳＣＦによってＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）で明示的に設定さ 

-- れなければならない。ＳＳＦが他のオペレーション（ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）以外 

-- を）受信後に、暗にＥＤＰが設定されることは許されない。 

 

RequestReportBCSMEventArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 bcsmEvents  [0] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfBCSMEvents) OF 

            BCSMEvent {bound}, 

 extensions [2] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions)   OF 

            ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 ... 

 } 

 

-- 通知のための BCSM 関連イベントを示す。 

--▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲は規定していない】 

 

END 

 

▼ 

以下の表は全オペレーションタイマと各タイマ値のリストである。ＳＣＦ→ＳＳＦ方向のオペレーションに対するタイマ

値は NTT 網を制御する際の推奨値である。 

 

表４－５－１／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ オペレーションタイマとその値の範囲 

 

オペレーション名 タイマ 値の範囲 

活性化試験（ActivityTest） Tat 10 

接続（Connect） Tcon 10 

継続（Continue） Tcue 10 

順方向接続切断（DisconnectForwardConnection） Tdfc 10 

アーギュメント付き順方向接続切断 

（DisconnectForwardConnectionWithArgument） 

Tdfcwa 10 
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エンティティ解放（EntityRelease） Ter 10 

暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） Tetc 40 

ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） Terb 10 

イニシャルＤＰ（InitialDP） Tidp 10 

呼セグメント併合（MergeCallSegments） Tmc 10 

レグ移動（MoveLeg） Tml 10 

呼解放（ReleaseCall） Trc 10 

ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） Trrb 10 

暫定接続起動（InitiateTemporaryConnectins） Titc 40 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

5.2 ＳＳＦ／ＳＣＦパッケージ、コントラクト、アプリケーションコンテキスト 

                              【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11 ＳＳＦ応用エンティティ手順 

11.1 概要 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.2 モデルとインタフェース 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.3 ＳＳＦ ＦＳＭとＣＣＦ／保守機能間の相互関係 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.4 ＳＳＦ管理エンティティ有限状態モデル（ＳＳＭＥ ＦＳＭ） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

図４－１１－１／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ ＳＳＦ ＡＥの機能モデル 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

図４－１１－２／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ＊ ＳＳＦインタフェース 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

図４－１１－３／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ＊ ＳＳＭＥ ＦＳＭ 状態図 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.5 ＩＮ－交換状態モデル（ＳＳＭ）ＦＳＭ 

ＩＮ－ＳＳＭ ＦＳＭは呼セグメントアソシエーション対応ＦＳＭ（ＣＳＡ対応ＦＳＭ）から成る。ＣＳＡ対応ＦＳＭ

は１つ以上の付属の呼セグメント対応ＦＳＭ（ＣＳ対応ＦＳＭ）を生成する。 

ＩＮ－ＳＳＭ ＦＳＭのコールパーティハンドリング（ＣＰＨ）能力に関する一般規則と手順の原則を以下に述べる。 

－ タイマ処理 

  ＣＳレベルにて、ＳＳＦ－ＳＣＦアソシエーション（ＴＣダイアログ）を保護、または過度の呼中断を防止す

るためにタイマが使用される。 

－ コネクションビュー（Connection View（以下ＣＶ））の変更はＳＣＦから起動される（ＳＣＦ起動ＣＶ変更）

。 

－ ＳＣＦは以下のオペレーションの１つを送出することにより CV を変更する。 

接続（Connect） 

暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） 
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呼セグメント併合（MergeCallSegments） 

レグ移動（MoveLeg） 

呼解放（ReleaseCall） 

－ 以下のオペレーションによってＣＶの変更がＳＣＦに通知される。 

ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） 

エンティティ解放完了（EntityReleased） 

－ ＳＳＦからＣＶの変更の成功を通知する結果応答が送出される時、ＳＣＦより起動されたＣＰＨオペレーショ

ンによるＣＶの変更についてＳＣＦは認識する。 

－ ＳＣＦは少なくとも切断ＤＰが設定されたレグを制御できる（レグの監視）。 

－ ＳＣＦは呼に含まれるレグのＣＶを保持すべきである。これはレグの状態変化（例えば、レグの切断）をＳＣ

Ｆに通知することにより保持される。ＳＣＦにて認識できないコネクションポイントにおけるレグの保持は許容

されない（即ち、ＤＰ未設定）。 

－ ＣＳ対応ＦSＭが「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態の場合に、ＳＣＦより送信されるべき呼処理

再開の為のオペレーション数は、呼処理の中断を引き起こした、あるいは要求したイベント数と同じである。即

ち、ＳＣＦに対する各々の中断報告イベントはＳＣＦからの呼処理を再開するための要求を含むオペレーション

（例えば、接続（Connect））によって応答されなければならない。ＣＳ対応ＦＳＭは未完了の応答数を保持し、

呼処理を再開するために全ての未完了の応答数を満たすまでＣＳ対応ＦＳＭの状態遷移（例えば、「指示待ち（

Waiting for Instructions）」から「監視中（Monitoring）」への状態遷移）を行わない。 

－ ＣＳ対応ＦSＭに関するＣＰＨの手順の原則は、 

・ ＣＳ（「ターゲット」ＣＳ）の（ＥＤＰ、または保留中の報告を含む）レグのインポートは同一ＣＳの

他のレグには影響を与えない。 

・ ＣＳ対応ＦＳＭ（ＣＳ、及びコネクションポイント当たり１ＦＳＭ）は、そのＣＳに幾つのレグが接続

しているかは見えない。ＣＳ対応ＦＳＭは少なくとも１つの保留中の報告、または１つのＤＰが設定され

ている間は存在する。 

・ 「暫定接続終了待ち（Waiting for End of Temporary Connection）」状態では以下のオペレ ーションは

許容されない。 

レグ移動（MoveLeg） 

呼セグメント併合（MergeCallSegments） 

・ １ＣＳ当たり、リソースに対しては１コネクション（即ち、暫定接続）しか許容されない。 

・ ＣＳ対応ＦＳＭにて受信された全てのＣＰＨオペレーションは、「指示待ち（Waiting for Instructions）

」状態への遷移を引き起こす。 

－ 「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態にてレグ移動（MoveLeg）、または呼セグメント併合

（MergeCallSegments）オペレーションを受信した場合は、「指示待ち（Waiting for Instructions）」

状態の変更を引き起こさない。その為、ＣＰＨオペレーションを含んだ場合の全てのオペレーションシー

ケンスは、当該ＣＰＨオペレーションにより「空き（Idle）」状態へ遷移する場合を除き、「監視中（

Monitoring）」状態へ遷移させるオペレーションにより終了されなければならない。 

 各ＦＳＭ、及び対応する状態については後節にて記述する。ここでは、複数のＦＳＭ／状態で適用される一般規則を

記述する。 

１つあるいは複数のＴＣメッセージで受信される１つあるいは一連のコンポーネントは、１つあるいは複数のオペレ

ーションを含み得る。これらは以下のように処理される。 

▼－ オペレーションが正常である場合には基本的に受信順に処理するが、異常が検出された場合には必ずしもそれ以

前のオペレーションが全て正常であることを保証するものではない。すなわち、あるオペレーションに対する異常
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通知後に、それ以前のオペレーションの異常通知を行う場合もある。▲ 

    【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

－ １つのメッセージ上で単一のオペレーションを受信するか、あるいは複数のオペレーションを受信するかどう

かとは独立に、各オペレーションは状態遷移をもたらす。 

▼ただし、オペレーションは決められた組み合わせのみを許容する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

－ ＳＳＦは後続オペレーションを順に調べる。これらのオペレーションを順序的に実行してもＦＳＭの状態が変

わらない限り、ＳＳＦはオペレーション（例えば、ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent））を

実行する。次のオペレーションによって状態遷移が起こる場合は、現在のオペレーションが実行完了するまで次

のオペレーションは蓄積される。他の場合はすべて現状態以外への遷移を引き起こすイベントを待つ（実行済み

オペレーションの完了イベントや外部イベントを受信のような）。 

▼－ シーケンス中のオペレーションの中の１つの処理でエラーがあった場合、ＳＳＦ ＦＳＭはエラー処理を行う。

ＳＳＦにおける異常検出時の動作規定については、「ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２）第４編補

足資料１」を参照のこと。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

－ 上記のようにオぺレーションが理解されないか、コンテキストの範囲外である場合（即ち、ＩＮ－ＳＳＭ ＦＳ

Ｍで定義されたＳＡＣＦ規則に反する場合）、ＣＳＡレベルではＴＣアボートの送信により、ＣＳレベルではエ

ンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションの送信により、相互動作をアボートする。 

複数ＣＳが存在する時の暫定パスおよび発／着レグに関する一般規則を以下に示す。但し、以下の規定は暫定接続起動

（InitiateTemporaryConnections）オペレーションの解放条件（releaseCondition）パラメータにて発／着レグを有す

るＣＳ（最初のＣＳであれば、ＣＳｉｄ＝１）を指定した場合の規定である。 

暫定パス設定中／捕捉中の各種イベントに対するＳＳＦ側処理を以下に示す。 

(i)暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションによる暫定パス設定中、または暫定パス捕捉後

の着側パス設定中に発側から放棄された場合。 

－ 全ＣＳ内の暫定パスを解放し、発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰが設定されていれば、ＢＣＳＭイベント報

告（EventReportBCSM）オペレーション及び（設定中／捕捉中）暫定パスを有するＣＳ数分のエンティティ解放

完了（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－終了にてＳＣＦに送信。 

－ 全ＣＳ内の暫定パスを解放し、発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰが要求されていなければ、空き遷移したＢ

ＣＳＭを有するＣＳに対するエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーション及び（設定中／捕捉中

）暫定パスを有するＣＳ数分のエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－終了にてＳ

ＣＦに送信。 

(ii)暫定パス捕捉中、かつ着側パス設定中に着側からのＩＳＵＰ－ＲＥＬ信号受信または無応答検出によりＢＣＳＭ

が空き遷移（ＥＤＰ未検出）した場合。 

－ 全ＣＳ内の暫定パスを解放し、空き遷移したＢＣＳＭを有するＣＳに対するエンティティ解放完了

（EntityReleased）オペレーション及び捕捉中暫定パスを有するＣＳ数分のエンティティ解放完了

（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－終了にてＳＣＦに送信。 

(iii)暫定パス捕捉中、かつＥＤＰ－Ｒ（話中、無応答、応答）検出によるＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM

）オペレーション送信後のアプリケーションタイマＴＳＳＦ満了時。 

－ 全ＣＳ内の暫定パス、及び発側レグを解放し、タイマ満了したＣＳに対するエンティティ解放完了

（EntityReleased）オペレーション及び捕捉中暫定パスを有するＣＳ数分のエンティティ解放完了

（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－終了にてＳＣＦに送信。 

(iv)暫定パス捕捉中、かつ着側パス設定完了（ＩＳＵＰ－ＡＮＭ信号受信）後、発または着側から切断された時（暫
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定パスと発／着レグとの接続前）。本ケースでは、発側－切断（O_Disconnect）ＤＰは発／着レグに対して必ず設

定されていなければならない点に注意。 

－ 全ＣＳ内の暫定パス、発側レグ（着側切断の場合）、及び着側レグ（発側切断の場合）を解放し、イベントが

発生したレグに対して発側－切断（O_Disconnect）ＤＰが設定されていれば、ＢＣＳＭイベント報告

（EventReportBCSM）オペレーション及び捕捉中暫定パスを有するＣＳ数分のエンティティ解放完了

（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－継続にてＳＣＦに送信。 

(v)発および着側がそれぞれ暫定接続中（暫定接続によるユーザ相互動作中）の時、発または着側から切断された場

合（この場合、全てのレグには切断ＥＤＰが必ず設定されている）。 

－ 切断されたレグを有するＣＳ内の暫定パス及び当該ＣＳを解放し、ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM

）オペレーションをＴＣ－継続にてＳＣＦに送信。他のＣＳには影響しない。 

どのような状態においても、受信されたオペレーションにエラーが存在した場合、そのエラーは保守機能に通知され

、ＩＮ－ＳＳＭ ＦＳＭはエラーを含んだオペレーションを受信した時と同じ状態を維持する。オペレーションのクラス

によっては、適切なコンポーネントを使用してＳＳＦからＳＣＦへエラーが報告されうる（ＮＴＴ－Ｑ７７４）。 
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11.5.1 呼セグメントアソシエーション（ＣＳＡ）の有限状態モデル 

図 4-11-4/JT-Q1228-b にＩＮ呼の処理におけるＳＳＰのＳＳＦ部分のＣＳＡ対応ＦＳＭの状態図を示す。 

ＣＳＡ対応ＦＳＭのインスタンスは、以下の場合にＳＳＭＥ－制御により生成される。 

－ 新たな呼の要求の指示をユーザから受信。 

ＣＳＡ対応ＦＳＭの状態図には以下の遷移（イベント）がある。 

ｅ２ － ＴＤＰ－Ｒ遭遇 

Ｅ３ － 「空き（Idle）」状態へ遷移しないオペレーションのＳＣＦからの受信 

ｅ４ － ＥＤＰ－Ｒ遭遇 

－ 最終ＣＳからの最終ＥＤＰ－Ｎを除くＥＤＰ－Ｎ遭遇 

－ 最終ＣＳからの最終応答を除く任意の応答 

ｅ６ － 最終ＣＳでの最終ＥＤＰ－Ｎ遭遇（最終切断ＥＤＰ－Ｎを除く） 

Ｅ７ － ＣＳを残さないＳＣＦからの任意のオペレーション受信（例えば、呼解放（ReleaseCall）） 

ｅ８ － 最終切断ＥＤＰ－Ｎ遭遇 

ｅ９ － （一度目のＴａｃｋタイマ満了に伴う）受信完了通知待ち状態のまま不変 

Ｅ１０ － コンポーネントを伴わないＴＣ－終了受信 

ｅ１１ － （二度目のＴａｃｋタイマ満了に伴う） Ｕ－アボート送信 

ＣＳＡの状態図は以下の状態を含む。 

状態ａ 空き（Idle） 

状態ｂ 動作中（Active） 

状態ｃ 受信完了通知待ち（Waiting for Acknowledgement） 

ＣＳＡ対応ＦＳＭはアプリケーションタイマＴａｃｋを持つ。本タイマは最終切断ＥＤＰ－Ｎ送信時のＳＣＦへの送達

確認のために設定されるもので、タイマが満了した場合にはＳＣＦには到達しなかったことを認識し、再度切断ＥＤＰ

－Ｎ送信を行う。再度タイマ満了した場合にはＣＳＡ対応ＦＳＭはＳＣＦとの相互動作をアボートし、「空き（Idle）

」状態に遷移する。タイマ動作中にＳＣＦからのコンポーネントを伴わないＴＣ－終了を受信した場合には、 ＣＳＡ対

応ＦＳＭは正常にＳＣＦにて受信されたことを認識し、「空き（Idle）」状態に遷移する。 

▼ Ｔａｃｋはアプリケーションで定義され、１０秒である。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

図４－１１－４／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ＊ ＣＳＡ対応ＦＳＭ 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.5.1.1 状態ａ：「空き（Idle）」 

 ＣＳＡ対応ＦＳＭは以下の様々な条件により「空き（Idle）」状態となる。 

 ＣＳＡ対応ＦＳＭは「動作中（Active）」状態での異常状態のためにアボートＴＣプリミティブを受信、または送出し

たとき「空き（Idle）」状態になる。 

 ＣＳＡ対応ＦＳＭは以下の条件により「空き（Idle）」状態になる。 

－ ＣＳＡ対応ＦＳＭインスタンスに関連する全てのＣＳ対応ＦＳＭインスタンスが解放された時。 

▼－ 切断ＥＤＰ－Ｎ送信に対する到達完了通知のためのコンポーネントを伴わないＴＣ－終了を受信した時（遷移

Ｅ１０）。 

－ アプリケーションタイマＴａｃｋが２回満了した時（遷移ｅ１１）。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

この状態において以下の呼関連イベントが起こり得る。 
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－ 以下のオペレーションがＣＳ対応ＦＳＭから受信されたとき、「動作中（Active）」状態へ遷移する（遷移ｅ２

）。 

－ ＴＤＰ－Ｒ遭遇を指示するイニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションを受信する。その受信オペレーシ

ョンはＳＣＦへ送出される。 

  ＤＰ処理規則は本標準第２編「ＤＰ処理」の項に記述している。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽－切断ＥＤＰ－Ｎ送信に対する到達完了通知のためのコンポーネントを伴わないＴＣ－終了を受信した時（遷移Ｅ

１０）。 

－ アプリケーションタイマＴａｃｋが２回満了した時（遷移ｅ１１）。△ 

ＣＳＡ対応ＦＳＭが「空き（Idle）」状態、すなわちＩＮ－ＳＳＭ ＦＳＭインスタンスが存在しない場合にＳＣＦか

ら受信する他のオペレーションはすべてエラーとして扱われなければらない。このイベントは保守機能へ通知され、トラ

ンザクションはＴＣ（18 章を参照）で規定される手順に従ってアボートされなければならない。 

 

11.5.1.2 状態ｂ：「動作中（Active）」 

 「空き（Idle）」状態からＴＤＰ－Ｒを検出したとき本状態へ遷移する（遷移ｅ２）。 

この状態では、ＣＳＡ対応ＦＳＭはＳＣＦからの指示とＣＳ対応ＦＳＭからの受信イベントを処理する。 

この状態において以下のイベントが起こり得る。 

－ ＴＣから終了またはアボートプリミティブを受けても呼には何の影響もない。利用可能な情報をもとに呼は継続

または完了される。この場合，ＣＳＡ対応ＦＳＭは「空き（Idle）」状態へ遷移し（遷移Ｅ７）、ＣＳＡ対応ＦＳ

Ｍは呼との関連づけが解除される。 

－ ＳＣＦからのオペレーション受信：ＣＳＡ対応ＦＳＭは下記のように受信したオペレーションに基づいて動作す

る。 

－ ＣＳ対応ＦＳＭからのオペレーション受信：ＣＳＡ対応ＦＳＭは下記のように受信したオペレーションに基づい

て動作する。 

以下のオペレーションがＳＣＦから受信され、ＣＳＡ対応ＦＳＭで処理されるが「空き（Idle）」状態へ遷移しない（

遷移Ｅ３）。 

 順方向接続切断（DisconnectForwardConnection） 

アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument） 

 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） 

 呼セグメント併合（MergeCallSegments） 

注）この場合、ＳＳＦは「ソース」ＣＳを削除し、「ソース」ＣＳのレグを「ターゲット」ＣＳに接続する。Ｃ

ＳＡ対応ＦＳＭは「ソース」ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスにイベントを送出し当該ＦＳＭインスタンスを解放

する。更にＣＳＡ対応ＦＳＭは「ターゲット」ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスにイベントを送出する。 

 レグ移動（Moveleg） 

注）この場合、ＳＳＦは「ターゲット」ＣＳへ「ソース」ＣＳからレグを移動する。ＣＳＡ対応ＦＳＭは「ソー

ス」ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスと「ターゲット」ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスにイベントを送出する。 

 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） 

注）ＳＣＦから暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションが受信された場合、新たなＣＳ

対応ＦＳＭインスタンスを指定された数だけ生成し、当該イベントを当該新規ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスに

通知する。回線設定が一つでも正常に完了しなかった場合、即ち暫定パス設定のためのＩＳＵＰ－ＩＡＭ信号

に対するＩＳＵＰ－ＲＥＬ信号受信時には当該オペレーションに対するエラー応答（Return Error：ITCFailed

）を送信し、当該オペレーションにより生成したＣＳ対応ＦＳＭインスタンス及び当該ＣＳ関連の全てのリソ
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ースを解放する 

以下のオペレーションがＳＣＦから受信され、ＣＳＡ対応ＦＳＭでこのイベントが処理された後にＣＳ対応ＦＳＭイン

スタンスが存在している場合は同じ状態に遷移し（遷移Ｅ３）、ＣＳＡ対応ＦＳＭインスタンスに関連する全てのＣＳ対

応ＦＳＭインスタンスが「空き（Idle）」状態へ遷移した場合は「空き（Idle）」状態へ遷移する（遷移Ｅ７）。 

接続（Connect） 

継続（Continue） 

ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） 

呼解放（ReleaseCall）オペレーションをＳＣＦから受信することがある。このときＣＳＡ全体が解放される場合には

、ＣＳＡ対応ＦＳＭは関連する全てのＣＳ対応ＦＳＭインスタンスに呼を解放することを指示し、呼に割り当てられたＣ

ＣＦリソースが割り当て解除されることを保証しなければならない。そして以下の処理を継続する。 

－ 最後のＣＳが解放された場合、ＣＳＡ対応ＦＳＭは「空き（Idle）」状態へ遷移する（遷移Ｅ７）。 

また、呼解放（ReleaseCall）オペレーションにより、ＣＳＡ内の一部のＣＳが解放される場合には、ＣＳＡ対応ＦＳ

Ｍは関連するＣＳ対応ＦＳＭインスタンスに解放を指示し、当該ＣＳに関連する全てのリソースを解放することを保証し

なければならない。この場合、 ＣＳＡ対応ＦＳＭは「動作中（Active）」状態に留まる。 

ＣＳは必要ならばＣＳＡによって生成、または削除される。オペレーションは適切なＣＳに引き渡され、そこで処理さ

れる。 

以下のオペレーションが１つのＣＳから受信され、ＦＳＭでこのイベントが処理された後にＣＳ対応ＦＳＭインスタン

スが存在している場合は同じ状態に遷移し（遷移ｅ４）、ＣＳＡ対応ＦＳＭインスタンスに関連する全てのＣＳ対応ＦＳ

Ｍインスタンスが「空き（Idle）」状態へ遷移した場合は「空き（Idle）」状態へ遷移する（遷移ｅ６）。オペレーショ

ンはＳＣＦに引き渡される。 

エンティティ解放完了（EntityReleased） 

ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） （最終ＣＳからの最終切断ＥＤＰ－Ｎを除く） 

以下のオペレーションをＣＳ対応ＦＳＭから受信する。この場合、「受信完了通知待ち（Waiting ｆ

ｏr Acknowledgement）」状態に遷移する（遷移ｅ８）。 

ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） （最終ＣＳからの最終切断ＥＤＰ－Ｎ） 

▼ＣＳ対応ＦＳＭからのエンティティ解放完了（EntityReleased）あるいはＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）

オペレーションの受信によって、暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションによって指定した解放

条件（ReleaseCondition）と合致した場合には、関連する他のＣＳ対応ＦＳＭを解放（存在している場合）すると共に上

述の条件に従って状態遷移する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

この状態で受信される他のオペレーションは 11.5 節の一般規則に基づいて処理されなければならない。 

 

11.5.1.3 状態ｃ：「受信完了通知待ち（Waiting for Acknowledgement）」 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.5.2 呼セグメント（ＣＳ）の有限状態モデル 

 ＣＳ対応ＦＳＭの状態図には以下の遷移（イベント）がある。 

ｅ４  － ＴＤＰ－Ｒ遭遇 

ｅ７  － 暫定接続生成 

ｅ８  － 暫定接続終了 

ｅ９  － 「指示待ち（Waiting for Instructions）」からの「空き（Idle）」状態への遷移 

ｅ１０ － ＥＤＰ－Ｒ遭遇 
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ｅ１１ － ルーチング指示受信 

ｅ１２ － 最終ＥＤＰ－Ｎ（注参照）遭遇、または呼解放（ReleaseCall）オペレーション受信 

ｅ１４ － 「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態のまま不変 

ｅ１５ － 「暫定接続終了待ち（Waiting for End of Temporary Connection）」状態のまま不変 

ｅ１６ － 「監視中（Monitoring）」状態のまま不変 

ｅ２３ － 暫定接続捕捉要求 

ｅ２４ － 捕捉中暫定接続との接続要求 

ｅ２５ － 暫定接続解放 

注）： 「最終ＥＤＰ－Ｎ」は、ＥＤＰ－Ｎ検出時に他の遭遇されうるＥＤＰが存在しないことを 

意味する。あるＥＤＰに遭遇した場合、他のいくつかのＥＤＰが自動的に解除されうる。自動的に解除される

ＥＤＰは遭遇したＥＤＰに依存する。一例としては、発側－応答（O_Answer）、発側－無応答（O_No_Answer

）、発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）の複数ＥＤＰの場合がある。それらのＥＤＰの１つに遭遇し

た場合、この例における他の全てのＥＤＰは自動的に解除される。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽注）： 任意の状態にて途中放棄と切断イベントに遭遇する可能性がある。次状態への遷移は呼処理 

の現状態に依存する。 

注）： 任意の状態にて非呼関連処理イベント（11.4 節参照）に遭遇する可能性がある。ＣＳ対応 

   ＦＳＭは同一状態にとどまる。△ 

ＣＳの状態図は以下の状態を含む。 

状態ａ 空き（Idle） 

状態ｃ 指示待ち（Waiting for Instructions） 

状態ｅ 暫定接続終了待ち（Waiting for End of Temporary Connection） 

状態ｆ 監視中（Monitoring） 

状態 h 暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection） 

（「空き（Idle）」状態以外の）任意の状態において、発信者が応答前（即ち、ＢＣＳＭ上の応答ＤＰ到達前）に呼

を途中放棄した場合、ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスはＣＣＦに呼を解放することを指示し、呼に割り当てられていたす

べてのＣＣＦリソースが割り当て解除されることを保証しなければならない。このとき、以下のような処理を続行する

。 

－ 途中放棄ＤＰが設定されていない場合、「空き（Idle）」状態に遷移する。 

－ 途中放棄ＤＰがＥＤＰ－Ｎとして設定されている場合、ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーシ

ョンを送出し、「空き（Idle）」状態に遷移する。 

（「空き（Idle）」状態以外の）任意の状態において、通話者が安定状態（即ち、ＢＣＳＭ上の応答ＤＰ到達後）か

ら切断した場合、ＩＮ－ＳＳＭ ＦＳＭはこのイベントを以下のように処理しなければならない。 

－ 切断ＤＰが特定のレグに設定されていない場合、「空き（Idle）」状態に遷移する。 

－ 切断ＤＰが特定のレグにＥＤＰ－Ｒとして設定されている場合、ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オ

ペレーションを送出し、「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態に遷移する。 

－ 切断ＤＰがＥＤＰ－Ｎとして設定されている場合、ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーション

を送出し、「空き（Idle）」状態に遷移する。 

各ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスはアプリケーションタイマＴＳＳＦを持つ。このタイマの目的は、過度の呼の中断時間を

避けること 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽と、ＳＳＦ－ＳＣＦ間のアソシエーションを保護すること△ 
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である。 

 タイマＴＳＳＦは以下のような場合に設定される。 

－ ＳＳＦが、ＴＤＰ－Ｒ（11.5.2.2 節 状態ｃ：「指示待ち（Waiting for Instructions）」参照）のイニシャ

ルＤＰ（Initial DP）オペレーションを送出する場合。 

－ 上記以外の任意の状態でＣＳ対応ＦＳＭが「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態（11.5.2.2 節参照

）になる場合。 

▼上記 2つのケースともＴSSFはアプリケーションで定義され、いずれも 40 秒である。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

ＴＳＳＦ動作中に、あるオペレーションを受信または送信した時、ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスは最後に使用した設定値

にてＴＳＳＦを再スタートさせる。この場合の設定値は上記の各ケースに関連した値である。 

「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態（11.5.2.2 節参照）以外では、ＴＳＳＦは使用されない。 

 ＴＳＳＦが満了した場合、ＣＳ対応ＦＳＭは「空き（Idle）」状態に遷移し、ＣＣＦは可能ならＢＣＳＭの処理を進める

。ＣＳＡ内の最後のＣＳ対応ＦＳＭの場合、ＳＣＦとの相互動作をアボートする。その他の場合は、ＳＣＦへエンティテ

ィ解放完了（EntityReleased）オペレーションを送信する。 

 

図４－１１－５／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ＊ ＣＳ対応ＦＳＭ 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.5.2.1 状態ａ：「空き（Idle）」 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.5.2.2 状態ｃ：「指示待ち（Waiting for Instructions）」 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.5.2.4 状態ｅ：「暫定接続終了待ち（Waiting for End of Temporary Connection）」 

                           【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.5.2.5 状態ｆ：「監視中（Monitoring）」 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.5.2.7 状態ｈ：「暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection）」 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12 ＳＣＦ応用エンティティ手順 

12.1 概要 

この節では、ＳＣＦ－ＳＳＦインタフェースに関するＳＣＦ応用エンティティ（ＡＥ）手順の定義について記述する。

この手順は、ＳＳ７の使用に基づく。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

 ▽さらに他の能力がインプリメントに依存した方式で、ＳＣＰでサポートされるかもしれない。△ 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．７００、ＮＴＴ－Ｑ７７１及びＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１４００に定義されているアーキテクチャにも

あるように、ＡＥはトランザクション機能（ＴＣ）とＴＣユーザと呼ばれるーつあるいは複数のＡＳＥを含む。以下の節

では、ＮＴＴ－Ｑ７７１で規定するプリミティブを用いてＴＣとインタフェースする、ＴＣ－ユーザＡＳＥ及びＳＡＣＦ

／ＭＡＣＦ規則を定義する。 

 手順には、定義されたアプリケーションレイヤ構造をサポートする他のメッセージに基づく信号方式が同等に使用され

るかもしれない。本文は決してサービス論埋プログラム（ＳＬＰ）への制限を指示するものではない。 

 以下の記述に定義するＡＥ手順の解釈が、詳細手順やＴＣサービスの利用規則と異なっている場合は、17 章及び 18 章

に含まれる記述や規則に従わなければならない。 

ｅ９ 
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12.2 モデルとインタフェース 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

図４－１２－１／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ ＳＣＦ ＡＥの機能モデル 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.3 ＳＣＦ ＦＳＭとＳＬＰ／保守機能の関係 

 ＳＣＦ ＦＳＭとＳＬＰ／保守機能の間のプリミティブインタフェースは、内部インタフェースであり、本標準の対象

外である。 

 ＳＣＦ呼状態モデル（ＳＣＳＭ）のインスタンスにはＳＳＦ／ＳＲＦに関連する状態を表現するＦＳＭがある。ＳＳＦ

／ＳＲＦに関連する状態は、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ、ＣＳＡ対向ＦＳＭ、ＣＳ対向ＦＳＭから構成さ

れる。 

 以下に、エンティティの機能的な能力よりもオペレーションの正しい順序を定義することを主な目的として、ＳＣＦと

他の機能エンティティ間インタフェースの手順上の特徴を体系的に記述する。従って、本記述はＳＣＦ機能能力のサブセ

ットについてのみを示す。 

 ＳＬＰとＳＣＦ ＦＳＭ間の関係を（呼がエンドユーザから起動された場合について）以下に記述する。 

  － ＩＮ呼処理の要求をＳＳＦから受信した場合、ＳＣＦ呼状態モデル（ＳＣＳＭ）のインスタンスが生成され、適

切なＳＬＰが起動される。 

 ＳＣＦ ＦＳＭは要求されたようにＳＳＦ ＦＳＭとの相互動作を処理し、必要に応じてイベントをＳＬＰに通知する

。 

 複数の要求は同時に、非同期的にＳＣＦにより実行される。これは、ＳＣＦ ＦＳＭオブジェクトの生成、起動及び維

持のタスクを実行する単一のエンティティが必要であることを示している。 

 図 4-12-2/NTT-Q1228-b にＳＣＦ ＦＳＭの構成を示す。 

 

図４－１２－２／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ ＳＣＦ ＦＳＭの構成 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

 ＳＣＭＥ－ＦＳＭはＳＣＦとＳＣＦ管理機能間の相互動作を取り扱う。 

 ＳＳＦ／ＳＲＦ ＦＳＭ（ＳＣＳＭ－ＳＳＦ／ＳＲＦ）はＳＳＦ／ＳＲＦのＦＳＭとの相互動作を取り扱う。 

 但し、ＳＲＦ関連のＦＳＭについては、網Ｂ内でのインプリメント条件に依存するため、本標準の対象外である。 

 ＳＳＦから受信したオペレーションの実行に関連する管理機能はＳＣＦ管理エンティティ（ＳＣＭＥ）によって実行さ

れる。ＳＣＭＥはＳＣＭＥ－制御と複数のＳＣＭＥ ＦＳＭから構成される。 ＳＣＭＥ－制御は、機能エンティティア

クセス管理とインタフェースすると同様に異なるＳＣＳＭ（すなわちＳＣＳＭ－ＳＳＦ）、ＳＣＭＥ－ＦＳＭそれぞれと

インタフェースする。 

 ＳＣＭＥ－制御はＳＣＦ ＦＳＭ（例えばＳＣＳＭ－ＳＳＦ）の全てのインスタンスのためにＳＳＦとのアソシエーシ

ョンを維持する。 

 ＳＣＦ ＦＳＭのこれらのインスタンスは、ＳＣＦ関連イベントに同期、非同期的に生成される。これは、ＳＣＦ Ｆ

ＳＭオブジェクトの生成、起動及び維持のタスクを実行する単一のエンティティが必要であることを示している。 特に

、ＳＣＭＥ－制御（SCME-control）は、以下のタスクを実行する。 

 １） 他のＦＥからの入力メッセージを解釈し、対応ＳＣＳＭイベントへそれらを翻訳する。 

 ２） ＳＣＳＭ出力を他ＦＥへの適切なメッセージに翻訳する。 

 ３） （呼制御と）非同期の動作（そのような動作の１つは活性化試験である）を実行する。 

 ４） ＳＣＦと他のＦＥ間の永続的な相互動作を提供する。 

５）ＳＣＦにおける管理と監視機能に関連した（呼処理と）非同期の動作を処理したり、ＳＣＭＥ ＦＳＭのインスタ
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ンスを生成する。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

 ▽ＳＣＭＥ ＦＳＭの異なるコンテクストは、起動オペレーションで与えられるアドレス情報に基づいて区別されるか

もしれない。△  

 最後に、ＦＥＡＭは低レベルのインタフェース機能をＳＣＭＥから解放している。ＦＥＡＭの機能は以下のものを含む

。 

 １） ＳＳＦとのインタフェースを確立し維持する。 

 ２） ＳＳＦから受信したメッセージをＳＣＭＥに渡し、また（必要ならば）行列待ちする。 

 ３） ＳＣＭＥから受けたメッセージをフォーマットし、（必要ならば）行列待ちし、ＳＳＦへ送出する。 

 

12.4 部分的ＳＣＦ管理エンティティ（ＳＣＭＥ）状態遷移図 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.4.5 状態Ｍ５：「活性化試験空き（Activity Test Idle）」 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.4.6 状態Ｍ６：「活性化試験応答待ち（Waiting for Activity Test Response）」 

                              【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.5 ＳＣＦ呼状態モデル（ＳＣＳＭ） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.5.1 ＳＳＦ／ＳＲＦ関連状態（ＳＣＳＭ－ＳＳＦ／ＳＲＦ） 

 ＳＳＦ／ＳＲＦ関連状態には、 ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ、ＣＳＡ対向ＦＳＭ、ＣＳ対向ＦＳＭが含

まれる。これらのＦＳＭ間の相互動作は図 4-12-4/NTT-Q1228-b に示される。 

 

図４－１２－４／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ ＳＣＳＭ－ＳＳＦ／ＳＲＦにおけるＦＳＭ間の相互動作 

 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

 ＳＣＦ－ＳＳＦインタフェースに関する呼制御関連オペレーションは（ＳＣＭＥ関連オペレーションを除く）、以下の

ものに分類される。 

  １） 呼処理関連（Call-processing-related）オペレーション 

  ２） 非呼処理関連（Non-call-processing-related）オペレーション 

 呼処理関連オペレーションは、以下の２つの組に分類される。 

  － 接続（Connect） 

  － 継続（Continue） 

 及び 

  － 順方向接続切断（DisconnectForwardConnection） 

  － アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument） 

  － 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） 

  － 呼解放（ReleaseCall） 

▼－ 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 呼処理関連オペレーションの最初の組については、ＳＣＦは、ＳＳＦに対して、一連のＴＣメッセージで、または、

コンポーネントシーケンスで同じ組の２つのオペレーションを送出することはなく、一度に、これらのうち一つだけを送
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出する。最初の組の２つのオペレーションは、ＳＣＳＭにおいて受信された少なくとも一つのＥＤＰ－Ｒメッセージによ

り分離されるべきである。▼同様のことが、暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）、暫定接続起動

（InitiateTemporaryConnections)、呼解放（ReleaseCall）の内のいずれか一つが後続する最初の組の任意のオペレーシ

ョンに適用される。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

非呼処理関連オペレーションは、ＳＣＦ－ＳＳＦインタフェースにおける上記以外のオペレーションである（但し、Ｓ

ＣＭＥ関連のオペレーションは除く）。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽サービス論理が並列にオペレーションの送出を必要とする場合、これらは１つのコンポーネントシーケンスで送出され

る。△ 

以下ではそれぞれのＦＳＭについて記述する。状態番号ならびにイベント番号の先頭の文字「Ｓ」、「Ｉ」、「Ｃ」は、

それぞれＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ、ＣＳＡ対向ＦＳＭ、ＣＳ対向ＦＳＭを示す。 

 

12.5.1.1 ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.5.1.2 ＣＳＡの有限状態機構 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.5.1.2.1 状態Ｉ１「ＳＳＦ制御空き（SSF Control Idle）」 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.5.1.2.2 状態Ｉ２「ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions）」 

この状態では、ＣＳＡ対向ＦＳＭインスタンスは、ＳＣＦからの指示と、ＣＳ対向ＦＳＭインスタンスやＳＳＦ／Ｓ

ＲＦインタフェース対向ＦＳＭから受信したイベントを処理する。 

以下のイベントがこの状態において起こり得る。 

－ （Ｉｅ２）遷移なし内部イベント：これは内部イベントであり、以下の場合に引き起こされる。 

－ ＳＬＰＩが、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭへ以下のオペレーションを送出するようＣＳＡ対向

ＦＳＭインスタンスに指示する場合  

－ 呼解放（ReleaseCall） 

－ レグ移動（MoveLeg） 

－ 呼セグメント併合（MergeCallSegments） 

（注）この場合、ＳＳＦは「ソース」ＣＳを削除し、「ソース」ＣＳのレグを「ターゲット」ＣＳに接続

する。ＣＳＡ対向ＦＳＭは、「ソース」ＣＳ対向ＦＳＭインスタンスにイベントを送信し、ＦＳＭイ

ンスタンスを解放する。ＣＳＡ対向ＦＳＭは、「ターゲット」ＣＳ対向ＦＳＭインスタンスにイベン

トを送信する。 

－ ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） 

－  暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） 

（注）暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションの送信が要求された場合、新た

な CS 対向 FSM インスタンスを指定された数だけ生成し、当該イベントを当該新規 CS FSM インスタン

スに通知する。当該オペレーションに対するエラー応答を受信した場合には、当該オペレーションに

より生成した全ての CS 対向 FSM インスタンスは解放されなければならない。 

▼暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションでは、常に二つの暫定接続の設定を

要求しなければならない。これにより、新たな CS 対向 FSM インスタンスは常に二つ生成される。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

－ 関連するＣＳ対向ＦＳＭインスタンスが以下のオペレーション送出を要求する場合 
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－ 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） 

－ 順方向接続切断（DisconnectForwardConnection） 

－ アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument） 

－ 接続（Connect） 

－ 継続（Continue） 

－ 呼解放（ReleaseCall） 

－ ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ内のアプリケーションタイマ Tassist/hand-off が満了した場合 

この場合、まだ関連するＦＳＭが存在している。このイベントは同一状態への遷移を引き起こす。 

－ （ＩＥ３）遷移なし外部イベント：これは外部イベントであり、他のＦＥからのイベントを受信時に引き起こさ

れる。ＣＳＡ対向ＦＳＭは、必要ならばイベントを処理し、関連するＦＳＭにイベントを引き渡す。 

－ ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） 

－ エンティティ解放完了（EntityReleased） 

この場合、関連するＦＳＭがまだ存在している。このイベントは同一状態への遷移を引き起こす。 

－ （Ｉｅ５）空きへの内部イベント：これは内部イベントであり、以下の場合に引き起こされる。 

－ 最後のＣＳ対向ＦＳＭインスタンスが「空き（Idle）」状態に遷移する場合 

この場合、関連するＦＳＭはもはや存在しない。このイベントは状態Ｉ１「ＳＳＦ制御空き（SSF Control Idle）

」への遷移を引き起こす。 

－ （Ｉｅ６）処理失敗：この（内部）イベントは、適切な例外処理及び状態Ｉ１「ＳＳＦ制御空き（SSF Control Idle）

」への遷移を引き起こす。 

 

12.5.1.3 コールセグメントの有限状態機構 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

図４－１２－７／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ ＣＳＡ対向ＦＳＭ 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

図４－１２－８／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ ＣＳ対向ＦＳＭ 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

図４－１２－９／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ 状態Ｃ２ ＣＳ対向ＦＳＭの部分拡張 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する

】 

 

図４－１２－１０／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ 状態Ｃ３ ＣＳ対向ＦＳＭの部分拡張 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠す

る】 

 

16  エラー手順 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

16.1  オペレーションに関連するエラー手順 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

16.1.5  ＥＴＣ失敗（ETCFailed） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

  

16.1.8  カスタマレコードなし（MissingCustomerRecord） 

 

16.1.8.1  一般記述 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

16.1.8.2  ＳＳＦ-＞ＳＣＦ方向のオペレーション 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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16.1.9  パラメータなし（MissingParameter） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

16.1.11  パラメータ範囲外（ParameterOutOfRange） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

16.1.18  システム処理失敗（SystemFailure） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

16.1.19  タスク拒否（TaskRefused） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

16.1.21  期待されないコンポーネントシーケンス（UnexpectedComponentSequence） 

                  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

16.1.22  期待されないデータ値（UnexpectedDataValue） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

16.1.23  期待されないパラメータ（UnexpectedParameter） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

16.1.24  認識不可レグＩＤ（UnknownLegID） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

16.1.31 ＩＴＣ失敗（ITCFailed） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

16.2  エンティティ関連エラー手順 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17 詳細オペレーション手順 

17.3 活性化試験（ActivityTest）手順 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

  

17.37 接続（Connect）手順 

17.37.1 概要 

このオペレーションは、特定の対地に呼をルーチングする呼処理動作の実行をＳＳＦに要求するために使用される。

そのために、ＳＳＦは発側からの対地情報（例えばダイヤル番号）とＳＣＦから提供された情報に依存した、既存の呼設

定情報を使用する。 

適切なパラメータがすでにＣＣＦの中に受信されていれば、一般に接続（Connect）オペレーションにてＳＳＦに提供

される全てのパラメータは、ＣＣＦでの対応する信号パラメータと置き換わり、後続の呼処理で使用される。接続（Connect

）オペレーションの中で提供されないパラメータは、以降の呼処理のためにＣＣＦの中でその値（すでに割り当てられて

いれば）を保持している。 

 

17.37.1.1 パラメータ 

－ ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress） 

このパラメータには、呼のルーチング先の着番号（ＮＴＴ－Ｑ７６２参照）が収められる。このパラメータの符

号化は（ＮＴＴ－Ｑ７６３参照）で定義されている。「ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress）

」は、ハンドオフ手順のコンテキストの中で使用され、その中に「相関ＩＤ（correlationID）」と「ＳＣＦ Ｉ

Ｄ（scfID）」が別々に指定されない場合のみ、「相関ＩＤ（correlationID）」と「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」
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を含むかもしれない。 

▼このパラメータにて設定される着番号の最大は１９桁である。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

－ 相関ＩＤ（correlationID） 

このパラメータは、網Ｂ内のＳＳＦへの接続が確立したことを、網ＢのＳＳＦから網ＢのＳＣＦ  

に通知するケースにおいて、網Ａの起動ＳＳＦからの要求と対応づけるためにＳＣＦによって用  

いられる。  

「相関ＩＤ（correlationID）」が、「ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress）」の中に含まれ

ない場合にのみ、「相関ＩＤ（correlationID）」は上記コンテキストで用いられる。 

－ ＳＣＦ ＩＤ（scfID） 

本標準第 5編参照。ＳＣＦ ＩＤ（scfID）は、ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress）に含ま

れない場合にのみ、上記相関ＩＤ（correlationID）のパラメータ説明の項で示した手順のコンテキストで用い

られる。 

－ 汎用番号（genericNumbers） 

このパラメータは、ＳＣＦがＳＳＦから受信した汎用番号情報（もしあれば）の変更をＳＣＦに許容する。また

、ＳＳＦが事前にこのパラメータを使用していなければ、汎用番号情報をＳＣＦからそのＳＳＦに対して与える

こともできる。 

汎用番号パラメータには、以下の設定が可能である。  

▼・  付加発番号  

  本パラメータの符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３参照。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

－ 付加発番号（additionalCallingPartyNumber）  

ＮＴＴ－Ｑ７６３付加発番号 信号情報参照。  

本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として拡張（extensions）パラメータに設定される。  

汎用番号（genericNumbers）パラメータに「付加発番号」が設定されている場合、拡張  

（extensions）パラメータ内の拡張シンタックス値が「－１」にて識別される拡張フィールド情報（4章参照）

は有効ではない。  

 

17.37.2  起動側エンティティ（SCF）【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.37.3 応答側エンティティ（SSF）【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

  

17.39 継続（Continue）手順 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

  

17.45 順方向接続切断（DisconnectForwardConnection）手順 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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17.46 アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument）手順 

                             【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

  

17.51 エンティティ解放完了（EntityReleased）手順 

17.51.1  概要 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.51.1.1 パラメータ 

－ ＣＳ失敗（CSFailure） 

ＣＳが解放されたことを示す。 

－ 呼セグメントＩＤ（callSegmentID） 

解放されたＣＳを識別する。 

－ 網特有理由（reason） 

エラー／異常の種類に関する網固有の情報（例えば、外部／内部エラーまたは異常）を提供  

する。  

本パラメータ値は以下の領域に基づいて付与する。  

 ‘00000001’B～’01111111’B：ＴＴＣ固有領域  

 ‘10000000’B～’11111111’B：網特有領域  

 ‘00000000’B：未使用  

ＴＴＣにて規定される網特有理由（reason）パラメータへの設定値は以下の通りである。  

 ‘00000001’B：アプリケーションタイマ満了  

 ‘00000010’B：処理異常  

‘00000011’B：他関連リソース消滅（暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーション

の解放条件（ReleaseCondition）パラメータに従って、関連レグが消滅した際に当該ＣＳを解

放する場合に使用）  

▼ 網特有領域の値の設定は現状ない。 

外部からの信号による理由表示（Cause）パラメータ受信時以外の場合に網特有理由（reason）パラメータ

値を設定する。本パラメータが送信される場合は、理由表示（Cause）パラメータは送信されない。▲ 

             【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

－ 理由表示（cause） 

特定エンティティの理由表示を示す。この理由は、その呼の今後の処理について決めるためにＳＣＦによっ

て使用されるかもしれない。 

本パラメータは、エンティティ解放完了を通知するＣＳ内のレグまたは暫定接続にて外部か  

らの信号により理由表示（Cause）パラメータを受信した場合に使用される。  

▼本パラメータが送信される場合は、網特有理由（reason）パラメータは送信されない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 
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17.51.2  起動側エンティティ（SSF） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.51.3  応答側エンティティ（SCF） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

  

17.53 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）手順 

17.53.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.53.1.1 パラメータ 

－ アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress） 

このパラメータは、網Ｂへのアシスト手順のための網Ｂ内の着アドレスを示す。  

「アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress）」は「相関ＩＤ（correlation ID

）」と「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」が独立して指定されていない場合のみ「相関ＩＤ（correlationID）」、「Ｓ

ＣＦ ＩＤ（scfID）」を含む。 

▼このパラメータにて設定される着アドレスの最大は１９桁である。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

－ 相関ＩＤ（correlationID） 

このパラメータは網Ｂ内のＳＳＦ（またはＳＲＦ）からの暫定接続の確立に関する網ＢのＳＣＦ  

への通知と網Ａの起動ＳＳＦからの要求を対応づける為にＳＣＦが使用する。  

相関ＩＤ（correlationID）は、「アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress）

に含まれない場合にのみ使用される。 

－ ＳＣＦ ＩＤ（scfID） 

本標準第 5 編参照。「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」は「アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（

assistingSSPIPRoutingAddress）」に含まれていない場合にのみ使用される。 

－ 接続指定先（partyToConnect） 

－ レグＩＤ（legID） 

このパラメータは、このレグと同じ呼セグメント（CS）に接続されている他のレグとの間の音声接続を維持

する一方で、今後の相互動作が呼のどの話者に適用されるかを示す。 

ＳＣＦは、「送信側ＩＤ（sendingSideID）」のみを使用する。  

 

17.53.2 起動側エンティティ（SCF）【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.53.3 応答側エンティティ（SSF）【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.55 ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）手順 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

  

17.64 イニシャルＤＰ（InitialDP）手順 

17.64.1  概要 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.64.1.1 パラメータ 

－ サービスキー（serviceKey） 

このパラメータは、要求されたＩＮサービスをあいまいさがないようにＳＣＦに対して指定する。このパラメー

タは、（ＳＣＰを特定するためではなく）ＳＣＦ内で正しいアプリケーション／ＳＬＰを特定するのに使用され

る。 

－ ダイヤル番号（dialledDigits） 

本標準第 5編参照。ダイヤル番号は、発側又は交換呼処理よりあらかじめＳＳＦに受信される実  

際の番号である。  
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－ 発番号（callingPartyNumber） 

ＮＴＴ－Ｑ７６２発番号 信号情報参照。 

－ 発ユーザ種別（callingPartysCategory） 

ＮＴＴ－Ｑ７６２発ユーザ種別 信号情報参照。 

－ 発サブアドレス（callingPartySubaddress） 

ＮＴＴ－Ｑ９３１発サブアドレス 信号情報参照。  

－ その他呼情報（miscCallInfo） 

ＤＰタイプ（通知か要求）とＤＰ割当（回線毎、グループ毎、局毎）のシーケンス。ＤＰタイプとＤＰ割当は、

網運用者が選択できる。 

▼ ＤＰタイプ（通知）及びＤＰ割当（グループ毎）の指定は選択できない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

－ 端末種別（terminalType） 

本標準第 5編参照。端末タイプを識別し、ＳＣＦがＳＲＦに能力の適切なタイプ（音声認識、ＤＴＭＦ、表示能

力など）を指定できるようにする。 

－ 順方向呼表示（forwardCallIndicators） 

このパラメータは、呼が国内呼あるいは国際呼として扱われるべきかどうかを示す。また、網アクセスの信号能

力、前位の網接続、および後続の網接続の際の優先信号能力も示す。網アクセス能力は端末種別を示すものでは

ない。例えば、ＩＳＰＢＸはＩＳＤＮアクセス種別を持つが、ＩＳＰＢＸにつながるユーザの端末はＩＳＤＮか

または非ＩＳＤＮであろう。 

－ ベアラ能力（bearerCapability） 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

このパラメータは、ユーザへの▽ベアラ能力接続コネクションの種別または△通信路要求表示を示す。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽次の２つのパラメータのどちらを使用するかを選択するのは、網オプションである。 

－ ベアラ能力（bearerCap） 

このパラメータは、ＳＳＦがローカル交換機レベルにある場合にはＤＳＳ１ベアラ能力

（Bearer Capability）パラメータ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１）を含み、ＳＳＦが中継交換機レベルにあ

る場合にはＩＳＵＰユーザサービス情報（User Service Information）パラメータ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７

６３参照）を含む。 

ベアラ能力（bearerCap）パラメータは、ＤＳＳ１ベアラ能力（Bearer Capability）パラメータやＩＳＵＰ

ユーザサービス情報（User Service Information）パラメータがＳＳＰで利用可能な場合のみ、イニシャル

ＤＰ（InitialDP）オペレーションに含まれるべきである。 

伝達能力の 2つの値がＳＳＦで使用できる場合、またはユーザサービス情報とユーザサービス情報プライム

がＳＳＦで使用できる場合、ベアラ能力（bearerCap）は、優先伝達能力の値、ユーザサービス情報プライ

ムパラメータの値を含む。△ 

－ 通信路要求表示（tmr） 

通信路要求表示（tmr）は、ＮＴＴ－Ｑ７６３に従ってＩＳＵＰの通信路要求表示（Transmission 

Medium Requirement）パラメータとして符号化される。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽通信路要求表示の 2つの値がＳＳＦで使用できる場合、または通信路要求表示と通信路要求表示プライム

がＳＳＦで使用できる場合、ベアラ能力（bearerCap）は、優先通信路要求表示の値、通信路要求表示プラ

イムパラメータの値を含む。△ 
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－ ＢＣＳＭイベント種別（eventTypeBCSM） 

このパラメータは、イニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションを発生させることに至った、設定されたＢＣ

ＳＭ検出ポイントイベントを示す。 

－ 汎用番号（genericNumbers） 

▲ＳＳＦは、着番号だけでなく、付加発番号についてＳＣＦに通知できる。 

汎用番号パラメータには、以下の設定が可能である。  

・  付加発番号▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】  

－ 契約者番号（ttcContractorNumber）  

このパラメータは、網が監理する契約者の番号を示す。ＮＴＴ－Ｑ７６２契約者番号を参照。  

本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として、拡張（extensions）パラメータに設定される。  

－ 料金区域情報（ttcChargeAreaInformation）  

このパラメータは、発信者の料金区域情報を示す。ＮＴＴ－Ｑ７６２料金区域情報を参照。  

本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として、拡張（extensions）パラメータに設定される。  

 

17.64.2  起動側エンティティ（SSF）【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.64.3  応答側エンティティ（SCF）【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

  

17.68 呼セグメント併合（MergeCallSegments）手順 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.71 レグ移動（MoveLeg）手順 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

  

17.89 呼解放（ReleaseCall）手順 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

  

17.98 ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）手順 

17.98.1  概要 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.98.1.1 パラメータ 

－ ＢＣＳＭイベント（bcsmEvents） 

このパラメータは、報告を要求する一つまたは複数のイべントを規定する。 

－ ＢＣＳＭイべント種別（eventTypeBCSM） 

こ の パ ラ メ ー タ は 、 報 告 を 要 求 す る イ べ ン ト の 種 別 を 規 定 す る 。 発 呼 分 析 完 了 （

Origination_Attempt_Authorized）の値は、ＢＣＳＭイべント種別のパラメータとしては妥当ではない。 

－ 監視モード（monitorMode） 

このパラメータは、イべント報告の方法を示す。「監視モード（monitorMode）」が「中断（interrupted

）」の場合、イべントは要求として報告されなければならない。「監視モード（monitorMode）」が「通知

し継続（notifyAndContinue）」の場合は、イべントは通知として報告されなければならない。「監視モー

ド（monitorMode）」が「透過（transparent）」の場合、イベントは報告されない。 

－ レグＩＤ（legID） 

このパラメータは、イべントが報告されるべき呼の話者を示す。ＳＣＦは、オプションの「送出側ＩＤ

（sendingSideID）」のみを使用する。 

－ 送出側ＩＤ（sendingSideID） 

「レグＩＤ（legID）」の値は以下を想定する。 
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注：レグの番号は以下の原則に基づいて付与される。 

  最初の呼セグメント（CS）が発側ＣＳ（「発側呼設定（Originating Setup）」ＣＳ状態）から生

成された場合、レグＩＤ（legID）＝１が制御レグ、レグＩＤ（legID）＝２が受動レグである。 

このパラメータが指定されなかった場合は、次のデフォルトを想定する。  

「レグＩＤ（legID）」＝１は、発側－途中放棄（O_Abandon）イベント。  

「レグＩＤ（legID）」＝２は、発側－着信者話中（O_CalledPartyBusy）、発側－無応答（O_NoAnswer

）、発側－応答（O_Answer）のイベント。  

「レグＩＤ（legID）」パラメータは、発側－切断（O_Disconnect）イベントの場合は、  

例外なく含まれるべきである  

－ ＤＰ特有判断基準（dPSpecificCriteria） 

このパラメータは、設定されるべきＥＤＰに特有の情報を示す。 

－ アプリケーションタイマ（applicationTimer） 

このパラメータは、無応答（NoAnswer）イべントにおけるアプリケーションタイマを示す。ユーザが既

定の時間内に応答しなかった場合、ＳＳＦはＳＣＦにイべントを報告する。このタイマは、網の無応答

タイマより小さいことが要求される。 

▼無応答（NoAnswer）イベントの検出を要求する場合には、常にこのパラメータを指定しなければなら

ない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

17.98.2  起動側エンティティ（SCF） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.98.3 応答側エンティティ（SSF） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.133 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）手順  

17.133.1 概要 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.133.1.1 パラメータ 

－ 暫定接続起動パラメータ群（iTCParameters） 

－ 新規呼セグメント（newCallSegment） 

このパラメータは、先行的な暫定接続の設定に伴って新たに生成されるＣＳのＩＤを示す。 

－ アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress） 

このパラメータは、網Ｂへの暫定接続設定のための網Ｂ内の着アドレスを示す。「アシストＳＳＰ－ＩＰル

ーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress）」は、「相関ＩＤ（correlationID）」「ＳＣＦ Ｉ

Ｄ（scfID）」が独立して指定されていない場合のみ「相関ＩＤ（correlationID）」「ＳＣＦ ＩＤ（scfID

）」を含む。このパラメータにて設定される網Ｂ内の着アドレスの最大は１９桁である。 

－ 相関ＩＤ（correlationID） 

このパラメータは網Ｂ内のＳＳＦ（またはＳＲＦ）からの暫定接続の設定に関する網ＢのＳＣＦへの通知と

網Ａの起動側ＳＳＦからの要求を対応付けるためにＳＣＦが使用する。「相関ＩＤ（correlationID）」は

「アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress）」に含まれない場合にのみ

使用される。 

－ ＳＣＦ ＩＤ（scfID） 

「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」は「アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress）

」に含まれない場合にのみ使用される。 

－ 解放条件（releaseCondition） 

このパラメータは、設定中および保留中の暫定接続の解放条件を示す。解放条件は生成する暫定接続毎に指
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定可能であり、解放条件が適用されるのは暫定接続の設定開始後からレグとの接続前までである。 

▼暫定接続起動パラメータ群（iTCParameters）は、常に２つ設定されなければならない。すなわち、常に２つの

暫定接続を設定する条件を指定しなければならない。捕捉した暫定接続が１つ残っている状態で暫定接続起動

（InitiateTemporaryConnections）オペレーションを送信する場合には、この暫定接続を呼解放（ReleaseCall）

オペレーションにより解放しなければならない。捕捉した暫定接続が２つ残っている状態では、暫定接続起動

（InitiateTemporaryConnections）オペレーションの送信は許容しない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

17.133.2 起動側エンティティ（SCF） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.133.3 応答側エンティティ（SSF） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18   下位レイヤから想定されるサービス 

18.1 ＴＣから想定するサービス 

 本勧告で定義されるＳＳ７アプリケーションレイヤプロトコルは、一対のアプリケーションプロセス間の通信を提供す

るためのプロトコルである。ＳＳ７環境においては、これはトランザクション機能を用いた一対の応用エンティティ（Ａ

Ｅ）間の通信を示す。あるＡＥの機能はアプリケーションサービス要素（ＡＳＥ）の集合によって提供される。ＡＥ間の

相互動作はＡＳＥによって提供されるサービスの利用によって示される。 

もしアプリケーションコンテキスト（ＡＣ）が単一の物理的なノードの中でのＦＥの差異のために使われるべきならば

、使われるＴＣのバージョンはＴＣのダイアログ部をサポート（すなわち White Book ＴＣ）していなければならない。 

▼本標準におけるＩＮインタフェースをサポートするために要求されるＴＣは別表１３（ＮＴＴ－Ｑ７７ｘ）である。ま

た、ＡＣを使用するため、必ずダイアログ部をサポートしていなければならない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

18.1.1 共通手順 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.1.1.1 正常手順 

 本節は、正常時にＡＥ間でのメッセージ送信に用いられるべき手順とＴＣプリミティブについて示す。 

 ＩＮＡＰは、ＴＣユーザとして、ＴＣによって提供される構造化ダイアログ機能のみを用いる。以下の状況は、メッセ

ージが２つの物理エンティティ間で送信される時に生起し得る。 

－ダイアログが確立されなければならない：ＴＣユーザはＴＣ－開始要求プリミティブを発行する。 

－ダイアログが継続されなければならない：ＴＣユーザはＴＣ－継続要求プリミティブを発行する。 

－ダイアログはもはや継続されてはならない：ＴＣユーザは、以下の条件に応じた基本終了 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽あるいは先行終了△ 

を伴うＴＣ－終了要求プリミティブを発行する。 

－基本終了 

－ダイアログが確立される場合、関係の終了を導くオペレーションが、ＴＣ－終了要求プリミティブ（基本）と

ともにＦＥによって転送され得る。ただし、ＦＥがこれらの送信されたオペレーションに関するエラーや拒否

コンポーネントの受信に関心のない場合に限る。ＦＥのダイアログリソースが一旦解放されると、これらのオ

ペレーションに対して受信されたあらゆるエラーあるいは拒否コンポーネントは、ＮＴＴ－Ｑ７７４に記述さ

れているように、ＴＣによって破棄される。 

－ダイアログが確立され、ＦＥが関係の終了を導くオペレーションを受信し、ダイアログを継続させることに関

心がなく、送信すべきオペレーションがない場合、コンポーネントを１つも伴わないＴＣ－終了要求プリミテ
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ィブ（基本）が、ＦＥから送信され得る。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽－先行終了 

あるエンティティが関係の終了を導く送信済オペレーションに対する応答として、受信し得るエラーや拒否メ

ッセージに関心のある場合には、ダイアログは、ＴＣ－終了要求プリミティブ（先行終了）によって、最後の

当該のオペレーションタイマ満了後に終了される。受信側エンティティは、これらのオペレーションが正常に

処理された後に（すなわち、関係が終了される）、ＴＣ－終了要求プリミティブ（先行終了）によって、ダイ

アログを終了させることができる。 

－一般的に、先行終了は、通信している双方のエンティティが、相手側のエンティティが先行終了を適用することを

明確に認識できるケースにのみ使用が許されなければならない。その他の全てのケースでは、基本終了が用いら

れなければならない。△ 

 

18.1.1.2 異常手順 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.1.1.3 ダイアログ処理 

18.1.1.3.1 ダイアログ確立 

 ＩＮＡＰダイアログの確立は、3.1.3 節に記述された２つの応用プロセスを含む。その一つはダイアログ開始部（

dialogue-initiator）であり、もう一つはダイアログ応答部（dialogue-responder）である。 

 ＡＣネゴシエーションは、全ての物理エンティティおよび／あるいは全てのネットワークにおいてサポートされていな

いかもしれない。 

 この処理は以下に挙げる信号によって実行される。 

－ダイアログ開始部からのＴＣ－開始要求プリミティブ 

－応答側で生起するＴＣ－開始指示プリミティブ 

－開始側で生起する最初のＴＣ－継続指示プリミティブ 、あるいは以下の特殊な条件： 

－開始側で生起するＴＣ－終了指示プリミティブ 

－開始側で生起するＴＣ－Ｕ－アボート指示プリミティブ 

－開始側で生起するＴＣ－Ｐ－アボート指示プリミティブ 

 

ＴＣ－開始要求プリミティブの送信 

ＴＣ－開始要求プリミティブを送信する前に、ＳＡＣＦはＡＣ名および存在するならばユーザ情報パラメータを蓄積し

なければならない。 

▼ユーザ情報パラメータは使用しない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 ＳＡＣＦはＴＣ－起動サービスを用いて当該オペレーションの起動を要求しなければならない。起動手順の記述は

18.1.1.4.1 節を参照のこと。 

 最後の起動要求の処理後、ＳＡＣＦはＴＣ－開始要求プリミティブを発行しなければならない。 

 その後、開始側のＳＡＣＦはＴＣ指示プリミティブを待ち、ＴＣ－Ｕ－アボート要求あるいは解放方法パラメータに「

先行解放」を設定したＴＣ－終了要求以外の要求を発行することはない。 

 

ＴＣ－開始指示の受信 

 ＴＣ－開始指示プリミティブの受信時に、応答側ＳＡＣＦは以下の処理を行なわなければならない。 

－ＡＣ名がもしプリミティブに含まれている場合には、それを分析する。もしそれがサポートされている場合には、
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18.1.1.4.1 節に記述されるように、ＴＣから受信されるその他の指示プリミティブを処理する。 

▼ＡＣ名は必ず含まれていなければならない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

－プリミティブに含まれるＡＣ名がサポートされていない場合には、ＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブを発行す

る。 

▼代替のＡＣを通知する手順についてはサポートしない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

最初のＴＣ－継続指示の受信 

 ダイアログのための最初のＴＣ－継続指示プリミティブの受信時には、ＳＡＣＦはＡＣ名パラメータの値をチェックし

なければならない。この値がＴＣ－開始要求プリミティブで用いられた値と一致する場合には、ＳＡＣＦは 18.1.1.4.1

節に記述されるように、後続のＴＣコンポーネント処理用指示プリミティブを処理しなければならない。一致しない場合

は、ＳＡＣＦはＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブを発行しなければならない。 

 

ＴＣ－終了指示の受信 

 ダイアログ開始状態におけるＴＣ－終了指示プリミティブの受信時には、ＳＡＣＦはＡＣ名パラメータの値をチェック

しなければならない。この値がＴＣ－開始要求プリミティブで用いられた値と一致する場合には、ＳＡＣＦは 18.1.1.4.1

節に記述されるように、後続のＴＣコンポーネント処理用指示プリミティブを処理しなければならない。 

 

ＴＣ－Ｕ－アボート指示の受信 

ＴＣ－Ｕ－アボート指示プリミティブの受信については、ユーザアボート手順の一部として記述されている（

18.1.1.3.4 節を参照のこと）。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▼代替のＡＣ提案に対する新たなダイアログ確立に関する手順はサポートしない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

ＴＣ－Ｐ－アボート指示の受信 

 ＴＣ－Ｐ－アボート指示プリミティブの受信については、プロバイダアボート処理の一部として記述されている。（

18.1.1.3.5 節を参照のこと） 

 

18.1.1.3.2 ダイアログ継続 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.1.1.3.3 ダイアログ終了 

 ダイアログ開始部とダイアログ応答部の両者は、18.1.2.1.1 節および 18.1.2.1.2 節で記述される規則に従って、ダイ

アログが確立される必要のない時やダイアログがもはや継続される必要のない時に、ダイアログ確立後にダイアログの終

了を要求する能力を有する。 

 ダイアログ終了処理は以下のイベントによって実行される。 

－ＴＣ－終了要求プリミティブ 

－ＴＣ－終了指示プリミティブ 

 

ＴＣ－終了要求の送信 

 ダイアログがもはや継続されるべきでない時には、ＳＡＣＦは、18.1.1.4.1 節に記述されるように、あらゆるコン
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ポーネント処理用要求プリミティブを処理しなければならない。 

（もしあれば）最終コンポーネント処理用要求プリミティブを処理した後、ＳＡＣＦは、18.1.2.1.1 節および

18.1.2.1.2 節で記述される規則に従って、解放方法パラメータに「基本終了」 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽あるいは「先行解放」△ 

を設定したＴＣ－終了要求プリミティブを発行しなければならない。 

 

ＴＣ－終了指示の受信 

 ＴＣ－終了指示プリミティブの受信時には、ＳＡＣＦはあらゆるコンポーネント処理用指示プリミティブを受け付け

、そして、18.1.1.4.1 節に記述されているようにそれらを処理しなければならない。 

 最後のコンポーネント処理用指示プリミティブを処理した後、全てのダイアログ関連リソースは解放される。 

 

18.1.1.3.4 ユーザアボート 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.1.1.3.5 プロバイダアボート 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.1.1.3.6 ＴＣダイアログプリミティブへのマッピング 

 ＴＣ－片方向サービスはＩＮＡＰによって利用されない。 

 ＴＣダイアログサービスへのパラメータのマッピングは以下の通りである。 

 ＴＣ－開始サービスのパラメータの利用は以下の制限つきで、18.1.1.3.7 節に定義される。 

－ＴＣ－開始サービスの着アドレスパラメータは、ＴＣ－開始サービスに応答するＡＥのＩＮＡＰアドレスが設定さ

れなければならない。 

注：本パラメータ内に用いられるアドレスは、多数の代替のＡＥのうちの１つに向けてＳＣＣＰアドレス翻訳に

よってマッピングされるかもしれない。 

－ＴＣ－開始サービスのＡＣ名パラメータは、起動側ＡＥと応答側ＡＥの間で用いられる特定のインタフェースに従

って設定されなければならない。 

－ＴＣ－開始サービスの発アドレスパラメータは、ＴＣ－開始サービスの起動側のＡＥの曖昧でないＩＮＡＰアドレ

スが設定されなければならない。 

 ＴＣ－継続サービスのパラメータの利用は以下の制限つきで、18.1.1.3.7 節に定義される。 

－ＴＣ－継続サービスのＡＣ名パラメータは、同一のダイアログＩｄパラメータ値をもつＴＣ－開始サービスのＡＣ

名パラメータの値が設定されなければならない。 

－ＴＣ－継続サービスの発アドレスパラメータがもし存在すれば、それはＴＣ－継続サービスの起動側のＡＥの曖昧

でないＩＮＡＰアドレスが設定されなければならない。このパラメータは同一のダイアログＩｄパラメータ値を持

つＴＣ－開始サービスの後の最初のＴＣ－継続サービスにおいてのみ存在する。 

 ＴＣ－終了サービスのパラメータの利用は以下の制限つきで、18.1.1.3.7 節に定義される。 

－ＴＣ－終了サービスのＡＣ名パラメータは、同一のダイアログＩｄパラメータ値をもつＴＣ－開始サービスのＡＣ

名パラメータの値が設定されなければならない。本パラメータはＴＣ－終了サービスがＴＣ－開始サービスの直後

に使われる場合にのみ存在する。 

 ＴＣ－Ｕ－アボートサービスのパラメータの利用は以下の制限つきで、18.1.1.3.7 節に定義される。 

－ＴＣ－Ｕ－アボートサービスのアボート理由パラメータはＮＴＴ－Ｑ７７１に規定されるよう用いられなければ

ならない。 
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－ＴＣ－Ｕ－アボートサービスのＡＣ名パラメータは、ＴＣ－開始サービスにおいて使われた値 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽か、起動側ＡＥと応答側ＡＥとの間でダイアログを確立するのに使われ得る代替の値のいずれかの値△ 

が設定されなければならない。 

注：本パラメータはＴＣ－Ｕ－アボートがＴＣ－開始指示の直後の応答である場合にのみ存在する。 

 ＴＣ－Ｐ－アボートサービスのパラメータの利用は以下の制限つきで、18.1.1.3.7 節に定義される。 

－ＴＣ－Ｐ－アボートサービスのＰアボートパラメータはＴＣによって、なぜＴＣがダイアログをアボートしたかの

理由を示す値が設定される。その値は、ＮＴＴ－Ｑ７７１に定義される値をとらなければならない。 

 

18.1.1.3.7 ＴＣダイアログパラメータへのデフォルトマッピング 

ダイアログＩｄ 

 このパラメータの値は、インプリメントに依存した方法で、ＩＮＡＰ起動とともに関連付けられる。本パラメータは

ＩＮＡＰ ＡＥに対して、リモートのＩＮＡＰ ＡＥへの特定のＴＣダイアログを一意に特定する。 

 

ＡＣ名 

 ＡＣ名パラメータは、ＴＣダイアログによってサポートされる必要のあるオペレーションセットに従って設定される

。定義済みのＡＣ名は、5章に示されている。 

 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽ユーザ情報 

 このパラメータはネットワークオペレータ特有の方法により、ダイアログを開始そして応答する応用プロセスの両方

によって利用されるかもしれない。△ 

 

コンポーネント表示 

 このパラメータは、ＮＴＴ－Ｑ７７１に記述されているように、ＳＡＣＦによって使われる。 

 

終了 

 ＴＣ－終了要求プリミティブの解放方法パラメータの値は、18.1.2.1.1 節および 18.1.2.1.2 節で記述される規則に

従って、ＳＡＣＦによって設定される。 

 

サービス品質 

 ＴＣ要求プリミティブのサービス品質は、ＳＡＣＦにより以下の値に設定される。 

－順序保証要 

－返送オプション、このパラメータはインプリメントに依存した方法で、ＳＡＣＦによって設定される。 

 

18.1.1.4 コンポーネント処理 

18.1.1.4.1 ＩＮＡＰオペレーション手順 

オペレーション起動 

ＳＡＣＦは受信したパラメータからオペレーションのアーギュメントを作り、ＴＣ－起動手順を用いて当該オペレー

ションの起動を要求しなければならない。関連ＩＤパラメータがそのプリミティブ内に挿入されている時は、そのオペ

レーションが子オペレーションであることを示し、親オペレーションに関連するものであることを示唆している。 

▼関連ＩＤを必要とするオペレーションは現状規定されていないため、関連ＩＤに関する記述は本別表において有効で
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はない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

オペレーション起動の受信 

 ＴＣ－起動指示プリミティブの受信時に、ＳＡＣＦは以下のことを行なわなければならない。 

－オペレーションコードがＡＣによってサポートされているオペレーションに対応するものでない場合には、適切な

問題コード（認識不能オペレーション）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて、拒否コンポーネントの

転送を要求する。 

－関連ＩＤが含まれている場合、以下のチェックを行なう：関連ＩＤによって参照されているオペレーションが関連

オペレーションを許容していない場合、あるいはオペレーションコードが、許容される関連オペレーションに対応

していない場合、あるいは親オペレーションの起動がアクティブでない場合には、適切な問題コード（期待されな

い関連応答、あるいは、期待されない関連オペレーション）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを発行する。 

－アーギュメントタイプがオペレーションに対して定義されたものではない場合、適切な問題コード（不正パラメー

タ）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて、拒否コンポーネントの転送を要求する。 

－ＩＮＡＰ関連ダイアログが解放されようとしているという理由でオペレーションが起動できない場合、問題コード

（解放起動）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて拒否コンポーネントの転送を要求する。 

－要求されたオペレーションを実行するために十分なＩＮＡＰ関連リソースが利用不可能な場合、問題コード（リソ

ース限界）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて拒否コンポーネントの転送を要求する。 

－上のどれにも当てはまらなければ、ＴＣ－起動指示プリミティブを受け付ける。オペレーションがユーザに確認さ

れるべきものならば、ＳＡＣＦは対応する応答を待つ。 

 

オペレーション応答 

 ユーザに確認されたオペレーションに対しては、ＳＡＣＦは以下の処理を行なわなければならない。 

－クラス１または３のオペレーションに対する応答内にエラー表示が含まれていない場合には、受信したパラメータ

から結果情報要素を構成し、ＴＣ結果－Ｌサービスを用いてその転送を要求する。 

－クラス１または２のオペレーションに対する応答内にエラー表示が含まれている場合には、受信したパラメータか

らエラーパラメータを構成し、ＴＣ－Ｕ－エラー要求プリミティブを用いてその転送を要求する。 

 

応答の受信 

 ＴＣ－結果－ＮＬ指示の受信時に、ＳＡＣＦは以下の処理を行なわなければならない： 

－適切な問題コード（不正パラメータ）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて、拒否コンポーネントの転

送を要求する。 

 

 ＴＣ－結果－Ｌ指示の受信時には、ＳＡＣＦは以下の処理を行なわなければならない： 

－結果パラメータの型がこのオペレーションの結果のために定義されていないものならば、適切な問題コード（不正

パラメータ）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて、拒否コンポーネントの転送を要求する。 

－上記以外の場合に、ＴＣ－結果－Ｌ指示プリミティブを受け付ける。 

 

 ＴＣ－Ｕ－エラー指示の受信時には、ＳＡＣＦは以下の処理を行なわなければならない： 

－エラーコードが、ＳＡＣＦのために定義されていない、または、起動識別子によって参照されるオペレーションに

関係ないものである場合には、適切な問題コード（認識不能エラーまたは期待されないエラー）を伴うＴＣ－Ｕ－

拒否要求プリミティブを用いて、拒否コンポーネントの転送を要求する。 
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－エラーパラメータの型がこのエラーのために定義されていないものならば、適切な問題コード（不正パラメータ）

を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて、拒否コンポーネントの転送を要求する。 

－上記以外の場合に、ＴＣ－Ｕ－エラー指示プリミティブを受け付ける。 

 

 保留中のオペレーションに影響を与えるＴＣ－Ｕ－拒否指示プリミティブの受信時には、ＳＡＣＦは以下の処理を行

なわなければならない： 

－ＴＣ－Ｕ－拒否指示プリミティブを受け付けなければならない。 

このイベントは、ローカルＴＣが、オペレーションに影響を与える受信コンポーネント内にプロトコルエラーを検出し

た場合に生じる。 

 

 「結果応答問題、期待されない結果応答」を示すＴＣ－Ｌ－拒否の受信時には、ＳＡＣＦは応用プロセスに通知しな

ければならない。 

 「エラー応答問題、期待されないエラー応答」を示すＴＣ－Ｌ－拒否の受信時には、ＳＡＣＦは応用プロセスに通知

しなければならない。 

 このイベントは、ローカルＴＣが到着したオペレーションに影響を与えるコンポーネント内にプロトコルエラーを検

出した時に発生する。 

問題コードが一般問題を示している場合には、ＴＣによって起動ＩＤが提供されていたとしても、そのイベントは動

作中のオペレーションに関連付けられることはできない。これは、起動ＩＤがローカル起動とリモート起動のいずれを

示すか不明なためである。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽このようなケースにおけるＳＡＣＦの動作は、18.1.1.4.1.5.3 節に記述されている。△ 

 ＴＣ－Ｌ－取消指示の受信時に、ＳＡＣＦは以下の処理を行なわなければならない。 

－当該オペレーションがクラス１オペレーションであるならば、応用プロセスに通知する。 

－当該オペレーションがクラス２オペレーションであり、このオペレーションに対して関連オペレーションが定義さ

れていないならば、そのプリミティブを無視する。 

－当該オペレーションがクラス３オペレーションであるならば、応用プロセスに通知する。 

－当該オペレーションがクラス４オペレーションであるならば、そのプリミティブを無視する。 

 

他のイベント 

 この節は、あらゆるオペレーションと関連付けられることができない、あるいは、保留中のオペレーションに影響

を与えないコンポーネント処理指示プリミティブ受信時における、ＳＡＣＦの動作を記述している。 

動作中オペレーションに影響を与えない（すなわち、結果応答またはエラー応答問題を示している）ＴＣ－Ｕ－拒否

指示プリミティブの受信時には、18.1.2.1.2 節に記述されている規則に従って送信側の応用プロセスによってダイ

アログがまだ終了されていないならば、ダイアログをアボートする、継続する、あるいは終了する選択は、応用プロ

セスに任される。このことは、クラス４の関連オペレーションに関連する起動問題にも適用可能である。 

 動作中オペレーションに影響を与えないＴＣ－Ｒ－拒否指示の受信時（すなわち、プロトコルエラーが相手のＴＣ

エンティティによって検出されている場合）には、18.1.2.1.2 節に記述されている規則に従って送信側の応用プロ

セスによってダイアログがまだ終了されていないならば、ダイアログをアボートする、継続する、あるいは終了する

選択は、応用プロセスに任される。 

 動作中オペレーションと関連付けられることができないＴＣ－Ｌ－拒否指示プリミティブの受信時（すなわち、プ

ロトコルエラーがローカルのＴＣエンティティによって検出された場合）には、ダイアログを継続するか、終了して

暗に拒否コンポーネントの転送の契機を与えるか、ダイアログをアボートするかの選択は応用プロセスに任される。 
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 メッセージがネットワークレイヤによって配送され得ないことをＳＡＣＦに知らせるＴＣ－通知指示プリミティ

ブの受信時、ダイアログを終了するかリトライするかは、応用プロセスが決定する。 

 このプリミティブは、返送オプション（Return Option）が設定されていた場合にのみ起こり得る（18.1.1.3.6 節

参照のこと）。 

 

18.1.1.4.2 ＴＣコンポーネントプリミティブへのマッピング 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.1.1.4.3 ＴＣコンポーネントパラメータへのデフォルトマッピング 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.1.2 ＳＳＦ－ＳＣＦインタフェース 

18.1.2.1 正常手順 

18.1.2.1.1 ＳＳＦからＳＣＦへのメッセージ 

 本節は、ＳＳＦからＳＣＦへのＴＣメッセージに対する正常手順を定義する。 

 

ＳＳＦ－ＦＳＭ関連メッセージ 

 ダイアログは、ＳＳＦ－ＦＳＭが「空き」状態から「指示待ち」状態に遷移する際に確立されなければならない。関

連するＩＮＡＰオペレーション、すなわちＴＤＰ－ＲのためのイニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションは同一メ

ッセージ内で送信されなければならない。 

 以下のケースを除き、ＳＳＦ－ＦＳＭから送信されるその他の全てのオペレーションによって、ダイアログは継続さ

れなければならない。 

ＳＳＦ－ＦＳＭがエラーを伴わずに「空き」状態に遷移し、１つ以上の保留オペレーションが存在し、かつＴＣダイ

アログが確立されている場合には、ＴＣダイアログは１つ以上のコンポーネントを伴うＴＣ－終了プリミティブによっ

て終了され得る。ＳＳＦが最後のＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーションを送信する場合には、ダ

イアログは基本終了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブによってＳＳＦから終了されるかもしれない。ＳＳＦが最終切

断ＥＤＰ－Ｎ以外をＳＣＦに通知する場合に、この手順が利用される。  

保留オペレーションが存在せず、ＴＣダイアログが確立されている場合には、ＴＣダイアログはコンポーネントを伴

わない、あるいは先行終了を伴うＴＣ－終了プリミティブによって正常に終了され得る。ＳＳＦ－ＦＳＭがエラーを伴

わずに「空き」状態に遷移し、送信されるオペレーションが存在しない場合には、ダイアログはコンポーネントを伴わ

ないＴＣ－終了要求プリミティブ（基本）によって 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽終了されるか、あるいは、ダイアログは先行終了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブによってローカルに△ 

終了される。 

 呼解放が他のエンティティから起動され、呼解放をＳＣＦに通知するためのＥＤＰが設定されていない（他の方法は

18.1.2.2 節参照）場合、ＳＳＦは、ＴＣダイアログが確立されている場合にはコンポーネントを伴わないＴＣ－終了

要求プリミティブ、ＴＣダイアログが確立されていない場合には先行終了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブによって

、ダイアログを終了することができる。 

ＳＳＦが最後のＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーションを送信した場合、ダイアログは、基本終了

を伴うＴＣ－終了要求プリミティブによってＳＣＦから終了されるかもしれない。ＳＳＦ  

が最終切断ＥＤＰ－ＮをＳＣＦに通知する場合には、この手順によりダイアログが終了されなければな  

らない。  
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ＳＳＭＥ－ＦＳＭ関連メッセージ 

 以下の手順が適用される。 

－活性化試験（ ActivityTest）オペレーションの結果応答が送信される時、ダイアログは継続されなければ

ならない。 

 

18.1.2.1.2 ＳＣＦからＳＳＦへのメッセージ 

 本節はＳＣＦからＳＳＦへのＴＣメッセージに対する正常手順を定義する。 

 

ＳＣＳＭ－ＦＳＭ関連メッセージ 

ＴＤＰ－ＲのためのイニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションの受信に伴い、 ＳＣＳＭのＳＳＦ／ＳＲＦインタ

フェース対向ＦＳＭが「空き（Idle）」状態から「ＳＳＦ／ＳＲＦ指示準備中（Preparing  

SSF/SRF Instructions）」状態に遷移する際に、ダイアログが確立されなければならない。 

ＳＣＳＭ－ＦＳＭからの後続するオペレーションによって、ダイアログは以下のケースを除き保持される。すなわち

、他の全てのオペレーションは、ダイアログがＳＳＦから確立された後で送信される。（ＳＣＦは、イニシャルＤＰ

（InitialDP）オペレーションとともに、ＴＣ－開始指示プリミティブを以前に受信している。） 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

 ▽ＳＣＦにおいて先行終了条件が満たされた時、ダイアログはもはや継続されてはならない。ＳＣＦが、送信したオ

ペレーションに対する起こり得る拒否またはエラーメッセージ以外のあらゆるメッセージが送信されることを期待せ

ず、かつ、最後の当該オペレーションタイマが満了する時、ダイアログは先行終了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブ

によってローカルに終了される。 

別の手段として、ＴＣ－終了要求プリミティブ（基本終了）による、関係の終了を導くオペレーションの送信が可能で

ある。△ 

ＳＣＦが関係の終了を導くオペレーションを送信する場合、ＴＣ－終了要求プリミティブ（基本終了）によって終了さ

れる。 

 

ＳＣＭＥ－ＦＳＭ関連メッセージ 

 ＳＣＭＥ－ＦＳＭから送信されるオペレーションが、以下に挙げる手順に従って送信されなければならない。 

－活性化試験（ActivityTest）オペレーションが送信される時、ダイアログは継続されなければならない 

▼－活性化試験（ActivityTest）オペレーションが送信される時、ダイアログが確立されてはならない。すなわち、最

初のＳＣＦからの応答メッセージに活性化試験（ActivityTest）オペレーションを設定してはならない。▲ 

             【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

ＳＣＦ－ＳＳＦ－ダイアログ処理サービスの利用 

 ダイアログ処理サービスはＩＮＡＰパッケージに含まれるオペレーションに関連したＡＰＤＵを送信する契機とし

て用いられる。 

 コンポーネントのグループ化はＴＣ－開始やＴＣ－継続サービスの適切な利用を通してアプリケーションプロセス

の制御下で実施される。 

 ＴＣ－終了サービスは単にダイアログを終了する手順をサポートするために用いられる（それは決してコンポーネン

トを送信する契機としては用いられない）。 

 空きのＴＣ－継続要求プリミティブの受信時、ＦＥはそのプリミティブを無視しなければならない。 

 ＩＮＡＰ要求を伴うＴＣ－終了要求の受信時、ＦＥは要求を実施し、要求されたＴＣ－終了サービスをダイアログ終

了手順としてみなさなければならない。ダイアログはこの時終了される。 

もしこのＦＥがＳＳ７網を通してアドレッシングされるならば、メッセージを適切なＦＥにルーチングするために下
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位のＳＣＣＰによって使われ得る着アドレスをＴＣ－開始要求プリミティブ内に提供するのは、応用プロセスの責任で

ある。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽先行終了が利用可能である。△ 

 

18.1.2.2 異常手順 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.1.2.3 ダイアログ処理  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.1.2.4 コンポーネント処理  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.2 ＳＣＣＰから想定するサービス  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.2.1 正常手順 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.2.2 ＳＣＣＰからのサービス機能 

18.2.2.1 ＳＣＣＰコネクションレスサービス 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.2.2.1.1 ＩＮＡＰアドレッシング 

 ＩＮＡＰアドレッシング要素は、アプリケーションによってＴＣに送信され、ＳＣＣＰにより使われる、発および着ア

ドレスに含まれる情報から構成される。 

 アプリケーションはＳＣＣＰに対して、以下のいずれかによりメッセージをルーチングすることを期待する。 

ａ）着ポイントコード（ＤＰＣ）、サブシステム番号（ＳＳＮ）およびＭＴＰ ＳＡＰ（サービスアクセスポイント

）インスタンスの利用 

ｂ）グローバルタイトル（ＧＴ）に加え、必要に応じてＳＳＮ、ＤＰＣおよびＭＴＰ ＳＡＰの利用 

 アプリケーションはまた、着および発アドレスの双方に対して、ＳＳＮに基づくルーチングを用いるか、ＧＴに基づく

ルーチングを用いるかをＳＣＣＰに示す。 

 もし、ＩＮＡＰが付加的なアドレッシング情報を必要とするのであれば、ルーチング形態にいずれが指定されようとも

、それはアドレス内のＧＴ部に含めて転送されなければならない。 

 アプリケーションがメッセージが送達されるべき着ポイントコードおよび当該ポイントコードに置かれる着ＳＳＮを

知っている時、上記の方法ａ）が用いられるであろう。ＮＴＴ－Ｑ７１３に従い、国内ネットワークの範囲では、異なる

ＳＳＮが異なるネットワーク特有のアプリケーションに対して割り当てられるであろう（たとえば、あるＳＳＮはＳＣＦ

機能に対して割り当てられるかもしれない）。 

 メッセージがＧＴ内の要素の組み合わせにより特定可能なＳＣＣＰユーザに届けられるべき時、上記の方法ｂ）が用い

られるであろう。この方法の利用例は、メッセージが異なるネットワーク間で送達されなければならない時である。この

方法は、発側ネットワークが着側ネットワーク内のポイントコードやＳＳＮの割り当てを知らないために用いられるかも

しれない。メッセージが送達されるべき最終ノードを決定するネットワークは、着ポイントコードとＳＳＮを決定するた

めにグローバルタイトル翻訳を実施しなければならない。もし、付加的に発アドレス内にＳＳＮが含まれていれば、これ

は着ＳＳＮとして利用されるかもしれないし、もし必要があれば、翻訳が新たに適切なＳＳＮを提供するかもしれない。

着ノードが別のネットワークにある（そしてゲートウェイノードではない）場合、アプリケーションが着ノードにおいて

使用されているＳＳＮか０のいずれかで、ＳＳＮフィールドを生成する。 

 アドレッシングにＧＴが用いられる時、ＩＮアプリケーションはＮＴＴ－Ｑ７１３に定義されているように、ＳＣＣＰ

が以下の要素を提供することを期待する。 

 

グローバルタイトル識別子（Global Title Indicator） 

この表示はアドレス情報のフォーマットに使われる方法を示す。 
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国内ネットワーク間での接続においては、ＮＴＴ－Ｑ７１３に示される表示値２を用いる。 

 

翻訳タイプ（Translation Type） 

翻訳タイプ（Translation Type）はＮＴＴ－Ｑ７１３に定義されている。 

 

番号計画（Numbering Plan） 

２） 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽他のすべてのインタフェースにおいて使用されるアドレスについては、△ 

適切なＮＴＴ－Ｑ７１３に定義される番号計画のいずれかが使われ得る。 

 

グローバルタイトルアドレス情報（Global Title Address Information） 

これは、アプリケーションにより提供され、符合化則により示されたように符合化された、真のＩＮＡＰアドレス情

報である。 

 

符号化機構（Encoding Scheme） 

アプリケーションは、ＧＴＡＩのフォーマットに従って符合化則の値を設定しなければならない。許容される値はＮ

ＴＴ－Ｑ７１３に定義されている。 

 ネットワークプロバイダは翻訳におけるＧＴ値のいかなる変更に際しても、最初のＧＴ値に含まれるＩＮＡＰ特有情

報が保存されることを保証しなければならない。網内のＧＴ翻訳データは、ＧＴ情報がもし存在したなら、それをアド

レスから削除してはならない。 

 この要求はネットワーク間に限らず、すべてのインタフェースに適用される。 

ＩＮＡＰサービスに対して標準化された非０のＳＳＮが存在しなければ、着ノードを含むネットワークへの発ノード

からのルーチングはＧＴに基づくルーチングが必須である。 

▼ＩＮＡＰオペレーションをサポートするために用いられるＳＣＣＰ仕様は別表１２に従わなければならない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

18.2.2.1.2 シーケンス制御 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.2.2.1.3 エラー時返送 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.2.2.1.4 分割／再組立 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.2.2.2 ＳＣＣＰコネクションオリエンティッドサービス  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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第４編  付属資料 B  アボート理由に関する規定 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

第４編  付属資料 C  コールセグメント識別子（CSid）の付与規則 

（本付属資料は本標準に不可欠な部分である） 

 

INAP における CSid の付与規則を以下に記述する。 

 

CSid=１は、TDP-R 検出時に SSF 側にて付与され、SCF は TDP-R 通知のためのイニシャル DP（InitialDP）オペレーショ

ン受信時に認識されなければならない。 

CSid=2～ｎ（ｎは４編第４章を参照）は、SSF からの初期信号送信後の SCF からの指示によるコールセグメント（CS）

生成の際に SCF にて付与され、SCF からの送信オペレーションにて陽に SSF に通知されなければならない。 

SCF からの指示により CS を生成する場合、必ず未使用中の値が付与されなければならない。SSF にて既存の CSid と同

一の値が通知された場合には、適切なエラーが返送されなければならない。 

▼SCF からの指示により新たなＣＳを生成する場合、CS id 値は未使用中の 2以上の最小値を付与しなければならない 

SCF からの 1オペレーションにて複数のＣＳを生成する場合、生成されるＣＳの順番に従って（オペレーションに設定

されるパラメータの順序で規定されるＣＳ生成順序に従って）、上記が保証されなければならない 

図Ｃ－1.1／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂに上記 CS id 付与規則に従った CS id 付与イメージの例を示す。 
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▲ 

             【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

第４編  付録 IV  優先度表示の実現方法 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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発側ガイダンス送出
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話中 R/無応答 R 時
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図Ｃ－1.1／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ

コールセグメント識別子の付与例
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　MCS(CS3->CS2)
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c
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第５編 インテリジェントネットワーク定義で使われた用語解説  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

付属資料Ａ 再開通知処理アプリケーション 【規定しない】 
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ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

 

第１編 総論 

 

1. 概説 

 本標準において、「ＩＮ能力セット１」とは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂにて規定する「能力セッ

ト１」を示す。また、本標準において、「ＩＮ能力セット２」とは、3.1.1 節に記述されている「信号網接

続によるサービス提供形態１」の形態により、4章に記述される機能をサポートするために必要な能力であ

り、その仕様は、 

(1)ＩＮの一般的概念を含むＩＴＵ－Ｔ勧告 能力セット２からの必要箇所のダウンストリーム 

(2)ＴＴＣ特有追加部分の記述 

▼(3)ＮＴＴ特有追加部分の記述▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

から構成される。 

 

1.1 標準参考文献 

 

 以下のＩＴＵ－Ｔ勧告と他の参考文献は、本標準を通して参照され、本標準および本標準の付録の規定を

構成する規定を含む。本標準が採択された際に、示されている参考文献の版が有効であった。この参考文献

に含められたすべての勧告および他の資料は、将来改訂を受けることを考慮し、本標準のすべてのユーザー

は、ＳＧ１１以外のＳＧまたは団体が、将来決定する参考文書の変更が、本標準の修正規定として自動的に

適用されないことに注意すべきである。 

 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.680 (1994) ¦ ISO/IEC 8824-1:1994, Information technology - Open Systems 

Interconnection - Abstract Syntax Notation One (ASN.1):Specification of basic notation.  

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.681 (1994) ¦ ISO/IEC 8824-2:1994, Information technology - Open Systems 

Interconnection - Abstract Syntax Notation One (ASN.1):Information object specification.  

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.682 (1994) ¦ ISO/IEC 8824-3:1994, Information technology - Open Systems 

Interconnection - Abstract Syntax Notation One (ASN.1):Constraint specification. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.683 (1994) ¦ ISO/IEC 8824-4:1994, Information technology - Open Systems 

Interconnection - Abstract Syntax Notation One (ASN.1): Parameterization of ASN.1 specifications.  

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.690 (1994) ¦ ISO/IEC 8825-1:1994, Information technology - Open Systems 

Interconnection - Specification of ASN.1 encoding rules: Basic, Canonical, and Distinguished 

Encoding Rules.  

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.880 (1994) ¦ ISO/IEC 13712-1:1994, Information technology  

-RemoteOperations: Concepts, model and notation. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.29 (1988), Causes of noise and ways of reducing noise in  

telephone exchanges. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.700 (1993) Introduction to CCITT Signalling System No.7. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.710 (1988) Simplified MTP version for small systems. 

- ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＳＣＣＰ仕様 ＳＣＣＰ手順 

－ ＮＴＴ－Ｑ７６２ ＩＳＵＰ仕様 信号と信号情報の機能概要 

－ ＮＴＴ－Ｑ７６３ ＩＳＵＰ仕様 フォーマットおよびコード 
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- ＮＴＴ－Ｑ７７１ ＴＣ仕様 トランザクション機能の機能内容 

- ＮＴＴ－Ｑ７７２ ＴＣ仕様 トランザクション機能情報要素定義 

- ＮＴＴ－Ｑ７７３ ＴＣ仕様 トランザクション機能のフォーマットと符号化 

- ＮＴＴ－Ｑ７７４ ＴＣ仕様 トランザクション機能手順 

- ＮＴＴ－Ｑ７１１ ＳＣＣＰ仕様 信号接続制御部（ＳＣＣＰ）の機能 

- ＮＴＴ－Ｑ７１３ ＳＣＣＰ仕様 ＳＣＣＰフォーマットとコード 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.715 (1996) Signalling System No. 7 - SCCP User Guide 

- ＮＴＴ－Ｑ９３１ ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースレイヤ３仕様  

- ＮＴＴ－Ｑ９３２ ＩＳＤＮ付加サービス制御手順の共通原則 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1290: Intelligent Network: Glossary of terms used in the definition 

of Intelligent Networks.  

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1400 (1993) - Architecture framework for the development of signalling 

and OA&M protocols using OSI concepts. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.219 (1988)- Remote operations: Model, notation and service definition 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.229 (1988)- Remote operations: Protocol specification 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 E.164 (1991) - Numbering plan for the ISDN era. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 I.130 (1988) - Method for the characterization of telecommunication 

services supported by an ISDN and network capabilities. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.71 (1993) - ISDN circuit mode switched bearer services. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1201 (1991) - Principles of Intelligent Network architecture. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1204 (1993) - Intelligent Network Distributed Functional Plane 

Architecture. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1205 (1993) - Intelligent Network physical plane architecture. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1208 (1997) - General aspects of the Intelligent Network application 

protocol. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1211 (1993) - Introduction to Intelligent Network Capability  

 Set-1. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1214 (1995) - Distributed Functional Plane for Intellignet Network 

Capability Set-1. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1218 (1995) - Intelligent Network interface Recommendations. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1221 (1997) - Introduction to Intelligent Network Capability  

 Set-2. 

 

2. サービス記述 

2.1 目的  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.2 本標準の範囲 

 本標準は、以下の範囲で規定している。 

(1)網間における、信号網接続によるサービスを規定する。 

(2)網内の動作については、本標準の範囲外である。 

▼(3)サービス提供事業者のユーザ課金機能についての事項は取り扱わない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 
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2.3 定義及び用語  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.3.1 信号網接続  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.3.2 サービス機能  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.3.3 網Ａ 

 ▼信号網接続によるサービスの起動を通知し、信号網接続により網Ｂと連携してサービスを提供する網を

示す。本標準においては、ＮＴＴ東日本またはＮＴＴ西日本を指す。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

2.3.4 網Ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

  

3. 基本的考え方  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4. 信号網接続機能の定義 

4.1 網間に要求されるサービス機能 

 サービス機能は、信号網接続によるサービスを実現するために要求される機能であり、以下の１０の機能

を定義する。 

 

(1)番号翻訳機能 

 このサービス機能は、網Ａからの問い合わせに対し、網Ｂがダイヤルされた番号から着信番号を

展開し、網Ａに通知することを可能とする。なお、▼網Ａが網Ｂのサービスを起動するトリガ条件

は、以下のとおりとする。 

①加入者毎の判断基準 

• オフフック時無条件 

• ダイヤル番号（＋終了符号）受信時 

• 終了符合のみ受信時 

このトリガ条件を割り当てる加入者には網Ａで加入者毎に事前に登録を行う。 

②交換機毎の判断基準 

• ０ＡＢ０－ＤＥＦＧＨＪ（Ｋ）受信時（０ＡＢ０－ＤＥＦまでにトリガ条件に合致

する／しないが決定できる） 

• ０Ａ０－ＣＤＥＦＧＨＪ（Ｋ）受信時（０Ａ０－ＣＤＥＦまでにトリガ条件に合致

する／しないが決定できる） 

• ００ＸＹ－Ｙ１～Ｙｎ受信時（００ＸＹ－Ｙ１Ｙ２までにトリガ条件に合致する／しな

いが決定できる） 

このトリガ条件を割り当てるダイヤル番号には網Ａでダイヤル番号毎に事前に登録を行う。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

(2)イベント通知機能 

 このサービス機能は、網Ｂからのイベントの通知に関する指示に基づき、網Ａが網Ｂから通知を

要求されているイベントを検出したときに、そのイベントを網Ｂに通知することを可能とする。 

 

(3)再接続機能 

 このサービス機能は、網Ｂの指示によりルーティングされた呼に対し、その呼が着信先の状態に
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より接続できない場合、当該呼を新たな着信先へ接続することを可能とする。 

 ▼なお、１つの呼に対する本機能の回数については、以下の通りとする。 

１つの呼に対して許容する接続（Connect）オペレーションによるＩＡＭ数は最大５とする。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

(a)話中時再接続 

 網Ａで、着側話中を検出した場合における再接続。 

 ▼なお、網Ａで着側話中と判断する条件は、以下の通りとする 

呼設定時にＳＳＰが後位から切断信号（ＲＥＬ）を受信し、理由表示が以下の条件に合致

する場合 

○ 生成源が「ユーザ」以外であり、 

○ かつ理由表示値が以下のいずれかである。 

• １７：着ユーザビジー 

• １８：着ユーザレスポンスなし 

• ６３：その他のサービスまたはオプションの利用不可クラス 

または、呼設定時にＳＳＰが後位から不完了ＡＣＭまたは不完了ＣＰＧ、ＲＥＬを受信し、

理由表示が以下の条件に合致する場合 

○ 理由表示値が２０：着ユーザ不在▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

 (b)無応答時再接続 

 網Ａで、着側無応答を検出した場合における再接続。網Ａが無応答と認識するタイマ値は、接

続先毎に網Ｂから指定できる。 

▼なお、タイマの起動条件とタイマ値の範囲は、以下の通りとする。 

開始条件：呼設定時にＳＳＰが後位からアドレス完了信号（ＡＣＭ）を受信（不完了ＡＣＭ

を除く） 

停止条件：ＳＳＰが後位から応答信号（ＡＮＭ）を受信 

タイマ値の範囲：３秒から１７５秒の範囲で、1秒単位▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

▼ また、呼設定時にＳＳＰが後位から不完了ＡＣＭまたは不完了ＣＰＧを受信し、理由表示が

以下の条件に合致する場合も無応答と判断する。 

○ 理由表示値が１８：着ユーザレスポンスなし▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

(c)網Ｂからのユーザ相互動作終了後再接続 

 網Ｂでのユーザ相互動作の終了を網Ａで検出した場合における再接続。 

 ▼なお、網Ａで網Ｂからのユーザ相互動作が終了したことを判断する条件は、以下とする。 

順方向接続切断（ＤＦＣまたはＤＦＣＷＡ）受信、または暫定接続の後位からの切断信号（Ｒ

ＥＬ）受信とする。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

(4)網Ｂからの応答時発着同時ユーザ相互動作機能 

 このサービス機能は、網Ｂからの指示に基づく網Ａでの呼設定処理において、着信者からの応答
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の検出を網Ｂに通知するとともに、発信者側の通話回線と着信者側の通話回線とを分離し、それぞ

れの回線を網Ｂ内の特殊リソースに暫定接続すること、および発着のユーザ相互動作が終了した際

に暫定接続を解除し、網Ａで分離した発信者側の通話回線と着信者側の通話回線とを再接続するこ

とを可能とする。 

 

(5)網Ｂからのユーザ相互動作のための、網Ｂへの暫定接続機能 

 本機能は、網Ｂ内の特殊リソースを用いてユーザ相互動作を行うために、網Ｂ（内のサービス制

御機能）が網Ａ（内のサービス交換機能）に対して暫定接続を指示し、その指示に基づき網Ａから

網Ｂに回線を接続することを可能とする。 

▼１つの呼に対して許容する暫定接続は、暫定接続確立（ＥＴＣ）オペレーションと暫定接続起動（Ｉ

ＴＣ）オペレーションによるＩＡＭ数を最大１０とする。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

(6)網Ａと網Ｂ間の網間ハンドオフ機能 

 このサービス機能は、網Ｂのサービス制御機能が網Ａのサービス交換機能に対して網Ｂへの中継

接続を指示するのと同時に、その制御関係を解除し、それ以降の呼制御は網Ｂに閉じて実施するこ

とを可能とする。 

 

(7)対話継続の確認機能 

 網Ｂが、網Ａとの対話が正常に確立されていることを確認するため、また、長時間保留呼を検出

した場合、その対話に対応する呼が確かに網Ａに存在するのか否かを確認する機能。網Ｂは網Ａへ

対話が継続して存在しているかを問い合わせる機能を持ち、網Ａはその問い合わせに対して応答す

る機能を持つ。 

▼ なお、問い合わせの起動契機以下の通りとする。 

• Ｘ時間以上保留している呼に対して、網Ｂは網Ａに対して問い合わせる。ただし、Ｘに

ついては網Ｂの事業者との個別協議により決定する。 

• １つのＳＣＰから同時に複数の問い合わせは行わない。 

• 上記以外の必要な取り決めについては、協議の上決定する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

(8)網Ａ、網Ｂのサービス交換機能の同時制御機能 

 このサービス機能は、網Ｂのサービス制御機能が網Ａのサービス交換機能に対して網Ｂへの中継

接続を指示するのと同時に、その制御関係を維持したまま、それ以降の呼制御を網Ｂ内において実

施することも可能とする。 

▼ 

(9)網Ｂからの課金関連指示機能 

 このサービス機能は、網Ｂが網Ａ内の課金処理を指示することを可能とする。 

 

(10)課金イベント通知機能 

 このサービス機能は、網Ｂが網Ａに対して、あらかじめ必要な課金イベントの通知を要求し、網

Ａは当該イベント検出時に網Ｂに通知することを可能とする。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 
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第２編 分散機能プレーン（Distributed Functional Plane） 

 

1. 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2. 能力セット２でのＩＮ分散機能プレーンの範囲  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.1 エンドユーザアクセス 

 能力セット２の呼／サービス処理へのエンドユーザアクセスは、以下のようなアクセス形態を経由して提

供される。▼（注：このことは、私設網からのアクセスをサポートするための、これらのインタフェースの

利用を妨げない）▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

－ アナログ加入者線インタフェース 

－ ＩＳＤＮ ＢＲＩとＰＲＩ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽－ 従来のトランクとＮｏ．７信号方式インタフェース△ 

 

2.2 サービスの起動と制御  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.3 エンドユーザ相互動作のための接続制御  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.5 コールパーティハンドリング (Call Party Handling) 

2.5.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.5.2 背景 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】  

▽ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ、ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ第 1編は、それぞれＩＮ能力セット 1、ＩＮ能

力セット２のベンチマークサービスについて規定している。△ 

コールパーティハンドリング は、網 B からの応答時発着同時ユーザ相互動作において、ＳＣＦがコネクシ

ョンに関与できることを要求しているベンチマークサービスの要望を満足する手助けとなる。これらのサー

ビスの例としてフリーホン等がある。  

 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２１４付録１、Ｑ．１２１８付録２はコールパーティハンドリングの概念を紹介し、

部分的解決案について提案している。ＩＮ 能力セット２は、コネクションビューアプローチ、コネクショ

ンビューのオブジェクト指向モデル化の詳細を含むことにより、コールパーティハンドリングに対するより

完成度の高い解決案を提供する。 

 

2.5.3 適用範囲  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.5.4 前提条件  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.5.5 コア能力  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.6 網間接続  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3. ＩＮ能力セット２の網間分散機能モデル  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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4. ＳＳＦ／ＣＣＦモデル 

4.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2 基本呼管理（ＢＣＭ）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2.1 ＢＣＳＭ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2.2 ＩＮ能力セット２のＢＣＳＭの説明  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2.2.1 ＩＮ能力セット２の発側ＢＣＳＭ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.2.2.1.1 発側－空き＆発呼分析(O_Null_&_Authorize_Origination_Attempt)  

入イベント： 

  以前の呼の切断や解放（ＤＰ９：発側－切断(O_Disconnect)、ＤＰ１０：発側－途中放棄(O_Abandon）、

又は完了したＳＳＦ／ＣＣＦによる例外のデフォルト処理 

 

機能： 

  － インタフェース（加入者線／トランク）が空きである（呼が存在しない、呼番号が存在しない、等）。

呼は監視状態にある。 

  － 発呼を望む発信者から通知があった時（例えば、オフフック、ＮＴＴ－Ｑ９３１「呼設定」（SETUP）

メッセージ、ＩＳＤＮユーザ部「アドレス」（IAM）メッセージ）、その話者の持つ機能（例えば、

伝達能力、回線制限）に伴う発呼の権利／能力を検証する。発側リソースが異なれば（例えば加入

者線とトランク）実行される許可種別が変わるかもしれない。 

 

利用可能な情報： 

  発呼イベントを検出した後、 ＳＳＦ／ＣＣＦは記載されている制限内で、発側に関連する以下の情報

が利用可能であると想定される。もしＳＳＦ／ＣＣＦが発呼を認めないと判断すれば、許可失敗の理由

も又通知される。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

  ▽－ 伝達能力（Bearer Capability） － ＪＴ－Ｑ７６２ ユーザ・サービス情報と、ＪＴ－Ｑ９３

１ 伝達能力情報要素を参照。△ 

  － 発番号（Calling Party Number） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 発番号信号情報参照。この情報は、非

ＩＳＤＮ加入者線のＳＳＦ／ＣＣＦで利用可能であり、Ｎｏ．７信号方式トランクでも利用可能で

あるが、旧式な信号をサポートするトランクからは利用できない。ＤＳＳ１インタフェースでは、

「呼設定」（SETUP）メッセージで提供される情報や、発呼者に割り付けられたデフォルト番号に

よって決定される。（以下のＩＳＤＮ呼設定情報参照） 

  － サービスプロファイル識別子（ＳＰＩＤ：Service Profile Identifier） － ＮＴＴ－Ｑ９３２

付属資料Ａ参照。もしこのＳＳＦ／ＣＣＦ上のＢＲＩインタフェースによって発信者が提供される

なら、この情報はＳＳＦ／ＣＣＦで利用されるかもしれない。 

  － 着番号（Called Party Number） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 着番号信号情報参照。順方向で、着信

者の識別に使用される。トランクか、ＩＳＤＮ加入者線でのみ利用可能である。 

  － 契約者番号（Contractor Number） － 本標準第５編参照。この情報は、非ＩＳＤＮ加入者線の  

ためのＳＳＦ／ＣＣＦか、又はＳＳＦ／ＣＣＦによって提供されるＩＳＤＮインタフェース、及  

びＮｏ．７信号方式をサポートするトランクで利用可能だが、旧式な信号をサポートするトラン  

クからは利用できない。  

 

  － ＩＳＤＮ呼設定フィーチャ関連情報 － ＮＴＴ－Ｑ９３１参照。ＳＳＦ／ＣＣＦは、ＤＳＳ１イ
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ンタフェースからの「呼設定」（SETUP）メッセージを受信し、この「呼設定」（SETUP）メッセー

ジは以下の情報を含むことができる。 

    － 伝達能力（Bearer Capability） － ＮＴＴ－Ｑ９３１ 伝達能力情報要素参照。 

    － 経過識別子（Progress Indicator） － ＮＴＴ－Ｑ９３１ 経過識別子情報要素参照。 

    － キーパッドファシリティ（Keypad Facility） － ＮＴＴ－Ｑ９３１ キーパッドファシリ

ティ情報要素参照。この情報要素は、着番号、又は着サブアドレスを含むような「呼設定」

（SETUP）メッセージには期待されない。 

    － フィーチャアクティベーション（Feature activation） － ＮＴＴ－Ｑ９３２ フィーチャ

アクティベーション情報要素参照。 

    － 発番号（Calling Party Number） － ＮＴＴ－Ｑ９３１ 発番号情報要素参照。 

    － 着番号（Called Party Number） － ＮＴＴ－Ｑ９３１ 着番号情報要素参照。 

 着番号情報要素は、一括手順送信を使用し、キーパッド情報要素が存在しないときに送信され

る。着番号情報要素の中の、番号種別と番号計画識別子フィールドが”不定（unknown）”に

設定されるとき、ＳＳＦ／ＣＣＦは、キーパッド情報要素で受信した数字列情報として扱う。 

    － 発サブアドレス（Calling party subaddress）と着サブアドレス（Called party subaddress） 

－ ＮＴＴ－Ｑ９３１ 発サブアドレス情報要素と着サブアドレス情報要素参照。 

    － ＮＴＴ－Ｑ９３２に定義されているその他の情報。ＩＳＤＮ付加サービスの制御のための一般

的手順を持たせることができる。これには、ＳＣＦにとって重要な情報もあるかもしれない。 

 

  － ＩＳＤＮユーザ部ＩＡＭフィーチャ関連情報。ＩＡＭは、以下の情報を含むことができる。（ＮＴ

Ｔ－Ｑ７６２、同Ｑ７６３参照） 

    － 接続特性表示（Nature of connection indicators） － ＮＴＴ－Ｑ７６３ 接続特性表示

パラメータ参照。 

    － 順方向呼表示（Forward call indicators） － ＮＴＴ－Ｑ７６３ 順方向呼表示パラメー

タ参照。発信者のアクセスがＩＳＤＮ又は非ＩＳＤＮのどちらであるかを認識し、エンド・エ

ンドのＮｏ．７信号方式をサポートするコネクションが要求されているかどうかの指示を与え

る。 

    － ユーザ・サービス情報（User service information） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ ユーザ・サー

ビス情報パラメータ参照。このパラメータはＩＮ能力セット２の目的のために、音声、３．１

kHz オーディオ、非制限デジタル情報（６４kbit/s）、あるいは非制限デジタル情報のような

回線モードの呼を定義する。 

    － 着番号（Called Party Number） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 着番号パラメータ参照。 

    － 発番号（Calling Party Number） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 発番号パラメータ参照。 

    － 汎用番号（Generic Number） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 汎用番号パラメータ参照。ＩＡＭ中に、

汎用番号パラメータがあってもよい。 

    － 契約者番号（Contractor Number） － 本標準第５編参照。 

    － ＩＡＭに含まれるかもしれないその他のパラメータ。これらのパラメータは、コネクション内

の他の交換機によって提供されるフィーチャ（例えば順方向に進む呼に関連する情報）により

含まれるかもしれない。これには、ＳＣＦにとって重要な情報があるかもしれない。 

 

  － 呼で既に起動されている交換機ベースのフィーチャに関連する任意の情報も利用可能である。 

 

出イベント： 
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  － 発呼の生成の要求と（例えば、オフフック、ＮＴＴ－Ｑ９３１「呼設定」（SETUP）メッセージ、

ＩＳＤＮユーザ部「アドレス」（IAM）メッセージ）、確認された発呼を生成する権利／能力（Ｄ

Ｐ１：発呼分析完了）の指示。 

  － 以下の例外出イベントが、ＰＩＣ１に適用可能である。もし呼がＰＩＣ１処理中にこれらの例外と

遭遇した場合、これらはＤＰと一致しないため、このＰＩＣでは例外イベントを見ることができな

い。 

    － 発信者が切断すると、発側－途中放棄が起こる。例えば、このイベントは以下の１つからもた

らされる。 

    － ＳＳＦ／ＣＣＦは、フッキング検出タイマにより、非ＩＳＤＮ加入者線でサービス提供される

発信者からのオンフック指示を受信する。 

    － ＳＳＦ／ＣＣＦは、ＤＳＳ１インタフェースによってサービス提供される発信者から、呼を解

放するメッセージを受信する。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

    ▽－ ＳＳＦ／ＣＣＦは、旧式なトランクから切断指示を受信する。△ 

    － ＳＳＦが、Ｎｏ．７信号方式トランクから「解放」（RELEASE）メッセージを受信する。 

    － 拒否された発呼生成の権利／能力（例外） 

 

該当するＮＴＴ－Ｑ９３１の呼状態：０．空 

 

4.2.2.1.3 情報収集(Collect_Information) 

入イベント： 

 発呼を要求（例えば、オフフック、ＮＴＴ－Ｑ９３１「呼設定」（SETUP）メッセージ、ＩＳＤＮユ

ーザ部「アドレス」（IAM）メッセージ）、及び検証された発呼に対する権利／能力の表示（ＤＰ１：

発呼分析完了(Origination_Attempt_Authorized)）。 

 

機能： 

  － 最初の情報パッケージ／ダイヤル番号（例えば、サービスコード、プレフィックス、ダイヤルされ

たアドレス番号）は、発側から収集される。情報は、収集完了を決定するため番号計画に従って検

査される。一括手順信号方式が使用される場合（例えば、一括手順信号を使用するＩＳＤＮユーザ、

入側Ｎｏ．７信号方式トランク）なら、これ以上の動作は要求されない。 

 

利用可能な情報： 

 ＳＳＦ／ＣＣＦが情報収集の完了を決定した後、ＳＳＦ／ＣＣＦは呼の発側部に関連した以下の利用

可能な情報を持つことが想定される。 

    － 契約者番号（Contractor Number）、発番号（Calling Party Number）、伝達能力（Bearer  

Capability）、サービスプロファイル識別子（Service Profile Identifier）、他のフィーチ

ャ関連情報 － この情報は、ＰＩＣ１で定義された条件に基づき各アクセス種別に利用可能

である。 

    － 収集情報（Collected Information）は、以下に記述されている。 

 

 非ＩＳＤＮ加入者線やＤＳＳ１インタフェースからの収集情報は、以下の１つもしくはそれ以上から

なる。 

    － フィーチャアクティベーション（Feature activation） － ＮＴＴ－Ｑ９３２ フィーチャ
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アクティベーション情報要素参照。あるフィーチャアクティベータを受信した後に有効な顧客

別番号計画（ＣＤＰ：Customized Dialing Plan）が決定するならば、番号計画に従って、引

き続き番号が収集されるべきである。あるフィーチャアクティベータを受信した後で有効なＣ

ＤＰが決定したならば、可変長の数字が収集されるべきであり、引き続き、フィーチャアクテ

ィベーション識別子と収集情報が知らされる。 

    － プレフィックス（Prefix） － 本標準第５編参照。 

    － 事業者アクセスコード（Carrier Access Code） － 本標準第５編参照。発信者は、事業者

アクセスコード（ＣＡＣ）（例えば、この呼で使用するための１０ＸＸＸや１０１ＸＸＸＸ）

をダイヤルしてもよい。 

    － 収集アドレス情報（Collected Address Information） － 本標準第５編参照。番号計画毎

に利用可能。 

    － 番号計画表示（Numbering Plan Indicator） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 番号計画表示信号情報

参照。 

    － 収集数字（Collected Digits） － 本標準第５編参照。決まったフィーチャアクティベーシ

ョン、あるいはＣＤＰでアクセスコードがダイヤル化された後、有効な番号計画が決まれば、

通常の桁間タイミングを用いて可変長の番号が収集されるべきである。この場合、これらの収

集数字もこの時に知らされる。 

 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】  

▽旧式なトランクインタフェースから収集された情報は、以下の１つもしくはそれ以上の情報からなる。 

    － 契約者番号（Contractor Number） － 本標準第５編参照。これは、発側トランク（網運用

者特有）でＭＦ信号が使用されるとき、旧式トランクからのみ知らされる。この場合、契約者

番号は分割発呼パルス出力の第２段階で提供される。 

    － 収集アドレス情報（Collected Address Information） － 非ＩＳＤＮ加入者線、又はＤＳ

Ｓ１インタフェースでは、上記のように定義される。 

    － 番号計画表示（Numbering Plan Indicator） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 番号計画表示信号情報

参照。受信した情報は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４に準拠していることが期待される。 

    － プレフィックス（Prefix） － 非ＩＳＤＮ加入者線、又はＤＳＳ１インタフェースでは、上

記のように定義される。△ 

 

 Ｎｏ．７信号方式トランクインタフェースからは、収集情報はＩＳＤＮユーザ部着番号及びＩＳＤＮ

ユーザ部ＩＡＭフィーチャ関連情報の内容として、上記に記述されている他のフィーチャ関連情報から

提供される情報からなる。 

 

出イベント： 

  － 発信者からの完全な初期情報パッケージ／ダイヤル番号が有効。（このイベントは、一括手順信号

の場合、既に提供されている。この場合は本ＰＩＣでの留保時間はない） 

  － 以下の例外出イベントが、ＰＩＣ２に適用可能である。 

    － 収集タイムアウト、情報収集失敗、無効情報、及び発側－途中放棄(O_Abandon) 

    － 収集タイムアウトイベントは、通常の桁間タイマ満了までに、呼の処理に充分な情報がＳＳＦ

／ＣＣＦによって受信されなかったとき検出される。Ｎｏ．７信号方式トランクでのこのイベ

ントは、呼の処理に必要な情報を含まないＩＡＭに相当する。この場合、これらはタイミング

（タイミングはＩＳＵＰ分割発呼送信に関連するかもしれない）に関係しないかもしれない。
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（例外）▼ただし、通常の桁間タイムアウトが発生しても、呼の処理に十分な情報がＳＳＦ／

ＣＣＦによって受信された場合は、収集タイムアウトではない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

    － 情報収集失敗イベントは、交換機リソースの不足（例えば、ディジットレシーバが利用可能で

ない）から、ＳＳＦ／ＣＣＦが情報収集を実行できないとき検出される。（例外） 

    － 例えば、受信した情報が有効な番号計画に反するなど、発信者から受信した情報が利用可能で

ない時、無効情報イベントが生じる。（例外） 

    － ＰＩＣ１で記述されている発側－途中放棄(O_Abandon)。この場合、相当するＤＰでイベント

を認識することができる。（発側－途中放棄(O_Abandon)ＤＰ） 

 

コメント：ダイヤル終了を決定するため、番号分析が要求される。しかしこの分析は、ＰＩＣ３（情報

分析）で起動する残りの番号分析から分割できるようモデル化されてもよいと想定できる。これらは、

インプリメントを制限することを意図するものではない。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽しかし、交換機は閉域番号計画のために記述された分割可能な外観図を、外部に提供すべきである。

（注１）△ 

 

 ＩＳＤＮ一括発呼の場合、発呼分析完了(Origination_Attempt_Authorized)検出ポイント（ＤＰ１）

で「呼設定」（SETUP）メッセージを受信することで、ＢＣＳＭはＰＩＣ２の処理をせずにＰＩＣ２を

素通りして、情報収集完了(Collected_Information)検出ポイント（ＤＰ２）に遷移する。発信者から

初期情報のパッケージ／番号を受信したとき、ＢＣＳＭはＤＰ２へ遷移することに注意すること。－こ

れは、呼処理の継続に充分な情報を受信したときに生じる。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽（例えば、ＩＳＤＮの場合のＭＦパルスの分割発呼送信の様な時）。具体的には、ＤＰ２がトリガ検

出ポイント－要求（ＴＤＰ－Ｒ）として設定されている時に各数字を順番に受信する場合において、Ｔ

ＤＰ判断基準に遭遇したかどうかを判断するのに充分な情報が受信された時、ＳＳＦは最初のＤＰ要求

（すなわちイニシャルＤＰ情報(Initial DP)フロー）をＳＣＦへ送出する。ＢＣＳＭ処理は中断される

が、更に数字を収集する。いつ十分な情報が利用可能かを判断するのは網運用者特有である。（注２） 

 

  注１：この分割された外観図は、ＤＰ２（情報収集完了(Collected_Informatoin)）やＤＰ３（情報分

析完了(Analysed_Information)）のような異なるＤＰのサポート、及びＳＣＦへ、ＴＤＰやＥＤＰ

に対応する情報フローを分類することで提供される。 

  注２：ある網では、ＣＣＦ／ＳＳＦがいつ着番号情報が完了したかを判断できないかもしれない。従っ

てそのような網では、着番号情報が完了する前にＤＰ２に対するＴＤＰ判断基準に遭遇するかもし

れない。△ 

 

該当するＮＴＴ－Ｑ９３１の呼状態：１．発呼および２．分割発呼（オプション） 

 

4.2.2.1.4 情報分析(Analyse_Information) 

入イベント： 

 発信者からの完結した初期情報パッケージ／ダイヤル番号が有効である。 

 

機能： 
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 ルーチングアドレスと呼種別（例えば、加入者線交換機の呼、中継交換機の呼、国際交換機の呼）を

決定する番号計画に従って、解析かつ／または翻訳される情報。 

 

 このＰＩＣの処理の結果の１つは、ルーチングアドレスの決定である。 

1) 着番号のみ（着番号はＳＳＦにより提供される） 

 

利用可能な情報： 

 ＳＳＦ／ＣＣＦが情報を解析したと判断した後、ＳＳＦ／ＣＣＦは呼の発側に関連する、以下の利用

可能な情報を持つことが想定される。 

    － 契約者番号（Contractor Number）、発番号（Calling Party Number）、伝達能力（Bearer 

Capability）、サービスプロファイル識別子（Service Profile Identifier）、及び他のフィ

ーチャ関連情報。この情報は、ＰＩＣ１で定義された条件下の各アクセス種別に利用可能であ

る。 

    － 収集情報の分析結果は以下に記述されている。 

 

 非ＩＳＤＮ加入者線やＤＳＳ１インタフェースからの情報は、以下の１つもしくはそれ以上からなる。 

    － 着番号（Called Party Number） － 番号計画毎による 

    － 番号計画表示（Numbering Plan Indicator） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 番号計画表示信号情報

参照 

    － 収集情報（Collected Information） －  フィーチャアクティベーション（Feature 

Activation）、プレフィックス（Prefix）、事業者アクセスコード（Carrier Access Code）、

収集アドレス情報／番号（Collected Address Information / Digits） 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

 ▽旧式又は△Ｎｏ．７信号方式トランクインタフェースからの情報は、以下の１つもしくはそ

れ以上からなる。 

    － 契約者番号（Contractor Number） － ＰＩＣ１（Ｎｏ．７信号方式トランクの時）で定義

されている。 

    － 着番号（Called Party Number）と番号計画表示（Numbering Plan Indicator）（上記の非Ｉ

ＳＤＮ加入者線やＤＳＳ１インタフェースで定義されている） 

    － 収集情報（Collected Information） － ＰＩＣ２で記述されている、収集アドレス情報

（Collected Address Information）、プレフィックス（Prefix）。 

 

出イベント： 

  － ルーチングアドレスとアドレス種別が有効（ＤＰ３：情報分析完了(Analysed_Information)） 

  － 以下の例外出イベントが、ＰＩＣ３に適用可能である：発側－途中放棄(O_Abandon)と無効情報 

    － 無効情報イベント（例えば、誤った番号）。（例外） 

    － ＰＩＣ１に記述されている発側－途中放棄(O_Abandon)イベント。この場合、相当するＤＰに

よりイベントを認識することができる。（発側－途中放棄(O_Abandon)ＤＰ） 

 

コメント：ルーチングアドレスは、このような場合でも、最終物理ルートが既に決定してしまった事を

意味しているわけではない（例えば、代表回線群がまだ検索されていない、まだディレクトリ番号が物

理ポートアドレスに変換されていない）。 
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該当するＮＴＴ－Ｑ９３１の呼状態：該当なし 

 

4.2.2.1.5 ルート選択＆呼出中(Routing_&_Alerting)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2.2.1.9 発側－通信中(O_Active)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.2.2.1.11 発側－例外(O_Exception) 

入イベント： 

（上記の各ＰＩＣで記述されている）例外条件と遭遇した。 

 

機能： 

例外条件のデフォルト処理が提供される。これは以下に示すように、リソースが不適切に割り付けられ

たままにならないことを保証するのに必要な、一般的な動作を包含する。 

    － ＳＳＦとＳＣＦ間になんらかの相互関係が存在する場合、相互関係を終了して、全ての留保中

の呼処理指示を完結できないことを通知（注１）するために、ＳＣＦにエラー情報フローを送

信する。（例えば、付属資料Ｆ参照） 

   ▼－ ＳＳＦ／ＣＣＦは、新たな呼に対して加入者線、トランク及び他のリソースが利用できるよう

に、ＳＳＦ／ＣＣＦ内のリソースの解放を確実に行う▲。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

注１：これは、相互関係を終了して（すなわちＴＣトランザクションを終了する）、全ての留

保中のオペレーションを完結できないことを通知するために、アボートプロトコル手順を介し

て物理プレーンで処理されるべきである。 

 

利用可能な情報： 

 例外状態が発生したことをＳＳＦ／ＣＣＦがいったん決定すると、ＳＳＦ／ＣＣＦには、ＰＩＣ内で

例外が発生した時と同様の利用可能な情報を備えていると想定される。 

 

出イベント： 

ＳＳＦ／ＣＣＦによる例外状態のデフォルト処理が完了する。（発側－空き＆発呼分析

(O_Null_&_Authorize_Origination_Attempt)ＰＩＣに遷移） 

 

図２－４－３／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.2.3 ＩＮ能力セット２呼モデルにおけるＢＣＳＭ再開ポイントとＩＮ遷移【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠す

る】 

4.2.4 ＩＮ能力セット２呼モデルにおけるＢＣＳＭ通知  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.2.5 ＢＣＳＭ検出ポイント 

 ある基本呼イベントおよび接続イベントはＩＮサービス論理インスタンスに見えるかもしれない。ＤＰは、

これらのイベントが検出される呼処理中のポイントである。ＢＣＳＭに対するＤＰは 4.2.2 節で規定されて

いる。 

 ＤＰに遭遇したことをＩＮサービス論理インスタンスに対して通知し、場合によってはそれ以降の呼処理

に対してＩＮサービス論理インスタンスが関与することを許すために、ＤＰは設定されうる。もしＤＰが設
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定されていなければ、ＳＳＦ／ＣＣＦはＳＣＦを巻き込むことなしに呼処理を継続する。ＤＰは、以下の４

つの属性で特徴付けられる。 

  a) 設定／解除メカニズム － ＤＰの設定をするメカニズム。ＤＰは静的にもしくは動的に設定でき

る。ＤＰは、ＳＳＦにより静的に設定される。静的に設定されたＤＰは、ＳＳＦにより明示的に解

除されるまで存続する。ＤＰは、呼対応ＩＮサービス制御相互関係のコンテキストの中で、ＳＣＦ

により動的に設定される。以下のＤＰ解除規則が適用される。 

    － 設定されたＥＤＰに遭遇した場合は、それは解除される。 

    － 関連レグの解放を生じるＥＤＰに遭遇した場合は、そのレグに関する全ＥＤＰが解除される。 

    － 呼が解放された場合は、その呼に関する全ＥＤＰが解除される。 

  b) 判断基準 － ＤＰを設定する条件に加えて、ＳＣＦに対してＤＰに遭遇したことを通知するため

に満たされるべき条件。（4.2.6 節参照） 

  c) 相互関係 － 設定されたＤＰに遭遇し、ＤＰ判断基準が満たされた場合、ＳＳＦは相互関係を介

して情報フローを提供してよい。 

    i) この相互関係が、呼／サービス論理処理の目的のためにＳＳＦ／ＣＣＦとＳＣＦの間にある場

合、これはＩＮサービス相互関係とみなされる。この相互関係には２つの種類がある。 

      － ＳＣＦが相互関係を介して呼処理に関与できる場合は、制御相互関係 

      － ＳＣＦが相互関係を介して呼処理に関与できない場合は、監視相互関係 

ＩＮサービス相互関係に関しては、ＤＰに遭遇した時にＳＳＦからＳＣＦに対して与

えられる情報フローは、制御関係を開始するか、または既存の制御関係のコンテキス

ト内にいるか、または既存の監視関係のコンテキスト内にいるかのいずれかとなりう

る。 

  d) 呼処理中断 － 設定されたＤＰに遭遇し、ＩＮサービス制御相互関係に対するＤＰ判断基準が満

たされた場合、ＳＣＦが以降の呼制御に関与することを許すためにＳＳＦは呼処理を中断してよい。

呼が中断された場合、ＳＳＦはＳＣＦに対して指示を要求する情報フローを送り応答を待つ。呼が

中断されない場合、ＳＳＦはＳＣＦに対してＤＰに遭遇したことを通知する情報フローを送り、応

答を待たない。この属性は、ＤＰを設定するのと同じメカニズムで設定される。 

 

 以上の属性に基づき、ＩＮ能力セット２に対しては３種類のＤＰが規定される。そのＤＰの種別は 

  1) トリガ検出ポイント－要求 (TDP-R) 

  2) イベント検出ポイント－要求 (EDP-R) 

  3) イベント検出ポイント－通知 (EDP-N) 

である。 

 

 上記ＤＰ種別は、表 2-4-3/NTT-Q1228-b に示すＤＰ属性値で定義される。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽ＢＣＳＭ ＤＰは、これらのＤＰ種別のどれでもよい。△ 

各ＤＰ種別に対するＤＰ処理は、図 2-4-6/NTT-Q1228-b に示され、4.2.8 節で記述されている。 

 

表２－４－３／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.2.6 ＤＰ判断基準  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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4.2.8 ＤＰ処理 

 ＤＰ処理は、以下を含む。 

  － ＤＰ判断基準が満たされたかどうかの決定（4.2.6 節および本節参照） 

  － ＩＮおよび非ＩＮサービス論理の新しいインスタンスを起動するときのサービス論理インスタン

ス相互動作の扱い（本節参照） 

  － および、１つもしくはそれ以上のＳＣＦに対して送る情報フローの形成（本節および 11 章と 12 章

のイニシャルＤＰ(Initial DP)とＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM)情報フロー参照） 

 

図２－４－６／ＮＴＴ－Ｑ１２2８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

 ＤＰは、同一の呼に対してＴＤＰかつ／またはＥＤＰとして設定されうるので、シングルポイント制御を

保証するために、ＢＣＭは、ＤＰ判断基準処理の間、以下の一連の規則を適用すべきである。 

 

  規則１：いかなるＤＰにおいても、特定のトリガ条件は、サービス論理プログラムインスタンス（ＳＬ

ＰＩ）を一度にはひとつだけ起動できる。 

  規則２：いかなるＤＰにおいても、通知（ＥＤＰ－Ｎ）の処理は要求（ＥＤＰ－ＲとＴＤＰ－Ｒ）の処

理よりも優先順位が高い。いくつかの通知が存在する場合は、全ての通知が処理された時にＥ

ＤＰ－ＲとＴＤＰ－Ｒが処理される。 

 

 規則は、優先順位の高いものから順に並べてある。以上は、図 2-4-7/NTT-Q1228-b に示してある。 

 

 制御相互関係は、呼に対して、１つ以上のＥＤＰ－Ｒが設定されている限り存続する。設定されたＥＤＰ

－Ｒがもはやない場合や、呼が切断された場合は、制御相互関係は終了する。制御相互関係がある間は、Ｅ

ＤＰはＳＣＦにより動的に解除されたり、またＥＤＰに遭遇してＳＣＦに報告する際、または呼が解放され

たときに、ＳＳＦによって解除される。 

 シングルポイント制御は、制御相互関係内には１つのみサービス論理が存在することを保証する。 

 また、シングルポイント制御は、呼セグメントアソシエーション内で保証されるのみである。 

 

 制御相互関係は、設定されたＥＤＰ－Ｒがもはやなく、１つ以上のＥＤＰ－Ｎが設定されている場合に、

監視相互関係に変化する。設定されたＥＤＰ－Ｎがもはやない場合や、呼が解放された場合は、監視相互関

係は終了する。監視相互関係のある間は、ＥＤＰ－Ｎは、ＥＤＰに遭遇してＳＣＦに報告する際、または呼

が解放されたときに、ＳＳＦによって解除される。 

 

 上記規則の帰結として、シングルポイント制御を保証するために、ＢＣＭはＴＤＰ／ＥＤＰ処理のいくつ

かの組み合わせをサポートすべきである（「処理」用語については、付属資料Ｅ参照）。これらの組み合わ

せは、生じてはならない４つの誤った組み合わせと共に以下の表に規定される。 

 

図２－４－７／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

▼表２－４－５／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ 

 

シナリオ ＴＤＰ種別 ＥＤＰ種別 既存の相互関係 処理 

 1 未設定 未設定 任意  継続 
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 2 ＴＤＰ－Ｒ 未設定 なし  ＤＰ要求起動 

 3.a ＴＤＰ－Ｒ 未設定 制御  継続（ＴＤＰを無視） 

 5.a 未設定 ＥＤＰ－Ｒ 制御  もし１つ以上の設定済みＥＤＰが残って 

 いれば引き続きＤＰ要求、もし最後の設 

 定済みＥＤＰであればＤＰ要求の終了 

 5.b 未設定 ＥＤＰ－Ｒ 監視  誤りのケース － 継続（ＥＤＰを無視） 

 6 未設定 ＥＤＰ－Ｎ 制御か監視  もし１つ以上の設定済みＥＤＰが残って 

 いれば引き続きＤＰ通知、もし最後の設 

 定済みＥＤＰであればＤＰ通知の終了 

 7 未設定 ＥＤＰ－Ｒ／Ｎ なし  誤りのケース － 継続（ＥＤＰを無視） 

 11.a ＴＤＰ－Ｒ ＥＤＰ－Ｎ 制御  処理ａとｂ： 

 ａ）ＥＤＰについては、引き続きＤＰ通知 

   シナリオ６のように処理 

 ｂ）ＴＤＰを無視 

 12 ＴＤＰ－Ｒ ＥＤＰ－Ｒ／Ｎ なし  誤りのケース － ＥＤＰを無視し、 

 ＴＤＰをシナリオ２のように処理 

 13.b ＴＤＰ－Ｒ ＥＤＰ－Ｒ 監視  誤りのケース － ＥＤＰを無視し、 

 ＴＤＰをシナリオ３．ｂのように処理 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

4.3 ＩＮ交換管理（ＩＮ－ＳＭ）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.4 ＦＩＭ／ＣＭ機能  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.5 ＳＳＦ／ＣＣＦモデルコンポーネントの相互関係  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.6 ＳＣＦに対するＳＳＦ／ＣＣＦの相互関係  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

5. 特殊リソース機能（ＳＲＦ）モデル 

5.1 概要 

 ▼ＳＲＦのモデルを図 2-5-1/NTT-Q1228-b に示す。このモデルの目的はＳＲＦを考慮した特殊リソース機

能についての枠組みを提供することであるが、本ＳＲＦは網Ｂに配備されるため、本仕様ではこのＳＲＦを

提供することは含まれていない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 ＳＲＦは 5.3 節に示すように様々な特殊リソースを提供する。しかし、どんな場合でも、他の機能エンテ

ィティからの要求により起動され、自ら起動することはない。 

 呼／サービス処理のため、ＳＲＦはＳＳＦ／ＣＣＦ及びＳＣＦ間との論理相互関係を保有する。ＳＣＦは、

ＳＳＦ／ＣＣＦとＳＲＦとの間のコネクションを制御し、ＳＲＦへ指示を送出する。 

 ＳＳＦへの応答を送出する処理の一部として、ＳＣＦは発信者あるいは着信者とのダイアログが必要な場

合がある。これは、例えば、番号収集シーケンスという形を取りうる。 

 

 ＩＮ能力セット２でのＳＣＦは、ＳＳＦ／ＣＣＦとＳＲＦとの間のパスを設定したあと、ユーザとのダイ

アログを開始するようＳＲＦに指示する。ＳＲＦ－ユーザ間のダイアログは、ＳＲＦがアナウンスを送出で

きるようにしたり、場合によっては、番号を収集できるようにする。番号の収集が完了したならば、ＳＲＦ

はＳＣＦに収集した番号を受け渡す。 
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 収集した番号をＳＣＦへ報告するために、ＳＲＦから情報の入力を促されているユーザは、例えばＭＦト

ーンなどを入力する。ＳＣＦ内のサービス論理がもうリソースを必要としなくなった場合には、ＳＣＦはＳ

ＲＦとの接続を解放するようＳＳＦ／ＣＣＦに要求し、次いで、ＳＲＦのリソースは解放される。 

 

5.2 ＳＲＦコンポーネント  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

5.3 ＳＲＦ管理オブジェクト  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

6. サービス制御機能(ＳＣＦ)モデル 

6.1 概要 

 ▼ＳＣＦのモデルを図 2-6-1/NTT-Q1228-b に示す。このモデルの目的は、ＳＣＦに関するサービス論理処

理についての枠組みを提供することであるが、本ＳＣＦは網Ｂに配備されるため、本仕様ではこのＳＣＦの

適用を含んでいない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 サービス制御機能（ＳＣＦ）の主要な機能は、サービス論理処理プログラム（ＳＬＰ）の形で提供される

サービス論理の実行であり、従って、サービス論理選択／相互動作管理、機能エンティティアクセス管理、

ＳＬＰ供給管理などの、ＳＬＰ実行をサポートする機能も含む。 

 

6.2 ＳＣＦコンポーネント 

6.2.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

6.2.2 サービス論理実行管理 （ＳＬＥＭ）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

6.2.3 ＳＣＦデータアクセス管理 

6.2.3.1 概要 

 ▼ＳＣＦデータアクセス管理は、ＳＣＦ内で共用する、持続情報（則ち、ＳＬＰＩの存在期間に関係なく

持続する情報）の蓄積、管理及びアクセスを提供するために必要とされる機能を提供するが、本ＳＤＦは網

Ｂに配備されるため、本仕様ではこのＳＤＦの適用は含まれていない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

ＳＣＦデータアクセス管理はＳＬＰＩへこの機能を提供するため、ＳＬＥＭと相互動作する。 

 図 2-6-1/NTT-Q1228-b にＳＣＦデータを含む二つの構造を示す。これらは、以下のものである。 

－ サービスデータオブジェクトディレクトリ 

－ ＩＮネットワークワイドリソースデータ 

これらは、以下の節に記述する 

 

6.2.3.2 サービスデータオブジェクトディレクトリ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

6.2.3.3 ＩＮネットワークワイドリソースデータ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

6.2.4 機能ルーチン管理  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

6.2.5 機能エンティティアクセス管理（ＦＥＡＭ）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

6.2.6 ＳＬＰ管理  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

6.3 機能ルーチンカテゴリ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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11. 各サービス機能の機能アーキテクチャへのマッピング 

11.1 機能モデル  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.2 ＩＮ能力セット２の情報フロー 

11.2.1 概要 

 本節では信号網接続の対象となるサービス機能を提供するための情報フローについて記述する。サービス

機能を以下に示す。 

 

－ 番号翻訳機能 

－ イベント報告機能 

－ 再接続機能 

－ ユーザ相互動作機能 

－ 網間ハンドオフ機能 

－ 網Ａ、網ＢのＳＳＦの同時制御機能 

－ 発着同時ユーザ相互動作機能 

－ 網Ｂからの課金関連指示機能 

－ 課金イベント通知機能 

 

 また、サービス機能から派生する機能とは別に、以下の機能に相当する情報フローも含んでいる。 

 

－ 呼解放機能 

－ 活性化試験機能 

 

 各サービス機能と情報フローとの対応付けを以下に示す。 

 

番号翻訳機能： イニシャルＤＰ(Initial DP)、接続(Connect) 

イベント報告機能： ＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)、 

 ＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM) 

再接続機能： ＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)、 

 ＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM)、接続(Connect) 

ユーザ相互動作機能： 暫定接続確立(Establish Temporary Connection)、 

 順方向接続切断(Disconnect Forward Connection) 

網間ハンドオフ機能： 接続(Connect) 

網Ａ、網ＢのＳＳＦの同時制御機能： 

 ＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)、 

 接続(Connect)、ＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM) 

発着同時ユーザ相互動作機能： 

 暫定接続起動(Initiate Temporary Connections)、 

 ＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)、接続(Connect)、 

 ＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM)、 

 レグ移動(Move Leg)、レグ移動応答(Move Leg Response)、 

 呼セグメント併合(Merge Call Segments)、 

 呼セグメント併合応答(Merge Call Segments Response)、 
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 順方向接続切断(Disconnect Forward Connection)、継続(Continue)、 

 ▼エンティティ解放完了(Entity Released)▲ 

 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

呼解放機能： 呼解放(Release Call) 

活性化試験機能： 活性化試験(Activity Test)、 

 活性化試験応答(Activity Test Response) 

 ▼課金関連指示機能： 課金情報送出(Send Charging Information) 

課金イベント通知機能： 課金イベント通知要求(Request Notification Charging Event)、 

 課金イベント通知(Event Notification Charging)▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

11.2.2 信号網接続の基本手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12. ＦＥ間の相互関係 

12.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.2 相互関係  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.3 ＦＥ間の情報フロー  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.4 ＳＣＦ－ＳＳＦ相互関係 

12.4.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.4.3 ＳＣＦとＳＳＦ間の情報フロー 

12.4.3.4 活性化試験 (Activity Test)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.5 活性化試験応答 (Activity Test Response)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.19 接続 (Connect)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.21 継続 (Continue)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.26 順方向接続切断 (Disconnect Forward Connection)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.28 エンティティ解放完了 (Entity Released)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.29 暫定接続確立 (Establish Temporary Connection)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.4.3.30 課金イベント通知 (Event Notification Charging) 

a. ＦＥ相互関係：ＳＳＦからＳＣＦ 

 

b. 概要 

このＩＦは、課金イベント通知要求(Request Notification Charging Event)ＩＦを用いてＳＣＦから要

求された、ある特定の課金イベントの発生を報告するために使われる。 

 

c. 情報要素 

 

呼ＩＤ (Call ID) （Ｍ） 

課金イベント種別 (Event Type Charging) （Ｍ） 

課金イベント特有情報 (Event Specific Information Charging)（Ｏ） 

レグＩＤ (Leg ID) （Ｏ） 
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監視モード (Monitor Mode) （Ｏ） 

 

d. ＦＥモデルとのマッピング 

ＳＳＦは、二者間呼セグメントにおいて、ある課金イベントを検出したことによって、このＩＦをＳＣＦ

へ送出する。 

 

▼監視モードが「中断」の時、ＳＳＦは、課金イベント通知(Event Notification Charging)ＩF を用い

てＳＣＦに報告を送出し、その後の指示を待たねばならないが、本仕様では監視モードが「通知および継続」

のみを適用する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

12.4.3.31 ＢＣＳＭイベント報告 (Event Report BCSM)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.4.3.36 イニシャルＤＰ (Initial DP) 

a. ＦＥ相互関係：ＳＳＦからＳＣＦ 

 

b. 概要 

 このＩＦは、ＢＣＳＭ内の任意のＤＰでトリガが検出されたとき、ＳＣＦからの指示を要求するために、

ＳＳＦによって生成される。 

 

c. 情報要素 

 

呼ＩＤ (Call ID) （Ｍ） 

サービスキー (Service Key) （Ｏ） 

ダイヤル番号 (Dialled Digits) （Ｏ） 

着番号 (Called Party Number) （Ｏ） 

発番号 (Calling Party Number) （Ｏ） 

発ユーザ種別 (Calling Partys Category) （Ｏ） 

その他呼情報 (Misc Call Info) （Ｏ） 

端末種別 (Terminal Type) （Ｏ） 

発サブアドレス (Calling Party Sub Address) （Ｏ） 

順方向呼表示 (Forward Call Indicators) （Ｏ） 

伝達能力 (Bearer Capability) （Ｏ） 

ＢＣＳＭイベント種別 (Event Type BCSM) （Ｏ） 

汎用番号 (Generic Number) （Ｏ） 

契約者番号 (Contractor Number) （Ｏ） 

料金区域情報 (Charge Area Information) （Ｏ） 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽ 着ＩＮ番号 (Called IN Number) （Ｏ） △ 

事業者情報転送 (Carrier Information Transfer) （Ｏ） 

付加ユーザ種別 (Additional Partys Category) （Ｏ） 

ＳＳＰ料金区域情報 (SSP Charge Area Information) （Ｏ） 
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d. ＦＥモデルへのマッピング 

 ＳＳＦは、二者間呼セグメント用のＢＣＳＭにおいてＤＰを検出すると、ＳＣＦにこの情報フローを送出

する。 

 

ＳＳＦ事前条件： (1) 発呼手順が起動されている。 

(2) ＤＰにてイベントが検出された。 

(3) ＤＰ基準が合致した。 

(4) ＴＤＰ－Ｒの検出時には、呼セグメントに影響を及ぼす既存の制御相互関

係がない。 

ＳＳＦ事後条件： (1) ＴＤＰ－Ｒの検出により、基本呼処理はＤＰで中断され、制御相互関係が

確立されている。 

ＳＣＦ事前条件： なし。 

ＳＣＦ事後条件： (1) ＳＬＰＩが起動された。 

(2) ＴＤＰ－ＲまたはＥＤＰ－Ｒに対して、ＳＳＦ指示が準備中である。 

 

12.4.3.38 呼セグメント併合 (Merge Call Segments)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.40 レグ移動 (Move Leg)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.51 呼解放 (Release Call)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.53 課金イベント通知要求 (Request Notification Charging Event）【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.54 ＢＣＳＭイベント報告要求 (Request Report BCSM Event）【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.62 課金情報送出 (Send Charging Information) 

a. ＦＥ相互関係：ＳＣＦからＳＳＦ 

 

b. 概要 

▼このＩＦは、ＳＳＦが網特有のＮｏ．７信号方式の料金に関するメッセージを扱う能力がある（ただし、

呼課金の計算、または、課金記録を生成する能力はないかもしれない）時に使用されるが、ＳＣＦの指示に

より当該呼のユーザ課金を非課金とする目的で使用される。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽これは、次の２つの目的で使用され得る。 

－ ＳＳＦが加入者線交換機である時、それが複数の課金パルスまたは、いくつかのＮｏ．７信号方式の

料金に関するメッセージを受信したかのように動作することができる。また、ＳＳＦが中継交換機で

ある場合は、それが複数の課金パルスまたは、いくつかのＮｏ．７信号方式の料金に関するメッセー

ジをＡ話者側の加入者交換機に対して送信することができる。 

－ 課金イベントとみなされるＮｏ．７信号方式の料金に関するメッセージが、ＥＤＰ－Ｒ（中断）とし

て要求される時にもまた使用される。 このＩＦの結果は、以下のいずれかの結果をとりうる。パラ

メータを多少変更する可能性はあるが、通常のＮｏ．７信号方式の料金に関するメッセージ処理を継

続する（つまり、Ｎｏ．７信号方式の料金に関するメッセージを順方向に転送する）。あるいは、Ｎ

ｏ．７信号方式の料金に関するメッセージの受信に対する確認を行う（すなわち、Ｎｏ．７信号方式

のＡＣＫメッセージを返信する）。この呼モデルにおいては、課金関連イベントのＤＰは定義されて

いないことに注意すること。 

 

注： このＩＦは、網特有の課金方式が取られているときに使われる。例えば、このＩＦが、課金を開始し
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なければならないことを指示する時、そして、ＳＳＦが関門または中継交換機であるならば、課金の開始を

指示するための応答メッセージを送出することを示唆し得る。△ 

 

c. 情報要素 

 

料金課金関連特有情報 (Billing Charging Characteristics)（Ｍ） 

呼ＩＤ (Call ID) （Ｍ） 

▼課金対象者 (Party To Charge) （Ｍ）▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

d. ＦＥモデルへのマッピング 

このＩＦは、ある二者間の呼セグメントに対するＳＣＦ－ＳＳＦ間の既存の制御相互関係のコンテキスト

に適用される。 

 

12.4.3.78 暫定接続起動 (Initiate Temporary Connections)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.79 呼セグメント併合応答 (Merge Call Segments Response) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.80 レグ移動応答 (Move Leg Response)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.4.4 ＳＳＦ／ＣＣＦからＳＣＦへの情報フローの情報要素の説明 

12.4.4.2 付加発番号 (Additional Calling Party Number)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.4 全呼セグメント (All Call Segments)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.5 アシストＳＳＦ／ＳＲＦルーチングアドレス (Assisting SSF/SRF Routing Address) 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.6 関連呼セグメント (Associated Call Segment)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.9 ＢＣＳＭイベント表 (BCSM Event List)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.11 伝達能力 (Bearer Capability)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.12 料金課金関連特有情報 (Billing Charging Characteristics) 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.15 呼ＩＤ (Call ID)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.18 呼セグメントＩＤ (Call Segment ID)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.22 着番号 (Called Party Number)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.27 発番号 (Calling Party Number)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.28 発サブアドレス (Calling Party Sub-address)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.29 発ユーザ種別 (Calling Partys Category)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.31 理由表示 (Cause)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.36 接続時間 (Connect Time)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.38 相関ＩＤ (Correlation ID)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.42 ＣＳ失敗 (CS Failure)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.44 ルーチング対地アドレス (Destination Routing Address) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.45 ダイヤル番号 (Dialled Digits)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.47 ＢＣＳＭイベント特有情報 (Event Specific Information BCSM) 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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12.4.4.48 課金イベント特有情報 (Event Specific Information Charging)  

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.49 ＢＣＳＭイベント種別 (Event Type BCSM)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.50 課金イベント種別 (Event Type Charging)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.58 順方向呼表示 (Forward Call Indicators)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.65 汎用番号 (Generic Number)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.70 イニシャル呼セグメント (Initial Call Segment)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.72 ＩＳＤＮアクセス関連情報 (ISDN Access Related Information) 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.74 レグＩＤ (Leg ID)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.78 その他呼情報 (Miscellaneous Call Info)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.80 監視モード (Monitor Mode)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.82 新規呼セグメント (New Call Segment)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.88 課金対象者 (Party To Charge)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.93 解放理由 (Release Cause)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.103 ＳＣＦ ＩＤ (SCF ID)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.104 課金イベントリスト (Sequence of Charging Event)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.4.4.106 サービス相互動作表示 (Service Interaction Indicators) 

 ▼このＩＥは、網ベースのサービスの制御に必要な表示を含んでいる。 

ＳＣＦからＳＳＦへのサービス相互動作表示ＩＥの詳細 

制御情報 値 

着ＩＮ番号表示制限表示 － 表示可 

－ 表示不可（デフォルト） 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

12.4.4.107 サービスキー (Service Key)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.110 ソース呼セグメント (Source Call Segment)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.115 ターゲット呼セグメント (Target Call Segment)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.117 端末種別 (Terminal Type)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.126 料金区域情報(Charge Area Information)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.127 契約者番号(Contractor Number)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.128 解放条件 (Release Condition)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.129 着ＩＮ番号 (Called IN Number)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.130 付加ユーザ種別 (Additional Partys Category)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.131 事業者情報転送 (Carrier Information Transfer)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.132 発信者番号非通知理由 (Cause of No ID)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.133 ＳＳＰ料金区域情報 (SSP Charge Area Information)  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.10 情報要素割当規則 

12.10.1 ＳＳＦ／ＣＣＦからＳＣＦへの情報フロー 

 表 2-12-1/NTT-Q1228-b に、各トリガから起動されるイニシャルＤＰ(Initial DP)ＩＦに含まれる情報素
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について示す。 

 

▼ 

表２―１２－１／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ 

各トリガから起動されるイニシャルＤＰ (Initial DP)ＩＦに含まれる情報要素 

 

トリガ 情報要素 

発呼分析完了 

ＤＰ１ 

サービスキー (Service Key) 

発番号 (Calling Party Number) 

発ユーザ種別 (Calling Party Category) 

その他呼情報 (Misc Call Info) 

端末種別 (Terminal Type) 

発サブアドレス (Calling Party Sub Address) 

順方向呼表示 (Forward Call Indicators) 

ベアラ能力 (Bearer Capability) 

ＢＣＳＭイベント種別 (Event Type BCSM) 

汎用番号 (Generic Number) 

契約者番号 (Contractor Number) 

料金区域情報 (Charge Area Information) 

事業者情報転送 (Carrier Information Transfer) 

付加ユーザ種別 (Additional Partys Category) 

ＳＳＰ料金区域情報 (SSP Charge Area Information) 

情報分析完了 

ＤＰ３ 

サービスキー (Service Key) 

ダイヤル番号 (Dialled Digits) 

着番号 (Called Party Number) 

発番号 (Calling Party Number) 

発ユーザ種別 (Calling Partys Category) 

その他呼情報 (Misc Call Info) 

端末種別 (Terminal Type) 

発サブアドレス (Calling Party Sub Address) 

順方向呼表示 (Forward Call Indicators) 

ベアラ能力 (Bearer Capability) 

ＢＣＳＭイベント種別 (Event Type BCSM) 

汎用番号 (Generic Number) 

契約者番号 (Contractor Number) 

料金区域情報 (Charge Area Information) 

事業者情報転送 (Carrier Information Transfer) 

付加ユーザ種別 (Additional Partys Category) 

ＳＳＰ料金区域情報 (SSP Charge Area Information) 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 
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付属資料 Ｅ   ＳＳＦ／ＳＣＦ相互関係シナリオ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

付属資料 Ｆ   ＢＣＳＭ ＳＤＬ図  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

第２編 付録 III   信号網接続の基本手順の補足説明  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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第３編 物理プレーン (Physical Plane)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

1. 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2. 要求条件と仮定 

2.1 要求条件 

物理プレーンアーキテクチャの鍵となる要求条件は以下の通りである。 

－ 能力セット２の分散機能プレーンにおける機能エンティティを、能力セット２の

物理エンティティ上に配置することができる。 

－ １つあるいはそれ以上の機能エンティティを、同じ物理エンティティ上に配置し

てもよい。 

－ １つの機能エンティティを２つの物理エンティティ間に分割することはできない。

（すなわち、機能エンティティは１つの物理エンティティ内に完全に配置され

る。） 

－ 機能エンティティの二重のインスタンスを、同一の物理エンティティではなく、

異なる物理エンティティに配置することができる。 

－ 物理アーキテクチャを形成するため、物理エンティティをまとめることができる。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽－ 物理エンティティは標準のインタフェースを提供してもよい。 

－ 機能エンティティのマッピングと標準のインタフェースにもとづいた物理エンテ

ィティを、ベンダが開発できなければならない。 

－ 完成された技術と利用できるようになった新技術を、ベンダがサポートできなけ

ればならない。△ 

 

2.2 仮定  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3. 物理エンティティ（ＰＥ） 

この節は、信号網接続による能力セット２をサポートするためのＰＥの選択を記述する。

その選択は、能力セット２をサポートするための他のどんなＩＮ ＰＥのアプリケーション

を除外もしくは禁止するものではない。 

 

a) サービス交換局（ＳＳＰ） 

ユーザに網へのアクセスを提供し（ＳＳＰが加入者線交換機の場合）、必要な交

換機能を実行することに加え、ＳＳＰはＩＮ能力のセットへのアクセスを可能にす

る。ＳＳＰはＩＮベースサービスへの要求を検出するための検出能力を含む。それ

はまた、サービス制御機能（ＳＣＦ）を含むサービス制御局（ＳＣＰ）のような他

のＰＥと通信する能力や、他のＰＥからの命令に応答する能力を含む。機能上、Ｓ

ＳＰは呼制御機能（ＣＣＦ）、サービス交換機能（ＳＳＦ）、そして、ＳＳＰが加

入者線交換機であれば、呼制御エージェント機能（ＣＣＡＦ）を含む。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽それはまた、オプションで特殊リソース機能（ＳＲＦ）を含むかもしれない。

△ 
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c) サービス制御局（ＳＣＰ） 

ＳＣＰは、ＩＮベースサービスを提供するために使用されるサービス論理プログ

ラム（ＳＬＰ）とデータを含む。ＳＣＰは信号網によってＳＳＰに接続される。サ

ービスの信頼性を改善し、ＳＣＰ間で分担する負荷を少なくするために、複数のＳ

ＣＰが同一のＳＬＰとデータを含むかもしれない。機能上、ＳＣＰはＳＣＦとＳＤ

Ｆを含む。ＳＣＰはまた、ＳＳＰの中継機能を経由してＩＰに接続することもでき

る。 

 

e) インテリジェントペリフェラル（ＩＰ） 

ＩＰはカスタマイズされ結合された音声アナウンスや音声認識、ＤＴＭＦディジ

ット収集のようなリソースを提供し、ユーザをこれらのリソースに接続するための

交換マトリクスを含む。ＩＰはユーザと網との間の柔軟な情報相互動作をサポート

する。機能上、ＩＰはＳＲＦを含む。ＩＰは直接１つあるいはそれ以上のＳＳＰに、

そして／あるいは信号網に接続されるかもしれない。 

ＳＣＰは、サービスの要求が検出されたところから、ＳＳＰに接続されているＩ

Ｐ内にあるリソースへユーザを接続するように、ＳＳＰに要求することができる。

ＳＣＰはまた、別のＳＳＰに接続されているＩＰ内にあるリソースへユーザを接続

するように、ＳＳＰに要求することもできる。 

 

4. マッピングの要求条件  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

5. 分散機能プレーンの物理プレーンへのマッピング  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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第４編  信号網接続用プロトコル 

 

1. 概説  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.  概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.  通信サービスのためのインタフェース標準 

3.1  概要 

3.1.1  定義方法  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

3.1.2  物理的シナリオ例 

プロトコルは機能エンティティから物理エンティティ（ＰＥ）への任意のマッピングをサポートする。

これは、網運用者の間でもまた製造業者の間でも様々なので、どのように適切にＦＥを配備するかは、網

運用者や装置製造業者にまかされている。それ故プロトコルは、最大限の分散を想定して定義される（す

なわちＦＥ毎に１つのＰＥ）。 

この節で描く図は、どのようにＩＮＡＰがＮｏ．７共通線信号網環境でサポートされるかを示す。▼網

Ｂ内のＩＰ接続のための網ＡとのインタフェースはＩＳＵＰのみを許容する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽これは、ＩＮＡＰをサポートする網間プロトコルとしてＮｏ．７信号方式だけが使用されることを意

味しているわけではない。△ 

以降の図の中でＴＣとあるのは、単一の対話およびトランザクションと対応したＴＣの機能（ＴＣエン

ティティではない）を示しているものと理解する。 

もしＩＮＡＰメッセージの分割／組立てがメッセージ長の理由から要求される場合、ＮＴＴ－Ｑ７１４

に規定するＳＣＣＰコネクションレスメッセージの分割／組立て手順を用いるべきである。 

シナリオ例は、物理エンティティとしてのＣＣＦ、ＳＳＦ、ＳＲＦ機能エンティティのサポートを示し、

図 4-3-1/NTT-Q1228-b で説明する。 

 

図４－３－１／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.1.3 ＩＮＡＰプロトコルアーキテクチャ 

この節で使われている用語の多くは、ＩＳＯ ＩＳ－９５４５で定義されているＯＳＩアプリケーショ

ンレイヤ構造に基づいている。 

ＩＮＡＰプロトコルアーキテクチャは、図 4-3-2/NTT-Q1228-b で示している。 

一つの物理エンティティは、他の物理エンティティと単一の相互動作を持つ（ケースａ）かあるいは、

複数の調整された相互動作を持つ（ケースｂ）。 

ケースａにおいてＳＡＣＦは、使用しているＡＳＥ間の調整機能を提供する。それは、ＡＳＥによって

サポートされるオペレーションの（受信プリミティブの順序に基づいた）順序づけを含む。ＳＡＯはＳＡ

ＣＦと、一対のＰＥの間の単一の相互動作上で用いられるＡＳＥのセットを示している。 

ケースｂにおいて、ＭＡＣＦはＳＡＯの間の調整機能を提供し、各ＳＡＯは、リモートＰＥのＳＡＯと

相互動作をする。 

各ＡＳＥは、１つあるいは、それ以上のオペレーションをサポートする。各オペレーションの記述は、

関連するＦＥモデルの動作（本標準の第２編と本編第３章を参照）に結びつけられている。各オペレーシ

ョンは、図 4-3-3/NTT-Q1228-b で記述されるＯＰＥＲＡＴＩＯＮマクロを用いて規定されるシリーズ（ト
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ランザクション機能）で定義されているように）アプリケーションコンテキスト（ＡＣ）ネゴシエーショ

ンメカニズムの使用は、通信している２つのエンティティが、それぞれの能力が何であるのか、またイン

タフェース上で必要とされる能力は何であるべきかを正確に識別することを可能とする。これは、段階的

なＩＮ能力セットの発展を許容するために使用されるべきである。 

▼網Ａからの開始メッセージに設定されるＡＣは、あらかじめ事業者間の契約において決められた値が

設定される。網Ｂは受信開始メッセージ内のＡＣ値が契約している条件あった場合には、最初の応答

メッセージに同一のＡＣを設定して返送しなければならない。ＡＣの設定条件、送信方法はＮＴＴ－

Ｑ７７Ｘに従う。ただし、網Ｂからの代替のＡＣ返送による網Ａでの代替ＡＣでの動作手順について

はサポートしない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定してない】 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽特定のアプリケーションコンテキストの表示が、通信している一対のＦＥによってサポートされなけれ

ば、前もってコンテキストを定めておくための何らかのメカニズムが、サポートされなければならない。△ 

図４－３－２／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

図４－３－３／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.1.3.1 ＮＯ．７信号方式のＩＮＡＰ信号輻輳制御  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.1.4 ＩＮＡＰアドレッシング 

ＳＣＣＰグローバルタイトルとＭＴＰ信号局コードアドレッシング（ＮＴＴ－Ｑ７１０シリーズ（信号

接続制御部）とＮＴＴ－Ｑ７００シリーズ（メッセージ転送部）参照）は、ＰＤＵが物理的な宛先（すな

わち、正しい信号局コード）に、それがどの網にあるにもかかわらず到達することを保証する。  

▼ＩＮ能力セット２において網間で用いられるＳＳＮは１つである。ＳＳＮ値については、ＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｑ７１０シリーズで規定されている“国内用ＩＮＡＰ（10111111）”を用いる。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

上記にかかわらず、ＳＣＣＰによってサポートされる任意のアドレッシング機構が使われてもよい。 

 

3.1.5 本標準第２編と本編との相互関係  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.1.6  ＩＮＡＰに使用されるコンパチビリティメカニズム 

3.1.6.1 概説  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.1.6.2 ＩＮＡＰコンパチビリティメカニズムの定義 

3.1.6.2.1 ＩＮＡＰへのメジャー追加手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.1.6.2.2   ＩＮＡＰへのマイナー追加手順 

拡張メカニズムマーカは、ＩＮＡＰへの将来的な標準のマイナー追加のために使用されるべきである。

また、拡張フィールドへのＴＴＣ独自パラメータの追加を、ＩＮＡＰへの将来的な標準のマイナー追加の

ために使用しても良い。 

拡張メカニズムマーカのメカニズムは、タイプ定義に「拡張マーカ（extensions marker）」を含むこと

により異なった拡張を実施する。その拡張は、マーカの後ろに置かれたオプションフィールドにより表現

される。あるエンティティがマーカの後ろに存在する認識不可のパラメータを受け取った時、それらのパ
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ラメータは無視される（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６８Ｘ参照）。 

▼「拡張マーカ（extension marker）」の後ろに存在する認識不可パラメータを無視するメカニズムは

保持しない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

拡張パラメータのメカニズムについては、次節を参照。ＴＴＣ固有拡張による拡張フィールド識別値

（ExtensionField の type パラメータ値）は、網特有拡張フィールドとの衝突を避けるために、ローカル

値（整数型）の負値を付与する。 

マイナーなパラメータ追加としては、既存オペレーションへの新規パラメータの追加を「拡張マーカ

（extensions marker）」の後ろに追加する場合（但し、ＩＴＵ－Ｔ ＩＮＡＰからダウンストリームされ

たＴＴＣ規定オペレーションの場合は、ＩＴＵ－Ｔ規定の同オペレーションの中で未使用なパラメータを

新規に追加する場合のみが許容される）、あるいは TTC 独自のパラメータを拡張フィールドに追加する場

合（criticality は必ず ignore として規定されなければならない）がある。 

 

3.1.6.2.3   ＩＮＡＰへの網特有追加の包括手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.2  ＳＡＣＦ／ＭＡＣＦ規則 

3.2.1 ＴＣ ＡＣの反映 

ＴＣアプリケーションコンテキストネゴシエーション規則は、提案されたＡＣが、受け付けられれば、

最初の逆方向メッセージに反映されることを要求する。 

▼もし、起動側が提供したＡＣと異なるＡＣが応答側から提供された場合、起動側は当該対話を解放する。

▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽もしそのＡＣが受け付けられず、ＴＣユーザが対話を続けようとしなければ、新しい対話を始めるのに

用いる代わりのＡＣを起動側に提供してよい。△ 

ＴＣ ＡＣネゴシエーションは、ＳＣＦインタフェースにのみ適用する。 

ＴＣ ＡＣネゴシエーションメカニズムのより詳細な記述については、ＮＴＴ－Ｑ７７Ｘシリーズ（ト

ランザクション能力）を参照のこと。 

 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△が規定されている】 

▽3.2.2 オペレーションの直列／並列実行 

オペレーションが順番に実行されるか並列（同時）に実行されるかを区別する必要がある場合がある。 

オペレーションが同時に実行されるべきことを示す方法は、同じメッセージにそれらのオペレーション

を含むことである。この場合オペレーションの一つが、いくつかの他のオペレーションが、ある程度進行

するか完了するまで実行してはいけない場合、送信ＰＥ（通常ＳＣＰ）は２つの分離したメッセージでオ

ペレーションを送ることによってこの制御ができる。 

この方法は、同じメッセージで送信される全てのオペレーションを必ず同時に実行すべきであることは

意味しない。しかし同時実行が意味をなす所ではオペレーションを同時に行うべきであることを単に意味

する。 

上で言及した一般規則と３章で明記したＦＥ特有規則に矛盾がある場合、一般規則に優先してＦＥ特有

規則を用いる。△ 
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4 共通 ＩＮ能力セット２ 型定義(Common IN CS2 Types) 

4.1 データ型 

-- 以下は共通データ型の定義である。 

 

-- 網運用者特有または網運用者オプションと記述された部分については、特に説明が無い場合は、  

-- 網Ａ、網Ｂそれぞれの網運用者が協議の上で使用方法を決定するものとする。  

 

TTC-IN-CS2-datatypes {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0)

  

 in-cs2-datatypes (0)  version3(2)}  

 

DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::= 

BEGIN 

IMPORTS 

classes   

FROM  TTC-IN-CS2-object-identifiers  

{ itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0)  

 in-cs2-object-identifiers(7)  version3(2) }  

   

 EXTENSION, 

  PARAMETERS-BOUND, 

  SupportedExtensions { }, 

TTCSupportedExtensions { }  

FROM TTC-IN-CS2-classes classes; 

 

AdditionalCallingPartyNumber  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= Digits {bound} 

-- 付加発番号を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。 

ApplicationTimer ::=INTEGER (0..2047) 

-- ＳＳＦ内のタイマを設定するため、ＳＣＦにより使用される。タイマは秒単位。 

-- ▼ＮＴＴ網を制御する際の特有条件として ApplicationTimerにて指定可能なタイマ値の範囲は 

-- ３～１７５秒である▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２８８－ｂでは▼▲を規定していない】 

AssistingSSPIPRoutingAddress  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= Digits {bound} 

-- アシスト手順のためのＳＲＦへのルーチングアドレスを示す。 

 

BCSMEvent  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 eventTypeBCSM [0] EventTypeBCSM, 

 monitorMode [1] MonitorMode, 

 legID [2] LegID OPTIONAL, 

 dpSpecificCriteria [30] DpSpecificCriteria {bound} OPTIONAL 

 } 

-- 監視のためのＢＣＳＭイベント情報を示す。 

 

BearerCapability  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= CHOICE { 
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 bearerCap [0] OCTET STRING (SIZE(2..bound.&maxBearerCapabilityLength)), 

 tmr [1] OCTET STRING (SIZE(1)) 

 } 

-- ▼ユーザへのコネクションの伝達能力の種別を示す。伝達能力(bearerCapability)には、 

-- ＤＳＳ１（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１）の符号化を使用できる。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

-- 通信路要求表示(tmr)の符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３ 通信路要求表示パラメータ 

-- を参照。 

-- ▼BearerCapabilityパラメータの指定においては、常に通話路要求表示（tmr）が適用される。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

CalledPartyNumber  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE 

     (bound.&minCalledPartyNumberLength..bound.&maxCalledPartyNumberLength)) 

-- 着番号を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。 

-- initalDP中の dialedDigitsとして使用される場合、ＮＴＴ－Ｑ７６３に規定される着番号に  

-- おいて留保されている以下のコードが、それぞれ付記される意味を示すために使用され得る。  

-- d)番号計画表示  

--  000 留保（不定）  

--  101 国内使用のため留保（私設番号計画）  

 

CallingPartyNumber  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE ( 

       bound.&minCallingPartyNumberLength..bound.&maxCallingPartyNumberLength)) 

-- 発番号を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。 

 

CallingPartySubaddress  {PARAMETERS-BOUND :bound} ::= 

 OCTET STRING( SIZE( bound.&minCallingPartySubaddressLength.. 

                              bound.&maxCallingPartySubaddressLength )) 

-- 発サブアドレスを示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。 

 

CallingPartysCategory ::= OCTET STRING (SIZE(1)) 

-- 発信者の種別（例えば オペレータ、公衆電話、普通の加入者）を示す。 

-- 符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。 

 

CallSegmentID  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= INTEGER (1..bound.&numOfCSs) 

initialCallSegment INTEGER ::= 1 

-- イニシャル呼セグメント（ＣＳ）は、ＣＳＡが生成された時に存在したＣＳ、即ち、トリガが検出され 

-- たＣＳを表わす。 

 

Cause  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE (minCauseLength.. 

       bound.&maxCauseLength)) 

-- インタフェース関連情報の理由表示を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３理由表示パラ 

-- メータを参照。 

-- 理由表示と生成源の値の使用についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ８５０を参照。 

 



 技別 19-121    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

ChargingEvent  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 eventTypeCharging [0] EventTypeCharging {bound}, 

 monitorMode [1] MonitorMode, 

 legID  [2] LegID OPTIONAL 

 } 

 

-- このパラメータは、課金イベント種別と、対応する監視モードとレグＩＤを示す。 

 

 

CorrelationID {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= Digits {bound} 

-- 以前のオペレーションと相関を持たせるために、ＳＣＦにより使用される。このパラメータに関連 

-- する手順の記述は 17章を参照。 

 

CriticalityType ::= ENUMERATED { 

  ignore(0), 

  abort(1) 

  }  

-- ExtensionField（後述）の中で用いられる。ExtensionFieldの直後のコメントを参照のこと。  

 

DestinationRoutingAddress {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE SIZE(1) 

                                                         OF CalledPartyNumber {bound} 

-- 着番号を示す。 

Digits {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= 

               OCTET STRING (SIZE (bound.&minDigitsLength..bound.&maxDigitsLength)) 

-- アドレスシグナリングディジットを示す。 

-- 符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３汎用番号と汎用ディジットパラメータを参照。汎用番号の 

-- 中の「番号情報識別子」と汎用ディジットの中の「ディジット種別」のサブフィールドの符号化は 

-- ＩＮＡＰに無関係であり、ＡＳＮ．１タグはパラメータを識別するためには十分である。 

-- ＩＳＵＰフォーマットはこれらのサブフィールドを取り除くことは許容しない、従って値は 

-- 網運用者特有である。 

-- 次のパラメータは汎用番号を使うべきである: 

-- 暫定接続確立(EstablishTemporaryConnection)オペレーションおよび暫定接続起動  

-- (InitiateTemporaryConnections)オペレーションのアシストＳＳＰ－ＩＰ  

-- ルーチングアドレス(AssistingSSPIPRoutingAddress)、 

-- 付加発番号(addtionalCallingPartyNumber)。  

-- ▼接続(Connect)オペレーション、▲暫定接続確立(EstablishTemporaryConnection)オペレーション、 

-- および暫定接続起動(InitiateTemporaryConnections)オペレーションの相関 ID（correlationID）は、 

-- 汎用ディジットを使うべきである。  

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

DpSpecificCriteria::= CHOICE { 

  applicationTimer [1] ApplicationTimer 

  } 
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-- ＳＣＦは無応答イベントのためにＳＳＦ内にタイマを設定してもよい。もしユーザが割り当て時間内に 

-- 呼に応答しない場合、ＳＳＦはＳＣＦにイベントを通知する。 

 

EventSpecificInformationCharging {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING ( SIZE 

(bound.&minEventSpecificInformationChargingLength..bound.&maxEventSpecificInformationChargingLe

ngth)) 

 

-- このパラメータはイベント特有の課金関連情報を示す。 

-- その内容はＴＴＣ特有または網運用者特有である。本 OCTET STRING型内部の値フィールド部分  

-- の符号化は付属資料Ｄを参照。   

 

EventSpecificInformationBCSM {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= CHOICE { 

 oCalledPartyBusySpecificInfo [3] SEQUENCE { 

   busyCause [0] Cause {bound} OPTIONAL, 

   ... 

   }, 

 oNoAnswerSpecificInfo [4] SEQUENCE { 

   --特定の情報は定義されていない -- 

   ... 

   }, 

 oAnswerSpecificInfo [5] SEQUENCE { 

 --特定の情報は定義されていない --   

   ... 

   }, 

 oDisconnectSpecificInfo [7] SEQUENCE { 

   releaseCause [0] Cause {bound}        OPTIONAL, 

   connectTime [1] Integer4 OPTIONAL, 

    ... 

   }, 

 oAbandon [21] SEQUENCE { 

   abandonCause [0] Cause {bound} OPTIONAL, 

   ... 

   }, 

 } 

-- イベントに特有な呼関連情報を示す。 

-- ▼接続時間(connectTime)は、着信者から応答表示を受信してから発側－切断(ODisconnect)イベントで 

-- コネクションを解放するまでの間の期間を示す。 

-- 接続時間(connectTime)の単位は１００ミリ秒である。 

-- 無応答イベント報告時および応答イベント報告時にそれぞれ oNoAnswerSpecificInfo,  

-- oAnswerSpecificInfoパラメータを選択して送信することはない。▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

EventTypeBCSM ::= ENUMERATED { 

 origAttemptAuthorized(1), 
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 analysedInformation(3), 

 oCalledPartyBusy(5), 

 oNoAnswer(6), 

 oAnswer(7), 

 oDisconnect(9), 

 oAbandon(10) 

 } 

-- ＢＣＳＭ検出ポイントイベントを示す。イベントについての詳細な情報は本標準第２編を参照のこと。 

-- 発呼分析完了(origAttemptAuthorized)、情報分析完了(analysedInformation)の値はＴＤＰに対しての

み  

-- 使用可能である。 

 

EventTypeCharging {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING ( 

  SIZE(bound.&minEventTypeChargingLength..bound.&maxEventTypeChargingLength)) 

-- このパラメータは課金イベント種別を示す。 

-- その内容はＴＴＣ特有または網運用者特有である。本 OCTET STRING型内部の値フィールド部分  

-- の符号化は付属資料Ｄを参照。   

 

ExtensionField {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 type EXTENSION.&id ({TTCSupportedExtensions {bound} | SupportedExtensions {bound}}),  

   -- ＥＸＴＥＮＳＩＯＮ型の値を識別する 

 criticality CriticalityType DEFAULT ignore, 

 value [1] EXTENSION.&ExtensionType ({TTCSupportedExtensions {bound}  

                                      | SupportedExtensions{bound}}{@type} )  

 } 

-- このパラメータはアーギュメントデータ型の拡張を示す。その内容は網運用者特有である。 

-- また、その内容はＴＴＣ特有としても使用される。                           

-- criticalityパラメータによるクリティカリティ動作は、拡張フィールド内の typeパラメータに設定さ

れる  

-- 拡張識別値が認識できない場合、criticalityが「ignore」であれば、当該拡張フィールドはなかったも

の  

-- と解釈し、criticalityが「abort」であれば、U-ABORTによりダイアログを解放する。  

 

ForwardCallIndicators ::= OCTET STRING (SIZE(2)) 

-- 順方向呼表示を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。 

 

GenericNumber  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE( 

     bound.&minGenericNumberLength..bound.&maxGenericNumberLength)) 

-- 符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３汎用番号を参照。 

GenericNumbers {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SET 

 SIZE(1..bound.&numOfGenericNumbers) OF GenericNumber {bound} 

 

Integer4 ::= INTEGER(0..2147483647) 
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ISDNAccessRelatedInformation {PARAMETERS-BOUND:bound} ::= OCTET STRING ( 

 SIZE(bound.&minISDNAccessRelatedInformationLength 

  ..bound.&maxISDNAccessRelatedInformationLength)) 

-- 着側ユーザ網インタフェースに関連する情報を示す。符号化はＮＴＴ－Ｑ７６３アクセス 

-- 転送パラメータを参照。 

LegID ::= CHOICE { 

 sendingSideID  [0] LegType, 

 receivingSideID [1] LegType 

 } 

-- 呼内の特定の話者への参照を示す。 

-- レグ ID（LegID）が OPTIONALの場合は、以下のいずれかを意味する。 

-- 呼内に一者のみが存在する場合には、このパラメータは不要である（曖昧でないため）。 

-- 呼内に二者以上存在する場合には、次のいずれか一つを適用する。 

-- １．レグ ID（LegID）を指定し、どの話者が関与するかを示す。 

-- ２．レグ ID（LegID）を指定せず、デフォルト値が想定される。 

-- 上記１、２の適用に関しては、本標準においてデフォルト値が明確に規定されない場合は上記１を適用  

--するべきである。  

 

LegType ::= OCTET STRING (SIZE(1)) 

leg1 LegType ::= '01'H 

leg2 LegType ::= '02'H 

 

MiscCallInfo ::= SEQUENCE { 

 messageType [0] ENUMERATED { 

    request(0), 

    notification(1) 

   }, 

dpAssignment [1] ENUMERATED { 

    individualLine(0), 

    officeBased(2) 

   } OPTIONAL 

 } 

-- 検出ポイント関連情報を示す。 

 

MonitorMode  ::= ENUMERATED { 

 interrupted(0), 

 notifyAndContinue(1), 

 transparent(2) 

 } 

-- イベントが、ＳＳＰによって、中継されるかまたは処理されるかを示す。 

-- ＢＣＳＭイベントのコンテキスト内でのこのパラメータの使用については 17章を参照。 

 

Reason {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING(SIZE( 

  bound.&minReasonLength..bound.&maxReasonLength)) 



 技別 19-125    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

 

SCIBillingChargingCharacteristics {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE ( 

  bound.&minSCIBillingChargingLength..

 bound.&maxSCIBillingChargingLength)) 

-- このパラメータは料金関連と課金関連の両方またはいずれかの特有情報を示す。 

-- その内容はＴＴＣ特有または網運用者特有である。本 OCTET STRING型内部の値フィールド部分  

-- の符号化は付属資料Ｄを参照。   

 

ScfID {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE(bound.&minScfIDLength 

                                                                ..bound.&maxScfIDLength)) 

-- 網Ｂの網運用者により定義される。 

-- ＳＣＦ識別子を示す。 

-- 要求したＦＥと指定されたＳＣＦの間のコネクションを確立するためのＳＣＦのＩＮＡＰアドレス 

-- を導き出すために使用される。 

-- ScfIDのあり得る符号化は、ＮＴＴ－Ｑ７１３に定義されているＳＣＦのＳＣＣＰアドレスで 

-- ある。また、他の符号化方式も可能である。 

 

ServiceKey ::= Integer4 

-- ＳＣＦが適切なサービス論理を選択できるようにするための情報である。 

-- ▼ＮＴＴ網から通知される ServiceKeyパラメータの値は、常に０～９９９の範囲である。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂには▼▲を規定していない】 

 

ServiceInteractionIndicatorsTwo::= SEQUENCE { 

        allowedCdINNoPresentaionInd     [7] BOOLEAN OPTIONAL, 

        ... 

} 

-- ＩＮベースサービスと網ベースサービス間、異なるＩＮサービス間の相互動作を解決するために 

-- ＳＳＰとＳＣＰの間で交換される情報を示す。 

 

TerminalType ::= ENUMERATED { 

 unknown(0), 

 dialPulse(1), 

 dtmf(2), 

 isdn(3), 

 spare(16) 

 } 

-- ＳＣＦがＳＲＦに対して適切な能力種別（音声認識、DTMF、表示能力、その他）を指定できるよう 

-- にするための端末種別を示す。 

-- 現在の信号方式は端末種別を運ばないため、このパラメータは発信側または着信側の加入者線交換機に 

-- 対してのみ適用される。 

 

UnavailableNetworkResource ::= ENUMERATED { 

   unavailableResources(0), 

   componentFailure(1), 
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   basicCallProcessingException(2), 

   resourceStatusFailure(3), 

   endUserFailure(4) 

   } 

-- 失敗した網リソースを示す。 

 

-- ＴＴＣ固有の共通データ型  

 

TtcAdditionalPartysCategory {PARAMETERS-BOUND:bound} ::= OCTET STRING (  

 SIZE(bound.&minTtcAdditionalPartysCategoryLength..bound.&maxTtcAdditionalPartysCategoryLength

))  

-- 付加ユーザ種別を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３付加ユーザ種別パラメータ  

-- を参照。    

-- ▼ 

TtcCarrierInformation {PARAMETERS-BOUND:bound} ::= CHOICE {  

 ttcCarrierInformationTransfer [0] TtcCarrierInformationTransfer {bound}  

}      

-- ▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

TtcCarrierInformationTransfer {PARAMETERS-BOUND:bound} ::= OCTET STRING (  

 SIZE(bound.&minTtcCarrierInformationTransferLength..bound.&maxTtcCarrierInformationTransferLe

ngth))  

-- 事業者情報転送を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３事業者情報転送パラメータ  

-- を参照。    

TtcContractorNumber {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING  

       (SIZE (bound.&minTtcContractorNumberLength..bound.&maxTtcContractorNumberLength))  

-- 契約者番号を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３契約者番号  

--- パラメータを参照。  

 

TtcChargeAreaInformation {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE  

 (bound.&minTtcChargeAreaInformationLength..bound.&maxTtcChargeAreaInformationLength))  

-- 料金区域情報を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３料金  

-- 区域情報パラメータを参照。    

 

TtcCalledINNumber  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE  

 (bound.&minCalledPartyNumberLength..bound.&maxCalledPartyNumberLength))  

-- 着ＩＮ番号を示す。符号化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３着ＩＮ番号  

-- を参照。    

 

TtcCauseOfNoID {PARAMETERS-BOUND:bound} ::= OCTET STRING (  

 SIZE(1..bound.&maxTtcCauseOfNoIDLength))   

-- 発信者番号非通知理由を示す。 符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３－ａ発信者番号非通知理由  

-- パラメータを参照。  
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ITCParameters {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE {   

 newCallSegment [0] CallSegmentID  { bound },   

 assistingSSPIPRoutingAddress [1] AssistingSSPIPRoutingAddress  { bound },   

 correlationID [2] CorrelationID  { bound } OPTIONAL,   

 scfID [3] ScfID  { bound } OPTIONAL,   

 releaseCondition [4] ReleaseCondition { bound } DEFAULT   

                                         specifiedCallSegmentID : initialCallSegment,  

 extensions [5] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions)  OF   

ExtensionField {bound}  OPTIONAL,   

 ttcCarrierInformation [6] TtcCarrierInformation{bound} OPTIONAL,  

  ...        

}        

-- 暫定接続起動パラメータを示す。  

-- ▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

ReleaseCondition {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= CHOICE {      

 specifiedCallSegmentID [0] CallSegmentID  { bound }       

 }        

-- 解放条件を示す       

 

-- 定数範囲の定義は以下の通りである。 

minCauseLength INTEGER ::= 2 

 

END 

 

4.2 エラー型  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.3 オペレーションコード  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.4 エラーコード  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.5 クラス 

TTC-IN-CS2-classes {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0)  

 in-cs2-classes (4)  version3(2)}  

 

-- ▼ 

DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::= 

-- ▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

BEGIN 

 

IMPORTS 

 id-rosObject-scf, 

 id-rosObject-ssf, 
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 ros-InformationObjects, 

 ssf-scf-Protocol, 

 datatypes 

FROM TTC-IN-CS2-object-identifiers {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) 

jt-q1228-b(2)  

 modules(0) in-cs2-object-identifiers(7)  version3(2)}  

ROS-OBJECT-CLASS,  

Code  

FROM Remote-Operations-Information-Objects ros-InformationObjects 

 ttcInCs2SsfToScfGeneric   

FROM TTC-IN-CS2-SSF-SCF-pkgs-contracts-acs ssf-scf-Protocol  

CriticalityType, 

TtcConstractorNumber{},   

TtcChargeAreaInformation{},   

AdditionalCallingPartyNumber{},  

TtcCalledINNumber{},   

TtcAdditionalPartysCategory{},   

TtcCarrierInformation{},   

TtcCarrierInformationTransfer{},  

 TtcCauseOfNoID{}   

FROM TTC-IN-CS2-datatypes datatypes;   

 

ssf ROS-OBJECT-CLASS ::= { 

INITIATES  { ttcInCs2SsfToScfGeneric }  

 RESPONDS { } 

 ID  id-rosObject-ssf } 

 

scf ROS-OBJECT-CLASS ::= { 

 INITIATES { } 

RESPONDS  { ttcInCs2SsfToScfGeneric }  

 ID  id-rosObject-scf} 

 

EXTENSION ::= CLASS { 

 &ExtensionType, 

 &criticality CriticalityType DEFAULT ignore, 

 &id Code UNIQUE  

 } 

WITH SYNTAX { 

 EXTENSION-SYNTAX &ExtensionType 

 CRITICALITY &criticality 

 IDENTIFIED BY &id 

 } 

 

-- クリティカリティ(criticality)がアボート(abort)で、拡張番号１として識別される BOOLEAN型の 
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-- 「Some Network Specific Indicator」と名付けられた拡張を追加する例である。 

-- 上記情報オブジェクトクラスを使った定義の例： 

-- 

-- someNetworkSpecificIndicator  EXTENSION ::= { 

--  EXTENSION-SYNTAX BOOLEAN 

--  CRITICALITY abort 

--  IDENTIFIED BY local : 1 

-- } 

 

-- 4.1節で定義された拡張フィールド(ExtensionField)データ型を使った転送構文の例である。 

-- 拡張の値がＴＲＵＥと設定されていると仮定すると、拡張のパラメータは 

--   type INTEGER ::= 1, criticality ENUMERATED ::= 1 value [1], EXPLICIT BOOLEAN ::= TRUE 

-- の並びとなる。 

 

-- ＴＴＣ固有の拡張を示す   

connectExtension { PARAMETERS-BOUND : bound } EXTENSION ::= 

 {   

 EXTENSION-SYNTAX ConnectExtension{bound}  

 CRITICALITY ignore  

 IDENTIFIED BY  local : -1          

     

}   

 

ConnectExtension { PARAMETERS-BOUND : bound } ::= SEQUENCE {  

 additionalCallingPartyNumber [0] AdditionalCallingPartyNumber { bound } OPTIONAL,  

  ttcCarrierInformation [1] TtcCarrierInformation {bound} OPTIONAL,  

  ttcCauseOfNoID  [2] TtcCauseOfNoID {bound} OPTIONAL,  

 ...     

 }     

      

establishTemporaryConnectionExtension {PARAMETERS-BOUND:bound} EXTENSION ::= {  

 EXTENSION-SYNTAX EstablishTemporaryConnectionExtension {bound}  

 CRITICALITY  ignore  

 IDENTIFIED BY  local: -3  

}      

 

EstablishTemporaryConnectionExtension {PARAMETERS-BOUND:bound} ::= SEQUENCE {  

  ttcCarrierInformation [0] TtcCarrierInformation {bound} OPTIONAL,  

 ...     

}      

 

initialDPExtension { PARAMETERS-BOUND : bound } EXTENSION ::= {  

 EXTENSION-SYNTAX InitialDPExtension{bound}  

 CRITICALITY ignore  
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 IDENTIFIED BY local : -2  

}   

 

InitialDPExtension { PARAMETERS-BOUND : bound } ::= SEQUENCE {  

 ttcContractorNumber [0] TtcContractorNumber { bound } OPTIONAL,  

 ttcChargeAreaInformation [1] TtcChargeAreaInformation { bound } OPTIONAL,  

 ttcCalledINNumber [2] TtcCalledINNumber { bound } OPTIONAL,  

  ttcCarrierInformationTransfer [3] TtcCarrierInformationTransfer {bound} OPTIONAL,  

  ttcAdditionalPartysCategory [4] TtcAdditionalPartysCategory {bound} OPTIONAL,  

  ttcSSPChargeAreaInformation [5] TtcChargeAreaInformation {bound} OPTIONAL,  

 ...   

 }   

-- ▼ttcCalledINNumber(着 IN 番号)パラメータは送信されない。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

TTCSupportedExtensions { PARAMETER-BOUND : bound } EXTENSION ::=  

 {   

 connectExtension {bound} |   

 initialDPExtension {bound}|   

 establishTemporaryConnectionExtension {bound}  

 }   

 

firstExtension EXTENSION ::= { 

 EXTENSION-SYNTAX NULL 

 CRITICALITY ignore 

 IDENTIFIED BY local:1 

 } 

-- firstExtension は例にすぎない。 

 

SupportedExtensions  {PARAMETERS-BOUND : bound}  EXTENSION ::= {firstExtension | ... 

-- 網運用者拡張のフルセット -- } 

 

-- SupportedExtension は網運用者拡張のフルセット。 

 

PARAMETERS-BOUND ::= CLASS 

{ 

 &maxBearerCapabilityLength INTEGER, 

 &minCalledPartyNumberLength INTEGER, 

 &maxCalledPartyNumberLength INTEGER, 

 &minCallingPartyNumberLength INTEGER, 

 &maxCallingPartyNumberLength INTEGER, 

 &minCallingPartySubaddressLength INTEGER, 

 &maxCallingPartySubaddressLength INTEGER, 

 &maxCauseLength INTEGER, 
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 &minDigitsLength INTEGER, 

 &maxDigitsLength INTEGER, 

 &minEventSpecificInformationChargingLength INTEGER, 

 &maxEventSpecificInformationChargingLength INTEGER, 

 &minEventTypeChargingLength INTEGER, 

 &maxEventTypeChargingLength INTEGER, 

 &minGenericNumberLength INTEGER, 

 &maxGenericNumberLength INTEGER, 

 &minISDNAccessRelatedInformationLength INTEGER, 

 &maxISDNAccessRelatedInformationLength INTEGER, 

 &minReasonLength INTEGER, 

 &maxReasonLength INTEGER, 

 &minSCIBillingChargingLength INTEGER, 

 &maxSCIBillingChargingLength INTEGER, 

 &minScfIDLength INTEGER, 

 &maxScfIDLength INTEGER, 

 &numOfBCSMEvents INTEGER, 

 &numOfChargingEvents INTEGER, 

 &numOfCSs INTEGER, 

 &numOfExtensions INTEGER, 

 &numOfGenericNumbers INTEGER, 

 &numOfLegs INTEGER, 

-- ＴＴＣ固有   

 &minTtcAdditionalPartysCategoryLength INTEGER,  

 &maxTtcAdditionalPartysCategoryLength INTEGER,  

 &minTtcCarrierInformationTransferLength INTEGER,  

 &maxTtcCarrierInformationTransferLength INTEGER,  

 &minTtcChargeAreaInformationLength INTEGER,  

 &maxTtcChargeAreaInformationLength INTEGER,  

 &minTtcContractorNumberLength INTEGER,  

 &maxTtcContractorNumberLength INTEGER,  

 &maxTtcCauseOfNoIDLength INTEGER,  

 &numOfInitiateTemporaryConnections INTEGER  

 

} 

WITH SYNTAX 

{ 

 MAXIMUM-FOR-BEARER-CAPABILITY &maxBearerCapabilityLength 

 MINIMUM-FOR-CALLED-PARTY-NUMBER &minCalledPartyNumberLength 

 MAXIMUM-FOR-CALLED-PARTY-NUMBER &maxCalledPartyNumberLength 

 MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER &minCallingPartyNumberLength 

 MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER &maxCallingPartyNumberLength 

 MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS &minCallingPartySubaddressLength 

 MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS &maxCallingPartySubaddressLength 
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 MAXIMUM-FOR-CAUSE &maxCauseLength 

 MINIMUM-FOR-DIGITS &minDigitsLength 

 MAXIMUM-FOR-DIGITS &maxDigitsLength 

 MINIMUM-FOR-EVENT-SPECIFIC-INFORMATION-CHARGING 

                                                      

&minEventSpecificInformationChargingLength 

 MAXIMUM-FOR-EVENT-SPECIFIC-INFORMATION-CHARGING 

                                                      

&maxEventSpecificInformationChargingLength 

 MINIMUM-FOR-EVENT-TYPE-CHARGING &minEventTypeChargingLength 

 MAXIMUM-FOR-EVENT-TYPE-CHARGING &maxEventTypeChargingLength 

 MINIMUM-FOR-GENERIC-NUMBER &minGenericNumberLength 

 MAXIMUM-FOR-GENERIC-NUMBER &maxGenericNumberLength 

 MINIMUM-FOR-ISDN-ACCESS-RELATED-INFORMATION

 &minISDNAccessRelatedInformationLength 

 MAXIMUM-FOR-ISDN-ACCESS-RELATED-INFORMATION

 &maxISDNAccessRelatedInformationLength 

 MINIMUM-FOR-REASON &minReasonLength 

 MAXIMUM-FOR-REASON &maxReasonLength 

 MINIMUM-FOR-SCI-BILLING-CHARGING &minSCIBillingChargingLength 

 MAXIMUM-FOR-SCI-BILLING-CHARGING &maxSCIBillingChargingLength 

 MINIMUM-FOR-SCF-ID &minScfIDLength 

 MAXIMUM-FOR-SCF-ID &maxScfIDLength 

 NUM-OF-BCSM-EVENT &numOfBCSMEvents 

 NUM-OF-CHARGING-EVENT &numOfChargingEvents 

 NUM-OF-CSS &numOfCSs 

 NUM-OF-EXTENSIONS &numOfExtensions 

 NUM-OF-GENERIC-NUMBERS &numOfGenericNumbers 

 NUM-OF-LEGS &numOfLegs 

-- ＴＴＣ固有                                             

 MINIMUM-FOR-TTC-ADDITIONAL-PARTYS-CATEGORY &minTtcAdditionalPartysCategoryLength  

 MAXIMUM-FOR-TTC-ADDITIONAL-PARTYS-CATEGORY &maxTtcAdditionalPartysCategoryLength  

 MINIMUM-FOR-TTC-CARRIER-INFORMATION-TRANSFER

 &minTtcCarrierInformationTransferLength   

 MAXIMUM-FOR-TTC-CARRIER-INFORMATION-TRANSFER

 &maxTtcCarrierInformationTransferLength  

 MINIMUM-FOR-TTC-CONTRACTOR-NUMBER &minTtcContractorNumberLength  

 MAXIMUM-FOR-TTC-CONTRACTOR-NUMBER &maxTtcContractorNumberLength  

 MINIMUM-FOR-TTC-CHARGE-AREA-INFORMATION &minTtcChargeAreaInformationLength  

 MAXIMUM-FOR-TTC-CHARGE-AREA-INFORMATION &maxTtcChargeAreaInformationLength  

 MAXIMUM-FOR-TTC-CAUSE-OF-NO-ID &maxTtcCauseOfNoIDLength  

 NUM-OF-INITIATE-TEMPORARY-CONNECTIONS &numOfInitiateTemporaryConnections  

} 
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-- 次のパラメータ領域（bounds）のインスタンスはＴＴＣ標準で使用する値である。  

ttcSpecificBoundSet  PARAMETERS-BOUND ::=   

{    

 MAXIMUM-FOR-BEARER-CAPABILITY 10 -- ＮＴＴ－Ｑ９３１  

 MINIMUM-FOR-CALLED-PARTY-NUMBER 3 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-CALLED-PARTY-NUMBER 15 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER 12 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS  1 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS 21 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 -- ▼ 

 MAXIMUM-FOR-CAUSE 34   

 -- ▲ 

 --【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 MINIMUM-FOR-DIGITS 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-DIGITS 13 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 -- ▼上記 MAXIMUM-FOR-DIGITSは、AssistingSSPIPRoutiungAddressに適用する際は 16 

 -- として扱う。 

 --【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 MINIMUM-FOR-EVENT-SPECIFIC-INFORMATION-CHARGING 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 -- ▼ 

 MAXIMUM-FOR-EVENT-SPECIFIC-INFORMATION-CHARGING 140 -- 値は参考値である 

 -- ▲ 

 --【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 MINIMUM-FOR-EVENT-TYPE-CHARGING 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 -- ▼ 

 MAXIMUM-FOR-EVENT-TYPE-CHARGING 21 -- 値は参考値である  

 -- ▲ 

 --【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 MINIMUM-FOR-GENERIC-NUMBER 3 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-GENERIC-NUMBER 13 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MINIMUM-FOR-ISDN-ACCESS-RELATED-INFORMATION 1 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 -- ▼ 

 MAXIMUM-FOR-ISDN-ACCESS-RELATED-INFORMATION 80 -- 値は参考値である  

 -- ▲ 

 --【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 MINIMUM-FOR-REASON 1   

 MAXIMUM-FOR-REASON  1   

 MINIMUM-FOR-SCF-ID 1   

 MAXIMUM-FOR-SCF-ID 20   

 MINIMUM-FOR-SCI-BILLING-CHARGING 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-SCI-BILLING-CHARGING 100 -- 値は参考値である  

 NUM-OF-BCSM-EVENT  7   

 NUM-OF-CHARGING-EVENT 2 -- 値は参考値である  
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 NUM-OF-CSS  4   

 NUM-OF-EXTENSIONS 1   

 NUM-OF-GENERIC-NUMBERS 3   

 NUM-OF-LEGS 2   

-- ＴＴＣ固有    

 MINIMUM-FOR-TTC-ADDITIONAL-PARTYS-CATEGORY 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-TTC-ADDITIONAL-PARTYS-CATEGORY 16 -- 値は参考値である  

 MINIMUM-FOR-TTC-CARRIER-INFORMATION-TRANSFER 1 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-TTC-CARRIER-INFORMATION-TRANSFER 97 -- 値は参考値である  

 MINIMUM-FOR-TTC-CONTRACTOR-NUMBER 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-TTC-CONTRACTOR-NUMBER 10   

 MINIMUM-FOR-TTC-CHARGE-AREA-INFORMATION 1 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 -- ▼ 

 MAXIMUM-FOR-TTC-CHARGE-AREA-INFORMATION 4   

 -- ▲ 

 --【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 MAXIMUM-FOR-TTC-CAUSE-OF-NO-ID 1 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 NUM-OF-INITIATE-TEMPORARY-CONNECTIONS 2   

} 

END 

 

4.6 オブジェクト識別子  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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5. ＳＳＦ／ＳＣＦインタフェース  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

5.1 オペレーションとアーギュメント 

 

TTC-IN-CS2-SSF-SCF-ops-args  

 {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0) in-cs2-ssf-

scf-ops-args (5) version3(2)} 

 

DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::=  

 

BEGIN 

 

IMPORTS 

 errortypes, datatypes, operationcodes, classes, ros-InformationObjects 

FROM TTC-IN-CS2-object-identifiers  

 {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0) in-cs2-

object-identifiers(7) version3(2)} 

 

 OPERATION 

 

FROM Remote-Operations-Information-Objects ros-InformationObjects 

 

 

 

 PARAMETERS-BOUND 

 

FROM TTC-IN-CS2-classes classes 

 

 opcode-activityTest, 

 opcode-connect, 

 opcode-continue, 

 opcode-disconnectForwardConnection, 

 opcode-dFCWithArgument, 

 opcode-entityReleased, 

 opcode-establishTemporaryConnection, 

 opcode-eventNotificationCharging, 

 opcode-eventReportBCSM, 

 opcode-initialDP, 

 opcode-initiateTemporaryConnections, 

 opcode-mergeCallSegments, 

 opcode-moveLeg, 

 opcode-releaseCall, 

 opcode-requestNotificationChargingEvent, 

 opcode-requestReportBCSMEvent, 
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 opcode-sendChargingInformation 

 

FROM TTC-IN-CS2-operationcodes operationcodes 

 

 AssistingSSPIPRoutingAddress {}, 

 BCSMEvent  {}, 

 BearerCapability {}, 

 CalledPartyNumber {}, 

 CallingPartyNumber {}, 

 CallingPartysCategory, 

 CallingPartySubaddress {}, 

 CallSegmentID {}, 

 Cause {}, 

 ChargingEvent {}, 

 CorrelationID {}, 

 DestinationRoutingAddress {}, 

 EventSpecificInformationBCSM {}, 

 EventSpecificInformationCharging{}, 

 EventTypeBCSM, 

 EventTypeCharging {}, 

 ExtensionField {}, 

 ForwardCallIndicators, 

 GenericNumbers {}, 

 initialCallSegment, 

 ISDNAccessRelatedInformation {}, 

 ITCParameters {}, 

 LegID, 

 MiscCallInfo, 

 MonitorMode, 

 Reason {}, 

 ScfID {}, 

 SCIBillingChargingCharacteristics {}, 

 ServiceInteractionIndicatorsTwo, 

 ServiceKey, 

 TerminalType 

 

FROM TTC-IN-CS2-datatypes datatypes 

 

 eTCFailed, 

 iTCFailed, 

 missingCustomerRecord, 

 missingParameter, 

 parameterOutOfRange, 
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 systemFailure, 

 taskRefused, 

 unexpectedComponentSequence, 

 unexpectedDataValue, 

 unexpectedParameter, 

 unknownLegID 

 

FROM TTC-IN-CS2-errortypes errortypes 

; 

 

activityTest OPERATION ::= { 

 RETURN RESULT TRUE 

 CODE   opcode-activityTest 

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Tat   

-- このオペレーションは、ＳＣＦとＳＳＦ間の相互関係が継続的に存在しているかをチェックするために使用される。

-- 相互関係がまだ存在している場合、ＳＳＦが応答することになる。応答が受信されない場合ＳＣＦは、ＳＳＦで何 

-- らかの障害が発生しているものと見做し、適切な処置を取ることになる。 

 

connect {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION::= { 

 ARGUMENT  ConnectArg {bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {missingParameter | 

    parameterOutOfRange |   

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter} 

 CODE   opcode-connect 

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Tcon 

-- このオペレーションは、指定された対地に呼をルーチングあるいは転送する呼処理動作を行うようにＳＳＦに要求 

-- するために使用される。そのようにするために、ＳＣＦによって提供された情報に依存して、発呼側からの着情報 

-- （例えば、ダイヤル数字）と存在している呼設定情報をＳＳＦが使用することもあるし，使用しない場合もある。 

-- 接続(Connect)オペレーションにアドレス情報のみ含まれている時、発ＢＣＳＭ中のＰＩＣ３で呼処理が再開される。 

 

ConnectArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 destinationRoutingAddress [0] DestinationRoutingAddress { bound}, 

 correlationID  [2] CorrelationID { bound}  OPTIONAL, 

  iSDNAccessRelatedInformation [5] ISDNAccessRelatedInformation { bound} OPTIONAL, 
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 scfID   [8] ScfID { bound}   OPTIONAL, 

 extensions   [10] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions)

 OF 

             ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 genericNumbers  [14] GenericNumbers { bound}  OPTIONAL, 

 serviceInteractionIndicatorsTwo [15] ServiceInteractionIndicatorsTwo OPTIONAL, 

 ... 

 } 

 

-- ＴＴＣ標準として拡張（extensions）パラメータの拡張フィールド（ExtentionField）に 4.5節にて定義される 

-- connectExtensionを設定することが可能である。 

 

continue OPERATION::= {  

 RETURN RESULT  FALSE 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-continue 

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Tcue 

-- このオペレーションは、ＳＳＦに対して、ＳＣＦからの指示(すなわち BCSM上の次の PICに進める指示)を待って、 

-- 予め呼処理が保留されているＤＰから、呼処理を続けること要求するために使用される。  

-- ＳＳＦはＳＣＦからの新たな情報なしに呼処理を継続する。 

-- ▼このオペレーションは３つ以上のレグを持つ単一ＣＳのＣＳＡまたは複数ＣＳのＣＳＡでは無効である。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

disconnectForwardConnection OPERATION ::= { 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {systemFailure | 

     taskRefused | 

     unexpectedComponentSequence } 

 CODE   opcode-disconnectForwardConnection 

 } 

 

-- 方向: SCF ->  SSF, タイマ: Tdfc     

-- このオペレーションは、暫定接続を切断するために使用される。 

-- このオペレーションに関する使用手順の説明は１７章を参照すること。 

-- ▼このオペレーションは３つ以上のレグを持つ単一ＣＳのＣＳＡまたは複数ＣＳのＣＳＡでは無効である。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

disconnectForwardConnectionWithArgument {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  DisconnectForwardConnectionWithArgumentArg { bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {missingParameter | 
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     systemFailure | 

     taskRefused | 

     unexpectedComponentSequence | 

     unexpectedDataValue | 

     unexpectedParameter | 

     unknownLegID} 

 CODE   opcode-dFCWithArgument 

 } 

 

-- 方向: SCF ->  SSF, タイマ: Tdfcwa     

-- このオペレーションは、暫定接続を切断するために使用される。 

-- このオペレーションに関する使用手順の説明は１７章を参照すること。 

 

DisconnectForwardConnectionWithArgumentArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 

 partyToDisconnect CHOICE { 

    legID    [0] LegID 

    }, 

 extensions  [2] SEQUENCE SIZE (1..bound.&numOfExtensions) OF 

          ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 ... 

 } 

-- ▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

entityReleased {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  EntityReleasedArg { bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ALWAYS RESPONDS  FALSE 

 CODE   opcode-entityReleased 

 } 

 

-- 方向: SSF -> SCF, タイマ: Ter 

-- このオペレーションは、ＳＣＦにエラー／例外を通知するため、ＳＳＦにより使用される。 

 

EntityReleasedArg {PARAMETERS-BOUND : bound}  ::= CHOICE { 

 cSFailure   [0] SEQUENCE{ 

    callSegmentID   [0] CallSegmentID { bound}, 

    reason    [1] Reason { bound} OPTIONAL, 

    cause    [2] Cause { bound} OPTIONAL 

    } 

 } 
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-- 網特有理由（reason）パラメータ値は以下の領域に基づいて付与される。 

--   ‘00000001’B～’01111111’B:ＴＴＣ固有領域 

--   ‘10000000’B～’11111111’B:網特有領域 

--   ‘00000000’B:未使用 

-- ＴＴＣにて規定される理由（reason）パラメータへの設定値は以下の通りである。 

--   ‘00000001’B:アプリケーションタイマ満了 

--   ‘00000010’B:処理異常 

--   ‘00000011’B:他関連リソース消滅（ＩＴＣｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの解放条件 

--    （ReleaseConbdition）パラメータに従って、関連レグが消滅した際に該当コールセグメ 

--    ントを解放する場合に使用） 

-- 理由表示（Cause）パラメータのＯＰＴＩＯＮＡＬは、エンティティ解放完了を通知するコールセグメント内のレグ 

-- または暫定接続にて外部からの信号により理由表示（Cause）パラメータを受信した場合に設定されることを示 

-- す。 

-- ▼外部からの信号による理由表示（Cause）パラメータ受信時以外の場合に網特有理由（reason）パラメータ値を 

-- 設定する。理由表示（Cause）と網特有理由（reason）の両方のパラメータが同時に設定されることはない。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

establishTemporaryConnection {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  EstablishTemporaryConnectionArg { bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {eTCFailed | 

    missingParameter | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter| 

    unknownLegID} 

 CODE   opcode-establishTemporaryConnection 

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Tetc     

-- このオペレーションはある限定された時間、リソースへのコネクションを生成するために使用される（例えば、ア 

-- ナウンスを流すあるいは、ユーザ情報の収集のためのコネクション生成である）。そのことは、アシスト手順を使 

-- 用することを意味する。 

-- このオペレーションに関する使用手順の説明は１７章を参照すること。 

 

EstablishTemporaryConnectionArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 assistingSSPIPRoutingAddress [0] AssistingSSPIPRoutingAddress { bound}, 

 correlationID  [1] CorrelationID { bound}  OPTIONAL, 

 partyToConnect  CHOICE { 

    legID    [2] LegID 

    }    OPTIONAL, 
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 scfID   [3] ScfID { bound}  OPTIONAL, 

 extensions   [4] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions) OF  

          ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 ... 

 } 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

-- ▼ＴＴＣ標準として拡張（extensions）パラメータの拡張フィールド（ExtentionField）に 4.5節にて定義される 

-- establishTemporaryConnectionExtensionを設定することが可能である。▲ 

 

eventNotificationCharging {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  EventNotificationChargingArg { bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-eventNotificationCharging 

 } 

 

-- 方向: SSF ->  SCF, タイマ: Tenc   

-- このオペレーションは、SCFからの課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent）オペレーション 

-- によって以前に要求された特定の課金イベント種別の発生を SCFに報告するために、SSFにより使用される。  

 

EventNotificationChargingArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 eventTypeCharging   [0] EventTypeCharging { bound}, 

 eventSpecificInformationCharging [1] EventSpecificInformationCharging { bound} OPTIONAL, 

 legID    [2] LegID    OPTIONAL, 

 extensions    [3] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions) OF 

           ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 monitorMode   [30] MonitorMode   DEFAULT notifyAndContinue, 

 ... 

 } 

-- ▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

eventReportBCSM {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  EventReportBCSMArg { bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-eventReportBCSM 

 } 

 

-- 方向: SSF  -> SCF, タイマ: Terb  

-- このオペレーションは、ＳＣＦによってＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）オペレーションの 

-- 中で以前要求されている呼に関連したイベント（例えば、話中や無応答といったＢＣＳＭイベント）をＳＣＦに通 

-- 知するために使用される。 
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EventReportBCSMArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 eventTypeBCSM  [0] EventTypeBCSM, 

 eventSpecificInformationBCSM [2] EventSpecificInformationBCSM { bound}OPTIONAL, 

 legID   [3] LegID    OPTIONAL, 

 miscCallInfo  [4] MiscCallInfo   DEFAULT 

        {messageType request}, 

 extensions   [5] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions) OF 

          ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 ... 

 } 

-- ▼応答及び無応答イベント報告時には、eventSpecificInformationBCSMパラメータは常に非送信である。▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

initialDP {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT InitialDPArg { bound} 

 RETURN RESULT FALSE 

 ERRORS  {missingCustomerRecord | 

    missingParameter | 

    parameterOutOfRange | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter 

    } 

 CODE  opcode-initialDP 

 } 

 

-- 方向: SSF -> SCF, タイマ: Tidp  

-- このオペレーションは、ＴＤＰを検出した後でサービス要求を通知するために使用される。 

 

InitialDPArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 serviceKey   [0] ServiceKey   OPTIONAL, 

 dialledDigits  [1] CalledPartyNumber { bound} OPTIONAL, 

 calledPartyNumber  [2] CalledPartyNumber { bound} OPTIONAL, 

 callingPartyNumber  [3] CallingPartyNumber { bound} OPTIONAL, 

 callingPartysCategory  [5] CallingPartysCategory  OPTIONAL, 

 callingPartySubaddress [6] CallingPartySubaddress { bound} OPTIONAL, 

 miscCallInfo  [11] MiscCallInfo   OPTIONAL, 

 terminalType  [14] TerminalType   OPTIONAL, 

 extensions   [15] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions)

 OF 
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            ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 forwardCallIndicators  [26] ForwardCallIndicators  OPTIONAL, 

 bearerCapability  [27] BearerCapability { bound}  OPTIONAL, 

 eventTypeBCSM  [28] EventTypeBCSM  OPTIONAL, 

 genericNumbers  [31] GenericNumbers { bound}  OPTIONAL, 

 ... 

 } 

 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

-- ▽その他呼情報(miscCallInfo)のＯＰＴＩＯＮＡＬは、網運用者オプションであることを示す。△ 

-- ダイアル数字(dialledDigits)、発番号(callingPartyNumber)、発ユーザ種別(callingPartysCategory)のＯＰＴＩ

ＯＮＡＬパ 

-- ラメータが、いつメッセージに含められるかについては、１７章のトリガ検出ポイント処理ルールを参照のこと。 

-- 端末種別(terminalType)のＯＰＴＩＯＮＡＬは、たとえＳＳＦがこの情報を持っていても発側または着側ローカル

交 

-- 換局でのみ適用されることを示す。 

-- ＴＴＣ標準として拡張（extensions）パラメータの拡張フィールド（ExtentionField）に 4.5節にて定義される 

-- initialDPExtensionを設定することが可能である。 

 

initiateTemporaryConnections {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT InitiateTemporaryConnectionsArg { bound} 

 RETURN RESULT FALSE 

 ERRORS   {iTCFailed | 

    missingParameter | 

    parameterOutOfRange | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter 

    } 

 CODE  opcode-initiateTemporaryConnections 

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Titc 

-- このオペレーションは、ＳＳＦに対して起動ＳＳＦと網Ｂ内のアシストＳＳＦ間、あるいは起動ＳＳＦと網Ｂ内の 

-- ＳＲＦ間に暫定接続を設定し、それらを確保することを要求する。このオペレーションは、新規の呼セグメント 

-- （ＣＳ）の生成、およびそのＣＳ内の暫定接続の設定を行う。 

 

InitiateTemporaryConnectionsArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SET SIZE 

 (1..bound.&numOfInitiateTemporaryConnections)  OF  ITCParameters { bound} 

 

-- 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションは、必要により、複数の暫定接続を同時に設定し
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確 

-- 保することが可能である。この場合、ＳＳＦはＩＴＣパラメータ数に従い複数の暫定接続を設定するため、複数の 

-- ＩＳＵＰ－ＩＡＭメッセージを送出する。もしその内の一つの暫定接続の設定が何らかの理由により不可であった 

-- 場合には、リターンエラー（ITCFailed）が送出され、他の要求された暫定接続は解放されなければならない。 

 

mergeCallSegments {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  MergeCallSegmentsArg { bound} 

 RETURN RESULT TRUE 

 ERRORS   {missingParameter | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter  

    } 

 CODE   opcode-mergeCallSegments  

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF. Timer: T mc 

-- このオペレーションは、関連する 2つの呼セグメント（ＣＳ）と 1つの制御レグを、1つのＣＳと、その制御レグ 

-- に併合するため、ＳＣＦより送出される。 

-- このオペレーションに関する追加情報は、第 2編を参照すること。 

 

MergeCallSegmentsArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 sourceCallSegment  [0] CallSegmentID {bound}, 

 targetCallSegment  [1] CallSegmentID {bound} DEFAULT initialCallSegment, 

 extensions   [2] SEQUENCE SIZE (1..bound.&numOfExtensions)  

         OF ExtensionField {bound}  OPTIONAL, 

 ... 

 } 

-- ▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

moveLeg {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  MoveLegArg { bound} 

 RETURN RESULT TRUE 

 ERRORS    {missingParameter | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter| 

    unknownLegID 



 技別 19-145     ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２）

    } 

 CODE   opcode-moveLeg 

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: T ml 

-- このオペレーションは、あるレグを、1つの呼セグメント（ＣＳ）から関連する他のＣＳに移動するため、ＳＣＦ 

-- より発出される。 

 

MoveLegArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::=SEQUENCE { 

 legIDToMove  [0] LegID, 

 targetCallSegment  [1] CallSegmentID { bound} DEFAULT 1, 

 extensions   [2] SEQUENCE SIZE (1..bound.&numOfExtensions) 

 OF  

          ExtensionField {bound} OPTIONAL, 

 ... 

 } 

-- ▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

releaseCall {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  ReleaseCallArg { bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-releaseCall  

 } 

 

-- 方向: SCF ->  SSF, タイマ: Trc  

-- このオペレーションは、呼の中に含まれるすべての話者に対して、任意のフェーズの呼を終了させる、または呼の 

-- 中に含まれる指定された呼セグメントを解放するために使用される。 

 

ReleaseCallArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= CHOICE { 

 initialCallSegment  Cause { bound}, 

 associatedCallSegment [1] SEQUENCE { 

  callSegment [0] INTEGER (2..bound.&numOfCSs), 

  releaseCause [1] Cause { bound}    OPTIONAL 

  }, 

 allCallSegments [2] SEQUENCE { 

   releaseCause [0] Cause { bound}    OPTIONAL 

  } 

 } 

 

-- １０進数３１のデフォルト値（通常は規定されていない）は適切に符号化するべきである。 
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requestNotificationChargingEvent {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  RequestNotificationChargingEventArg { bound} 

 RETURN RESULT  FALSE  

 ERRORS    {missingParameter | 

    parameterOutOfRange | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter  

    } 

 CODE opcode-requestNotificationChargingEvent  

 } 

 

-- 方向: SCF ->  SSF, タイマ: Trnc  

-- このオペレーションは、サービス論理インスタンスの制御下にはない他の機能エンティティから受信した課金イ 

-- ベントの取扱いを SSFに指示するために、SCFにより使用される。 

 

RequestNotificationChargingEventArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE 

  SIZE(1..bound.&numOfChargingEvents) OF   ChargingEvent {bound} 

 

requestReportBCSMEvent {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT RequestReportBCSMEventArg { bound} 

 RETURN RESULT FALSE 

 ERRORS   {missingParameter | 

    parameterOutOfRange | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter  

    } 

 CODE  opcode-requestReportBCSMEvent  

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Trrb 

-- このオペレーションは、呼に関するイベント（たとえば、話中あるいは無応答のようなＢＣＳＭイベント）の監視 

-- とイベントが検出された時ＳＣＦに返送する事をＳＳＦに要求する為に使用される。 

-- イベント検出ポイント（ＥＤＰ）処理は、常にＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）によって起 

-- 動され、ＥＤＰはＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）によって報告される。 

-- 注: すべてのＥＤＰは、ＳＣＦによってＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）で明示的に設定さ 

-- れなければならない。ＳＳＦが他のオペレーション（ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）以外 

-- を）受信後に、暗にＥＤＰが設定されることは許されない。 
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RequestReportBCSMEventArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 bcsmEvents  [0] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfBCSMEvents) OF 

            BCSMEvent {bound}, 

 extensions [2] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions)   OF 

            ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 ... 

 } 

 

-- 通知のための BCSM関連イベントを示す。 

-- ▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

sendChargingInformation {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  SendChargingInformationArg { bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {missingParameter | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedParameter | 

    parameterOutOfRange | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unknownLegID 

    } 

 CODE opcode-sendChargingInformation  

 } 

 

-- 方向: SCF ->  SSF, タイマ: Tsci   

-- このオペレーションは、SSFにて送信すべき課金情報を SSFに指示するために使用される。 

-- その課金情報は、SSFが加入者線交換機の場合は内部で処理され、加入者線交換機でなければ適切な信号方式を 

-- 介して返送される。加入者線交換機では、この情報は課金メータの更新または標準的な呼レコードの生成に使用 

-- されるかも知れない。 

SendChargingInformationArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 sCIBillingChargingCharacteristics [0] SCIBillingChargingCharacteristics { bound}, 

 partyToCharge   [1] LegID, 

 extensions    [2] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions) OF 

           ExtensionField {bound}  OPTIONAL 

 ... 

 } 

-- ▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

END 
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▼以下はＩＮＡＰにおけるオペレーション特有タイマに適用する値である。 

short:  1 - 10 秒 

medium:  1 - 60 秒 

long:  1 秒 - 30 分 

 

以下の表は全オペレーションタイマと各タイマ値のリストである。各オペレーションタイマの最終値は網特有である

可能性があり、網運用者によって定義される必要がある。 

 

表４－５－１／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２２８） 

オペレーションタイマとその値の範囲 

 

オペレーション名 タイマ タイマ値 

活性化試験（ActivityTest） Tat 10 

接続（Connect） Tcon 10 

継続（Continue） Tcue 10 

順方向接続切断（DisconnectForwardConnection） Tdfc 10 

アーギュメント付き順方向接続切断 

（DisconnectForwardConnectionWithArgument） 

Tdfcwa 10 

エンティティ解放（EntityReleased） Ter 10 

暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） Tetc 40 

課金イベント通知（EventNortificationCharging） Tenc 10 

ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） Terb 10 

イニシャルＤＰ（InitialDP） Tidp 10 

呼セグメント併合（MergeCallSegments） Tmc 10 

レグ移動（MoveLeg） Tml 10 

呼解放（ReleaseCall） Trc 10 

課 金 イ ベ ン ト 通 知 要 求

（RequestNortificationChargingEvent） 

Trnc 10 

ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） Trrb 10 

課金情報送出（SendChargingInformation） Tsci 10 

暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） Titc 40 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

5.2 ＳＳＦ／ＳＣＦパッケージ、コントラクト、アプリケーションコンテキスト 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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11 ＳＳＦ応用エンティティ手順 

11.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

11.2 モデルとインタフェース  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

11.3 ＳＳＦ ＦＳＭとＣＣＦ／保守機能間の相互関係  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

11.4 ＳＳＦ管理エンティティ有限状態モデル（ＳＳＭＥ ＦＳＭ） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.5 ＩＮ－交換状態モデル（ＳＳＭ）ＦＳＭ 

ＩＮ－ＳＳＭ ＦＳＭは呼セグメントアソシエーション対応ＦＳＭ（ＣＳＡ対応ＦＳＭ）から成る。ＣＳ

Ａ対応ＦＳＭは１つ以上の付属の呼セグメント対応ＦＳＭ（ＣＳ対応ＦＳＭ）を生成する。 

ＩＮ－ＳＳＭ ＦＳＭのコールパーティハンドリング（ＣＰＨ）能力に関する一般規則と手順の原則を以

下に述べる。 

－ タイマ処理 

  ＣＳレベルにて、ＳＳＦ－ＳＣＦアソシエーション（ＴＣダイアログ）を保護、または過度の呼中

断を防止するためにタイマが使用される。 

－ コネクションビュー（Connection View（以下ＣＶ））の変更はＳＣＦから起動される（ＳＣＦ起

動ＣＶ変更）。 

－ ＳＣＦは以下のオペレーションの１つを送出することにより CVを変更する。 

接続（Connect） 

暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） 

呼セグメント併合（MergeCallSegments） 

レグ移動（MoveLeg） 

呼解放（ReleaseCall） 

－ 以下のオペレーションによってＣＶの変更がＳＣＦに通知される。 

ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） 

エンティティ解放完了（EntityReleased） 

－ ＳＳＦからＣＶの変更の成功を通知する結果応答が送出される時、ＳＣＦより起動されたＣＰＨオ

ペレーションによるＣＶの変更についてＳＣＦは認識する。 

－ ＳＣＦは少なくとも切断ＤＰが設定されたレグを制御できる（レグの監視）。 

－ ＳＣＦは呼に含まれるレグのＣＶを保持すべきである。これはレグの状態変化（例えば、レグの切

断）をＳＣＦに通知することにより保持される。ＳＣＦにて認識できないコネクションポイントにお

けるレグの保持は許容されない（即ち、ＤＰ未設定）。 

－ ＣＳ対応ＦSＭが「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態の場合に、ＳＣＦより送信され

るべき呼処理再開の為のオペレーション数は、呼処理の中断を引き起こした、あるいは要求したイベ

ント数と同じである。即ち、ＳＣＦに対する各々の中断報告イベントはＳＣＦからの呼処理を再開す

るための要求を含むオペレーション（例えば、接続（Connect））によって応答されなければならな

い。ＣＳ対応ＦＳＭは未完了の応答数を保持し、呼処理を再開するために全ての未完了の応答数を満

たすまでＣＳ対応ＦＳＭの状態遷移（例えば、「指示待ち（Waiting for Instructions）」から「監

視中（Monitoring）」への状態遷移）を行わない。 

－ ＣＳ対応ＦSＭに関するＣＰＨの手順の原則は、 

・ ＣＳ（「ターゲット」ＣＳ）の（ＥＤＰ、または保留中の報告を含む）レグのインポートは

同一ＣＳの他のレグには影響を与えない。 

・ ＣＳ対応ＦＳＭ（ＣＳ、及びコネクションポイント当たり１ＦＳＭ）は、そのＣＳに幾つの

レグが接続しているかは見えない。ＣＳ対応ＦＳＭは少なくとも１つの保留中の報告、または
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１つのＤＰが設定されている間は存在する。 

・ 「暫定接続終了待ち（ Waiting for End of Temporary Connection）」状態では以下のオペ

レーションは許容されない。 

レグ移動（MoveLeg） 

呼セグメント併合（MergeCallSegments） 

・ １ＣＳ当たり、リソースに対しては１コネクション（即ち、暫定接続）しか許容されない。 

・ ＣＳ対応ＦＳＭにて受信された全てのＣＰＨオペレーションは、「指示待ち（ Waiting for 

Instructions）」状態への遷移を引き起こす。 

－ 「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態にてレグ移動（MoveLeg）、または呼セ

グメント併合（MergeCallSegments）オペレーションを受信した場合は、「指示待ち（Waiting 

for Instructions）」状態の変更を引き起こさない。その為、ＣＰＨオペレーションを含ん

だ場合の全てのオペレーションシーケンスは、当該ＣＰＨオペレーションにより「空き

（Idle）」状態へ遷移する場合を除き、「監視中（Monitoring）」状態へ遷移させるオペレー

ションにより終了されなければならない。 

 各ＦＳＭ、及び対応する状態については後節にて記述する。ここでは、複数のＦＳＭ／状態で適用される

一般規則を記述する。 

１つあるいは複数のＴＣメッセージで受信される１つあるいは一連のコンポーネントは、１つあるいは複

数のオペレーションを含み得る。これらは以下のように処理される。 

▼ 

－ オペレーションが正常に処理されている場合は、基本的に受信順に処理するが、異常が検出された

場合は、必ずしもそれ以前のオペレーションがすべて正常であることを保証するものではない。すな

わち、あるオペレーションに対する異常通知後に、それ以前のオペレーションの異常通知を行う場合

がある。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

－ １つのメッセージ上で単一のオペレーションを受信するか、あるいは複数のオペレーションを受信

するかどうかとは独立に、各オペレーションは状態遷移をもたらす。▼ただし、オペレーションは決

められた組み合わせのみを許容する▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

－ ＳＳＦは後続オペレーションを順に調べる。これらのオペレーションを順序的に実行してもＦＳＭ

の状態が変わらない限り、ＳＳＦはオペレーション（例えば、ＢＣＳＭイベント報告要求

（RequestReportBCSMEvent））を実行する。次のオペレーションによって状態遷移が起こる場合は、

現在のオペレーションが実行完了するまで次のオペレーションは蓄積される。他の場合はすべて現状

態以外への遷移を引き起こす（実行済みオペレーションの完了イベントや外部イベント受信のよう

な）イベントを待つ。 

▼ 

－ シーケンス中のオペレーションの中の１つの処理でエラーがあった場合、ＩＮ－ＳＳＭ ＦＳＭは

エラー処理（下記参照）を行う。ＳＳＦにおける異常検出時の動作規定については「第 4編補足資料

１」を参照のこと。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

－ 上記のようにオぺレーションが理解されないか、コンテキストの範囲外である場合（即ち、ＩＮ－

ＳＳＭ ＦＳＭで定義されたＳＡＣＦ規則に反する場合）、ＣＳＡレベルではＴＣアボートの送信に

より、ＣＳレベルではエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションの送信により、相互

動作をアボートする。 



 技別 19-151    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

複数ＣＳが存在する時の暫定パスおよび発／着レグに関する一般規則を以下に示す。但し、以下の規定は

暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションの解放条件（releaseCondition）パラメー

タにて発／着レグを有するＣＳ（最初のＣＳであれば、ＣＳｉｄ＝１）を指定した場合の規定である。 

暫定パス設定中／捕捉中の各種イベントに対するＳＳＦ側処理を以下に示す。 

(i)暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションによる暫定パス設定中、または暫定

パス捕捉後の着側パス設定中に発側から放棄された場合。 

－ 全ＣＳ内の暫定パスを解放し、発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰが設定されていれば、ＢＣＳ

Ｍイベント報告（EventReportBCSM）オペレーション及び（設定中／捕捉中）暫定パスを有するＣ

Ｓ数分のエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－終了にてＳＣＦに送信。 

－ 全ＣＳ内の暫定パスを解放し、発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰが要求されていなければ、空

き遷移したＢＣＳＭを有するＣＳに対するエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーショ

ン及び（設定中／捕捉中）暫定パスを有するＣＳ数分のエンティティ解放完了（EntityReleased）

オペレーションをＴＣ－終了にてＳＣＦに送信。 

(ii)暫定パス捕捉中、かつ着側パス設定中に着側からのＩＳＵＰ－ＲＥＬ信号受信または無応答検出に

よりＢＣＳＭが空き遷移（ＥＤＰ未検出）した場合。 

－ 全ＣＳ内の暫定パスを解放し、空き遷移したＢＣＳＭを有するＣＳに対するエンティティ解放完

了（EntityReleased）オペレーション及び捕捉中暫定パスを有するＣＳ数分のエンティティ解放完

了（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－終了にてＳＣＦに送信。 

(iii)暫定パス捕捉中、かつＥＤＰ－Ｒ（話中、無応答、応答）検出によるＢＣＳＭイベント報告

（EventReportBCSM）オペレーション送信後のアプリケーションタイマＴＳＳＦ満了時。 

－ 全ＣＳ内の暫定パス、及び発側レグを解放し、タイマ満了したＣＳに対するエンティティ解放完

了（EntityReleased）オペレーション及び捕捉中暫定パスを有するＣＳ数分のエンティティ解放完

了（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－終了にてＳＣＦに送信。 

(iv)暫定パス捕捉中、かつ着側パス設定完了（ＩＳＵＰ－ＡＮＭ信号受信）後、発または着側から切断

された時（暫定パスと発／着レグとの接続前）。本ケースでは、発側－切断（O_Disconnect）ＤＰは発

／着レグに対して必ず設定されていなければならない点に注意。 

－ 全ＣＳ内の暫定パス、発側レグ（着側切断の場合）、及び着側レグ（発側切断の場合）を解放し、

イベントが発生したレグに対して発側－切断（O_Disconnect）ＤＰが設定されていれば、ＢＣＳＭ

イベント報告（EventReportBCSM）オペレーション及び捕捉中暫定パスを有するＣＳ数分のエンティ

ティ解放完了（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－継続にてＳＣＦに送信。 

(v)発および着側がそれぞれ暫定接続中（暫定接続によるユーザ相互動作中）の時、発または着側から切

断された場合（この場合、全てのレグには切断ＥＤＰが必ず設定されている）。 

－ 切断されたレグを有するＣＳ内の暫定パス及び当該ＣＳを解放し、ＢＣＳＭイベント報告

（EventReportBCSM）オペレーションをＴＣ－継続にてＳＣＦに送信。他のＣＳには影響しない。 

どのような状態においても、受信されたオペレーションにエラーが存在した場合、そのエラーは保守機能

に通知され、ＩＮ－ＳＳＭ ＦＳＭはエラーを含んだオペレーションを受信した時と同じ状態を維持する。

オペレーションのクラスによっては、適切なコンポーネントを使用してＳＳＦからＳＣＦへエラーが報告さ

れうる（ＮＴＴ－Ｑ７７４）。 
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11.5.1 呼セグメントアソシエーション（ＣＳＡ）の有限状態モデル 

図 4-11-4/NTT-Q1228-bにＩＮ呼の処理におけるＳＳＰのＳＳＦ部分のＣＳＡ対応ＦＳＭの状態図を示す。 

ＣＳＡ対応ＦＳＭのインスタンスは、以下の場合にＳＳＭＥ－制御により生成される。 

－ 新たな呼の要求の指示をユーザから受信。 

ＣＳＡ対応ＦＳＭの状態図には以下の遷移（イベント）がある。 

ｅ２ － ＴＤＰ－Ｒ遭遇 

Ｅ３ － 「空き（Idle）」状態へ遷移しないオペレーションのＳＣＦからの受信 

ｅ４ － ＥＤＰ－Ｒ遭遇 

－ 最終ＣＳからの最終ＥＤＰ－Ｎを除くＥＤＰ－Ｎ遭遇 

－ 最終ＣＳからの最終応答を除く任意の応答 

ｅ６ － 最終ＣＳでの最終ＥＤＰ－Ｎ遭遇（最終切断ＥＤＰ－Ｎを除く） 

Ｅ７ － ＣＳを残さないＳＣＦからの任意のオペレーション受信（例えば、呼解放（ReleaseCall）） 

ｅ８ － 最終切断ＥＤＰ－Ｎ遭遇 

ｅ９ － （一度目のアプリケーションタイマＴａｃｋ満了に伴う）受信完了通知待ち状態のまま不変 

Ｅ１０ － コンポーネントを伴わないＴＣ－終了受信 

ｅ１１ － （二度目のＴａｃｋ満了に伴う） Ｕ－アボート送信 

ＣＳＡの状態図は以下の状態を含む。 

状態ａ 空き（Idle） 

状態ｂ 動作中（Active） 

状態ｃ 受信完了通知待ち（Waiting for Acknowledgement） 

ＣＳＡ対応ＦＳＭはＴａｃｋを持つ。本タイマは最終切断ＥＤＰ－Ｎ送信時のＳＣＦへの送達確認のために

設定されるもので、タイマが満了した場合にはＳＣＦには到達しなかったことを認識し、再度切断ＥＤＰ－

Ｎ送信を行う。再度タイマ満了した場合にはＣＳＡ対応ＦＳＭはＳＣＦとの相互動作をアボートし、「空き

（Idle）」状態に遷移する。タイマ動作中にＳＣＦからのコンポーネントを伴わないＴＣ－終了を受信した

場合には、 ＣＳＡ対応ＦＳＭは正常にＳＣＦにて受信されたことを認識し、「空き（Idle）」状態に遷移

する。▼Ｔａｃｋはアプリケーションで定義され 10秒である。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

図４－１１－４／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.5.1.1 状態ａ：「空き（Idle）」  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

11.5.1.2 状態ｂ：「動作中（Active）」  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

11.5.1.3 状態ｃ：「受信完了通知待ち（Waiting for Acknowledgement）」 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.5.2 呼セグメント（ＣＳ）の有限状態モデル 

 ＣＳ対応ＦＳＭの状態図には以下の遷移（イベント）がある。 

ｅ４  － ＴＤＰ－Ｒ遭遇 

ｅ７  － 暫定接続生成 

ｅ８  － 暫定接続終了 

ｅ９  － 「指示待ち（Waiting for Instructions）」からの「空き（Idle）」状態への遷移 

ｅ１０ － ＥＤＰ－Ｒ遭遇 

ｅ１１ － ルーチング指示受信 
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ｅ１２ － 最終ＥＤＰ－Ｎ（注参照）遭遇、または呼解放（ReleaseCall）オペレーション受信 

ｅ１４ － 「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態のまま不変 

ｅ１５ － 「暫定接続終了待ち（Waiting for End of Temporary Connection）」状態のまま不変 

ｅ１６ － 「監視中（Monitoring）」状態のまま不変 

ｅ２３ － 暫定接続捕捉要求 

ｅ２４ － 捕捉中暫定接続との接続要求 

ｅ２５ － 暫定接続解放 

注）： 「最終ＥＤＰ－Ｎ」は、ＥＤＰ－Ｎ検出時に他の遭遇されうるＥＤＰが存在しないことを 

意味する。あるＥＤＰに遭遇した場合、他のいくつかのＥＤＰが自動的に解除されうる。自動的

に解除されるＥＤＰは遭遇したＥＤＰに依存する。一例としては、発側－応答（O_Answer）、発

側－無応答（O_No_Answer）、発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）の複数ＥＤＰの場合が

ある。それらのＥＤＰの１つに遭遇した場合、この例における他の全てのＥＤＰは自動的に解除

される。 

 

ＣＳの状態図は以下の状態を含む。 

状態ａ 空き（Idle） 

状態ｃ 指示待ち（Waiting for Instructions） 

状態ｅ 暫定接続終了待ち（Waiting for End of Temporary Connection） 

状態ｆ 監視中（Monitoring） 

状態 h 暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection） 

（「空き（Idle）」状態以外の）任意の状態において、発信者が応答前（即ち、ＢＣＳＭ上の応答ＤＰ到

達前）に呼を途中放棄した場合、ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスはＣＣＦに呼を解放することを指示し、呼に

割り当てられていたすべてのＣＣＦリソースが割り当て解除されることを保証しなければならない。この場

合、以下のような処理を続行する。 

－ 途中放棄ＤＰが設定されていない場合、「空き（Idle）」状態に遷移する。 

－ 途中放棄ＤＰがＥＤＰ－Ｎとして設定されている場合、ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）

オペレーションを送出し、「空き（Idle）」状態に遷移する。 

（「空き（Idle）」状態以外の）任意の状態において、通話者が安定状態（即ち、ＢＣＳＭ上の応答ＤＰ

到達後）から切断した場合、ＩＮ－ＳＳＭ ＦＳＭはこのイベントを以下のように処理しなければならない。 

－ 切断ＤＰが特定のレグに設定されていない場合、「空き（Idle）」状態に遷移する。 

－ 切断ＤＰが特定のレグにＥＤＰ－Ｒとして設定されている場合、ＢＣＳＭイベント報告

（EventReportBCSM）オペレーションを送出し、「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態に

遷移する。 

－ 切断ＤＰがＥＤＰ－Ｎとして設定されている場合、ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オ

ペレーションを送出し、「空き（Idle）」状態に遷移する。 

 （「空き（Idle）」状態を除く）任意の状態で、課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent）

オペレーションにより以前に要求され、かつ課金イベントがＣＣＦにより検出された場合、課金イベント通

知（EventNotificationCharging）オペレーションがＳＣＦに送信される。この場合、状態遷移は起こらな

い。 

 各ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスはアプリケーションタイマＴＳＳＦを持つ。このタイマの目的は、過度の呼

の中断時間を避けること 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽と、ＳＳＦ－ＳＣＦ間のアソシエーションを保護すること△ 
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である。 

 ＴＳＳＦは以下のような場合に設定される。 

－ ＳＳＦが、ＴＤＰ－Ｒ（11.5.2.2節 状態ｃ：「指示待ち（Waiting for Instructions）」参照）

のイニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションを送出する場合。 

－ 上記以外の任意の状態でＣＳ対応ＦＳＭが「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態（11.5.2.2

節参照）になる場合。 

▼上記各々のケースともＴＳＳＦはアプリケーションで定義され、40秒である。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

ＴＳＳＦ動作中に、あるオペレーションを受信または送信した時、ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスは最後に使

用した設定値にてＴＳＳＦを再スタートさせる。この場合の設定値は上記の各ケースに関連した値である。 

「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態（11.5.2.2節参照）以外では、ＴＳＳＦは使用されない。 

ＴＳＳＦが満了した場合、ＣＳ対応ＦＳＭは「空き（Idle）」状態に遷移し、ＣＣＦは可能ならＢＣＳＭの

処理を進める。ＣＳＡ内の最後のＣＳ対応ＦＳＭの場合、ＳＣＦとの相互動作をアボートする。その他の場

合は、ＳＣＦへエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションを送信する。 

 

図４－１１－５／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.5.2.1 状態ａ：「空き（Idle）」  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

11.5.2.2 状態ｃ：「指示待ち（Waiting for Instructions）」  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

11.5.2.4 状態ｅ：「暫定接続終了待ち（Waiting for End of Temporary Connection）」 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.5.2.5 状態ｆ：「監視中（Monitoring）」 

１つ以上のＥＤＰが設定されている場合に、以下のオペレーションの１つを受信した場合、ＣＳ対応ＦＳ

Ｍは「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態（遷移ｅ１１）から「監視中（Monitoring）」状態に

遷移する（11.5節参照）。 

接続（Connect） 

継続（Continue） 

（このオペレーションは、2つ以下のレグを持つ単一ＣＳに対してのみ適用可能であり、複数ＣＳを持

つＣＳＡに対する使用は有効ではない。） 

 アプリケーションタイマ ＴＳＳＦはこの状態へ遷移する時に停止される。 

この状態の間、以下のイベントが起こり得る。 

－ ＥＤＰ－ＮがＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーションの送出によってＳＣＦに

通知される。１つ以上のＥＤＰが設定がされている場合、ＣＳ対応ＦＳＭは「監視中（Monitoring）」

状態にとどまる（遷移ｅ１６）。設定されたＥＤＰが残っていない場合、ＣＳ対応ＦＳＭは「空き

（Idle）」状態に遷移する（遷移ｅ１２）。 

－ ＥＤＰ－ＲがＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーションの送出によってＳＣＦに

通知される。ＣＳ対応ＦＳＭは「指示待ち（Waiting For Instructions）」状態に遷移する（遷移ｅ

１０）。 

－ ＳＣＦから何らかのオペレーションを受信する。ＣＳ対応ＦＳＭは以下に記述するように受信した

オペレーションに従って動作する。 

－ ユーザが途中放棄または切断する場合、11.5.2節の一般規則に従って処理されなければならない。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 
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▽以下のオペレーションがＳＣＦから受信され、異なる状態には遷移せずにＳＳＦに処理されうる（遷移

ｅ１６）。 

 課金情報送出（SendChargingInformation）△ 

この状態で受信される他のオペレーションはすべて 11.5節で述べる一般規則に基づいて処理されなけれ

ばならない。 

 

11.5.2.7 状態ｈ：「暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection）」 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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12 ＳＣＦ応用エンティティ手順 

12.1 概要 

 この節では、ＳＣＦ－ＳＳＦインタフェースに関するＳＣＦ応用エンティティ（ＡＥ）手順の定義につ

いて記述する。この手順は、ＳＳ７の使用に基づく。 

 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽さらに他の能力がインプリメントに依存した方式で、ＳＣＰでサポートされるかもしれない。△ 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．７００、ＮＴＴ－Ｑ７７１及びＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１４００に定義されているアー

キテクチャにもあるように、ＡＥはトランザクション機能（ＴＣ）とＴＣユーザと呼ばれるーつあるいは

複数のＡＳＥを含む。以下の節では、ＮＴＴ－Ｑ７７１で規定するプリミティブを用いてＴＣとインタ

フェースする、ＴＣ－ユーザＡＳＥ及びＳＡＣＦ／ＭＡＣＦ規則を定義する。 

 手順には、定義されたアプリケーションレイヤ構造をサポートする他のメッセージに基づく信号方式が

同等に使用されるかもしれない。本文は決してサービス論埋プログラム（ＳＬＰ）への制限を指示するも

のではない。 

 以下の記述に定義するＡＥ手順の解釈が、詳細手順やＴＣサービスの利用規則と異なっている場合は、

17章及び 18章に含まれる記述や規則に従わなければならない。 

 

12.2 モデルとインタフェース  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.3 ＳＣＦ ＦＳＭとＳＬＰ／保守機能の関係 

 ＳＣＦ ＦＳＭとＳＬＰ／保守機能の間のプリミティブインタフェースは、内部インタフェースであり、

本標準の対象外である。 

 ＳＣＦ呼状態モデル（ＳＣＳＭ）のインスタンスにはＳＳＦ／ＳＲＦに関連する状態を表現するＦＳＭ

がある。ＳＳＦ／ＳＲＦに関連する状態は、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ、ＣＳＡ対向ＦＳ

Ｍ、ＣＳ対向ＦＳＭから構成される。 

 以下に、エンティティの機能的な能力よりもオペレーションの正しい順序を定義することを主な目的と

して、ＳＣＦと他の機能エンティティ間インタフェースの手順上の特徴を体系的に記述する。従って、本

記述はＳＣＦ機能能力のサブセットについてのみを示す。 

 ＳＬＰとＳＣＦ ＦＳＭ間の関係を（呼がエンドユーザから起動された場合について）以下に記述する。 

  － ＩＮ呼処理の要求をＳＳＦから受信した場合、ＳＣＦ呼状態モデル（ＳＣＳＭ）のインスタンス

が生成され、適切なＳＬＰが起動される。 

 ＳＣＦ ＦＳＭは要求されたようにＳＳＦ ＦＳＭとの相互動作を処理し、必要に応じてイベントをＳ

ＬＰに通知する。 

 複数の要求は同時に、非同期的にＳＣＦにより実行される。これは、ＳＣＦ ＦＳＭオブジェクトの生

成、起動及び維持のタスクを実行する単一のエンティティが必要であることを示している。 

図 4-12-2/NTT-Q1228-bにＳＣＦ ＦＳＭの構成を示す。 

 

図４－１２－２／ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

 ＳＣＦ管理エンティティ（ＳＣＭＥ）ＦＳＭはＳＣＦとＳＣＦ管理機能間の相互動作を取り扱う。 

 ＳＳＦ／ＳＲＦ ＦＳＭ（ＳＣＳＭ－ＳＳＦ／ＳＲＦ）はＳＳＦ／ＳＲＦのＦＳＭとの相互動作を取り

扱う。 

 但し、ＳＲＦ関連のＦＳＭについては、網Ｂ内でのインプリメント条件に依存するため、本標準の対象

外である。 
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 ＳＳＦから受信したオペレーションの実行に関連する管理機能はＳＣＭＥによって実行される。ＳＣＭ

ＥはＳＣＭＥ－制御と複数のＳＣＭＥ ＦＳＭから構成される。 ＳＣＭＥ－制御は、機能エンティティ

アクセス管理（ＦＥＡＭ）とインタフェースすると同様に異なるＳＣＳＭ（すなわちＳＣＳＭ－ＳＳＦ）、

ＳＣＭＥ ＦＳＭそれぞれとインタフェースする。 

 ＳＣＭＥ－制御はＳＣＦ ＦＳＭ（例えばＳＣＳＭ－ＳＳＦ）の全てのインスタンスのためにＳＳＦと

のアソシエーションを維持する。 

 ＳＣＦ ＦＳＭのこれらのインスタンスは、ＳＣＦ関連イベントに同期、非同期的に生成される。これ

は、ＳＣＦ ＦＳＭオブジェクトの生成、起動及び維持のタスクを実行する単一のエンティティが必要で

あることを示している。 特に、ＳＣＭＥ－制御は、以下のタスクを実行する。 

 １） 他のＦＥからの入力メッセージを解釈し、対応ＳＣＳＭイベントへそれらを翻訳する。 

 ２） ＳＣＳＭ出力を他ＦＥへの適切なメッセージに翻訳する。 

 ３） （呼制御と）非同期の動作（そのような動作の１つは活性化試験である）を実行する。 

 ４） ＳＣＦと他のＦＥ間の永続的な相互動作を提供する。 

 ５） ＳＣＦにおける管理と監視機能に関連した（呼処理と）非同期の動作を処理したり、ＳＣＭＥ Ｆ

ＳＭのインスタンスを生成する。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽ＳＣＭＥ ＦＳＭの異なるコンテクストは、起動オペレーションで与えられるアドレス情報に基づいて

区別されるかもしれない。△ 

 最後に、ＦＥＡＭは低レベルのインタフェース機能をＳＣＭＥから解放している。ＦＥＡＭの機能は以

下のものを含む。 

 １） ＳＳＦとのインタフェースを確立し維持する。 

 ２） ＳＳＦから受信したメッセージをＳＣＭＥに渡し、また（必要ならば）行列待ちする。 

 ３） ＳＣＭＥから受けたメッセージをフォーマットし、（必要ならば）行列待ちし、ＳＳＦへ送出す

る。 

 

12.4 部分的ＳＣＦ管理エンティティ（ＳＣＭＥ）状態遷移図  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.5 ＳＣＦ呼状態モデル（ＳＣＳＭ）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.5.1 ＳＳＦ／ＳＲＦ関連状態（ＳＣＳＭ－ＳＳＦ／ＳＲＦ）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.5.1.1 ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.5.1.2 ＣＳＡの有限状態機構  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.5.1.2.1 状態Ｉ１「ＳＳＦ制御空き（SSF Control Idle）」【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.5.1.2.2 状態Ｉ２「ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions）」 

この状態では、ＣＳＡ対向ＦＳＭインスタンスは、ＳＣＦからの指示と、ＣＳ対向ＦＳＭインスタン

スやＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭから受信したイベントを処理する。 

以下のイベントがこの状態において起こり得る。 

－ （Ｉｅ２）遷移なし内部イベント：これは内部イベントであり、以下の場合に引き起こされる。 

－ ＳＬＰＩが、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭへ以下のオペレーションを送出する

ようＣＳＡ対向ＦＳＭインスタンスに指示する場合  

－ 呼解放（ReleaseCall） 

－ レグ移動（MoveLeg） 

－ 呼セグメント併合（MergeCallSegments） 

（注）この場合、ＳＳＦは「ソース」ＣＳを削除し、「ソース」ＣＳのレグを「ターゲッ

ト」ＣＳに接続する。ＣＳＡ対向ＦＳＭは、「ソース」ＣＳ対向ＦＳＭインスタンス
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にイベントを送信し、ＦＳＭインスタンスを解放する。ＣＳＡ対向ＦＳＭは、「ター

ゲット」ＣＳ対向ＦＳＭインスタンスにイベントを送信する。 

－ ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） 

－  暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） 

（注）暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションの送信が要求さ

れた場合、新たな CS対向 FSMインスタンスを指定された数だけ生成し、当該イベント

を当該新規 CS FSMインスタンスに通知する。当該オペレーションに対するエラー応答

を受信した場合には、当該オペレーションにより生成した全ての CS対向 FSMインスタ

ンスは解放されなければならない。 

▼暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションでは、常に二つの暫

定接続の設定を要求しなければならない。これにより、新たな CS対向 FSMインスタン

スは常に二つ生成される。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

－ 関連するＣＳ対向ＦＳＭインスタンスが以下のオペレーション送出を要求する場合 

－ 課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent） 

－ 課金情報送出（SendChargingInformation） 

－ 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） 

－ 順方向接続切断（DisconnectForwardConnection） 

－ アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument） 

－ 接続（Connect） 

－ 継続（Continue） 

－ 呼解放（ReleaseCall） 

－ ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ内のアプリケーションタイマ Tassist/hand-off

が満了した場合 

この場合、まだ関連するＦＳＭが存在している。このイベントは同一状態への遷移を引き起

こす。 

－ （ＩＥ３）遷移なし外部イベント：これは外部イベントであり、他のＦＥからのイベントを受信

時に引き起こされる。ＣＳＡ対向ＦＳＭは、必要ならばイベントを処理し、関連するＦＳＭにイベ

ントを引き渡す。 

－ ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） 

－ エンティティ解放完了（EntityReleased） 

－ 課金イベント通知（EventNotificationCharging） 

この場合、関連するＦＳＭがまだ存在している。このイベントは同一状態への遷移を引き起こす。 

－ （Ｉｅ５）空きへの内部イベント：これは内部イベントであり、以下の場合に引き起こされる。 

－ 最後のＣＳ対向ＦＳＭインスタンスが「空き（Idle）」状態に遷移する場合 

この場合、関連するＦＳＭはもはや存在しない。このイベントは状態Ｉ１「ＳＳＦ制御空き（SSF 

Control Idle）」への遷移を引き起こす。 

－ （Ｉｅ６）処理失敗：この（内部）イベントは、適切な例外処理及び状態Ｉ１「ＳＳＦ制御空き

（SSF Control Idle）」への遷移を引き起こす。 

 

12.5.1.3 コールセグメントの有限状態機構  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

16 エラー手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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17 詳細オペレーション手順 

17.3 活性化試験（ActivityTest）手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.37 接続（Connect）手順 

17.37.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.37.1.1 パラメータ 

－ ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress） 

このパラメータには、呼のルーチング先の着番号（ＮＴＴ－Ｑ７６２参照）が収められる。このパ

ラメータの符号化は（ＮＴＴ－Ｑ７６３参照）で定義されている。「ルーチング対地アドレス

（destinationRoutingAddress）」は、ハンドオフ手順のコンテキストの中で使用され、その中に

「相関ＩＤ（correlationID）」と「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」が別々に指定されない場合のみ、「相

関ＩＤ（correlationID）」と「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」を含むかもしれない。 

－ 相関ＩＤ（correlationID） 

このパラメータは、網Ｂ内のＳＳＦへの接続が確立したことを、網ＢのＳＳＦから網ＢのＳＣＦ  

に通知するケースにおいて、網Ａの起動ＳＳＦからの要求と対応づけるためにＳＣＦによって用  

いられる。  

「相関ＩＤ（correlationID）」が、「ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress）」

の中に含まれない場合にのみ、「相関ＩＤ（correlationID）」は上記コンテキストで用いられる。 

  － ＩＳＤＮアクセス関連情報（iSDNAccessRelatedInformation） 

    ＮＴＴ－Ｑ７６２のアクセス転送パラメータと同じ情報を転送する。 

－ ＳＣＦ ＩＤ（scfID） 

本 標 準 第 5 編 参 照 。 Ｓ Ｃ Ｆ  Ｉ Ｄ （ scfID ） は 、 ル ー チ ン グ 対 地 ア ド レ ス

（destinationRoutingAddress）に含まれない場合にのみ、上記相関ＩＤ（correlationID）のパラ

メータ説明の項で示した手順のコンテキストで用いられる。 

－ 汎用番号（genericNumbers） 

このパラメータは、ＳＣＦがＳＳＦから受信した汎用番号情報（もしあれば）の変更をＳＣＦに許

容する。また、ＳＳＦが事前にこのパラメータを使用していなければ、汎用番号情報をＳＣＦから

そのＳＳＦに対して与えることもできる。 

▼汎用番号パラメータには、以下の設定が可能である。  

• 付加発番号▲  

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂとは▼▲の規定が異なる】 

  － 第二サービス相互動作表示（serviceInteractionIndicatorsTwo） 

ＩＮベースサービスと網ベースサービス間、異なるＩＮサービス間の相互動作を解決するためにＳ

ＳＰとＳＣＰの間で交換される情報を示す。 

    本パラメータは、以下が設定されうる。  

      ・ 着ＩＮ番号表示許容指示（allowedCdINNoPresentationInd）  

－ 付加発番号（additionalCallingPartyNumber）  

ＮＴＴ－Ｑ７６２付加発番号 信号情報参照。  

本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として拡張（extensions）パラメータに設定される。  

▼汎用番号（genericNumbers）パラメータに「付加発番号」が設定されている場合、拡張  

（extensions）パラメータ内の拡張シンタックス値が「－１」にて識別される拡張フィールド情報

内の付加発番号パラメータ（4章参照）は有効ではない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂとは▼▲の規定が異なる】  
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  － 事業者情報転送（ttcCarrierInformationTransfer）  

   ＮＴＴ－Ｑ７６２事業者情報転送 信号情報参照。  

    本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として拡張（extensions）パラメータに設定される。  

▼本パラメータ内は、ＳＣＰ事業者情報を送信するために以下が設定されうる。 

経由情報転送表示：設定。 

事業者情報名：設定。ただし、「ＳＣＰ事業者情報」のみ指定可。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂとは▼▲の規定が異なる】 

  － 発信者番号非通知理由（ttcCauseOfNoID）  

    ＮＴＴ－Ｑ７６２発信者番号非通知理由 信号情報参照。  

    本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として拡張（extensions）パラメータに設定される。  

 

17.37.2 起動側エンティティ（SCF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.37.3 応答側エンティティ（SSF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.39 継続（Continue）手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.45 順方向接続切断（DisconnectForwardConnection）手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.46 アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument）手順 

  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.51 エンティティ解放完了（EntityReleased）手順 

17.51.1  概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.51.1.1 パラメータ 

－ ＣＳ失敗（CSFailure） 

ＣＳが解放されたことを示す。 

－ 呼セグメントＩＤ（callSegmentID） 

解放されたＣＳを識別する。 

－ 網特有理由（reason） 

エラー／異常の種類に関する網固有の情報（例えば、外部／内部エラーまたは異常）を提供  

する。  

本パラメータ値は以下の領域に基づいて付与する。  

 ‘00000001’B～’01111111’B：ＴＴＣ固有領域  

 ‘10000000’B～’11111111’B：網特有領域  

 ‘00000000’B：未使用  

ＴＴＣにて規定される網特有理由（reason）パラメータへの設定値は以下の通りである。  

 ‘00000001’B：アプリケーションタイマ満了  

 ‘00000010’B：処理異常  

‘00000011’B：他関連リソース消滅（暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレ  

      ーションの解放条件（ReleaseCondition）パラメータに従って、関連レグが消  

      滅した際に当該ＣＳを解放する場合に使用）  

▼網特有領域の値の設定は現状ない。 

外部からの信号による理由表示（Cause）パラメータ受信時以外の場合に網特有理由（reason） 

パラメータ値を設定する。本パラメータが送信される場合は、理由表示（Cause）パラメー

タは送信されない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 
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－ 理由表示（cause） 

特定エンティティの理由表示を示す。この理由は、その呼の今後の処理について決めるために

ＳＣＦによって使用されるかもしれない。 

本パラメータは、エンティティ解放完了を通知するＣＳ内のレグまたは暫定接続にて外部か  

らの信号により理由表示（Cause）パラメータを受信した場合に使用される。  

▼本パラメータが送信される場合は、網特有理由（reason）パラメータは送信されない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

17.51.2  起動側エンティティ（SSF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.51.3  応答側エンティティ（SCF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.53 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）手順 

17.53.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.53.1.1  パラメータ 

－ アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress） 

このパラメータは、網Ｂへのアシスト手順のための網Ｂ内の着アドレスを示す。  

「アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress）」は「相関ＩＤ

（correlation ID）」と「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」が独立して指定されていない場合のみ「相関

ＩＤ（correlationID）」、「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」を含む。 

▼このパラメータにて設定される着アドレスの最大は 26 桁である。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲が規定していない】 

－ 相関ＩＤ（correlationID） 

このパラメータは網Ｂ内のＳＳＦ（またはＳＲＦ）からの暫定接続の確立に関する網ＢのＳＣＦ  

への通知と網Ａの起動ＳＳＦからの要求を対応づける為にＳＣＦが使用する。  

相 関 Ｉ Ｄ （ correlationID ） は 、 「 ア シ ス ト Ｓ Ｓ Ｐ － Ｉ Ｐ ル ー チ ン グ ア ド レ ス

（assistingSSPIPRoutingAddress）に含まれない場合にのみ使用される。 

－ ＳＣＦ ＩＤ（scfID） 

本標準第 5 編参照。「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」は「アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス

（assistingSSPIPRoutingAddress）」に含まれていない場合にのみ使用される。 

－ 接続指定先（partyToConnect） 

－ レグＩＤ（legID） 

このパラメータは、このレグと同じ呼セグメント（CS）に接続されている他のレグとの間の音

声接続を維持する一方で、今後の相互動作が呼のどの話者に適用されるかを示す。 

ＳＣＦは、「送信側ＩＤ（sendingSideID）」のみを使用する。  

  － 事業者情報転送（ttcCarrierInformationTransfer）  

    ＮＴＴ－Ｑ７６２事業者情報転送 信号情報参照。  

    本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として拡張（extensions）パラメータに設定される。  

    ▼本パラメータ内は、ＳＣＰ事業者情報を送信するために以下が設定されうる。 

    経由情報転送表示：設定。ただし、本フィールドはＳＳＦ側では参照しない。 

    事業者情報名：設定。ただし、「ＳＣＰ事業者情報」のみ指定可。▲ 

    【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂとは▼▲の規定が異なる】 
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17.53.2 起動側エンティティ（SCF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.53.3 応答側エンティティ（SSF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.54 課金イベント通知（EventNotificationCharging）手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】  

17.55 ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.64 イニシャルＤＰ（InitialDP）手順 

17.64.1  概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.64.1.1 パラメータ 

－ サービスキー（serviceKey） 

このパラメータは、要求されたＩＮサービスをあいまいさがないようにＳＣＦに対して指定する。

このパラメータは、（ＳＣＰを特定するためではなく）ＳＣＦ内で正しいアプリケーション／ＳＬ

Ｐを特定するのに使用される。 

－ ダイヤル番号（dialledDigits） 

本標準第 5編参照。ダイヤル番号は、発側又は交換呼処理よりあらかじめＳＳＦに受信される実  

際の番号である。  

－ 着番号（calledPartyNumber） 

このパラメータは、順方向の着信者を識別するために使用される番号を含む。ＮＴＴ－Ｑ７６２着

番号 信号情報参照。 

－ 発番号（callingPartyNumber） 

ＮＴＴ－Ｑ７６２発番号 信号情報参照。 

－ 発ユーザ種別（callingPartysCategory） 

ＮＴＴ－Ｑ７６２発ユーザ種別 信号情報参照。 

－ 発サブアドレス（callingPartySubaddress） 

ＮＴＴ－Ｑ９３１発サブアドレス 信号情報参照。  

－ その他呼情報（miscCallInfo） 

ＤＰタイプ（通知か要求）とＤＰ割当（回線毎、グループ毎、局毎）のシーケンス。ＤＰタイプと

ＤＰ割当は、網運用者が選択できる。 

▼ＤＰタイプ（通知）とＤＰ割当（グループ毎）の指定は使用できない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

－ 端末種別（terminalType） 

本標準第 5編参照。端末タイプを識別し、ＳＣＦがＳＲＦに能力の適切なタイプ（音声認識、ＤＴ

ＭＦ、表示能力など）を指定できるようにする。 

－ 順方向呼表示（forwardCallIndicators） 

このパラメータは、呼が国内呼あるいは国際呼として扱われるべきかどうかを示す。また、網アク

セスの信号能力、前位の網接続、および後続の網接続の際の優先信号能力も示す。網アクセス能力

は端末種別を示すものではない。例えば、ＩＳＰＢＸはＩＳＤＮアクセス種別を持つが、ＩＳＰＢ

Ｘにつながるユーザの端末はＩＳＤＮかまたは非ＩＳＤＮであろう。 

－ ベアラ能力（bearerCapability） 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

このパラメータは、ユーザへの▽ベアラ能力接続コネクションの種別または△通信路要求表示を示

す。次の２つのパラメータのどちらを使用するかを選択するのは、網オプションである。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 
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▽－ ベアラ能力（bearerCap） 

このパラメータは、ＳＳＦがローカル交換機レベルにある場合にはＤＳＳ１ベアラ能力

（Bearer Capability）パラメータ（ＮＴＴ－Ｑ９３１）を含み、ＳＳＦが中継交換機レベル

にある場合にはＩＳＵＰユーザサービス情報（User Service Information）パラメータ（ＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｑ７６３参照）を含む。 

ベアラ能力（bearerCap）パラメータは、ＤＳＳ１ベアラ能力（Bearer Capability）パラメー

タやＩＳＵＰユーザサービス情報（User Service Information）パラメータがＳＳＰで利用可

能な場合のみ、イニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションに含まれるべきである。 

伝達能力の 2つの値がＳＳＦで使用できる場合、またはユーザサービス情報とユーザサービス

情報プライムがＳＳＦで使用できる場合、ベアラ能力（bearerCap）は、優先伝達能力の値、

ユーザサービス情報プライムパラメータの値を含む。△ 

－ 通信路要求表示（tmr） 

通信路要求表示（tmr）は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３に従ってＩＳＵＰの通信路要求表示

（Transmission Medium Requirement）パラメータとして符号化される。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽通信路要求表示の 2つの値がＳＳＦで使用できる場合、または通信路要求表示と通信路要求

表示プライムがＳＳＦで使用できる場合、ベアラ能力（bearerCap）は、優先通信路要求表示

の値、通信路要求表示プライムパラメータの値を含む。△ 

－ ＢＣＳＭイベント種別（eventTypeBCSM） 

このパラメータは、イニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションを発生させることに至った、設

定されたＢＣＳＭ検出ポイントイベントを示す。 

－ 汎用番号（genericNumbers） 

ＳＳＦは、着番号、付加接続先番号、付加オリジナル着番号、付加転送先番号だけでなく、付加発

番号についてＳＣＦに通知できる。 

▼汎用番号パラメータには、以下の設定が可能である。  

• 付加発番号▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】  

－ 契約者番号（ttcContractorNumber）  

このパラメータは、網が監理する契約者の番号を示す。ＮＴＴ－Ｑ７６２契約者番号   

信号情報参照。  

本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として、拡張（extensions）パラメータに設定される。  

－ 料金区域情報（ttcChargeAreaInformation）  

このパラメータは、発信者の料金区域情報を示す。ＮＴＴ－Ｑ７６２料金区域情報 信  

号情報参照。  

本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として、拡張（extensions）パラメータに設定される。  

－ 着ＩＮ番号（ttcCalledINNumber）  

このパラメータは、着ＩＮ番号を示す。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２着ＩＮ番号 信号情報参照。  

本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として、拡張（extensions）パラメータに設定される。 

▼本パラメータが設定されることはない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】  

  － 事業者情報転送（ttcCarrierInformationTransfer）  

    このパラメータは、事業者情報転送を示す。ＮＴＴ－Ｑ７６２事業者情報転送 信号情  

    報参照。  
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    本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として、拡張（extensions）パラメータに設定される。  

  － 付加ユーザ種別（ttcAdditionalPartysCategory）  

    このパラメータは、付加ユーザ種別を示す。ＮＴＴ－Ｑ７６２付加ユーザ種別 信号情  

    報参照。  

    本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として、拡張（extensions）パラメータに設定される。  

  － ＳＳＰ料金区域情報（ttcSSPChargeAreaInformation）  

    このパラメータは、ＳＳＰの料金区域情報を示す。  

    本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として、拡張（extensions）パラメータに設定される。  

 

17.64.2  起動側エンティティ（SSF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.64.3  応答側エンティティ（SCF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.68 呼セグメント併合（MergeCallSegments）手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.71 レグ移動（MoveLeg）手順   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.89 呼解放（ReleaseCall）手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.97 課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent）手順 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.98 ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）手順 

17.98.1  概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.98.1.1 パラメータ 

－ ＢＣＳＭイベントリスト（bcsmEvents） 

このパラメータは、報告を要求する一つまたは複数のイべントを規定する。 

－ ＢＣＳＭイべント種別（eventTypeBCSM） 

このパラメータは、報告を要求するイべントの種別を規定する。発呼分析完了

（Origination_Attempt_Authorized）の値は、ＢＣＳＭイべント種別のパラメータとしては妥

当ではない。 

－ 監視モード（monitorMode） 

このパラメータは、イべント報告の方法を示す。「監視モード（monitorMode）」が「中断

（interrupted）」の場合、イべントは要求として報告されなければならない。「監視モード

（monitorMode）」が「通知し継続（notifyAndContinue）」の場合は、イべントは通知として

報告されなければならない。「監視モード（monitorMode）」が「透過（transparent）」の場

合、イベントは報告されない。 

－ レグＩＤ（legID） 

このパラメータは、イべントが報告されるべき呼の話者を示す。ＳＣＦは、オプションの「送

出側ＩＤ（sendingSideID）」のみを使用する。 

－ 送出側ＩＤ（sendingSideID） 

「レグＩＤ（legID）」の値は以下を想定する。 

注：レグの番号は以下の原則に基づいて付与される。 

  最初の呼セグメント（CS）が発側ＣＳ（「発側呼設定（Originating Setup）」ＣＳ状 

  態）から生成された場合、レグＩＤ（legID）＝１が制御レグ、レグＩＤ（legID）＝ 

  ２が受動レグである。 

このパラメータが指定されなかった場合は、次のデフォルトを想定する。  

「レグＩＤ（legID）」＝１は、発側－途中放棄（O_Abandon）イベント。  
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「レグＩＤ（legID）」＝２は、発側－着信者話中（O_CalledPartyBusy）、発側－無応答 

（O_NoAnswer）、発側－応答（O_Answer）のイベント。  

「レグＩＤ（legID）」パラメータは、発側－切断（O_Disconnect）イベントの場合は、  

例外なく含まれるべきである  

－ ＤＰ特有判断基準（dPSpecificCriteria） 

このパラメータは、設定されるべきＥＤＰに特有の情報を示す。 

－ アプリケーションタイマ（applicationTimer） 

このパラメータは、無応答（NoAnswer）イべントにおけるアプリケーションタイマを示す。

ユーザが既定の時間内に応答しなかった場合、ＳＳＦはＳＣＦにイべントを報告する。こ

のタイマは、網の無応答タイマより小さいことが要求される。 

▼無応答（NoAnswer）イベントの検出を要求する場合には、常にこのパラメータを指定し

なければいけない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

17.98.2  起動側エンティティ（SCF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.98.3 応答側エンティティ（SSF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.116 課金情報送出（SendChargingInformation）手順  

17.116.1  概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.116.1.1 パラメータ 

－ ＳＣＩ料金課金関連特有情報（sCIBillingChargingCharacteristics） 

このパラメータは、料金関連と課金関連の両方またはいずれかの特有情報を示す。 

    その内容は、ＴＴＣ特有または網運用者特有である。  

    ＴＴＣ特有のＳＣＩ料金課金関連特有情報として、以下のパラメータが設定されうる。  

    － 非課金表示（noChargeIndicatior）  

      このパラメータは、非課金であることを示す。  

      本パラメータをＴＲＵＥとした場合、非課金であることを示す。  

      ＴＲＵＥ時にのみ本パラメータを送信する。  

      【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

      ▽本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として拡張（extensions）パラメータに設定される。△ 

  － 課金対象者（partyToCharge） 

    このパラメータは、課金情報の送信先を示す。 

 

17.116.2 起動側エンティティ（SCF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.116.3 応答側エンティティ（SSF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.133 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）手順 

17.133.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.133.1.1 パラメータ 

－ 暫定接続起動パラメータ群（iTCParameters） 

－ 新規呼セグメント（newCallSegment） 

このパラメータは、先行的な暫定接続の設定に伴って新たに生成されるＣＳのＩＤを示す。 

－ アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress） 
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このパラメータは、網Ｂへの暫定接続設定のための網Ｂ内の着アドレスを示す。「アシストＳ

ＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress）」は、「相関ＩＤ

（correlationID）」「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」が独立して指定されていない場合のみ「相関

ＩＤ（correlationID）」「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」を含む。▼このパラメータにて設定され

る網Ｂ内の着アドレスの最大は２６桁である。▲ 

【ＪＴ－Ｑ２２８－ｂ第三版では▼▲の規定が異なる】 

－ 相関ＩＤ（correlationID） 

このパラメータは網Ｂ内のＳＳＦ（またはＳＲＦ）からの暫定接続の設定に関する網ＢのＳＣ

Ｆへの通知と網Ａの起動側ＳＳＦからの要求を対応付けるためにＳＣＦが使用する。「相関Ｉ

Ｄ （ correlationID ） 」 は 「 ア シ ス ト Ｓ Ｓ Ｐ － Ｉ Ｐ ル ー チ ン グ ア ド レ ス

（assistingSSPIPRoutingAddress）」に含まれない場合にのみ使用される。 

－ ＳＣＦ ＩＤ（scfID） 

「 ＳＣＦ  ＩＤ（ scfID ） 」は「アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス

（assistingSSPIPRoutingAddress）」に含まれない場合にのみ使用される。 

－ 解放条件（releaseCondition） 

このパラメータは、設定中および保留中の暫定接続の解放条件を示す。解放条件は生成する暫

定接続毎に指定可能であり、解放条件が適用されるのは暫定接続の設定開始後からレグとの接

続前までである。 

このパラメータが省略された場合は、イニシャル呼セグメント（呼セグメントＩＤ＝１）が  

指定されたものとみなす。  

－ 事業者情報転送（ttcCarrierInformationTransfer）  

ＮＴＴ－Ｑ７６２事業者情報転送 信号情報参照。  

▼本パラメータ内は、ＳＣＰ事業者情報を送信するために以下が設定されうる。 

経由情報転送表示：設定。ただし、本フィールドはＳＳＦ側では参照しない。 

事業者情報名：設定。ただし、「ＳＣＰ事業者情報」のみ指定可。▲ 

    【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂとは▼▲の規定が異なる】 

▼暫定接続起動パラメータ群（iTCParameters）は、常に２つ設定されなければならない。すなわち、

常に２つの暫定接続を設定する条件を指定しなければならない。捕捉した暫定接続が１つ残っている

状態で暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションを送信する場合には、この暫

定接続を呼解放（ReleaseCall）オペレーションにより解放しなければならない。捕捉した暫定接続

が２つ残っている状態では、暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションの送信

は許容しない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

17.133.2 起動側エンティティ（SCF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.133.3 応答側エンティティ（SSF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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18   下位レイヤから想定されるサービス 

18.1 ＴＣから想定するサービス 

 本勧告で定義されるＳＳ７アプリケーションレイヤプロトコルは、一対のアプリケーションプロセス間の

通信を提供するためのプロトコルである。ＳＳ７環境においては、これはトランザクション機能を用いた一

対の応用エンティティ（ＡＥ）間の通信を示す。あるＡＥの機能はアプリケーションサービス要素（ＡＳＥ）

の集合によって提供される。ＡＥ間の相互動作はＡＳＥによって提供されるサービスの利用によって示され

る。 

 もしアプリケーションコンテキスト（ＡＣ）が単一の物理的なノードの中でのＦＥの差異のために使われ

るべきならば、使われるＴＣのバージョンはＴＣのダイアログ部をサポート（すなわち White Book ＴＣ）

していなければならない。 

▼また、本標準におけるＩＮインタフェースをサポートするために要求される最低限のＴＣはＮＴＴ－ 

Ｑ７７ｘであり、ＡＣを使用するために必ずダイアログ部をサポートしておかなければならない▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

18.1.1 共通手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.1.1.1 正常手順 

 本節は、正常時にＡＥ間でのメッセージ送信に用いられるべき手順とＴＣプリミティブについて示す。 

 ＩＮＡＰは、ＴＣユーザとして、ＴＣによって提供される構造化ダイアログ機能のみを用いる。以下の状

況は、メッセージが２つの物理エンティティ間で送信される時に生起し得る。 

－ダイアログが確立されなければならない：ＴＣユーザはＴＣ－開始要求プリミティブを発行する。 

－ダイアログが継続されなければならない：ＴＣユーザはＴＣ－継続要求プリミティブを発行する。 

－ダイアログはもはや継続されてはならない：ＴＣユーザは、以下の条件に応じた基本終了 

 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽あるいは先行終了△ 

を伴うＴＣ－終了要求プリミティブを発行する。 

－基本終了 

－ダイアログが確立される場合、関係の終了を導くオペレーションが、ＴＣ－終了要求プリミティ

ブ（基本）とともにＦＥによって転送され得る。ただし、ＦＥがこれらの送信されたオペレーショ

ンに関するエラーや拒否コンポーネントの受信に関心のない場合に限る。ＦＥのダイアログリ

ソースが一旦解放されると、これらのオペレーションに対して受信されたあらゆるエラーあるい

は拒否コンポーネントは、ＮＴＴ－Ｑ７７４に記述されているように、ＴＣによって破棄される。 

－ダイアログが確立され、ＦＥが関係の終了を導くオペレーションを受信し、ダイアログを継続さ

せることに関心がなく、送信すべきオペレーションがない場合、コンポーネントを１つも伴わな

いＴＣ－終了要求プリミティブ（基本）が、ＦＥから送信され得る。 

 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽－先行終了 

あるエンティティが関係の終了を導く送信済オペレーションに対する応答として、受信し得るエ

ラーや拒否メッセージに関心のある場合には、ダイアログは、ＴＣ－終了要求プリミティブ（先

行終了）によって、最後の当該のオペレーションタイマ満了後に終了される。受信側エンティティ

は、これらのオペレーションが正常に処理された後に（すなわち、関係が終了される）、ＴＣ－

終了要求プリミティブ（先行終了）によって、ダイアログを終了させることができる。 

－一般的に、先行終了は、通信している双方のエンティティが、相手側のエンティティが先行終了を適

用することを明確に認識できるケースにのみ使用が許されなければならない。その他の全てのケー
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スでは、基本終了が用いられなければならない。△ 

 

18.1.1.2 異常手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.1.1.3 ダイアログ処理 

18.1.1.3.1 ダイアログ確立 

 ＩＮＡＰダイアログの確立は、3.1.3 節に記述された２つの応用プロセスを含む。その一つはダイアログ

開始部（dialogue-initiator）であり、もう一つはダイアログ応答部（dialogue-responder）である。 

 ＡＣネゴシエーションは、全ての物理エンティティおよび／あるいは全てのネットワークにおいてサポー

トされていないかもしれない。 

 この処理は以下に挙げる信号によって実行される。 

－ダイアログ開始部からのＴＣ－開始要求プリミティブ 

－応答側で生起するＴＣ－開始指示プリミティブ 

－開始側で生起する最初のＴＣ－継続指示プリミティブ 、あるいは以下の特殊な条件： 

－開始側で生起するＴＣ－終了指示プリミティブ 

－開始側で生起するＴＣ－Ｕ－アボート指示プリミティブ 

－開始側で生起するＴＣ－Ｐ－アボート指示プリミティブ 

 

ＴＣ－開始要求プリミティブの送信 

 ＴＣ－開始要求プリミティブを送信する前に、ＳＡＣＦはＡＣ名および存在するならばユーザ情報パラ

メータを蓄積しなければならない。 

▼ユーザ情報パラメータは使用しない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 ＳＡＣＦはＴＣ－起動サービスを用いて当該オペレーションの起動を要求しなければならない。起動手順

の記述は 18.1.1.4.1節を参照のこと。 

 最後の起動要求の処理後、ＳＡＣＦはＴＣ－開始要求プリミティブを発行しなければならない。 

 その後、開始側のＳＡＣＦはＴＣ指示プリミティブを待ち、ＴＣ－Ｕ－アボート要求あるいは解放方法パ

ラメータに「先行解放」を設定したＴＣ－終了要求以外の要求を発行することはない。 

 

ＴＣ－開始指示の受信 

 ＴＣ－開始指示プリミティブの受信時に、応答側ＳＡＣＦは以下の処理を行なわなければならない。 

－ＡＣ名がもしプリミティブに含まれている場合には、それを分析する。もしそれがサポートされてい

る場合には、18.1.1.4.1節に記述されるように、ＴＣから受信されるその他の指示プリミティブを処

理する。 

▼ＡＣ名は必ず含まれる。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

－プリミティブに含まれるＡＣ名がサポートされていない場合には、ＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミ

ティブを発行する。▼代替ＡＣを提供しても、当該代替ＡＣにて再度通信を行う手順はサポートしな

い。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

 ▽代替のＡＣが提供可能ならば、その名前はＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブに含まれる。△ 
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最初のＴＣ－継続指示の受信 

 ダイアログのための最初のＴＣ－継続指示プリミティブの受信時には、ＳＡＣＦはＡＣ名パラメータの値

をチェックしなければならない。この値がＴＣ－開始要求プリミティブで用いられた値と一致する場合には、

ＳＡＣＦは 18.1.1.4.1 節に記述されるように、後続のＴＣコンポーネント処理用指示プリミティブを処理

しなければならない。一致しない場合は、ＳＡＣＦはＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブを発行しなけれ

ばならない。 

 

ＴＣ－終了指示の受信 

 ダイアログ開始状態におけるＴＣ－終了指示プリミティブの受信時には、ＳＡＣＦはＡＣ名パラメータの

値をチェックしなければならない。この値がＴＣ－開始要求プリミティブで用いられた値と一致する場合に

は、ＳＡＣＦは 18.1.1.4.1 節に記述されるように、後続のＴＣコンポーネント処理用指示プリミティブを

処理しなければならない。 

 

ＴＣ－Ｕ－アボート指示の受信 

 ＴＣ－Ｕ－アボート指示プリミティブの受信については、ユーザアボート手順の一部として記述されてい

る（18.1.1.3.4節を参照のこと）。アボート理由がサポートされていないＡＣ名である場合、応答側は代替

のＡＣ名をＴＣ－Ｕ－アボート指示内で提案するかもしれない。 

▼ 代替のＡＣ提案に対する新たなダイアログ確立に関する手順はサポートしない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽代替のＡＣが提案された場合、受信側エンティティはこの名前をチェックし、もしそれがサポートされて

いるならば、新しいダイアログが確立されるかもしれない。△ 

 

ＴＣ－Ｐ－アボート指示の受信 

 ＴＣ－Ｐ－アボート指示プリミティブの受信については、プロバイダアボート処理の一部として記述され

ている。（18.1.1.3.5節を参照のこと） 

 

18.1.1.3.2 ダイアログ継続  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.1.1.3.3 ダイアログ終了 

 ダイアログ開始部とダイアログ応答部の両者は、18.1.2.1.1節および 18.1.2.1.2節で記述される規則に

従って、ダイアログが確立される必要のない時やダイアログがもはや継続される必要のない時に、ダイアロ

グ確立後にダイアログの終了を要求する能力を有する。 

 ダイアログ終了処理は以下のイベントによって実行される。 

－ＴＣ－終了要求プリミティブ 

－ＴＣ－終了指示プリミティブ 

 

ＴＣ－終了要求の送信 

 ダイアログがもはや継続されるべきでない時には、ＳＡＣＦは、18.1.1.4.1節に記述されるように、あ

らゆるコンポーネント処理用要求プリミティブを処理しなければならない。 

 （もしあれば）最終コンポーネント処理用要求プリミティブを処理した後、ＳＡＣＦは、18.1.2.1.1節

および 18.1.2.1.2節で記述される規則に従って、解放方法パラメータに「基本終了」 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽あるいは「先行解放」△ 
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を設定したＴＣ－終了要求プリミティブを発行しなければならない。 

 

ＴＣ－終了指示の受信 

 ＴＣ－終了指示プリミティブの受信時には、ＳＡＣＦはあらゆるコンポーネント処理用指示プリミティ

ブを受け付け、そして、18.1.1.4.1節に記述されているようにそれらを処理しなければならない。 

 最後のコンポーネント処理用指示プリミティブを処理した後、全てのダイアログ関連リソースは解放さ

れる。 

 

18.1.1.3.4 ユーザアボート  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.1.1.3.5 プロバイダアボート  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.1.1.3.6 ＴＣダイアログプリミティブへのマッピング 

 ＴＣ－片方向サービスはＩＮＡＰによって利用されない。 

 ＴＣダイアログサービスへのパラメータのマッピングは以下の通りである。 

 ＴＣ－開始サービスのパラメータの利用は以下の制限つきで、18.1.1.3.7節に定義される。 

－ＴＣ－開始サービスの着アドレスパラメータは、ＴＣ－開始サービスに応答するＡＥのＩＮＡＰアド

レスが設定されなければならない。 

注：本パラメータ内に用いられるアドレスは、多数の代替のＡＥのうちの１つに向けてＳＣＣＰア

ドレス翻訳によってマッピングされるかもしれない。 

－ＴＣ－開始サービスのＡＣ名パラメータは、起動側ＡＥと応答側ＡＥの間で用いられる特定のインタ

フェースに従って設定されなければならない。 

－ＴＣ－開始サービスの発アドレスパラメータは、ＴＣ－開始サービスの起動側のＡＥの曖昧でないＩ

ＮＡＰアドレスが設定されなければならない。 

 ＴＣ－継続サービスのパラメータの利用は以下の制限つきで、18.1.1.3.7節に定義される。 

－ＴＣ－継続サービスのＡＣ名パラメータは、同一のダイアログＩｄパラメータ値をもつＴＣ－開始

サービスのＡＣ名パラメータの値が設定されなければならない。 

－ＴＣ－継続サービスの発アドレスパラメータがもし存在すれば、それはＴＣ－継続サービスの起動側

のＡＥの曖昧でないＩＮＡＰアドレスが設定されなければならない。このパラメータは同一のダイア

ログＩｄパラメータ値を持つＴＣ－開始サービスの後の最初のＴＣ－継続サービスにおいてのみ存

在する。 

 ＴＣ－終了サービスのパラメータの利用は以下の制限つきで、18.1.1.3.7節に定義される。 

－ＴＣ－終了サービスのＡＣ名パラメータは、同一のダイアログＩｄパラメータ値をもつＴＣ－開始

サービスのＡＣ名パラメータの値が設定されなければならない。本パラメータはＴＣ－終了サービス

がＴＣ－開始サービスの直後に使われる場合にのみ存在する。 

 ＴＣ－Ｕ－アボートサービスのパラメータの利用は以下の制限つきで、18.1.1.3.7節に定義される。 

－ＴＣ－Ｕ－アボートサービスのアボート理由パラメータはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１に規定される

よう用いられなければならない。 

－ＴＣ－Ｕ－アボートサービスのＡＣ名パラメータは、ＴＣ－開始サービスにおいて使われた値 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽か、起動側ＡＥと応答側ＡＥとの間でダイアログを確立するのに使われ得る代替の値のいずれかの

値△ 

が設定されなければならない。 

注：本パラメータはＴＣ－Ｕ－アボートがＴＣ－開始指示の直後の応答である場合にのみ存在する。 
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 ＴＣ－Ｐ－アボートサービスのパラメータの利用は以下の制限つきで、18.1.1.3.7節に定義される。 

－ＴＣ－Ｐ－アボートサービスのＰアボートパラメータはＴＣによって、なぜＴＣがダイアログをア

ボートしたかの理由を示す値が設定される。その値は、ＮＴＴ－Ｑ７７１に定義される値をとらなけ

ればならない。 

 

18.1.1.3.7 ＴＣダイアログパラメータへのデフォルトマッピング 

ダイアログＩｄ 

 このパラメータの値は、インプリメントに依存した方法で、ＩＮＡＰ起動とともに関連付けられる。本

パラメータはＩＮＡＰ ＡＥに対して、リモートのＩＮＡＰ ＡＥへの特定のＴＣダイアログを一意に特

定する。 

 

ＡＣ名 

 ＡＣ名パラメータは、ＴＣダイアログによってサポートされる必要のあるオペレーションセットに従っ

て設定される。定義済みのＡＣ名は、5章に示されている。 

 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽ユーザ情報 

 このパラメータはネットワークオペレータ特有の方法により、ダイアログを開始そして応答する応用プ

ロセスの両方によって利用されるかもしれない。△ 

 

コンポーネント表示 

 このパラメータは、ＮＴＴ－Ｑ７７１に記述されているように、ＳＡＣＦによって使われる。 

 

終了 

 ＴＣ－終了要求プリミティブの解放方法パラメータの値は、18.1.2.1.1節および 18.1.2.1.2節で記述

される規則に従って、ＳＡＣＦによって設定される。 

 

サービス品質 

 ＴＣ要求プリミティブのサービス品質は、ＳＡＣＦにより以下の値に設定される。 

－順序保証要 

－返送オプション、このパラメータはインプリメントに依存した方法で、ＳＡＣＦによって設定され

る。 

 

18.1.1.4 コンポーネント処理 

18.1.1.4.1 ＩＮＡＰオペレーション手順 

オペレーション起動 

ＳＡＣＦは受信したパラメータからオペレーションのアーギュメントを作り、ＴＣ－起動手順を用いて

当該オペレーションの起動を要求しなければならない。関連ＩＤパラメータがそのプリミティブ内に挿入

されている時は、そのオペレーションが子オペレーションであることを示し、親オペレーションに関連す

るものであることを示唆している。 

▼関連ＩＤを必要とするオペレーションが規定されていないため、以下における関連ＩＤに関する記述は

本仕様において有効ではない▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 
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オペレーション起動の受信 

 ＴＣ－起動指示プリミティブの受信時に、ＳＡＣＦは以下のことを行なわなければならない。 

－オペレーションコードがＡＣによってサポートされているオペレーションに対応するものでない場

合には、適切な問題コード（認識不能オペレーション）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用

いて、拒否コンポーネントの転送を要求する。 

－関連ＩＤが含まれている場合、以下のチェックを行なう：関連ＩＤによって参照されているオペレー

ションが関連オペレーションを許容していない場合、あるいはオペレーションコードが、許容される

関連オペレーションに対応していない場合、あるいは親オペレーションの起動がアクティブでない場

合には、適切な問題コード（期待されない関連応答、あるいは、期待されない関連オペレーション）

を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを発行する。 

－アーギュメントタイプがオペレーションに対して定義されたものではない場合、適切な問題コード

（不正パラメータ）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて、拒否コンポーネントの転送を

要求する。 

－ＩＮＡＰ関連ダイアログが解放されようとしているという理由でオペレーションが起動できない場

合、問題コード（解放起動）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて拒否コンポーネントの

転送を要求する。 

－要求されたオペレーションを実行するために十分なＩＮＡＰ関連リソースが利用不可能な場合、問題

コード（リソース限界）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて拒否コンポーネントの転送

を要求する。 

－上のどれにも当てはまらなければ、ＴＣ－起動指示プリミティブを受け付ける。オペレーションが

ユーザに確認されるべきものならば、ＳＡＣＦは対応する応答を待つ。 

 

オペレーション応答 

 ユーザに確認されたオペレーションに対しては、ＳＡＣＦは以下の処理を行なわなければならない。 

－クラス１または３のオペレーションに対する応答内にエラー表示が含まれていない場合には、受信し

たパラメータから結果情報要素を構成し、ＴＣ結果－Ｌサービスを用いてその転送を要求する。 

－クラス１または２のオペレーションに対する応答内にエラー表示が含まれている場合には、受信した

パラメータからエラーパラメータを構成し、ＴＣ－Ｕ－エラー要求プリミティブを用いてその転送を

要求する。 

 

応答の受信 

 ＴＣ－結果－ＮＬ指示の受信時に、ＳＡＣＦは以下の処理を行なわなければならない： 

－適切な問題コード（不正パラメータ）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて、拒否 コ ン

ポーネントの転送を要求する。 

 

 ＴＣ－結果－Ｌ指示の受信時には、ＳＡＣＦは以下の処理を行なわなければならない： 

－結果パラメータの型がこのオペレーションの結果のために定義されていないものならば、適切な問題

コード（不正パラメータ）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて、拒否コンポーネントの

転送を要求する。 

－上記以外の場合に、ＴＣ－結果－Ｌ指示プリミティブを受け付ける。 

 

 ＴＣ－Ｕ－エラー指示の受信時には、ＳＡＣＦは以下の処理を行なわなければならない： 
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－エラーコードが、ＳＡＣＦのために定義されていない、または、起動識別子によって参照されるオペ

レーションに関係ないものである場合には、適切な問題コード（認識不能エラーまたは期待されない

エラー）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて、拒否コンポーネントの転送を要求する。 

－エラーパラメータの型がこのエラーのために定義されていないものならば、適切な問題コード（不正

パラメータ）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて、拒否コンポーネントの転送を要求す

る。 

－上記以外の場合に、ＴＣ－Ｕ－エラー指示プリミティブを受け付ける。 

 

 保留中のオペレーションに影響を与えるＴＣ－Ｕ－拒否指示プリミティブの受信時には、ＳＡＣＦは以

下の処理を行なわなければならない： 

－ＴＣ－Ｕ－拒否指示プリミティブを受け付けなければならない。 

このイベントは、ローカルＴＣが、オペレーションに影響を与える受信コンポーネント内にプロトコルエ

ラーを検出した場合に生じる。 

 

 「結果応答問題、期待されない結果応答」を示すＴＣ－Ｌ－拒否の受信時には、ＳＡＣＦは応用プロセ

スに通知しなければならない。 

 「エラー応答問題、期待されないエラー応答」を示すＴＣ－Ｌ－拒否の受信時には、ＳＡＣＦは応用プ

ロセスに通知しなければならない。 

 このイベントは、ローカルＴＣが到着したオペレーションに影響を与えるコンポーネント内にプロトコ

ルエラーを検出した時に発生する。 

 問題コードが一般問題を示している場合には、ＴＣによって起動ＩＤが提供されていたとしても、その

イベントは動作中のオペレーションに関連付けられることはできない。これは、起動ＩＤがローカル起動

とリモート起動のいずれを示すか不明なためである。 

 ＴＣ－Ｌ－取消指示の受信時に、ＳＡＣＦは以下の処理を行なわなければならない。 

－当該オペレーションがクラス１オペレーションであるならば、応用プロセスに通知する。 

－当該オペレーションがクラス２オペレーションであり、このオペレーションに対して関連オペレー

ションが定義されていないならば、そのプリミティブを無視する。 

－当該オペレーションがクラス３オペレーションであるならば、応用プロセスに通知する。 

－当該オペレーションがクラス４オペレーションであるならば、そのプリミティブを無視する。 

 

他のイベント 

 この節は、あらゆるオペレーションと関連付けられることができない、あるいは、保留中のオペレー

ションに影響を与えないコンポーネント処理指示プリミティブ受信時における、ＳＡＣＦの動作を記述

している。 

動作中オペレーションに影響を与えない（すなわち、結果応答またはエラー応答問題を示している）Ｔ

Ｃ－Ｕ－拒否指示プリミティブの受信時には、18.1.2.1.2節に記述されている規則に従って送信側の応

用プロセスによってダイアログがまだ終了されていないならば、ダイアログをアボートする、継続する、

あるいは終了する選択は、応用プロセスに任される。このことは、クラス４の関連オペレーションに関

連する起動問題にも適用可能である。 

 動作中オペレーションに影響を与えないＴＣ－Ｒ－拒否指示の受信時（すなわち、プロトコルエラー

が相手のＴＣエンティティによって検出されている場合）には、18.1.2.1.2節に記述されている規則に

従って送信側の応用プロセスによってダイアログがまだ終了されていないならば、ダイアログをアボー

トする、継続する、あるいは終了する選択は、応用プロセスに任される。 
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 動作中オペレーションと関連付けられることができないＴＣ－Ｌ－拒否指示プリミティブの受信時

（すなわち、プロトコルエラーがローカルのＴＣエンティティによって検出された場合）には、ダイア

ログを継続するか、終了して暗に拒否コンポーネントの転送の契機を与えるか、ダイアログをアボート

するかの選択は応用プロセスに任される。 

 メッセージがネットワークレイヤによって配送され得ないことをＳＡＣＦに知らせるＴＣ－通知指

示プリミティブの受信時、ダイアログを終了するかリトライするかは、応用プロセスが決定する。 

 このプリミティブは、返送オプション（Return Option）が設定されていた場合にのみ起こり得る

（18.1.1.3.6節参照のこと）。 

 

18.1.1.4.2 ＴＣコンポーネントプリミティブへのマッピング  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.1.1.4.3 ＴＣコンポーネントパラメータへのデフォルトマッピング【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠す

る】 

 

18.1.2 ＳＳＦ－ＳＣＦインタフェース 

18.1.2.1 正常手順 

18.1.2.1.1 ＳＳＦからＳＣＦへのメッセージ 

 本節は、ＳＳＦからＳＣＦへのＴＣメッセージに対する正常手順を定義する。 

 

ＳＳＦ－ＦＳＭ関連メッセージ 

 ダイアログは、ＳＳＦ－ＦＳＭが「空き」状態から「指示待ち」状態に遷移する際に確立されなければ

ならない。関連するＩＮＡＰオペレーション、すなわちＴＤＰ－ＲのためのイニシャルＤＰ（InitialDP）

オペレーションは同一メッセージ内で送信されなければならない。 

 以下のケースを除き、ＳＳＦ－ＦＳＭから送信されるその他の全てのオペレーションによって、ダイア

ログは継続されなければならない。 

ＳＳＦ－ＦＳＭがエラーを伴わずに「空き」状態に遷移し、１つ以上の保留オペレーションが存在し、

かつＴＣダイアログが確立されている場合には、ＴＣダイアログは１つ以上のコンポーネントを伴うＴＣ

－終了プリミティブによって終了され得る。ＳＳＦが最後のＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）

オペレーションを送信する場合には、ダイアログは基本終了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブによって

ＳＳＦから終了されるかもしれない。ＳＳＦが最終切断ＥＤＰ－Ｎ以外をＳＣＦ  

 に通知する場合に、この手順が利用される。  

 保留オペレーションが存在せず、ＴＣダイアログが確立されている場合には、ＴＣダイアログはコン

ポーネントを伴わない、あるいは先行終了を伴うＴＣ－終了プリミティブによって正常に終了され得る。

ＳＳＦ－ＦＳＭがエラーを伴わずに「空き」状態に遷移し、送信されるオペレーションが存在しない場合

には、ダイアログはコンポーネントを伴わないＴＣ－終了要求プリミティブ（基本）によって 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽終了されるか、あるいは、ダイアログは先行終了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブによってローカル

に△ 

終了される。 

 呼解放が他のエンティティから起動され、呼解放をＳＣＦに通知するためのＥＤＰが設定されていない

（他の方法は 18.1.2.2 節参照）場合、ＳＳＦは、ＴＣダイアログが確立されている場合にはコンポーネ

ントを伴わないＴＣ－終了要求プリミティブ、ＴＣダイアログが確立されていない場合には先行終了を伴

うＴＣ－終了要求プリミティブによって、ダイアログを終了することができる。 

ＳＳＦが最後のＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーションを送信した場合、ダイアログ
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は、基本終了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブによってＳＣＦから終了されるかもしれない。ＳＳＦ  

が最終切断ＥＤＰ－ＮをＳＣＦに通知する場合には、この手順によりダイアログが終了されなければな  

らない。  

 

ＳＳＭＥ－ＦＳＭ関連メッセージ 

 以下の手順が適用される。 

－活性化試験（ActivityTest）オペレーションの結果応答が送信される時、ダイアログは継続されなけ

ればならない。 

 

18.1.2.1.2 ＳＣＦからＳＳＦへのメッセージ 

 本節はＳＣＦからＳＳＦへのＴＣメッセージに対する正常手順を定義する。 

 

ＳＣＳＭ－ＦＳＭ関連メッセージ 

ＴＤＰ－ＲのためのイニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションの受信に伴い、 ＳＣＳＭのＳＳＦ／

  

ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭが「空き（Idle）」状態から「ＳＳＦ／ＳＲＦ指示準備中（Preparing  

SSF/SRF Instructions）」状態に遷移する際に、ダイアログが確立されなければならない。  

 ＳＣＳＭ－ＦＳＭからの後続するオペレーションによって、ダイアログは以下のケースを除き保持され

る。すなわち、他の全てのオペレーションは、ダイアログがＳＳＦから確立された後で送信される。（Ｓ

ＣＦは、イニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションとともに、ＴＣ－開始指示プリミティブを以前に

受信している。） 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

 ▽ＳＣＦにおいて先行終了条件が満たされた時、ダイアログはもはや継続されてはならない。ＳＣＦが、

送信したオペレーションに対する起こり得る拒否またはエラーメッセージ以外のあらゆるメッセージが

送信されることを期待せず、かつ、最後の当該オペレーションタイマが満了する時、ダイアログは先行終

了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブによってローカルに終了される。 

別の手段として、ＴＣ－終了要求プリミティブ（基本終了）による、関係の終了を導くオペレーションの

送信が可能である。△ 

ＳＣＦが関係の終了を導くオペレーションを送信する場合、ＴＣ－終了要求プリミティブ（基本終了）に

よって終了される。 

 

ＳＣＭＥ－ＦＳＭ関連メッセージ 

 ＳＣＭＥ－ＦＳＭから送信されるオペレーションが、以下に挙げる手順に従って送信されなければなら

ない。 

－活性化試験（ActivityTest）オペレーションが送信される時、ダイアログは継続されなければならな

い。▼なお、活性化試験（ActivityTest）オペレーションが送信される際にダイアログが確立されて

はならない。すなわち、最初のＳＣＦからの応答メッセージに活性化試験（ActivityTest）オペレー

ションを設定してはならない▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

ＳＣＦ－ＳＳＦ－ダイアログ処理サービスの利用 

 ダイアログ処理サービスはＩＮＡＰパッケージに含まれるオペレーションに関連したＡＰＤＵを送信

する契機として用いられる。 
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 コンポーネントのグループ化はＴＣ－開始やＴＣ－継続サービスの適切な利用を通してアプリケー

ションプロセスの制御下で実施される。 

 ＴＣ－終了サービスは単にダイアログを終了する手順をサポートするために用いられる（それは決して

コンポーネントを送信する契機としては用いられない）。 

 空きのＴＣ－継続要求プリミティブの受信時、ＦＥはそのプリミティブを無視しなければならない。 

 ＩＮＡＰ要求を伴うＴＣ－終了要求の受信時、ＦＥは要求を実施し、要求されたＴＣ－終了サービスを

ダイアログ終了手順としてみなさなければならない。ダイアログはこの時終了される。 

 もしこのＦＥがＳＳ７網を通してアドレッシングされるならば、メッセージを適切なＦＥにルーチング

するために下位のＳＣＣＰによって使われ得る着アドレスをＴＣ－開始要求プリミティブ内に提供する

のは、応用プロセスの責任である。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

 ▽先行終了が利用可能である。△ 

 

18.1.2.2 異常手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.1.2.3 ダイアログ処理  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.1.2.4 コンポーネント処理  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.2 ＳＣＣＰから想定するサービス  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.2.1 正常手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.2.2 ＳＣＣＰからのサービス機能 

18.2.2.1 ＳＣＣＰコネクションレスサービス  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.2.2.1.1 ＩＮＡＰアドレッシング 

 ＩＮＡＰアドレッシング要素は、アプリケーションによってＴＣに送信され、ＳＣＣＰにより使われる、

発および着アドレスに含まれる情報から構成される。 

 アプリケーションはＳＣＣＰに対して、以下のいずれかによりメッセージをルーチングすることを期待す

る。 

ａ）着ポイントコード（ＤＰＣ）、サブシステム番号（ＳＳＮ）およびＭＴＰ ＳＡＰ（サービスアク

セスポイント）インスタンスの利用 

ｂ）グローバルタイトル（ＧＴ）に加え、必要に応じてＳＳＮ、ＤＰＣおよびＭＴＰ ＳＡＰの利用 

 アプリケーションはまた、着および発アドレスの双方に対して、ＳＳＮに基づくルーチングを用いるか、

ＧＴに基づくルーチングを用いるかをＳＣＣＰに示す。 

 もし、ＩＮＡＰが付加的なアドレッシング情報を必要とするのであれば、ルーチング形態にいずれが指定

されようとも、それはアドレス内のＧＴ部に含めて転送されなければならない。 

 アプリケーションがメッセージが送達されるべき着ポイントコードおよび当該ポイントコードに置かれ

る着ＳＳＮを知っている時、上記の方法ａ）が用いられるであろう。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽ＮＴＴ－Ｑ７１３に従い、国内ネットワークの範囲では、異なるＳＳＮが異なるネットワーク特有のアプ

リケーションに対して割り当てられるであろう（たとえば、あるＳＳＮはＳＣＦ機能に対して割り当てられ

るかもしれない）。△ 

 メッセージがＧＴ内の要素の組み合わせにより特定可能なＳＣＣＰユーザに届けられるべき時、上記の方

法ｂ）が用いられるであろう。この方法の利用例は、メッセージが異なるネットワーク間で送達されなけれ

ばならない時である。この方法は、発側ネットワークが着側ネットワーク内のポイントコードやＳＳＮの割

り当てを知らないために用いられるかもしれない。メッセージが送達されるべき最終ノードを決定するネッ
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トワークは、着ポイントコードとＳＳＮを決定するためにグローバルタイトル翻訳を実施しなければならな

い。もし、付加的に発アドレス内にＳＳＮが含まれていれば、これは着ＳＳＮとして利用されるかもしれな

いし、もし必要があれば、翻訳が新たに適切なＳＳＮを提供するかもしれない。着ノードが別のネットワー

クにある（そしてゲートウェイノードではない）場合、アプリケーションが着ノードにおいて使用されてい

るＳＳＮか０のいずれかで、ＳＳＮフィールドを生成する。 

 アドレッシングにＧＴが用いられる時、ＩＮアプリケーションはＮＴＴ－Ｑ７１３に定義されているよう

に、ＳＣＣＰが以下の要素を提供することを期待する。 

 

グローバルタイトル識別子（Global Title Indicator） 

この表示はアドレス情報のフォーマットに使われる方法を示す。 

国内ネットワーク間での接続においては、ＮＴＴ―Ｑ７１３に示される表示値２を用いる。  

 

翻訳タイプ（Translation Type） 

翻訳タイプ（Translation Type）はＮＴＴ－Ｑ７１３に定義されている。 

 

番号計画（Numbering Plan） 

２）他のすべてのインタフェースにおいて使用されるアドレスについては、適切なＮＴＴ－Ｑ７１３に定

義される番号計画のいずれかが使われ得る。 

 

グローバルタイトルアドレス情報（Global Title Address Information） 

これは、アプリケーションにより提供され、符合化則により示されたように符合化された、真のＩＮＡ

Ｐアドレス情報である。 

 

符号化機構（Encoding Scheme） 

アプリケーションは、ＧＴＡＩのフォーマットに従って符合化則の値を設定しなければならない。許容

される値はＮＴＴ－Ｑ７１３に定義されている。 

 ネットワークプロバイダは翻訳におけるＧＴ値のいかなる変更に際しても、最初のＧＴ値に含まれるＩ

ＮＡＰ特有情報が保存されることを保証しなければならない。網内のＧＴ翻訳データは、ＧＴ情報がもし

存在したなら、それをアドレスから削除してはならない。 

 この要求はネットワーク間に限らず、すべてのインタフェースに適用される。 

 ＩＮＡＰサービスに対して標準化された非０のＳＳＮが存在しなければ、着ノードを含むネットワーク

への発ノードからのルーチングはＧＴに基づくルーチングが必須である。 

▼ＩＮＡＰオペレーションをサポートするために用いられるＳＣＣＰ仕様はＮＴＴ－Ｑ７１ｘに従わ

なければならない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

18.2.2.1.2 シーケンス制御  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.2.2.1.3 エラー時返送  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.2.2.1.4 分割／再組立 

▼ アプリケーションは、長いユーザデータに対しては分割が利用可能であることを期待するが、分割が実

施される場合の１セグメント当たりのユーザデータ長は 245オクテットまでであり、分割されたセグメント

数は 3を超えてはならない。▲ 
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【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽ アプリケーションは、ＳＣＣＰは１つのＵＤＴメッセージにより 260オクテットまでのユーザデータ（ア

ドレス情報とＴＣメッセージを含む）を送信できる（分割（輻輳制御はＴＴＣ標準では未規定）を実施した

場合の１つのＸＵＤＴメッセージでは 248オクテット）ため、長いユーザデータに対しては分割が利用可能

であることを期待する。 

 また、ＳＣＣＰには分割されたメッセージの受信時には再組立機能が動作し、再組立されたユーザデータ

がユーザに配送されることが期待される。 

 しかしながら、ＳＣＣＰにより分割可能なＳＣＣＰユーザデータとアドレスの理論的な最大サイズは 3968

オクテットであるが、ＳＣＣＰユーザは最も大きな既知のアドレスに対して許容される長さが約 2560 オク

テットに制限されることに注意すべきである。アプリケーションはまた、ＴＣメッセージに使われるオク

テットが 2560オクテットに含まれることを許容しなければならないことに注意。 

 ＩＮアプリケーションは 16セグメントを超えるユーザデータの分割はＳＣＣＰに期待していない。△ 

 

18.2.2.2 ＳＣＣＰコネクションオリエンティッドサービス  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

 

第４編  付属資料 B  アボート理由に関する規定  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

 

第４編  付属資料 C  コールセグメント識別子（CSid）の付与規則 

（本付属資料は本標準に不可欠な部分である） 

 

INAPにおける CSidの付与規則を以下に記述する。 

 

CSid=１は、TDP-R検出時に SSF側にて付与され、SCFは TDP-R通知のためのイニシャル DP（InitialDP）

オペレーション受信時に認識されなければならない。 

CSid=2～ｎ（ｎは４編第４章を参照）は、SSFからの初期信号送信後の SCFからの指示によるコールセグ

メント（CS）生成の際に SCFにて付与され、SCFからの送信オペレーションにて陽に SSFに通知されなけれ

ばならない。 

▼SCFからの指示により CSを生成する場合、必ず未使用中の２以上の最小値から付与されなければならな

い。SSFにて既存の CSidと同一の値が通知された場合には、適切なエラーが返送されなければならない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

 

第４編  付属資料Ｄ  ＴＴＣ特有規定の OCTET STRING内部構造定義  

（本付属資料は本標準に不可欠な部分である） 

 

本付属資料は、OCTET STRING 型で規定される INAP パラメータの内、ＩＴＵ－Ｔ勧告規定上明確な型定義

がされていないパラメータのための内部型定義を示すものである。 

OCTET STRING型は本来その内部構造を自由に規定できるものであるが、ＴＴＣ特有のパラメータを設定す

る場合と網運用者特有のパラメータを設定する場合を考慮し、その使い分けについて明確な規定が必要であ

る。本付属資料は、ＴＴＣ標準としてその符号化を明確に規定することを目的とする。 
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本付属資料において、4.1 節に規定される OCTET STRING 型のＩＮＡＰのデータ型の内、本節にてその値

フィールド部分を定義している型は、 

・ EventSpecificInformationCharging 

・ EventTypeCharging 

・ SCIBillingChargingCharacteristics 

である。 

 

本付属資料は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６８０で定められている抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）を用いている。

符号化はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６９０に基づいて行われ、その際の適用条件は第 4編 3.1.1節に従うものとす

る。 

 

TTC-IN-CS2-octetstringvalue-definitions { itu-t administration japan(440) isdn(102)  

inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0) octet-string-value(9) version1(0) } 

DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::= 

BEGIN 

 

-- 本モジュールは、以下のＩＮＡＰデータ型に対する内部型定義を規定している。各ＩＮＡＰデータ型の

先頭の 

-- OCTET STRINGタグが、本モジュールで規定される内部型定義の使用により影響されないことに注意。 

--  EventSpecificInformationCharging 

-- EventTypeCharging 

--  SCIBillingChargingCharacteristics 

 

classes, datatypes 

FROM TTC-IN-CS2-object-identifiers { itu-t administration japan(440) isdn(102)  

inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0) in-cs2-object-identifiers(7) version3(2) } 

 

PARAMETERS-BOUND, ttcSpecificBoundSet 

FROM TTC-IN-CS2-classes classes 

 

TtcCarrierInformationTransfer{},  

TtcAdditionalPartysCategory{},  

TtcChargeAreaInformation{} 

FROM TTC-IN-CS2-datatype datatypes; 

 

-- 以下は EventSpecificInformationCharging型の値フィールド部分の型定義である。 

EventSpecificInformationChargingValueType {PARAMETERS-BOUND-1:bound1, 

 PARAMETERS-BOUND:bound} ::= CHOICE { 

 tTCNOSpecificParametersESIC [15] TTCNOSpecificParametersESIC{bound1, bound} 

 } 

 

TTCNOSpecificParametersESIC {PARAMETERS-BOUND-1:bound1, PARAMETERS-BOUND:bound} ::= SET SIZE 

(1..bound1.&numOfTTCNOSpecificParametersESIC) OF TTCNOSpecificParameterESIC{bound1, bound} 
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TTCNOSpecificParameterESIC {PARAMETERS-BOUND-1:bound1, PARAMETERS-BOUND:bound} ::= CHOICE { 

   tTCSpecificEventSpecificInfo [0] TTCSpecificESIC{bound1, bound} 

--  nOSpecificEventSpecificInfo [1] NOSpecificESIC 

 } 

  

TtcSpecificESIC {PARAMETERS-BOUND-1:bound1, PARAMETERS-BOUND:bound} ::= CHOICE { 

 tTCSpecificChargeEvent [0] TTCSpecificChargeEvent{bound1, bound} 

 } 

 

-- NOSpecificESIC ::= SEQUENCE { } 

-- 本パラメータは網運用者特有に規定される。SEQUENCE型での規定は例である。 

 

TTCSpecificChargeEvent {PARAMETERS-BOUND-1:bound1, PARAMETERS-BOUND:bound} ::= SEQUENCE { 

 ttcCarrierInformationTransfer  [0] TtcCarrierInformationTransfer{bound} OPTIONAL, 

  ttcAdditionalPartysCategory [1] TtcAdditionalPartysCategory {bound} OPTIONAL, 

 ttcBackwardCallIndicators [2] TtcBackwardCallIndicators  OPTIONAL, 

 ttcChargeAreaInformation [3] TtcChargeAreaInformation {bound} OPTIONAL, 

 ttcChargeInformationDelay [4] TtcChargeInformationDelay {bound1} OPTIONAL, 

 ... 

 } 

 

TtcBackwardCallIndicators ::= OCTET STRING (SIZE(2)) 

--逆方向呼表示パラメータを示す。符合化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３を参照。   

 

TtcChargeInformationDelay {PARAMETERS-BOUND-1:bound1} ::= OCTET STRING ( 

SIZE(１..bound1.&maxTtcChargeInformationDelay)) 

--課金情報遅延パラメータを示す。符合化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３を参照。 

 

-- 以下は EventTypeCharging型の値フィールド部分の型定義である。 

EventTypeChargingValueType {PARAMETERS-BOUND-1:bound1} ::= CHOICE { 

 tTCNOSpecificParametersETChg [15] TTCNOSpecificParametersETChg {bound1} 

} 

 

TTCNOSpecificParametersETChg {PARAMETERS-BOUND-1:bound1} ::= SET SIZE 

 (1..bound1.&numOfTTCNOSpecificParametersETChg) OF TTCNOSpecificParameterETChg 

 

TTCNOSpecificParameterETChg ::= CHOICE { 

   tTCSpecificETChg [0]  TTCSpecificETChg 

--    nOSpecificETChg [1]  NOSpecificETChg 

} 

 

TTCSpecificETChg::= CHOICE｛ 
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 tTCSpecificEventTypeCharging  [0] SET SIZE (1..5) OF ENUMERATED { 

 carrierInformationTransfer(0), 

 additionalPartysCategory(1), 

 backwardCallIndicators(2), 

 chargeAreaInformation(3), 

 chargeInformationDelay(4) 

} 

} 

-- ＴＴＣ特有の課金イベント種別を示す。 

 

-- NOSpecificETChg ::= SEQUENCE { } 

-- 本パラメータは網運用者特有に規定される。SEQUENCE型での規定は例である。 

 

-- 以下は SCIBillingChargingCharacteristics型の値フィールド部分の型定義である。 

SCIBillingChargingCharacteristicsValueType {PARAMETERS-BOUND-1:bound1} ::= CHOICE { 

 tTCNOSpecificParametersSCIBCC [15] TTCNOSpecificParametersSCIBCC {bound1} 

 } 

 

TTCNOSpecificParametersSCIBCC {PARAMETERS-BOUND-1:bound1} ::= SET SIZE 

(1..bound1.&numOfTTCNOSpecificParametersSCIBCC) OF TTCNOSpecificParameterSCIBCC 

 

TTCNOSpecificParameterSCIBCC ::= CHOICE { 

   tTCSpecificSCIBCC [0]  TTCSpecificSCIBCC  

--   nOSpecificSCIBCC [1] NOSpecificSCIBCC  

 } 

 

TTCSpecificSCIBCC ::= SEQUENCE { 

 noChargeIndicator [0] BOOLEAN OPTIONAL, 

-- 非課金表示を示す。本パラメータを TRUEとした場合、非課金となる。 

... 

} 

 

-- NOSpecificSCIBCC ::= SEQUENCE { } 

-- 本データ型は網運用者特有に規定される。SEQUENCE型での規定は例である。 

 

PARAMETERS-BOUND-1 ::= CLASS 

{ 

&maxTtcChargeInformationDelay  INTEGER, 

&numOfTTCNOSpecificParametersESIC  INTEGER, 

&numOfTTCNOSpecificParametersETChg  INTEGER, 

&numOfTTCNOSpecificParametersSCIBCC  INTEGER 

} 

WITH SYNTAX 
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{ 

MAXIMUM-FOR-TTC-CHARGE-INFORMATION-DELAY &maxTtcChargeInformationDelay 

NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETER-ESIC  &numOfTTCNOSpecificParametersESIC 

NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETER-ETCHG &numOfTTCNOSpecificParametersETChg 

NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETERS-SCIBCC &numOfTTCNOSpecificParametersSCIBCC 

} 

 

ttcSpecificBoundSet1 PARAMETERS-BOUND-1 ::= 

{ 

-- ▼ 

MAXIMUM-FOR-TTC-CHARGE-INFORMATION-DELAY 2 -- 値は参考値である 

NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETER-ESIC  1 -- 値は参考値である 

NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETER-ETCHG 1 -- 値は参考値である 

NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETERS-SCIBCC 1 -- 値は参考値である 

} -- ▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

END 

 

第４編  付録 IV  優先度表示の実現方法  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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第４編  補足資料１  ＩＮＡＰインタフェースによる当社網内ＳＳＰとの接続条件 

 

本補足資料は、当社網とのＩＮＡＰインタフェースによる信号網接続において保証されるべきＳＣＦからの制

御条件について記載している。本資料は、ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂを補完するものであり、本記述とＮＴＴ－Ｑ

１２２８－ｂの記述との間に矛盾がある場合は、本記述を優先する。 

本接続条件が守られない信号を当社網にて受信した場合には、要因に応じて然るべき異常が通知される。 

 

１．  ＳＣＦからの送信ＩＮＡＰ信号に関する制約条件 

以下に示す条件の内いずれか一つでも合致しない場合には、要因に応じて然るべき異常が通知される。 

 

１．１  組み合わせコンポーネントに関する制約条件 

（１）ＳＣＦからの送信信号について、組み合わせ可能なコンポーネントは必ずマルチコンポーネントで送信し

なければならない（１ＴＣメッセージにて送信された全コンポーネント処理の結果、ＳＳＦ ＦＳＭ内のＣ

Ｓ対応ＦＳＭが一つでも指示待ち状態にあるＴＣメッセージは不可）。 

（２） ＥＤＰ設定（解除時も含む）のためのＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）オペレー

ションは必ず接続（Connect）オペレーションまたは継続（Continue）オペレーションの直前にて行われな

ければならない。 

（３）課金情報送出（SendChargingInformation）オペレーションと課金イベント通知要求（RequestNotification 

ChargingEvent）オペレーションをマルチコンポーネントで送信する場合、課金情報送出（SendCharging 

Information）オペレーションを先行して送信しなければならない 

（４）課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent）オペレーションとＢＣＳＭイベント報告要

求（RequestReportBCSMEvent）オペレーションをマルチコンポーネントで送信する場合、課金イベント通知

要求（RequestNotificationChargingEvent）オペレーションを先行して送信しなければならない 

（５）捕捉中 2暫定パスの解放（呼解放（ReleaseCall）＋呼解放（ReleaseCall））＋暫定パス生成（暫定接続

確立（EstablishTemporaryConnection）または暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections））は非許容。 

（６）捕捉中 1暫定パスの解放（呼解放（ReleaseCall））＋暫定パス生成（暫定接続確立

（EstablishTemporaryConnection））は非許容。 

（７）暫定パス切断（順方向接続切断（DisconnectForwardConnection）またはアーギュメント付き順方向切断

（DisconnectForwardConnectionWithArgument））＋暫定パス生成（暫定接続確立

（EstablishTemporaryConnection））は非許容。 

具体的に指示可能なマルチコンポーネントの組み合わせは、別紙を参照のこと。 

 

１．２  オペレーション毎の制約条件 

（１） 接続（Connect） 

・ 以下のＤＰにて中断している場合のみを許容する。 

・ 発呼分析完了 

・ 情報分析完了 

・ 話中 

・ 無応答 

・ 本オペレーションの受信は最大５回までとする。 
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（２） 継続（Continue） 

・ 以下のＤＰにて中断している場合で、かつ発および着呼者が存在する場合のみを許容する。 

・ 応答 

（３） 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） 

・ 以下のＤＰにて中断している場合のみを許容する。 

・ 発呼分析完了 

・ 情報分析完了 

・ 話中 

・ 無応答 

・ 本オペレーションにより生成要求する暫定パス数は暫定接続起動（I nitiateTemporaryConnections）オ

ペレーションにより生成要求する暫定パス数と合わせて最大１０までとする。 

（４） 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） 

・ 以下のＤＰにて中断している場合のみを許容する。 

・ 発呼分析完了 

・ 情報分析完了 

・ 話中 

・ 無応答 

・ 本オペレーションにより生成要求する暫定パス数は暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）オ

ペレーションにより生成要求する暫定パス数と合わせて最大１０までとする。 

・ ＩＴＣ実行時の他暫定パスの存在は許容しない。 

（５） ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） 

・設定されているＥＤＰへの同一条件での再設定（通知（Notification）を通知（Notification）で再設定）

は許容する。 

・設定されていないＥＤＰに対する解除（Transparent）は許容しない。 

・1.3(1)の条件を考慮したＥＤＰ設定を行わなければならない。 

（６） 課金情報送出（SendChargingInformation） 

・非課金指示のみを許容する。 

・partyToCharge パラメータは、leg1（発パーティ側）が指定されていること。 

（７） 課金イベント報告要求（RequestNotificationChargingEvent） 

・legID パラメータは、leg2（着パーティ側）が指定されていること。 

（８） 呼解放（ReleaseCall） 

・ 捕捉中暫定パスを有する呼セグメントのみを残す本オペレーションの送信は非許容とする。 
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１．３  ＥＤＰ設定条件に関する制約条件 

（１） ＢＣＳＭ動作指示時点のＥＤＰ設定条件 

・Connect および Continue オペレーション実行時に許容される設定ＥＤＰ条件を以下の表に示す。 

 

注１：本ＥＤＰの設定が許容されるのは、ＩＴＣオペレーションによる暫定接続の捕捉を要求したか、

あるいは既に要求して存在している場合のみである。 

 

（２）ＥＤＰ毎の制約条件 

（I）放棄ＥＤＰ 

・設定された放棄ＥＤＰは発側レグが解放されるまで存在する。そのため、応答ＤＰ以降においても全ＥＤ

Ｐ解除して呼を継続する制御（例：ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）（Transparent

指定）＋継続（Continue））を行う場合は、必ず放棄ＥＤＰも解除しなければならない。 

 

１．４ ＴＣ対話の使用に関する制約条件 

（１）クラス１オペレーションをＴＣ－ＥＮＤにて送信してはならない。クラス１オペレーションを含む１つ以

上のコンポーネントから成る信号で、ＳＣＦ有限状態モデル上空き状態に遷移させる場合についても、本信

号はＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥにて送信し、当社網内ＳＳＰにて正常に受信された場合に、当社網内ＳＳＰよ

りコンポーネントを含まないＴＣ－ＥＮＤにて対話を解放する。 

（２）上記（１）の場合を除いて、ＳＣＦ有限状態モデル上空き状態に遷移させる信号は、ＴＣ－ＥＮＤにて送

信しなければならない。 

 

１．５ コールセグメント識別子（ＣＳｉｄ）の付与に関する制約条件 

以下の規則に基づいて付与されなければならない。 

規則 1：最初に生成されるコールセグメントの CS id は 1 とする。 

規則 2：対話継続中に SCF からの指示により、新たなコールセグメントを生成する場合、CS id は未使用中

ＢＣＳＭ動作指示 

オペレーション 
話中 無応答 放棄 応答 発側切断 着側切断 備考 

－ － － － － －  

－ － Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ  

Ｒ － Ｎ Ｎ － －  

Ｒ － Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ  

－ Ｒ Ｎ Ｎ － －  

－ Ｒ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ  

Ｒ Ｒ Ｎ Ｎ － －  

Ｒ Ｒ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ  

－ － Ｎ － Ｎ Ｎ  

Ｒ － Ｎ － Ｎ Ｎ  

－ Ｒ Ｎ － Ｎ Ｎ  

Ｒ Ｒ Ｎ － Ｎ Ｎ  

－ － Ｎ Ｒ Ｎ Ｎ 注１ 

Ｒ － Ｎ Ｒ Ｎ Ｎ 注１ 

－ Ｒ Ｎ Ｒ Ｎ Ｎ 注１ 

Connect 

Ｒ Ｒ Ｎ Ｒ Ｎ Ｎ 注１ 

－ － － － － －  
Continue 

－ － Ｎ － Ｎ Ｎ  
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の 2以上の最小値を付与しなければならない。 

規則 3：SCF からの 1オペレーションにて複数のコールセグメントを生成する場合、生成されるコールセグ

メントの順番に従って(オペレーションに設定されるパラメータの順序で規定されるコールセグメント

生成順序に従って)、規則 2が保証されなければならない。 

 

１．６  その他制約条件 

（１）ＢＣＳＭ動作中のコールセグメントが存在する時、ＳＣＰからの制御は非許容。 

（２）通信中状態で捕捉中の暫定接続が残存してはならない。 

２． ＳＳＦ／ＣＣＦでの異常時の処理規定 

２．１ 各種異常信号に対する処理規定 

（１）ＲＥ、ＲＥＪＥＣＴ以外のコンポーネントを有するＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ信号受信時 

・先頭のコンポーネントにてＲＥまたはＲＥＪＥＣＴ要因が検出された場合、先頭コンポーネントに対するＲ

Ｅ／ＲＥＪＥＣＴをＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥにて送信。後続コンポーネントは破棄。タイマＴssf が動作中

であっても再設定はしない。 

・途中のコンポーネントにてＲＥまたはＲＥＪＥＣＴ要因が検出された場合、ＴＣ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ送信し、

関連インスタンスを解放。残存パスに対する後続処理は.２．３項に従う。 

（２）ＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ（ＲＥ）、ＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ（ＲＥＪＥＣＴ）受信時 

・ＴＣ－Ｕ－ＡＢＯＲＴを送信し、関連インスタンスを解放。残存パスに対する後続処理は２．３項に従う。 

（３）コンポーネントを持たないＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ信号受信時 

・受信信号を破棄し、対話を継続。タイマＴssf が動作中であっても再設定はしない。 

（４）ＲＥ、ＲＥＪＥＣＴ以外のコンポーネントを有するＴＣ－ＥＮＤ信号受信時 

・コンポーネント異常等により正常に処理できない場合、関連インスタンスを解放。通話パスに対する後続処

理は２．３項に従う。 

（５）ＴＣ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ、ＴＣ－ＥＮＤ（ＲＥ）、ＴＣ－ＥＮＤ（ＲＥＪＥＣＴ）受信時 

・関連インスタンスを解放。残存パスに対する後続処理は２．３項に従う。 

（６）異常ケースでのコンポーネントを持たないＴＣ－ＥＮＤ信号受信時 

・関連インスタンスを解放。残存パスに対する後続処理は２．３項に従う。タイマＴssf が動作中であっても

再設定はしない。 

（７）ＳＣＣＰレベルでの信号送信ＮＧ受信時 

・対話が存在する場合にはＴＣ－Ｕ－ＡＢＯＲＴを送信し、関連インスタンスを解放。残存パスに対する後続

処理は２．３項に従う。 

・対話が存在しない場合には、受信信号破棄。 

（８）上記以外での信号処理異常時 

・上記以外のケースにおいて、任意の契機（信号受信時、内部処理異常時等）でアボート要因が検出された場

合、ＴＣ－Ｕ－ＡＢＯＲＴが送信され得る。この場合、関連インスタンスを解放し、２．３項に従った残存

パスに対する後続処理を行う。 

 

２．２ 受信信号異常時以外でのＮＧ処理規定 

（１）アプリケーションタイマＴssf 満了時 

・Ｔssf が満了したコールセグメント（ＣＳ）に関連したインスタンス及びリソースを解放し、以下の様
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に対処する。 

・Ｔssf が満了した際に存在したＣＳが一つのみなら ば、ＴＣ－Ｕ－ＡＢＯＲＴをＳＣＦへ送信し、

対話を解放する。残存パスに対する後続処理は２．３項に従う。 

・Ｔssf が満了した際に存在したＣＳが複数であり、Ｔssf が満了したＣＳ以外のＣＳが全て暫定接

続捕捉中状態であるならば、それらのＣＳに関連したインスタンス及びリソース（暫定パス）も

解放し、解放した各ＣＳについてのエンティティ解放完了（EntityRelased）オペレーションをＴ

Ｃ－ＥＮＤで SCF へ送信する。 

・Ｔssf が満了した際に存在したＣＳが複数であり、Ｔssf が満了したＣＳ以外のＣＳが指示待ち状

態であった場合、 Ｔssf が満了したＣＳについてのエンティティ解放完了（EntityRelased）オペ

レーションをＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥでＳＣＦへ送信する。 Ｔssf が満了したＣＳ以外のＣＳに

ついての関連するインスタンス及びリソースはそのまま保持する。 

 

２．３ 異常発生時の各種パスに対する後続処理 

・ＩＳＵＰのＡＮＭ信号を受信し、通話中となっている呼は継続する。ただし、応答ＥＤＰ－Ｒ中断中の

呼は解放する。 

・暫定パスが存在する場合は解放する。 

 

２．４ 信号クロス発生時のＳＳＦ／ＣＣＦ側処理 

・ＳＳＦ／ＣＣＦでは信号クロスが発生したかどうかは意識しない。即ち、信号クロス用の特殊な条件は規

定せず、許容されている信号シーケンスであればそのまま実行され、許容されない信号であれば、２．１

項の処理を行うのみである。 
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第５編 インテリジェントネットワーク定義で使われた用語解説  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 
付属資料Ａ 再開通知処理アプリケーション  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

 

 

第１編 総論 

 

1. 概説 

 本標準において、「ＩＮ能力セット１」とは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂにて規定する「能力セット１」

を示す。また、本標準において、「ＩＮ能力セット２」とは、3.1.1 節に記述されている「信号網接続によるサー

ビス提供形態１」の形態により、4章に記述される機能をサポートするために必要な能力であり、その仕様は、 

(1)ＩＮの一般的概念を含むＩＴＵ－Ｔ勧告 能力セット２からの必要箇所のダウンストリーム 

(2)ＴＴＣ特有追加部分の記述 

▼(3)ＮＴＴ特有追加部分の記述▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

から構成される。 

 

1.1 標準参考文献 

 

 以下のＩＴＵ－Ｔ勧告と他の参考文献は、本標準を通して参照され、本標準および本標準の付録の規定を構成す

る規定を含む。本標準が採択された際に、示されている参考文献の版が有効であった。この参考文献に含められた

すべての勧告および他の資料は、将来改訂を受けることを考慮し、本標準のすべてのユーザーは、ＳＧ１１以外の

ＳＧまたは団体が、将来決定する参考文書の変更が、本標準の修正規定として自動的に適用されないことに注意す

べきである。 

 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.680 (1994) | ISO/IEC 8824-1:1994, Information technology - Open Systems 

Interconnection - Abstract Syntax Notation One (ASN.1):Specification of basic notation.  

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.681 (1994) | ISO/IEC 8824-2:1994, Information technology - Open Systems 

Interconnection - Abstract Syntax Notation One (ASN.1):Information object specification.  

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.682 (1994) | ISO/IEC 8824-3:1994, Information technology - Open Systems 

Interconnection - Abstract Syntax Notation One (ASN.1):Constraint specification. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.683 (1994) | ISO/IEC 8824-4:1994, Information technology - Open Systems 

Interconnection - Abstract Syntax Notation One (ASN.1): Parameterization of ASN.1 

specifications.  

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.690 (1994) | ISO/IEC 8825-1:1994, Information technology - Open Systems 

Interconnection - Specification of ASN.1 encoding rules: Basic, Canonical, and Distinguished 

Encoding Rules.  

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.880 (1994) | ISO/IEC 13712-1:1994, Information technology  

-RemoteOperations: Concepts, model and notation. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.29 (1988), Causes of noise and ways of reducing noise in  

telephone exchanges. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.700 (1993) Introduction to CCITT Signalling System No.7. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.710 (1988) Simplified MTP version for small systems. 
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- ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＳＣＣＰ仕様 ＳＣＣＰ手順 

- ＮＴＴ－Ｑ７６２ ＩＳＵＰ仕様 信号と信号情報の機能概要 

     -    ＮＴＴ－Ｑ７６３ ＩＳＵＰ仕様 フォーマットおよびコード 

- ＮＴＴ－Ｑ７７１ ＴＣ仕様 トランザクション機能の機能内容 

- ＮＴＴ－Ｑ７７２ ＴＣ仕様 トランザクション機能情報要素定義 

- ＮＴＴ－Ｑ７７３ ＴＣ仕様 トランザクション機能のフォーマットと符号化 

- ＮＴＴ－Ｑ７７４ ＴＣ仕様 トランザクション機能手順 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｑ．７７５（１９９３）Ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍ Ｎｏ．７‐Ｇｕｉ

ｄｅｌｉｎｅｓ ｆｏｒ ｕｓｉｎｇ Ｔｒａｎｓａｃｉｏｎ Ｃａｐａｂｉｌｉｔｉｅｓ 

- ＮＴＴ－Ｑ７１１ ＳＣＣＰ仕様 信号接続制御部（ＳＣＣＰ）の機能 

- ＮＴＴ－Ｑ７１３ ＳＣＣＰ仕様 ＳＣＣＰフォーマットとコード 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.715 (1996) Signalling System No. 7 - SCCP User Guide 

- ＴＴＣ－Ｑ９３１ ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースレイヤ３仕様 

- ＴＴＣ－Ｑ９３２ ＩＳＤＮ付加サービス制御手順の共通原則 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1290: Intelligent Network: Glossary of terms used in the definition of 

Intelligent Networks.  

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1400 (1993) - Architecture framework for the development of signalling and 

OA&M protocols using OSI concepts. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.219 (1988)- Remote operations: Model, notation and service definition 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.229 (1988)- Remote operations: Protocol specification 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 E.164 (1991) - Numbering plan for the ISDN era. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 I.130 (1988) - Method for the characterization of telecommunication services 

supported by an ISDN and network capabilities. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.71 (1993) - ISDN circuit mode switched bearer services. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1201 (1991) - Principles of Intelligent Network architecture. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1204 (1993) - Intelligent Network Distributed Functional Plane Architecture. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1205 (1993) - Intelligent Network physical plane architecture. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1208 (1997) - General aspects of the Intelligent Network application protocol. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1211 (1993) - Introduction to Intelligent Network Capability  

 Set-1. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1214 (1995) - Distributed Functional Plane for Intellignet Network Capability 

Set-1. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1218 (1995) - Intelligent Network interface Recommendations. 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 Q.1221 (1997) - Introduction to Intelligent Network Capability  

 Set-2. 

 

2. サービス記述 

2.1 目的  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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2.2 本標準の範囲 

 本標準は、以下の範囲で規定している。 

(1)網間における、信号網接続によるサービスを規定する。 

(2)網内の動作については、本標準の範囲外である。 

▼(3)サービス提供事業者のユーザ課金機能についての事項は取り扱わない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

2.3 定義及び用語  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.3.1 信号網接続  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.3.2 サービス機能  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.3.3 網Ａ 

 ▼信号網接続によるサービスの起動を通知し、信号網接続により網Ｂと連携してサービスを提供する網を示す。

本標準においては、当社網を指す。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

2.3.4 網Ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

  

3. 基本的考え方  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4. 信号網接続機能の定義 

4.1 網間に要求されるサービス機能 

 サービス機能は、信号網接続によるサービスを実現するために要求される機能であり、以下の１０の機能を定義

する。 

 

(1)番号翻訳機能 

 このサービス機能は、網Ａからの問い合わせに対し、網Ｂがダイヤルされた番号から着信番号を展開し、

網Ａに通知することを可能とする。なお、▼網Ａが網Ｂのサービスを起動するトリガ条件は、以下のとおり

とする。 

①加入者毎の判断基準 

• オフフック時無条件 

• ダイヤル番号（＋終了符号）受信時 

• 終了符合のみ受信時 

このトリガ条件を割り当てる加入者には網Ａで加入者毎に事前に登録を行う。 

②交換機毎の判断基準 

• ０ＡＢ０－ＤＥＦＧＨＪ（Ｋ）受信時（０ＡＢ０－ＤＥＦまでにトリガ条件に合致する／し

ないが決定できる） 

•  ０Ａ０－ＣＤＥＦＧＨＪ（Ｋ）受信時（０Ａ０－ＣＤＥＦまでにトリガ条件に合致する／し

ないが決定できる） 

• ００ＸＹ－Ｙ１～Ｙｎ受信時（００ＸＹ－Ｙ１Ｙ２までにトリガ条件に合致する／しないが決

定できる） 
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このトリガ条件を割り当てるダイヤル番号には網Ａでダイヤル番号毎に事前に登録を行う。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

(2)イベント通知機能 

 このサービス機能は、網Ｂからのイベントの通知に関する指示に基づき、網Ａが網Ｂから通知を要求され

ているイベントを検出したときに、そのイベントを網Ｂに通知することを可能とする。 

 

(3)再接続機能 

 このサービス機能は、網Ｂの指示によりルーティングされた呼に対し、その呼が着信先の状態により接続

できない場合、当該呼を新たな着信先へ接続することを可能とする。 

 ▼なお、１つの呼に対する本機能の回数については、以下の通りとする。 

１つの呼に対して許容する接続（Connect）オペレーションによるＩＡＭ数は最大５とする。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

(a)話中時再接続 

 網Ａで、着側話中を検出した場合における再接続。 

 ▼なお、網Ａで着側話中と判断する条件は、以下の通りとする 

呼設定時にＳＳＰが後位から切断信号（ＲＥＬ）を受信し、理由表示が以下の条件に合致する場合 

○ 生成源が「ユーザ」以外であり、 

○ かつ理由表示値が以下のいずれかである。 

• １７：着ユーザビジー 

• １８：着ユーザレスポンスなし 

• ６３：その他のサービスまたはオプションの利用不可クラス 

または、呼設定時にＳＳＰが後位から不完了ＡＣＭまたは不完了ＣＰＧ、ＲＥＬを受信し、理由表

示が以下の条件に合致する場合 

○ 理由表示値が２０：着ユーザ不在▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

 (b)無応答時再接続 

 網Ａで、着側無応答を検出した場合における再接続。網Ａが無応答と認識するタイマ値は、接続先毎に

網Ｂから指定できる。 

▼なお、タイマの起動条件とタイマ値の範囲は、以下の通りとする。 

開始条件：呼設定時にＳＳＰが後位からアドレス完了信号（ＡＣＭ）を受信（不完了ＡＣＭを除く） 

停止条件：ＳＳＰが後位から応答信号（ＡＮＭ）を受信 

タイマ値の範囲：３秒から１７５秒の範囲で、1秒単位▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

▼また、呼設定時にＳＳＰが後位から不完了ＡＣＭまたは不完了ＣＰＧを受信し、理由表示が以下の条

件に合致する場合も無応答と判断する。 

○ 理由表示値が１８：着ユーザレスポンスなし▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 
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(c)網Ｂからのユーザ相互動作終了後再接続 

 網Ｂでのユーザ相互動作の終了を網Ａで検出した場合における再接続。 

 ▼なお、網Ａで網Ｂからのユーザ相互動作が終了したことを判断する条件は、以下とする。 

順方向接続切断（ＤＦＣまたはＤＦＣＷＡ）受信、または暫定接続の後位からの切断信号（ＲＥＬ）

受信とする。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

(4)網Ｂからの応答時発着同時ユーザ相互動作機能 

 このサービス機能は、網Ｂからの指示に基づく網Ａでの呼設定処理において、着信者からの応答の検出を

網Ｂに通知するとともに、発信者側の通話回線と着信者側の通話回線とを分離し、それぞれの回線を網Ｂ内

の特殊リソースに暫定接続すること、および発着のユーザ相互動作が終了した際に暫定接続を解除し、網Ａ

で分離した発信者側の通話回線と着信者側の通話回線とを再接続することを可能とする。 

 

(5)網Ｂからのユーザ相互動作のための、網Ｂへの暫定接続機能 

 本機能は、網Ｂ内の特殊リソースを用いてユーザ相互動作を行うために、網Ｂ（内のサービス制御機能）

が網Ａ（内のサービス交換機能）に対して暫定接続を指示し、その指示に基づき網Ａから網Ｂに回線を接続

することを可能とする。 

▼１つの呼に対して許容する暫定接続は、暫定接続確立（ＥＴＣ）オペレーションと暫定接続起動（ＩＴＣ）

オペレーションによるＩＡＭ数を最大１０とする。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

(6)網Ａと網Ｂ間の網間ハンドオフ機能 

 このサービス機能は、網Ｂのサービス制御機能が網Ａのサービス交換機能に対して網Ｂへの中継接続を指

示するのと同時に、その制御関係を解除し、それ以降の呼制御は網Ｂに閉じて実施することを可能とする。 

 

(7)対話継続の確認機能 

 網Ｂが、網Ａとの対話が正常に確立されていることを確認するため、また、長時間保留呼を検出した場合、

その対話に対応する呼が確かに網Ａに存在するのか否かを確認する機能。網Ｂは網Ａへ対話が継続して存在

しているかを問い合わせる機能を持ち、網Ａはその問い合わせに対して応答する機能を持つ。 

▼ なお、問い合わせの起動契機は以下の通りとする。 

• Ｘ時間以上保留している呼に対して、網Ｂは網Ａに対して問い合わせる。ただし、Ｘについて

は網Ｂの事業者との個別協議により決定する。 

• １つのＳＣＰから同時に複数の問い合わせは行わない。 

• 上記以外の必要な取り決めについては、協議の上決定する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

(8)網Ａ、網Ｂのサービス交換機能の同時制御機能 

 このサービス機能は、網Ｂのサービス制御機能が網Ａのサービス交換機能に対して網Ｂへの中継接続を指

示するのと同時に、その制御関係を維持したまま、それ以降の呼制御を網Ｂ内において実施することも可能

とする。 
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(9)網Ｂからの課金関連指示機能 

 このサービス機能は、網Ｂが網Ａ内の課金処理を指示することを可能とする。 

 

(10)課金イベント通知機能 

 このサービス機能は、網Ｂが網Ａに対して、あらかじめ必要な課金イベントの通知を要求し、網Ａは当

該イベント検出時に網Ｂに通知することを可能とする。 
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第２編 分散機能プレーン（Distributed Functional Plane） 

 

1. 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2. 能力セット２でのＩＮ分散機能プレーンの範囲  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.1 エンドユーザアクセス 

 能力セット２の呼／サービス処理へのエンドユーザアクセスは、以下のようなアクセス形態を経由して提供され

る。▼（注：このことは、私設網からのアクセスをサポートするための、これらのインタフェースの利用を妨げな

い）▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

－ アナログ加入者線インタフェース 

－ ＩＳＤＮ ＢＲＩとＰＲＩ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽－ 従来のトランクとＮｏ．７信号方式インタフェース△ 

 

2.2 サービスの起動と制御  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.3 エンドユーザ相互動作のための接続制御  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.5 コールパーティハンドリング (Call Party Handling) 

2.5.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.5.2 背景 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】  

▽ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ、ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ第 1 編は、それぞれＩＮ能力セット 1、ＩＮ能力セッ

ト２のベンチマークサービスについて規定している。△ 

コールパーティハンドリング は、網 Bからの応答時発着同時ユーザ相互動作において、ＳＣＦがコネクションに関

与できることを要求しているベンチマークサービスの要望を満足する手助けとなる。これらのサービスの例として

フリーホン等がある。  

 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２１４付録１、Ｑ．１２１８付録２はコールパーティハンドリングの概念を紹介し、部分

的解決案について提案している。ＩＮ 能力セット２は、コネクションビューアプローチ、コネクションビューのオ

ブジェクト指向モデル化の詳細を含むことにより、コールパーティハンドリングに対するより完成度の高い解決案

を提供する。 

 

2.5.3 適用範囲  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.5.4 前提条件  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.5.5 コア能力  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.6 網間接続  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3. ＩＮ能力セット２の網間分散機能モデル  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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4. ＳＳＦ／ＣＣＦモデル 

4.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2 基本呼管理（ＢＣＭ）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2.1 ＢＣＳＭ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2.2 ＩＮ能力セット２のＢＣＳＭの説明  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2.2.1 ＩＮ能力セット２の発側ＢＣＳＭ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.2.2.1.1 発側－空き＆発呼分析(O_Null_&_Authorize_Origination_Attempt)  

入イベント： 

  以前の呼の切断や解放（ＤＰ９：発側－切断(O_Disconnect)、ＤＰ１０：発側－途中放棄(O_Abandon）、又は

完了したＳＳＦ／ＣＣＦによる例外のデフォルト処理 

 

機能： 

  － インタフェース（加入者線／トランク）が空きである（呼が存在しない、呼番号が存在しない、等）。呼

は監視状態にある。 

  － 発呼を望む発信者から通知があった時（例えば、オフフック、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」（SETUP）

メッセージ、ＩＳＤＮユーザ部「アドレス」（IAM）メッセージ）、その話者の持つ機能（例えば、伝達能

力、回線制限）に伴う発呼の権利／能力を検証する。発側リソースが異なれば（例えば加入者線とトラン

ク）実行される許可種別が変わるかもしれない。 

 

利用可能な情報： 

  発呼イベントを検出した後、 ＳＳＦ／ＣＣＦは記載されている制限内で、発側に関連する以下の情報が利用可

能であると想定される。もしＳＳＦ／ＣＣＦが発呼を認めないと判断すれば、許可失敗の理由も又通知される。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

  ▽－ 伝達能力（Bearer Capability） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２ ユーザ・サービス情報と、ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｑ９３１ 伝達能力情報要素を参照。△ 

  － 発番号（Calling Party Number） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 発番号信号情報参照。この情報は、非ＩＳＤ

Ｎ加入者線のＳＳＦ／ＣＣＦで利用可能であり、Ｎｏ．７信号方式トランクでも利用可能であるが、旧式

な信号をサポートするトランクからは利用できない。ＤＳＳ１インタフェースでは、「呼設定」（SETUP）

メッセージで提供される情報や、発呼者に割り付けられたデフォルト番号によって決定される。（以下の

ＩＳＤＮ呼設定情報参照） 

  － サービスプロファイル識別子（ＳＰＩＤ：Service Profile Identifier） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３

２付属資料Ａ参照。もしこのＳＳＦ／ＣＣＦ上のＢＲＩインタフェースによって発信者が提供されるなら、

この情報はＳＳＦ／ＣＣＦで利用されるかもしれない。 

  － 着番号（Called Party Number） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 着番号信号情報参照。順方向で、着信者の識別

に使用される。トランクか、ＩＳＤＮ加入者線でのみ利用可能である。 

  － 契約者番号（Contractor Number） － 本標準第５編参照。この情報は、非ＩＳＤＮ加入者線の  

ためのＳＳＦ／ＣＣＦか、又はＳＳＦ／ＣＣＦによって提供されるＩＳＤＮインタフェース、及  

びＮｏ．７信号方式をサポートするトランクで利用可能だが、旧式な信号をサポートするトラン  

クからは利用できない。  

 

  － ＩＳＤＮ呼設定フィーチャ関連情報 － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１参照。ＳＳＦ／ＣＣＦは、ＤＳＳ１

インタフェースからの「呼設定」（SETUP）メッセージを受信し、この「呼設定」（SETUP）メッセージは
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以下の情報を含むことができる。 

    － 伝達能力（Bearer Capability） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１ 伝達能力情報要素参照。 

    － 経過識別子（Progress Indicator） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１ 経過識別子情報要素参照。 

    － キーパッドファシリティ（Keypad Facility） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１ キーパッドファシ

リティ情報要素参照。この情報要素は、着番号、又は着サブアドレスを含むような「呼設定」（SETUP）

メッセージには期待されない。 

    － フィーチャアクティベーション（Feature activation） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３２ フィーチ

ャアクティベーション情報要素参照。 

    － 発番号（Calling Party Number） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１ 発番号情報要素参照。 

    － 着番号（Called Party Number） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１ 着番号情報要素参照。 

 着番号情報要素は、一括手順送信を使用し、キーパッド情報要素が存在しないときに送信される。着

番号情報要素の中の、番号種別と番号計画識別子フィールドが”不定（unknown）”に設定されるとき、

ＳＳＦ／ＣＣＦは、キーパッド情報要素で受信した数字列情報として扱う。 

    － 発サブアドレス（Calling party subaddress）と着サブアドレス（Called party subaddress）  

－ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１ 発サブアドレス情報要素と着サブアドレス情報要素参照。 

    － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３２に定義されているその他の情報。ＩＳＤＮ付加サービスの制御のための一

般的手順を持たせることができる。これには、ＳＣＦにとって重要な情報もあるかもしれない。 

 

  － ＩＳＤＮユーザ部ＩＡＭフィーチャ関連情報。ＩＡＭは、以下の情報を含むことができる。（ＮＴＴ－Ｑ

７６２、同Ｑ７６３参照） 

    － 接続特性表示（Nature of connection indicators） － ＮＴＴ－Ｑ７６３ 接続特性表示パラメー

タ参照。 

    － 順方向呼表示（Forward call indicators） － ＮＴＴ－Ｑ７６３ 順方向呼表示パラメータ参照。

発信者のアクセスがＩＳＤＮ又は非ＩＳＤＮのどちらであるかを認識し、エンド・エンドのＮｏ．７

信号方式をサポートするコネクションが要求されているかどうかの指示を与える。 

    － ユーザ・サービス情報（User service information） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ ユーザ・サービス情

報パラメータ参照。このパラメータはＩＮ能力セット２の目的のために、音声、３．１kHz オーディ

オ、非制限デジタル情報（６４kbit/s）、あるいは非制限デジタル情報のような回線モードの呼を定

義する。 

    － 着番号（Called Party Number） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 着番号パラメータ参照。 

    － 発番号（Calling Party Number） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 発番号パラメータ参照。 

    － 汎用番号（Generic Number） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 汎用番号パラメータ参照。ＩＡＭ中に、汎用

番号パラメータがあってもよい。 

    － 契約者番号（Contractor Number） － 本標準第５編参照。 

    － ＩＡＭに含まれるかもしれないその他のパラメータ。これらのパラメータは、コネクション内の他の

交換機によって提供されるフィーチャ（例えば順方向に進む呼に関連する情報）により含まれるかも

しれない。これには、ＳＣＦにとって重要な情報があるかもしれない。 

 

  － 呼で既に起動されている交換機ベースのフィーチャに関連する任意の情報も利用可能である。 

 

出イベント： 

  － 発呼の生成の要求と（例えば、オフフック、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」（SETUP）メッセージ、

ＩＳＤＮユーザ部「アドレス」（IAM）メッセージ）、確認された発呼を生成する権利／能力（ＤＰ１：発

呼分析完了）の指示。 
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  － 以下の例外出イベントが、ＰＩＣ１に適用可能である。もし呼がＰＩＣ１処理中にこれらの例外と遭遇し

た場合、これらはＤＰと一致しないため、このＰＩＣでは例外イベントを見ることができない。 

    － 発信者が切断すると、発側－途中放棄が起こる。例えば、このイベントは以下の１つからもたらされ

る。 

    － ＳＳＦ／ＣＣＦは、フッキング検出タイマにより、非ＩＳＤＮ加入者線でサービス提供される発信者

からのオンフック指示を受信する。 

    － ＳＳＦ／ＣＣＦは、ＤＳＳ１インタフェースによってサービス提供される発信者から、呼を解放する

メッセージを受信する。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

    ▽－ ＳＳＦ／ＣＣＦは、旧式なトランクから切断指示を受信する。△ 

    － ＳＳＦが、Ｎｏ．７信号方式トランクから「解放」（RELEASE）メッセージを受信する。 

    － 拒否された発呼生成の権利／能力（例外） 

 

該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態：０．空 

 

4.2.2.1.3 情報収集(Collect_Information) 

入イベント： 

 発呼を要求（例えば、オフフック、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」（SETUP）メッセージ、ＩＳＤＮユ

ーザ部「アドレス」（IAM）メッセージ）、及び検証された発呼に対する権利／能力の表示（ＤＰ１：発呼分析

完了(Origination_Attempt_Authorized)）。 

 

機能： 

  － 最初の情報パッケージ／ダイヤル番号（例えば、サービスコード、プレフィックス、ダイヤルされたアド

レス番号）は、発側から収集される。情報は、収集完了を決定するため番号計画に従って検査される。一

括手順信号方式が使用される場合（例えば、一括手順信号を使用するＩＳＤＮユーザ、入側Ｎｏ．７信号

方式トランク）なら、これ以上の動作は要求されない。 

 

利用可能な情報： 

 ＳＳＦ／ＣＣＦが情報収集の完了を決定した後、ＳＳＦ／ＣＣＦは呼の発側部に関連した以下の利用可能な

情報を持つことが想定される。 

    － 契約者番号（Contractor Number）、発番号（Calling Party Number）、伝達能力（Bearer  

Capability）、サービスプロファイル識別子（Service Profile Identifier）、他のフィーチャ関連

情報 － この情報は、ＰＩＣ１で定義された条件に基づき各アクセス種別に利用可能である。 

    － 収集情報（Collected Information）は、以下に記述されている。 

 

 非ＩＳＤＮ加入者線やＤＳＳ１インタフェースからの収集情報は、以下の１つもしくはそれ以上からなる。 

    － フィーチャアクティベーション（Feature activation） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３２ フィーチ

ャアクティベーション情報要素参照。あるフィーチャアクティベータを受信した後に有効な顧客別番

号計画（ＣＤＰ：Customized Dialing Plan）が決定するならば、番号計画に従って、引き続き番号が

収集されるべきである。あるフィーチャアクティベータを受信した後で有効なＣＤＰが決定したなら

ば、可変長の数字が収集されるべきであり、引き続き、フィーチャアクティベーション識別子と収集

情報が知らされる。 

    － プレフィックス（Prefix） － 本標準第５編参照。 
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    － 事業者アクセスコード（Carrier Access Code） － 本標準第５編参照。発信者は、事業者アクセス

コード（ＣＡＣ）（例えば、この呼で使用するための１０ＸＸＸや１０１ＸＸＸＸ）をダイヤルして

もよい。 

    － 収集アドレス情報（Collected Address Information） － 本標準第５編参照。番号計画毎に利用可

能。 

    － 番号計画表示（Numbering Plan Indicator） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 番号計画表示信号情報参照。 

    － 収集数字（Collected Digits） － 本標準第５編参照。決まったフィーチャアクティベーション、

あるいはＣＤＰでアクセスコードがダイヤル化された後、有効な番号計画が決まれば、通常の桁間タ

イミングを用いて可変長の番号が収集されるべきである。この場合、これらの収集数字もこの時に知

らされる。 

 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】  

▽旧式なトランクインタフェースから収集された情報は、以下の１つもしくはそれ以上の情報からなる。 

    － 契約者番号（Contractor Number） － 本標準第５編参照。これは、発側トランク（網運用者特有）

でＭＦ信号が使用されるとき、旧式トランクからのみ知らされる。この場合、契約者番号は分割発呼

パルス出力の第２段階で提供される。 

    － 収集アドレス情報（Collected Address Information） － 非ＩＳＤＮ加入者線、又はＤＳＳ１イン

タフェースでは、上記のように定義される。 

    － 番号計画表示（Numbering Plan Indicator） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 番号計画表示信号情報参照。

受信した情報は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４に準拠していることが期待される。 

    － プレフィックス（Prefix） － 非ＩＳＤＮ加入者線、又はＤＳＳ１インタフェースでは、上記のよ

うに定義される。△ 

 

 Ｎｏ．７信号方式トランクインタフェースからは、収集情報はＩＳＤＮユーザ部着番号及びＩＳＤＮユーザ

部ＩＡＭフィーチャ関連情報の内容として、上記に記述されている他のフィーチャ関連情報から提供される情

報からなる。 

 

出イベント： 

  － 発信者からの完全な初期情報パッケージ／ダイヤル番号が有効。（このイベントは、一括手順信号の場合、

既に提供されている。この場合は本ＰＩＣでの留保時間はない） 

  － 以下の例外出イベントが、ＰＩＣ２に適用可能である。 

    － 収集タイムアウト、情報収集失敗、無効情報、及び発側－途中放棄(O_Abandon) 

    － 収集タイムアウトイベントは、通常の桁間タイマ満了までに、呼の処理に充分な情報がＳＳＦ／ＣＣ

Ｆによって受信されなかったとき検出される。Ｎｏ．７信号方式トランクでのこのイベントは、呼の

処理に必要な情報を含まないＩＡＭに相当する。この場合、これらはタイミング（タイミングはＩＳ

ＵＰ分割発呼送信に関連するかもしれない）に関係しないかもしれない。（例外）▼ただし、通常の

桁間タイムアウトが発生しても、呼の処理に十分な情報がＳＳＦ／ＣＣＦによって受信された場合は、

収集タイムアウトではない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

    － 情報収集失敗イベントは、交換機リソースの不足（例えば、ディジットレシーバが利用可能でない）

から、ＳＳＦ／ＣＣＦが情報収集を実行できないとき検出される。（例外） 

    － 例えば、受信した情報が有効な番号計画に反するなど、発信者から受信した情報が利用可能でない時、

無効情報イベントが生じる。（例外） 
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    － ＰＩＣ１で記述されている発側－途中放棄(O_Abandon)。この場合、相当するＤＰでイベントを認識す

ることができる。（発側－途中放棄(O_Abandon)ＤＰ） 

 

コメント：ダイヤル終了を決定するため、番号分析が要求される。しかしこの分析は、ＰＩＣ３（情報分析）

で起動する残りの番号分析から分割できるようモデル化されてもよいと想定できる。これらは、インプリメン

トを制限することを意図するものではない。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽しかし、交換機は閉域番号計画のために記述された分割可能な外観図を、外部に提供すべきである。（注１）

△ 

 

 ＩＳＤＮ一括発呼の場合、発呼分析完了(Origination_Attempt_Authorized)検出ポイント（ＤＰ１）で「呼

設定」（SETUP）メッセージを受信することで、ＢＣＳＭはＰＩＣ２の処理をせずにＰＩＣ２を素通りして、情

報収集完了(Collected_Information)検出ポイント（ＤＰ２）に遷移する。発信者から初期情報のパッケージ／

番号を受信したとき、ＢＣＳＭはＤＰ２へ遷移することに注意すること。－これは、呼処理の継続に充分な情

報を受信したときに生じる。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽（例えば、ＩＳＤＮの場合のＭＦパルスの分割発呼送信の様な時）。具体的には、ＤＰ２がトリガ検出ポイ

ント－要求（ＴＤＰ－Ｒ）として設定されている時に各数字を順番に受信する場合において、ＴＤＰ判断基準

に遭遇したかどうかを判断するのに充分な情報が受信された時、ＳＳＦは最初のＤＰ要求（すなわちイニシャ

ルＤＰ(Initial DP)情報フロー）をＳＣＦへ送出する。ＢＣＳＭ処理は中断されるが、更に数字を収集する。

いつ十分な情報が利用可能かを判断するのは網運用者特有である。（注２） 

 

 

  注１：この分割された外観図は、ＤＰ２（情報収集完了(Collected_Informatoin)）やＤＰ３（情報分析完了

(Analysed_Information)）のような異なるＤＰのサポート、及びＳＣＦへ、ＴＤＰやＥＤＰに対応する情

報フローを分類することで提供される。 

  注２：ある網では、ＣＣＦ／ＳＳＦがいつ着番号情報が完了したかを判断できないかもしれない。従ってその

ような網では、着番号情報が完了する前にＤＰ２に対するＴＤＰ判断基準に遭遇するかもしれない。△ 

 

該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態：１．発呼および２．分割発呼（オプション） 

 

4.2.2.1.4 情報分析(Analyse_Information) 

入イベント： 

 発信者からの完結した初期情報パッケージ／ダイヤル番号が有効である。 

 

機能： 

 ルーチングアドレスと呼種別（例えば、加入者線交換機の呼、中継交換機の呼、国際交換機の呼）を決定す

る番号計画に従って、解析かつ／または翻訳される情報。 

 

 このＰＩＣの処理の結果の１つは、ルーチングアドレスの決定である。 

1) 着番号のみ（着番号はＳＳＦにより提供される） 
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利用可能な情報： 

 ＳＳＦ／ＣＣＦが情報を解析したと判断した後、ＳＳＦ／ＣＣＦは呼の発側に関連する、以下の利用可能な

情報を持つことが想定される。 

    － 契約者番号（Contractor Number）、発番号（Calling Party Number）、伝達能力（Bearer Capability）、

サービスプロファイル識別子（Service Profile Identifier）、及び他のフィーチャ関連情報。この

情報は、ＰＩＣ１で定義された条件下の各アクセス種別に利用可能である。 

    － 収集情報の分析結果は以下に記述されている。 

 

 非ＩＳＤＮ加入者線やＤＳＳ１インタフェースからの情報は、以下の１つもしくはそれ以上からなる。 

    － 着番号（Called Party Number） － 番号計画毎による 

    － 番号計画表示（Numbering Plan Indicator） － ＮＴＴ－Ｑ７６２ 番号計画表示信号情報参照 

    － 収集情報（Collected Information） －  フィーチャアクティベーション（Feature Activation）、

プレフィックス（Prefix）、事業者アクセスコード（Carrier Access Code）、収集アドレス情報／番

号（Collected Address Information / Digits） 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

 ▽旧式又は△Ｎｏ．７信号方式トランクインタフェースからの情報は、以下の１つもしくはそれ以上

からなる。 

    － 契約者番号（Contractor Number） － ＰＩＣ１（Ｎｏ．７信号方式トランクの時）で定義されてい

る。 

    － 着番号（Called Party Number）と番号計画表示（Numbering Plan Indicator）（上記の非ＩＳＤＮ加

入者線やＤＳＳ１インタフェースで定義されている） 

    － 収集情報（Collected Information） － ＰＩＣ２で記述されている、収集アドレス情報（Collected 

Address Information）、プレフィックス（Prefix）。 

出イベント： 

  － ルーチングアドレスとアドレス種別が有効（ＤＰ３：情報分析完了(Analysed_Information)） 

  － 以下の例外出イベントが、ＰＩＣ３に適用可能である：発側－途中放棄(O_Abandon)と無効情報 

    － 無効情報イベント（例えば、誤った番号）。（例外） 

    － ＰＩＣ１に記述されている発側－途中放棄(O_Abandon)イベント。この場合、相当するＤＰによりイベ

ントを認識することができる。（発側－途中放棄(O_Abandon)ＤＰ） 

 

コメント：ルーチングアドレスは、このような場合でも、最終物理ルートが既に決定してしまった事を意味し

ているわけではない（例えば、代表回線群がまだ検索されていない、まだディレクトリ番号が物理ポートアド

レスに変換されていない）。 

 

該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態：該当なし 

 

4.2.2.1.5 ルート選択＆呼出中(Routing_&_Alerting)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2.2.1.9 発側－通信中(O_Active)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.2.2.1.11 発側－例外(O_Exception) 

入イベント： 

（上記の各ＰＩＣで記述されている）例外条件と遭遇した。 
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機能： 

例外条件のデフォルト処理が提供される。これは以下に示すように、リソースが不適切に割り付けられたまま

にならないことを保証するのに必要な、一般的な動作を包含する。 

    － ＳＳＦとＳＣＦ間になんらかの相互関係が存在する場合、相互関係を終了して、全ての留保中の呼処

理指示を完結できないことを通知（注１）するために、ＳＣＦにエラー情報フローを送信する。（例

えば、付属資料Ｆ参照） 

   ▼－ ＳＳＦ／ＣＣＦは、新たな呼に対して加入者線、トランク及び他のリソースが利用できるように、Ｓ

ＳＦ／ＣＣＦ内のリソースの解放を確実に行う▲。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

注１：これは、相互関係を終了して（すなわちＴＣトランザクションを終了する）、全ての留保中の

オペレーションを完結できないことを通知するために、アボートプロトコル手順を介して物理プレー

ンで処理されるべきである。 

 

利用可能な情報： 

 例外状態が発生したことをＳＳＦ／ＣＣＦがいったん決定すると、ＳＳＦ／ＣＣＦには、ＰＩＣ内で例外が

発生した時と同様の利用可能な情報を備えていると想定される。 

 

出イベント： 

ＳＳＦ／ＣＣＦによる例外状態のデフォルト処理が完了する。（発側－空き＆発呼分析

(O_Null_&_Authorize_Origination_Attempt)ＰＩＣに遷移） 

 

図２－４－３／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.2.3 ＩＮ能力セット２呼モデルにおけるＢＣＳＭ再開ポイントとＩＮ遷移【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.2.4 ＩＮ能力セット２呼モデルにおけるＢＣＳＭ通知  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.2.5 ＢＣＳＭ検出ポイント 

 ある基本呼イベントおよび接続イベントはＩＮサービス論理インスタンスに見えるかもしれない。ＤＰは、これ

らのイベントが検出される呼処理中のポイントである。ＢＣＳＭに対するＤＰは 4.2.2 節で規定されている。 

 ＤＰに遭遇したことをＩＮサービス論理インスタンスに対して通知し、場合によってはそれ以降の呼処理に対し

てＩＮサービス論理インスタンスが関与することを許すために、ＤＰは設定されうる。もしＤＰが設定されていな

ければ、ＳＳＦ／ＣＣＦはＳＣＦを巻き込むことなしに呼処理を継続する。ＤＰは、以下の４つの属性で特徴付け

られる。 

  a) 設定／解除メカニズム － ＤＰの設定をするメカニズム。ＤＰは静的にもしくは動的に設定できる。Ｄ

Ｐは、ＳＳＦにより静的に設定される。静的に設定されたＤＰは、ＳＳＦにより明示的に解除されるまで

存続する。ＤＰは、呼対応ＩＮサービス制御相互関係のコンテキストの中で、ＳＣＦにより動的に設定さ

れる。以下のＤＰ解除規則が適用される。 

    － 設定されたＥＤＰに遭遇した場合は、それは解除される。 

    － 関連レグの解放を生じるＥＤＰに遭遇した場合は、そのレグに関する全ＥＤＰが解除される。 

    － 呼が解放された場合は、その呼に関する全ＥＤＰが解除される。 

  b) 判断基準 － ＤＰを設定する条件に加えて、ＳＣＦに対してＤＰに遭遇したことを通知するために満た

されるべき条件。（4.2.6 節参照） 
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  c) 相互関係 － 設定されたＤＰに遭遇し、ＤＰ判断基準が満たされた場合、ＳＳＦは相互関係を介して情

報フローを提供してよい。 

  i) この相互関係が、呼／サービス論理処理の目的のためにＳＳＦ／ＣＣＦとＳＣＦの間にある場合、 

    これはＩＮサービス相互関係とみなされる。この相互関係には２つの種類がある。 

      － ＳＣＦが相互関係を介して呼処理に関与できる場合は、制御相互関係 

      － ＳＣＦが相互関係を介して呼処理に関与できない場合は、監視相互関係 

ＩＮサービス相互関係に関しては、ＤＰに遭遇した時にＳＳＦからＳＣＦに対して与えられ

る情報フローは、制御関係を開始するか、または既存の制御関係のコンテキスト内にいるか、

または既存の監視関係のコンテキスト内にいるかのいずれかとなりうる。 

 

  d) 呼処理中断 － 設定されたＤＰに遭遇し、ＩＮサービス制御相互関係に対するＤＰ判断基準が満たされ

た場合、ＳＣＦが以降の呼制御に関与することを許すためにＳＳＦは呼処理を中断してよい。呼が中断さ

れた場合、ＳＳＦはＳＣＦに対して指示を要求する情報フローを送り応答を待つ。呼が中断されない場合、

ＳＳＦはＳＣＦに対してＤＰに遭遇したことを通知する情報フローを送り、応答を待たない。この属性は、

ＤＰを設定するのと同じメカニズムで設定される。 

 

 以上の属性に基づき、ＩＮ能力セット２に対しては３種類のＤＰが規定される。そのＤＰの種別は 

  1) トリガ検出ポイント－要求 (TDP-R) 

  2) イベント検出ポイント－要求 (EDP-R) 

  3) イベント検出ポイント－通知 (EDP-N) 

である。 

 

 上記ＤＰ種別は、表 2-4-3/NTT-Q1228-b に示すＤＰ属性値で定義される。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽ＢＣＳＭ ＤＰは、これらのＤＰ種別のどれでもよい。△ 

各ＤＰ種別に対するＤＰ処理は、図 2-4-6/NTT-Q1228-b に示され、4.2.8 節で記述されている。 

 

表２－４－３／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.2.6 ＤＰ判断基準  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.2.8 ＤＰ処理 

 ＤＰ処理は、以下を含む。 

  － ＤＰ判断基準が満たされたかどうかの決定（4.2.6 節および本節参照） 

  － ＩＮおよび非ＩＮサービス論理の新しいインスタンスを起動するときのサービス論理インスタンス相互動

作の扱い（本節参照） 

  － および、１つもしくはそれ以上のＳＣＦに対して送る情報フローの形成（本節および 11 章と 12 章のイニ

シャルＤＰ(Initial DP)とＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM)情報フロー参照） 

 

図２－４－６／ＮＴＴ－Ｑ１２2８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

 ＤＰは、同一の呼に対してＴＤＰかつ／またはＥＤＰとして設定されうるので、シングルポイント制御を保証す
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るために、ＢＣＭは、ＤＰ判断基準処理の間、以下の一連の規則を適用すべきである。 

 

  規則１：いかなるＤＰにおいても、特定のトリガ条件は、サービス論理プログラムインスタンス（ＳＬＰＩ）

を一度にはひとつだけ起動できる。 

  規則２：いかなるＤＰにおいても、通知（ＥＤＰ－Ｎ）の処理は要求（ＥＤＰ－ＲとＴＤＰ－Ｒ）の処理より

も優先順位が高い。いくつかの通知が存在する場合は、全ての通知が処理された時にＥＤＰ－ＲとＴ

ＤＰ－Ｒが処理される。 

 

 規則は、優先順位の高いものから順に並べてある。以上は、図 2-4-7/NTT-Q1228-b に示してある。 

 

 制御相互関係は、呼に対して、１つ以上のＥＤＰ－Ｒが設定されている限り存続する。設定されたＥＤＰ－Ｒが

もはやない場合や、呼が切断された場合は、制御相互関係は終了する。制御相互関係がある間は、ＥＤＰはＳＣＦ

により動的に解除されたり、またＥＤＰに遭遇してＳＣＦに報告する際、または呼が解放されたときに、ＳＳＦに

よって解除される。 

 シングルポイント制御は、制御相互関係内には１つのみサービス論理が存在することを保証する。 

 また、シングルポイント制御は、呼セグメントアソシエーション内で保証されるのみである。 

 

 制御相互関係は、設定されたＥＤＰ－Ｒがもはやなく、１つ以上のＥＤＰ－Ｎが設定されている場合に、監視相

互関係に変化する。設定されたＥＤＰ－Ｎがもはやない場合や、呼が解放された場合は、監視相互関係は終了する。

監視相互関係のある間は、ＥＤＰ－Ｎは、ＥＤＰに遭遇してＳＣＦに報告する際、または呼が解放されたときに、

ＳＳＦによって解除される。 

 

 上記規則の帰結として、シングルポイント制御を保証するために、ＢＣＭはＴＤＰ／ＥＤＰ処理のいくつかの組

み合わせをサポートすべきである（「処理」用語については、付属資料Ｅ参照）。これらの組み合わせは、生じて

はならない▼３つ▲の誤った組み合わせと共に以下の表に規定される。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

図２－４－７／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

▼表２－４－５／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ 

 

シナリオ ＴＤＰ種別 ＥＤＰ種別 既存の相互関係 処理 

 1 未設定 未設定 任意  継続 

 2 ＴＤＰ－Ｒ 未設定 なし  ＤＰ要求起動 

 3.a ＴＤＰ－Ｒ 未設定 制御  継続（ＴＤＰを無視） 

 5.a 未設定 ＥＤＰ－Ｒ 制御  もし１つ以上の設定済みＥＤＰが残って 

 いれば引き続きＤＰ要求、もし最後の設 

 定済みＥＤＰであればＤＰ要求の終了 

 5.b 未設定 ＥＤＰ－Ｒ 監視  誤りのケース － 継続（ＥＤＰを無視） 

 6 未設定 ＥＤＰ－Ｎ 制御か監視  もし１つ以上の設定済みＥＤＰが残って 

 いれば引き続きＤＰ通知、もし最後の設 

 定済みＥＤＰであればＤＰ通知の終了 
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 7 未設定 ＥＤＰ－Ｒ／Ｎ なし  誤りのケース － 継続（ＥＤＰを無視） 

 11.a ＴＤＰ－Ｒ ＥＤＰ－Ｎ 制御  処理ａとｂ： 

 ａ）ＥＤＰについては、引き続きＤＰ通知 

   シナリオ６のように処理 

 ｂ）ＴＤＰを無視 

 12 ＴＤＰ－Ｒ ＥＤＰ－Ｒ／Ｎ なし  誤りのケース － ＥＤＰを無視し、 

 ＴＤＰをシナリオ２のように処理 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

4.3 ＩＮ交換管理（ＩＮ－ＳＭ）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.4 ＦＩＭ／ＣＭ機能  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.5 ＳＳＦ／ＣＣＦモデルコンポーネントの相互関係  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.6 ＳＣＦに対するＳＳＦ／ＣＣＦの相互関係  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

5. 特殊リソース機能（ＳＲＦ）モデル 

5.1 概要 

 ▼ＳＲＦのモデルを図 2-5-1/NTT-Q1228-b に示す。このモデルの目的はＳＲＦを考慮した特殊リソース機能につ

いての枠組みを提供することであるが、本ＳＲＦは網Ｂに配備されるため、本仕様ではこのＳＲＦを提供すること

は含まれていない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 ＳＲＦは 5.3 節に示すように様々な特殊リソースを提供する。しかし、どんな場合でも、他の機能エンティティ

からの要求により起動され、自ら起動することはない。 

 呼／サービス処理のため、ＳＲＦはＳＳＦ／ＣＣＦ及びＳＣＦ間との論理相互関係を保有する。ＳＣＦは、ＳＳ

Ｆ／ＣＣＦとＳＲＦとの間のコネクションを制御し、ＳＲＦへ指示を送出する。 

 ＳＳＦへの応答を送出する処理の一部として、ＳＣＦは発信者あるいは着信者とのダイアログが必要な場合があ

る。これは、例えば、番号収集シーケンスという形を取りうる。 

 

 ＩＮ能力セット２でのＳＣＦは、ＳＳＦ／ＣＣＦとＳＲＦとの間のパスを設定したあと、ユーザとのダイアログ

を開始するようＳＲＦに指示する。ＳＲＦ－ユーザ間のダイアログは、ＳＲＦがアナウンスを送出できるようにし

たり、場合によっては、番号を収集できるようにする。番号の収集が完了したならば、ＳＲＦはＳＣＦに収集した

番号を受け渡す。 

 収集した番号をＳＣＦへ報告するために、ＳＲＦから情報の入力を促されているユーザは、例えばＭＦトーンな

どを入力する。ＳＣＦ内のサービス論理がもうリソースを必要としなくなった場合には、ＳＣＦはＳＲＦとの接続

を解放するようＳＳＦ／ＣＣＦに要求し、次いで、ＳＲＦのリソースは解放される。 

 

5.2 ＳＲＦコンポーネント  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

5.3 ＳＲＦ管理オブジェクト  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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6. サービス制御機能(ＳＣＦ)モデル 

6.1 概要 

 ▼ＳＣＦのモデルを図 2-6-1/NTT-Q1228-b に示す。このモデルの目的は、ＳＣＦに関するサービス論理処理につ

いての枠組みを提供することであるが、本ＳＣＦは網Ｂに配備されるため、本仕様ではこのＳＣＦの適用を含んで

いない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 サービス制御機能（ＳＣＦ）の主要な機能は、サービス論理処理プログラム（ＳＬＰ）の形で提供されるサービ

ス論理の実行であり、従って、サービス論理選択／相互動作管理、機能エンティティアクセス管理、ＳＬＰ供給管

理などの、ＳＬＰ実行をサポートする機能も含む。 

 

6.2 ＳＣＦコンポーネント 

6.2.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

6.2.2 サービス論理実行管理 （ＳＬＥＭ）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

6.2.3 ＳＣＦデータアクセス管理 

6.2.3.1 概要 

 ▼ＳＣＦデータアクセス管理は、ＳＣＦ内で共用する、持続情報（則ち、ＳＬＰＩの存在期間に関係なく持続す

る情報）の蓄積、管理及びアクセスを提供するために必要とされる機能を提供するが、本ＳＣＦは網Ｂに配備され

るため、本仕様ではこのＳＣＦの適用は含まれていない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

ＳＣＦデータアクセス管理はＳＬＰＩへこの機能を提供するため、ＳＬＥＭと相互動作する。 

 図 2-6-1/NTT-Q1228-b にＳＣＦデータを含む二つの構造を示す。これらは、以下のものである。 

－ サービスデータオブジェクトディレクトリ 

－ ＩＮネットワークワイドリソースデータ 

これらは、以下の節に記述する 

 

6.2.3.2 サービスデータオブジェクトディレクトリ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

6.2.3.3 ＩＮネットワークワイドリソースデータ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

6.2.4 機能ルーチン管理  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

6.2.5 機能エンティティアクセス管理（ＦＥＡＭ）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

6.2.6 ＳＬＰ管理  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

6.3 機能ルーチンカテゴリ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11. 各サービス機能の機能アーキテクチャへのマッピング 

11.1 機能モデル  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.2 ＩＮ能力セット２の情報フロー 

11.2.1 概要 

 本節では信号網接続の対象となるサービス機能を提供するための情報フローについて記述する。サービス機能を

以下に示す。 
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－ 番号翻訳機能 

－ イベント報告機能 

－ 再接続機能 

－ ユーザ相互動作機能 

－ 網間ハンドオフ機能 

－ 網Ａ、網ＢのＳＳＦの同時制御機能 

－ 発着同時ユーザ相互動作機能 

－ 課金関連指示機能 

－ 課金イベント通知機能 

 

 また、サービス機能から派生する機能とは別に、以下の機能に相当する情報フローも含んでいる。 

 

－ 呼解放機能 

－ 活性化試験機能 

 

 各サービス機能と情報フローとの対応付けを以下に示す。 

 

番号翻訳機能： イニシャルＤＰ(Initial DP)、接続(Connect) 

イベント報告機能： ＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)、 

 ＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM) 

再接続機能： ＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)、 

 ＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM)、接続(Connect) 

ユーザ相互動作機能： 暫定接続確立(Establish Temporary Connection)、 

 順方向接続切断(Disconnect Forward Connection) 

網間ハンドオフ機能： 接続(Connect) 

網Ａ、網ＢのＳＳＦの同時制御機能： 

 ＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)、 

 接続(Connect)、ＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM) 

発着同時ユーザ相互動作機能： 

 暫定接続起動(Initiate Temporary Connections)、 

 ＢＣＳＭイベント報告要求(Request Report BCSM Event)、接続(Connect)、 

 ＢＣＳＭイベント報告(Event Report BCSM)、 

 レグ移動(Move Leg)、レグ移動応答(Move Leg Response)、 

 呼セグメント併合(Merge Call Segments)、 

 呼セグメント併合応答(Merge Call Segments Response)、 

 順方向接続切断(Disconnect Forward Connection)、継続(Continue)、 

 エンティティ解放完了(Entity Released)  

呼解放機能： 呼解放(Release Call) 

活性化試験機能： 活性化試験(Activity Test)、 

 活性化試験応答(Activity Test Response) 

  課金関連指示機能： 課金情報送出(Send Charging Information) 
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  課金イベント通知機能： 課金イベント通知要求(Request Notification Charging Event)、 

          課金イベント通知(Event Notification Charging)  

 

11.2.2 信号網接続の基本手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12. ＦＥ間の相互関係 

12.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.2 相互関係  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.3 ＦＥ間の情報フロー  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.4 ＳＣＦ－ＳＳＦ相互関係 

12.4.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.4.3 ＳＣＦとＳＳＦ間の情報フロー 

12.4.3.4 活性化試験 (Activity Test)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.5 活性化試験応答 (Activity Test Response)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.19 接続 (Connect)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.21 継続 (Continue)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.26 順方向接続切断 (Disconnect Forward Connection)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.28 エンティティ解放完了 (Entity Released)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.29 暫定接続確立 (Establish Temporary Connection)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.4.3.30 課金イベント通知 (Event Notification Charging) 

a. ＦＥ相互関係：ＳＳＦからＳＣＦ 

 

b. 概要 

このＩＦは、課金イベント通知要求(Request Notification Charging Event)ＩＦを用いてＳＣＦから要求された、

ある特定の課金イベントの発生を報告するために使われる。 

 

c. 情報要素 

 

呼ＩＤ (Call ID) （Ｍ） 

課金イベント種別 (Event Type Charging) （Ｍ） 

課金イベント特有情報 (Event Specific Information Charging)（Ｏ） 

レグＩＤ (Leg ID) （Ｏ） 

監視モード (Monitor Mode) （Ｏ） 

 

d. ＦＥモデルとのマッピング 

ＳＳＦは、二者間呼セグメントにおいて、ある課金イベントを検出したことによって、このＩＦをＳＣＦへ送出

する。 

 

▼監視モードが「中断」の時、ＳＳＦは、課金イベント通知(Event Notification Charging)ＩF を用いてＳＣＦ
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に報告を送出し、その後の指示を待たねばならないが、本仕様では監視モードが「通知し継続」のみを適用する。

▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

12.4.3.31 ＢＣＳＭイベント報告 (Event Report BCSM)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.4.3.36 イニシャルＤＰ (Initial DP) 

a. ＦＥ相互関係：ＳＳＦからＳＣＦ 

 

b. 概要 

 このＩＦは、ＢＣＳＭ内の任意のＤＰでトリガが検出されたとき、ＳＣＦからの指示を要求するために、ＳＳＦ

によって生成される。 

 

c. 情報要素 

 

呼ＩＤ (Call ID) （Ｍ） 

サービスキー (Service Key) （Ｏ） 

ダイヤル番号 (Dialled Digits) （Ｏ） 

着番号 (Called Party Number) （Ｏ） 

発番号 (Calling Party Number) （Ｏ） 

発ユーザ種別 (Calling Partys Category) （Ｏ） 

その他呼情報 (Misc Call Info) （Ｏ） 

端末種別 (Terminal Type) （Ｏ） 

発サブアドレス (Calling Party Sub Address) （Ｏ） 

順方向呼表示 (Forward Call Indicators) （Ｏ） 

伝達能力 (Bearer Capability) （Ｏ） 

ＢＣＳＭイベント種別 (Event Type BCSM) （Ｏ） 

汎用番号 (Generic Number) （Ｏ） 

契約者番号 (Contractor Number) （Ｏ） 

料金区域情報 (Charge Area Information) （Ｏ） 

着ＩＮ番号 (Called IN Number) （Ｏ） 

事業者情報転送 (Carrier Information Transfer) （Ｏ） 

付加ユーザ種別 (Additional Partys Category) （Ｏ） 

ＳＳＰ料金区域情報 (SSP Charge Area Information) （Ｏ） 

 

d. ＦＥモデルへのマッピング 

 ＳＳＦは、二者間呼セグメント用のＢＣＳＭにおいてＤＰを検出すると、ＳＣＦにこの情報フローを送出する。 

 

ＳＳＦ事前条件： (1) 発呼手順が起動されている。 

(2) ＤＰにてイベントが検出された。 

(3) ＤＰ基準が合致した。 

(4) ＴＤＰ－Ｒの検出時には、呼セグメントに影響を及ぼす既存の制御相互関係がない。 
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ＳＳＦ事後条件： (1) ＴＤＰ－Ｒの検出により、基本呼処理はＤＰで中断され、制御相互関係が確立され

ている。 

ＳＣＦ事前条件： なし。 

ＳＣＦ事後条件： (1) ＳＬＰＩが起動された。 

(2) ＴＤＰ－ＲまたはＥＤＰ－Ｒに対して、ＳＳＦ指示が準備中である。 

 

12.4.3.38 呼セグメント併合 (Merge Call Segments)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.40 レグ移動 (Move Leg)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.51 呼解放 (Release Call)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.53 課金イベント通知要求 (Request Notification Charging Event）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ 

に準拠する】 

12.4.3.54 ＢＣＳＭイベント報告要求 (Request Report BCSM Event）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠 

する】 

12.4.3.62 課金情報送出 (Send Charging Information) 

a. ＦＥ相互関係：ＳＣＦからＳＳＦ 

 

b. 概要 

▼このＩＦは、ＳＳＦが網特有のＮｏ．７信号方式の料金に関するメッセージを扱う能力がある（ただし、呼課

金の計算、または、課金記録を生成する能力はないかもしれない）時に使用されるが、ＳＣＦの指示により当該呼

のユーザ課金を非課金とする目的で使用される。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽これは、次の２つの目的で使用され得る。 

－ ＳＳＦが加入者線交換機である時、それが複数の課金パルスまたは、いくつかのＮｏ．７信号方式の料金に

関するメッセージを受信したかのように動作することができる。また、ＳＳＦが中継交換機である場合は、

それが複数の課金パルスまたは、いくつかのＮｏ．７信号方式の料金に関するメッセージをＡ話者側の加入

者交換機に対して送信することができる。 

－ 課金イベントとみなされるＮｏ．７信号方式の料金に関するメッセージが、ＥＤＰ－Ｒ（中断）として要求

される時にもまた使用される。 このＩＦの結果は、以下のいずれかの結果をとりうる。パラメータを多少

変更する可能性はあるが、通常のＮｏ．７信号方式の料金に関するメッセージ処理を継続する（つまり、Ｎ

ｏ．７信号方式の料金に関するメッセージを順方向に転送する）。あるいは、Ｎｏ．７信号方式の料金に関

するメッセージの受信に対する確認を行う（すなわち、Ｎｏ．７信号方式のＡＣＫメッセージを返信する）。

この呼モデルにおいては、課金関連イベントのＤＰは定義されていないことに注意すること。 

 

注： このＩＦは、網特有の課金方式が取られているときに使われる。例えば、このＩＦが、課金を開始しなけれ

ばならないことを指示する時、そして、ＳＳＦが関門または中継交換機であるならば、課金の開始を指示するため

の応答メッセージを送出することを示唆し得る。△ 

c. 情報要素 

 

料金課金関連特有情報 (Billing Charging Characteristics)（Ｍ） 

呼ＩＤ (Call ID) （Ｍ） 
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課金対象者 (Party To Charge) （Ｍ） 

 

d. ＦＥモデルへのマッピング 

このＩＦは、ある二者間の呼セグメントに対するＳＣＦ－ＳＳＦ間の既存の制御相互関係のコンテキストに適用

される。 

 

12.4.3.78 暫定接続起動 (Initiate Temporary Connections)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.79 呼セグメント併合応答 (Merge Call Segments Response) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.80 レグ移動応答 (Move Leg Response)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.4.4 ＳＳＦ／ＣＣＦからＳＣＦへの情報フローの情報要素の説明 

12.4.4.2 付加発番号 (Additional Calling Party Number)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.4 全呼セグメント (All Call Segments)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.5 アシストＳＳＦ／ＳＲＦルーチングアドレス (Assisting SSF/SRF Routing Address) 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.6 関連呼セグメント (Associated Call Segment)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.9 ＢＣＳＭイベント表 (BCSM Event List)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.11 伝達能力 (Bearer Capability)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.12 料金課金関連特有情報 (Billing Charging Characteristics) 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.15 呼ＩＤ (Call ID)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.18 呼セグメントＩＤ (Call Segment ID)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.22 着番号 (Called Party Number)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.27 発番号 (Calling Party Number)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.28 発サブアドレス (Calling Party Sub-address)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.29 発ユーザ種別 (Calling Partys Category)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.31 理由表示 (Cause)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.36 接続時間 (Connect Time)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.38 相関ＩＤ (Correlation ID)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.42 ＣＳ失敗 (CS Failure)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.44 ルーチング対地アドレス (Destination Routing Address) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.45 ダイヤル番号 (Dialled Digits)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.47 ＢＣＳＭイベント特有情報 (Event Specific Information BCSM) 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.48 課金イベント特有情報 (Event Specific Information Charging)  

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.49 ＢＣＳＭイベント種別 (Event Type BCSM)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.50 課金イベント種別 (Event Type Charging)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.58 順方向呼表示 (Forward Call Indicators)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.65 汎用番号 (Generic Number)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.70 イニシャル呼セグメント (Initial Call Segment)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.72 ＩＳＤＮアクセス関連情報 (ISDN Access Related Information) 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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12.4.4.74 レグＩＤ (Leg ID)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.78 その他呼情報 (Miscellaneous Call Info)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.80 監視モード (Monitor Mode)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.82 新規呼セグメント (New Call Segment)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.88 課金対象者 (Party To Charge)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.93 解放理由 (Release Cause)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.103 ＳＣＦ ＩＤ (SCF ID)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.104 課金イベントリスト (Sequence of Charging Event)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.106 サービス相互動作表示 (Service Interaction Indicators) 

      【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.107 サービスキー (Service Key)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.110 ソース呼セグメント (Source Call Segment)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.115 ターゲット呼セグメント (Target Call Segment)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.117 端末種別 (Terminal Type)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.126 料金区域情報(Charge Area Information)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.127 契約者番号(Contractor Number)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.128 解放条件 (Release Condition)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.129 着ＩＮ番号 (Called IN Number)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.130 付加ユーザ種別 (Additional Partys Category)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.131 事業者情報転送 (Carrier Information Transfer)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.132 発信者番号非通知理由 (Cause of No ID)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.133 ＳＳＰ料金区域情報 (SSP Charge Area Information)  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.10 情報要素割当規則 

12.10.1 ＳＳＦ／ＣＣＦからＳＣＦへの情報フロー 

 表 2-12-1/NTT-Q1228-b に、各トリガから起動されるイニシャルＤＰ(Initial DP)ＩＦに含まれる情報要素につい

て示す。 
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▼ 

表２―１２－１／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ 

各トリガから起動されるイニシャルＤＰ (Initial DP)ＩＦに含まれる情報要素 

 

トリガ 情報要素 

発呼分析完了 

ＤＰ１ 

サービスキー (Service Key) 

発番号 (Calling Party Number) 

発ユーザ種別 (Calling Party Category) 

その他呼情報 (Misc Call Info) 

端末種別 (Terminal Type) 

発サブアドレス (Calling Party Sub Address) 

順方向呼表示 (Forward Call Indicators) 

伝達能力 (Bearer Capability) 

ＢＣＳＭイベント種別 (Event Type BCSM) 

汎用番号 (Generic Number) 

契約者番号 (Contractor Number) 

料金区域情報 (Charge Area Information) 

事業者情報転送 (Carrier Information Transfer) 

付加ユーザ種別 (Additional Partys Category) 

ＳＳＰ料金区域情報 (SSP Charge Area Information) 

情報分析完了 

ＤＰ３ 

サービスキー (Service Key) 

ダイヤル番号 (Dialled Digits) 

着番号 (Called Party Number) 

発番号 (Calling Party Number) 

発ユーザ種別 (Calling Partys Category) 

その他呼情報 (Misc Call Info) 

端末種別 (Terminal Type) 

発サブアドレス (Calling Party Sub Address) 

順方向呼表示 (Forward Call Indicators) 

伝達能力 (Bearer Capability) 

ＢＣＳＭイベント種別 (Event Type BCSM) 

汎用番号 (Generic Number) 

契約者番号 (Contractor Number) 

料金区域情報 (Charge Area Information) 

着ＩＮ番号 (Called IN Number) 

事業者情報転送 (Carrier Information Transfer) 

付加ユーザ種別 (Additional Partys Category) 

ＳＳＰ料金区域情報 (SSP Charge Area Information) 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 
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第２編 付属資料 Ｅ   ＳＳＦ／ＳＣＦ相互関係シナリオ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

第２編 付属資料 Ｆ   ＢＣＳＭ ＳＤＬ図  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

第２編 付録 III   信号網接続の基本手順の補足説明  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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第３編 物理プレーン (Physical Plane)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

1. 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2. 要求条件と仮定 

2.1 要求条件 

物理プレーンアーキテクチャの鍵となる要求条件は以下の通りである。 

－ 能力セット２の分散機能プレーンにおける機能エンティティを、能力セット２の物理エン

ティティ上に配置することができる。 

－ １つあるいはそれ以上の機能エンティティを、同じ物理エンティティ上に配置してもよい。 

－ １つの機能エンティティを２つの物理エンティティ間に分割することはできない。（すな

わち、機能エンティティは１つの物理エンティティ内に完全に配置される。） 

－ 機能エンティティの二重のインスタンスを、同一の物理エンティティではなく、異なる物

理エンティティに配置することができる。 

－ 物理アーキテクチャを形成するため、物理エンティティをまとめることができる。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽－ 物理エンティティは標準のインタフェースを提供してもよい。 

－ 機能エンティティのマッピングと標準のインタフェースにもとづいた物理エンティティ

を、ベンダが開発できなければならない。 

－ 完成された技術と利用できるようになった新技術を、ベンダがサポートできなければなら

ない。△ 

 

2.2 仮定  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3. 物理エンティティ（ＰＥ） 

この節は、信号網接続による能力セット２をサポートするためのＰＥの選択を記述する。その選

択は、能力セット２をサポートするための他のどんなＩＮ ＰＥのアプリケーションを除外もしく

は禁止するものではない。 

 

a) サービス交換局（ＳＳＰ） 

ユーザに網へのアクセスを提供し（ＳＳＰが加入者線交換機の場合）、必要な交換機能を

実行することに加え、ＳＳＰはＩＮ能力のセットへのアクセスを可能にする。ＳＳＰはＩＮ

ベースサービスへの要求を検出するための検出能力を含む。それはまた、サービス制御機能

（ＳＣＦ）を含むサービス制御局（ＳＣＰ）のような他のＰＥと通信する能力や、他のＰＥ

からの命令に応答する能力を含む。機能上、ＳＳＰは呼制御機能（ＣＣＦ）、サービス交換

機能（ＳＳＦ）、そして、ＳＳＰが加入者線交換機であれば、呼制御エージェント機能（Ｃ

ＣＡＦ）を含む。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽それはまた、オプションで特殊リソース機能（ＳＲＦ）を含むかもしれない。△ 
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c) サービス制御局（ＳＣＰ） 

ＳＣＰは、ＩＮベースサービスを提供するために使用されるサービス論理プログラム（Ｓ

ＬＰ）とデータを含む。ＳＣＰは信号網によってＳＳＰに接続される。サービスの信頼性を

改善し、ＳＣＰ間で分担する負荷を少なくするために、複数のＳＣＰが同一のＳＬＰとデー

タを含むかもしれない。機能上、ＳＣＰはＳＣＦとＳＤＦを含む。ＳＣＰはまた、ＳＳＰの

中継機能を経由してＩＰに接続することもできる。 

 

e) インテリジェントペリフェラル（ＩＰ） 

ＩＰはカスタマイズされ結合された音声アナウンスや音声認識、ＤＴＭＦディジット収集

のようなリソースを提供し、ユーザをこれらのリソースに接続するための交換マトリクスを

含む。ＩＰはユーザと網との間の柔軟な情報相互動作をサポートする。機能上、ＩＰはＳＲ

Ｆを含む。ＩＰは直接１つあるいはそれ以上のＳＳＰに、そして／あるいは信号網に接続さ

れるかもしれない。 

ＳＣＰは、サービスの要求が検出されたところから、ＳＳＰに接続されているＩＰ内にあ

るリソースへユーザを接続するように、ＳＳＰに要求することができる。ＳＣＰはまた、別

のＳＳＰに接続されているＩＰ内にあるリソースへユーザを接続するように、ＳＳＰに要求

することもできる。 

 

4. マッピングの要求条件  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

5. 分散機能プレーンの物理プレーンへのマッピング  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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第４編  信号網接続用プロトコル 

 

1. 概説  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.  概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.  通信サービスのためのインタフェース標準 

3.1  概要 

3.1.1  定義方法  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

3.1.2  物理的シナリオ例 

プロトコルは機能エンティティから物理エンティティ（ＰＥ）への任意のマッピングをサポートする。これは、

網運用者の間でもまた製造業者の間でも様々なので、どのように適切にＦＥを配備するかは、網運用者や装置製

造業者にまかされている。それ故プロトコルは、最大限の分散を想定して定義される（すなわちＦＥ毎に１つの

ＰＥ）。 

この節で描く図は、どのようにＩＮＡＰがＮｏ．７共通線信号網環境でサポートされるかを示す。▼網Ｂ内の

ＩＰ接続のための網ＡとのインタフェースはＩＳＵＰのみを許容する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽これは、ＩＮＡＰをサポートする網間プロトコルとしてＮｏ．７信号方式だけが使用されることを意味して

いるわけではない。△ 

以降の図の中でＴＣとあるのは、単一の対話およびトランザクションと対応したＴＣの機能（ＴＣエンティテ

ィではない）を示しているものと理解する。 

もしＩＮＡＰメッセージの分割／組立てがメッセージ長の理由から要求される場合、ＮＴＴ－Ｑ７１４に規定

するＳＣＣＰコネクションレスメッセージの分割／組立て手順を用いるべきである。 

シナリオ例は、物理エンティティとしてのＣＣＦ、ＳＳＦ、ＳＲＦ機能エンティティのサポートを示し、図

4-3-1/NTT-Q1228-b で説明する。 

 

図４－３－１／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.1.3 ＩＮＡＰプロトコルアーキテクチャ 

この節で使われている用語の多くは、ＩＳＯ ＩＳ－９５４５で定義されているＯＳＩアプリケーションレイ

ヤ構造に基づいている。 

ＩＮＡＰプロトコルアーキテクチャは、図 4-3-2/NTT-Q1228-b で示している。 

一つの物理エンティティは、他の物理エンティティと単一の相互動作を持つ（ケースａ）かあるいは、複数の

調整された相互動作を持つ（ケースｂ）。 

ケースａにおいてＳＡＣＦは、使用しているＡＳＥ間の調整機能を提供する。それは、ＡＳＥによってサポー

トされるオペレーションの（受信プリミティブの順序に基づいた）順序づけを含む。ＳＡＯはＳＡＣＦと、一対

のＰＥの間の単一の相互動作上で用いられるＡＳＥのセットを示している。 

ケースｂにおいて、ＭＡＣＦはＳＡＯの間の調整機能を提供し、各ＳＡＯは、リモートＰＥのＳＡＯと相互動

作をする。 

 

各ＡＳＥは、１つあるいは、それ以上のオペレーションをサポートする。各オペレーションの記述は、関連す
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るＦＥモデルの動作（本標準の第２編と本編第３章を参照）に結びつけられている。各オペレーションは、図

4-3-3/NTT-Q1228-b で記述されるＯＰＥＲＡＴＩＯＮマクロを用いて規定される。 

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７Ｘシリーズ（トランザクション機能）で定義されているように）アプリケーション

コンテキスト（ＡＣ）ネゴシエーションメカニズムの使用は、通信している２つのエンティティが、それぞれの

能力が何であるのか、またインタフェース上で必要とされる能力は何であるべきかを正確に識別することを可能

とする。これは、段階的なＩＮ能力セットの発展を許容するために使用されるべきである。 

▼網Ａからの開始メッセージに設定されるＡＣは、あらかじめ事業者間の契約において決められた値が設定さ

れる。網Ｂは受信開始メッセージ内のＡＣ値が契約している条件であった場合には、最初の応答メッセージ

に同一のＡＣを設定して返送しなければならない。ＡＣの設定条件、送信方法はＮＴＴ－Ｑ７７Ｘに従う。

ただし、網Ｂからの代替のＡＣ返送による網Ａでの代替ＡＣでの動作手順についてはサポートしない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定してない】 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽特定のアプリケーションコンテキストの表示が、通信している一対のＦＥによってサポートされなけ 

れば、前もってコンテキストを定めておくための何らかのメカニズムが、サポートされなければならな 

い。△ 

図４－３－２／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

図４－３－３／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.1.3.1 ＮＯ．７信号方式のＩＮＡＰ信号輻輳制御  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.1.4 ＩＮＡＰアドレッシング 

ＳＣＣＰグローバルタイトルとＭＴＰ信号局コードアドレッシング（ＮＴＴ－Ｑ７１０シリーズ（信号接続制

御部）とＮＴＴ－Ｑ７００シリーズ（メッセージ転送部）参照）は、ＰＤＵが物理的な宛先（すなわち、正しい

信号局コード）に、それがどの網にあるにもかかわらず到達することを保証する。  

▼ＩＮ能力セット２において網間で用いられるＳＳＮは１つである。ＳＳＮ値については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ

７１０シリーズで規定されている“国内用ＩＮＡＰ（10111111）”を用いる。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

上記にかかわらず、ＳＣＣＰによってサポートされる任意のアドレッシング機構が使われてもよい。 

 

3.1.5 本標準第２編と本編との相互関係  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.1.6  ＩＮＡＰに使用されるコンパチビリティメカニズム 

3.1.6.1 概説  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.1.6.2 ＩＮＡＰコンパチビリティメカニズムの定義 

3.1.6.2.1 ＩＮＡＰへのメジャー追加手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.1.6.2.2   ＩＮＡＰへのマイナー追加手順 

拡張メカニズムマーカは、ＩＮＡＰへの将来的な標準のマイナー追加のために使用されるべきである。また、

拡張フィールドへのＴＴＣ独自パラメータの追加を、ＩＮＡＰへの将来的な標準のマイナー追加のために使用し

ても良い。 
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拡張メカニズムマーカのメカニズムは、タイプ定義に「拡張マーカ（extensions marker）」を含むことにより

異なった拡張を実施する。その拡張は、マーカの後ろに置かれたオプションフィールドにより表現される。ある

エンティティがマーカの後ろに存在する認識不可のパラメータを受け取った時、それらのパラメータは無視され

る（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６８Ｘ参照）。 

▼「拡張マーカ（extension marker）」の後ろに存在する認識不可パラメータを無視するメカニズムは保持し

ない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

拡張パラメータのメカニズムについては、次節を参照。ＴＴＣ固有拡張による拡張フィールド識別値

（ExtensionField の type パラメータ値）は、網特有拡張フィールドとの衝突を避けるために、ローカル値（整数

型）の負値を付与する。 

マイナーなパラメータ追加としては、既存オペレーションへの新規パラメータの追加を「拡張マーカ

（extensions marker）」の後ろに追加する場合（但し、ＩＴＵ－Ｔ ＩＮＡＰからダウンストリームされたＴＴ

Ｃ規定オペレーションの場合は、ＩＴＵ－Ｔ規定の同オペレーションの中で未使用なパラメータを新規に追加す

る場合のみが許容される）、あるいは TTC 独自のパラメータを拡張フィールドに追加する場合（criticality は必

ず ignore として規定されなければならない）がある。 

 

3.1.6.2.3   ＩＮＡＰへの網特有追加の包括手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.2  ＳＡＣＦ／ＭＡＣＦ規則 

3.2.1 ＴＣ ＡＣの反映 

ＴＣアプリケーションコンテキストネゴシエーション規則は、提案されたＡＣが、受け付けられれば、最初の

逆方向メッセージに反映されることを要求する。 

▼もし、起動側が提供したＡＣと異なるＡＣが応答側から提供された場合、起動側は当該対話を解放する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽もしそのＡＣが受け付けられず、ＴＣユーザが対話を続けようとしなければ、新しい対話を始めるのに用いる

代わりのＡＣを起動側に提供してよい。△ 

ＴＣ ＡＣネゴシエーションは、ＳＣＦインタフェースにのみ適用する。 

ＴＣ ＡＣネゴシエーションメカニズムのより詳細な記述については、ＮＴＴ－Ｑ７７Ｘシリーズ（トランザ

クション能力）を参照のこと。 

 

   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△が規定されている】 

  ▽3.2.2 オペレーションの直列／並列実行 

オペレーションが順番に実行されるか並列（同時）に実行されるかを区別する必要がある場合がある。 

オペレーションが同時に実行されるべきことを示す方法は、同じメッセージにそれらのオペレーション   

を含むことである。この場合オペレーションの一つが、いくつかの他のオペレーションが、ある程度進行 

するか完了するまで実行してはいけない場合、送信ＰＥ（通常ＳＣＰ）は２つの分離したメッセージでオ 

ペレーションを送ることによってこの制御ができる。 

この方法は、同じメッセージで送信される全てのオペレーションを必ず同時に実行すべきであることは 

意味しない。しかし同時実行が意味をなす所ではオペレーションを同時に行うべきであることを単に意味 
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する。 

上で言及した一般規則と３章で明記したＦＥ特有規則に矛盾がある場合、一般規則に優先してＦＥ特有 

規則を用いる。△ 
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4 共通 ＩＮ能力セット２ 型定義(Common IN CS2 Types) 

 
4.1 データ型 

-- 以下は共通データ型の定義である。 

 

-- 網運用者特有または網運用者オプションと記述された部分については、特に説明が無い場合は、  

-- 網Ａ、網Ｂそれぞれの網運用者が協議の上で使用方法を決定するものとする。  

 

TTC-IN-CS2-datatypes {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0)  

 in-cs2-datatypes (0)  version5(4)}  

 

DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::= 

BEGIN 

IMPORTS 

classes   

FROM  TTC-IN-CS2-object-identifiers  

{ itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0)  

 in-cs2-object-identifiers(7)  version 5(4) }  

   

EXTENSION, 

PARAMETERS-BOUND, 

SupportedExtensions { }, 

TTCSupportedExtensions { }  

FROM TTC-IN-CS2-classes classes; 

 

AdditionalCallingPartyNumber  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= Digits {bound} 

-- 付加発番号を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。 

ApplicationTimer ::=INTEGER (0..2047) 

-- ＳＳＦ内のタイマを設定するため、ＳＣＦにより使用される。タイマは秒単位。 

-- ▼ＮＴＴ網を制御する際の特有条件として ApplicationTimer にて指定可能なタイマ値の範囲は 

-- ３～１７５秒である▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２８８－ｂでは▼▲を規定していない】 

AssistingSSPIPRoutingAddress  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::=  OCTET STRING 

(SIZE(bound.&minTtcASSPIPRoutingAddressLength..bound.&maxTtcASSPIPRoutingAddressLength)) 

-- アシスト手順のためのＳＲＦへのルーチングアドレスを示す。 

-- 符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３汎用番号を参照。汎用番号の中の「番号情報識別子」 

-- サブフィールドの符号化はＩＮＡＰに関係無く、しかもＡＳＮ．１タグにて当該パラメータは識別 

-- 可能である。ＩＳＵＰフォーマット上このサブフィールド必須であるため、その値は網運用者特有 

-- である。 
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BCSMEvent  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 eventTypeBCSM [0] EventTypeBCSM, 

 monitorMode [1] MonitorMode, 

 legID [2] LegID OPTIONAL, 

 dpSpecificCriteria [30] DpSpecificCriteria {bound} OPTIONAL 

} 

-- 監視のためのＢＣＳＭイベント情報を示す。 

 

BearerCapability  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= CHOICE { 

 bearerCap [0] OCTET STRING (SIZE(2..bound.&maxBearerCapabilityLength)), 

 tmr [1] OCTET STRING (SIZE(1)) 

 } 

-- ▼ユーザへのコネクションの伝達能力の種別を示す。伝達能力(bearerCapability)には、 

-- ＤＳＳ１（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１）の符号化を使用できる。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

-- 通信路要求表示(tmr)の符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３ 通信路要求表示パラメータ 

-- を参照。 

-- ▼BearerCapability パラメータの指定においては、常に通話路要求表示（tmr）が適用される。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

CalledPartyNumber  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE 

 (bound.&minCalledPartyNumberLength..bound.&maxCalledPartyNumberLength)) 

-- 着番号を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。 

-- initalDP 中の dialedDigits として使用される場合、ＮＴＴ－Ｑ７６３に規定される着番号に  

-- おいて留保されている以下のコードが、それぞれ付記される意味を示すために使用され得る。  

-- d)番号計画表示  

--  000 留保（不定）  

--  101 国内使用のため留保（私設番号計画）  

 

CallingPartyNumber  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE ( 

 bound.&minCallingPartyNumberLength..bound.&maxCallingPartyNumberLength)) 

-- 発番号を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。 

 

CallingPartySubaddress  {PARAMETERS-BOUND :bound} ::= 

 OCTET STRING( SIZE( bound.&minCallingPartySubaddressLength.. 

                              bound.&maxCallingPartySubaddressLength )) 

-- 発サブアドレスを示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。 

 

CallingPartysCategory ::= OCTET STRING (SIZE(1)) 

-- 発信者の種別（例えば オペレータ、公衆電話、普通の加入者）を示す。 
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-- 符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。 

 

CallSegmentID  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= INTEGER (1..bound.&numOfCSs) 

initialCallSegment INTEGER ::= 1 

-- イニシャル呼セグメント（ＣＳ）は、ＣＳＡが生成された時に存在したＣＳ、即ち、トリガが検出され 

-- たＣＳを表わす。 

 

Cause  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE (minCauseLength.. 

 bound.&maxCauseLength)) 

-- インタフェース関連情報の理由表示を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３理由表示パラ 

-- メータを参照。 

-- 理由表示と生成源の値の使用についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ８５０を参照。 

 

ChargingEvent  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 eventTypeCharging [0] EventTypeCharging {bound}, 

 monitorMode [1] MonitorMode, 

 legID  [2] LegID OPTIONAL 

 } 

 

-- このパラメータは、課金イベント種別と、対応する監視モードとレグＩＤを示す。 

 

 

CorrelationID {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= Digits {bound} 

-- 以前のオペレーションと相関を持たせるために、ＳＣＦにより使用される。このパラメータに関連 

-- する手順の記述は 17 章を参照。 

 

CriticalityType ::= ENUMERATED { 

 ignore(0), 

 abort(1) 

 }  

-- ExtensionField（後述）の中で用いられる。ExtensionField の直後のコメントを参照のこと。  

 

DestinationRoutingAddress {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE SIZE(1) 

                                                         OF CalledPartyNumber {bound} 

-- 着番号を示す。 

Digits {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= 

OCTET STRING (SIZE (bound.&minDigitsLength..bound.&maxDigitsLength)) 

-- アドレスシグナリングディジットを示す。 

-- 符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３汎用番号と汎用ディジットパラメータを参照。汎用番号の 

-- 中の「番号情報識別子」と汎用ディジットの中の「ディジット種別」のサブフィールドの符号化は 
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-- ＩＮＡＰに無関係であり、ＡＳＮ．１タグはパラメータを識別するためには十分である。 

-- ＩＳＵＰフォーマットはこれらのサブフィールドを取り除くことは許容しない、従って値は 

-- 網運用者特有である。 

-- 次のパラメータは汎用番号を使うべきである: 

-- 付加発番号(addtionalCallingPartyNumber)。  

-- 接続(Connect)オペレーション、暫定接続確立(EstablishTemporaryConnection)オペレーションおよび 

-- 暫定接続起動(InitiateTemporaryConnections)オペレーションの相関 ID（correlationID）は、汎用ディジット 

-- を使うべきである。  

 

DpSpecificCriteria::= CHOICE { 

 applicationTimer [1] ApplicationTimer 

 } 

  

-- ＳＣＦは無応答イベントのためにＳＳＦ内にタイマを設定してもよい。もしユーザが割り当て時間内に 

-- 呼に応答しない場合、ＳＳＦはＳＣＦにイベントを通知する。 

 

EventSpecificInformationCharging {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE  

(bound.&minEventSpecificInformationChargingLength..bound.&maxEventSpecificInformationChargingLength)) 

 

-- このパラメータはイベント特有の課金関連情報を示す。 

-- その内容はＴＴＣ特有または網運用者特有である。本 OCTET STRING 型内部の値フィールド部分  

-- の符号化は付属資料Ｄを参照。 

 

EventSpecificInformationBCSM {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= CHOICE { 

 oCalledPartyBusySpecificInfo[3] SEQUENCE { 

 busyCause [0] Cause {bound} OPTIONAL, 

 ... 

 }, 

 oNoAnswerSpecificInfo[4] SEQUENCE { 

 --特定の情報は定義されていない -- 

 ... 

 }, 

oAnswerSpecificInfo[5] SEQUENCE { 

   --特定の情報は定義されていない --   

 ... 

 }, 

 oDisconnectSpecificInfo [7] SEQUENCE { 

 releaseCause[0] Cause {bound}  OPTIONAL, 

 connectTime[1] Integer4 OPTIONAL, 

  ... 
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 }, 

 oAbandon[21] SEQUENCE { 

 abandonCause[0] Cause {bound} OPTIONAL, 

 ... 

 }, 

 } 

-- イベントに特有な呼関連情報を示す。 

-- ▼接続時間(connectTime)は、着信者から応答表示を受信してから発側－切断(ODisconnect)イベントで 

-- コネクションを解放するまでの間の期間を示す。 

-- 接続時間(connectTime)の単位は１００ミリ秒である。 

-- 無応答イベント報告時および応答イベント報告時にそれぞれ oNoAnswerSpecificInfo,  

-- oAnswerSpecificInfo パラメータを選択して送信することはない。▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

EventTypeBCSM ::= ENUMERATED { 

 origAttemptAuthorized(1), 

 analysedInformation(3), 

 oCalledPartyBusy(5), 

 oNoAnswer(6), 

 oAnswer(7), 

 oDisconnect(9), 

 oAbandon(10) 

 } 

-- ＢＣＳＭ検出ポイントイベントを示す。イベントについての詳細な情報は本標準第２編を参照のこと。 

-- 発呼分析完了(origAttemptAuthorized)、情報分析完了(analysedInformation)の値はＴＤＰに対してのみ 

-- 使用可能である。 

 

EventTypeCharging {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING ( 

  SIZE(bound.&minEventTypeChargingLength..bound.&maxEventTypeChargingLength)) 

-- このパラメータは課金イベント種別を示す。 

-- その内容はＴＴＣ特有または網運用者特有である。本 OCTET STRING 型内部の値フィールド部分  

-- の符号化は付属資料Ｄを参照。   

 

ExtensionField {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 type EXTENSION.&id ({TTCSupportedExtensions {bound} | SupportedExtensions {bound}}),  

   -- ＥＸＴＥＮＳＩＯＮ型の値を識別する 

 criticality CriticalityType DEFAULT ignore, 

 value [1] EXTENSION.&ExtensionType ({TTCSupportedExtensions {bound}  

                                      | SupportedExtensions{bound}}{@type} )  

 } 
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-- このパラメータはアーギュメントデータ型の拡張を示す。その内容は網運用者特有である。 

-- また、その内容はＴＴＣ特有としても使用される。                           

-- criticality パラメータによるクリティカリティ動作は、拡張フィールド内の type パラメータに設定される  

-- 拡張識別値が認識できない場合、criticality が「ignore」であれば、当該拡張フィールドはなかったもの  

-- と解釈し、criticality が「abort」であれば、U-ABORT によりダイアログを解放する。  

 

ForwardCallIndicators ::= OCTET STRING (SIZE(2)) 

-- 順方向呼表示を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。 

 

GenericNumber  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE( 

 bound.&minGenericNumberLength..bound.&maxGenericNumberLength)) 

-- 符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３汎用番号を参照。 

GenericNumbers {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SET 

 SIZE(1..bound.&numOfGenericNumbers) OF GenericNumber {bound} 

 

Integer4 ::= INTEGER(0..2147483647) 

 

ISDNAccessRelatedInformation {PARAMETERS-BOUND:bound} ::= OCTET STRING ( 

 SIZE(bound.&minISDNAccessRelatedInformationLength 

  ..bound.&maxISDNAccessRelatedInformationLength)) 

-- 着側ユーザ網インタフェースに関連する情報を示す。符号化はＮＴＴ－Ｑ７６３アクセス 

-- 転送パラメータを参照。 

LegID ::= CHOICE { 

 sendingSideID [0] LegType, 

 receivingSideID [1] LegType 

 } 

-- 呼内の特定の話者への参照を示す。 

-- レグ ID（LegID）が OPTIONAL の場合は、以下のいずれかを意味する。 

-- 呼内に一者のみが存在する場合には、このパラメータは不要である（曖昧でないため）。 

-- 呼内に二者以上存在する場合には、次のいずれか一つを適用する。 

-- １．レグ ID（LegID）を指定し、どの話者が関与するかを示す。 

-- ２．レグ ID（LegID）を指定せず、デフォルト値が想定される。 

-- 上記１、２の適用に関しては、本標準においてデフォルト値が明確に規定されない場合は上記１を適用 

--するべきである。 

 

LegType ::= OCTET STRING (SIZE(1)) 

leg1 LegType ::= '01'H 

leg2 LegType ::= '02'H 

 

MiscCallInfo ::= SEQUENCE { 
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 messageType[0] ENUMERATED { 

  request(0), 

  notification(1) 

  }, 

dpAssignment [1] ENUMERATED { 

  individualLine(0), 

  officeBased(2) 

 }OPTIONAL 

 } 

-- 検出ポイント関連情報を示す。 

 

MonitorMode::= ENUMERATED { 

 interrupted(0), 

 notifyAndContinue(1), 

 transparent(2) 

 } 

-- イベントが、ＳＳＰによって、中継されるかまたは処理されるかを示す。 

-- ＢＣＳＭイベントのコンテキスト内でのこのパラメータの使用については 17 章を参照。 

 

Reason {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING(SIZE( 

 bound.&minReasonLength..bound.&maxReasonLength)) 

 

RedirectReason ::= OCTET STRING(SIZE(1)) 

--符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３のリダイレクション起動理由パラメータを参照。 

 

 

SCIBillingChargingCharacteristics {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE ( 

  bound.&minSCIBillingChargingLength..bound.&maxSCIBillingChargingLength)) 

-- このパラメータは料金関連と課金関連の両方またはいずれかの特有情報を示す。 

-- その内容はＴＴＣ特有または網運用者特有である。本 OCTET STRING 型内部の値フィールド部分  

-- の符号化は付属資料Ｄを参照。   

 

ScfID {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE(bound.&minScfIDLength 

                                                                ..bound.&maxScfIDLength)) 

-- 網Ｂの網運用者により定義される。 

-- ＳＣＦ識別子を示す。 

-- 要求したＦＥと指定されたＳＣＦの間のコネクションを確立するためのＳＣＦのＩＮＡＰアドレス 

-- を導き出すために使用される。 

-- ScfID のあり得る符号化は、ＮＴＴ－Ｑ７１３に定義されているＳＣＦのＳＣＣＰアドレスで 

-- ある。また、他の符号化方式も可能である。 
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ServiceKey ::= Integer4 

-- ＳＣＦが適切なサービス論理を選択できるようにするための情報である。 

-- ▼ＮＴＴ網から通知される ServiceKey パラメータの値は、常に０～９９９の範囲である。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

ServiceInteractionIndicatorsTwo::= SEQUENCE { 

        allowCdINNoPresentaionInd     [7] BOOLEAN OPTIONAL,  

-- 接続(Connect)オペレーションに適用される。 

-- ＩＳＵＰの着ＩＮ番号の表示識別が、表示可に設定される(TRUE にて指定)か、表示不可に設定される 

-- (FALSE にて指定)かを示す。 

    calledINNumberOverriding  [11] BOOLEAN OPTIONAL, 

-- 接続(Connect)オペレーションに適用される。 

-- このパラメータは、ＩＳＵＰの着ＩＮ番号パラメータの生成あるいは書き換えが許可される(TRUEにて 

-- 指定)か、許可されない(FALSEにて指定)かを示す。 

-- FALSEに設定された場合、ＩＳＵＰは着ＩＮ番号パラメータの生成、または既に存在している着ＩＮ 

-- 番号パラメータの書き換えを行うべきではない。 

-- このパラメータが設定されない場合は、生成あるいは書き換えが許可される(TRUEが指定された場合 

-- と同じ動作になる)。 

    redirectServiceTreatmentInd  [12] SEQUENCE { 

 

      redirectReason [0] RedirectReason OPTIONAL, 

      ... 

     } OPTIONAL, 

-- 接続(Connect)オペレーションに適用される。 

-- このパラメータの存在は、接続(Connect)オペレーションの中で指定された新しいルーチングアドレス 

-- に対して、ピボットルーチングまたはリダイレクションが許可されることを示す。 

-- もし存在しない場合は、ピボットルーチングもリダイレクションも許可されない。 

-- リダイレクト理由(redirectReason) パラメータは、ピボットルーチング／リダイレクションを起動する 

-- 理由を示す。 

-- ピボットルーチング／リダイレクションが実際に起動されるかどうかは、ＳＳＰ条件にのみ依存する。 

-- 本能力セットでは、ＳＣＰはＳＳＰ条件を全て知っている訳ではない。ＳＳＰ条件を送ることは、 

-- 本能力セットの範囲外である。 

-- もしピボットルーチング／リダイレクションが許可され、起動された場合は、リダイレクト理由 

-- (redirectReason)パラメータは、ＩＳＵＰ－ＦＡＣメッセージ（ピボットルーチングの場合）または 

-- ＩＳＵＰ－ＲＥＬメッセージ（リダイレクションの場合）で送られなければならない。 

 

        ... 
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} 

-- ＩＮベースサービスと網ベースサービス間、異なるＩＮサービス間の相互動作を解決するために 

-- ＳＳＰとＳＣＰの間で交換される情報を示す。 

 

 

TerminalType ::= ENUMERATED { 

 unknown(0), 

 dialPulse(1), 

 dtmf(2), 

 isdn(3), 

 spare(16) 

 } 

-- ＳＣＦがＳＲＦに対して適切な能力種別（音声認識、DTMF、表示能力、その他）を指定できるよう 

-- にするための端末種別を示す。 

-- 現在の信号方式は端末種別を運ばないため、このパラメータは発信側または着信側の加入者線交換機に 

-- 対してのみ適用される。 

 

UnavailableNetworkResource ::= ENUMERATED { 

 unavailableResources(0), 

 componentFailure(1), 

 basicCallProcessingException(2), 

 resourceStatusFailure(3), 

 endUserFailure(4) 

 } 

-- 失敗した網リソースを示す。 

 

-- ＴＴＣ固有の共通データ型  

 

TtcAdditionalPartysCategory {PARAMETERS-BOUND:bound} ::= OCTET STRING (  

 SIZE(bound.&minTtcAdditionalPartysCategoryLength..bound.&maxTtcAdditionalPartysCategoryLength))  

-- 付加ユーザ種別を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３付加ユーザ種別パラメータ  

-- を参照。    

 

TtcCarrierInformation {PARAMETERS-BOUND:bound} ::= CHOICE {  

 ttcCarrierInformationTransfer[0] TtcCarrierInformationTransfer {bound}  

}      

 

TtcCarrierInformationTransfer {PARAMETERS-BOUND:bound} ::= OCTET STRING (  

 SIZE(bound.&minTtcCarrierInformationTransferLength..bound.&maxTtcCarrierInformationTransferLength)) 

-- 事業者情報転送を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３事業者情報転送パラメータ  
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-- を参照。    

TtcContractorNumber {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING  

       (SIZE (bound.&minTtcContractorNumberLength..bound.&maxTtcContractorNumberLength))  

-- 契約者番号を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３契約者番号  

--- パラメータを参照。  

 

TtcChargeAreaInformation {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE  

 (bound.&minTtcChargeAreaInformationLength..bound.&maxTtcChargeAreaInformationLength))  

-- 料金区域情報を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３料金  

-- 区域情報パラメータを参照。   

 

TtcCalledINNumber  {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE  

 (bound.&minCalledPartyNumberLength..bound.&maxCalledPartyNumberLength))  

-- 着ＩＮ番号を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３着ＩＮ番号  

-- を参照。    

 

TtcCauseOfNoID {PARAMETERS-BOUND:bound} ::= OCTET STRING (  

 SIZE(1..bound.&maxTtcCauseOfNoIDLength))   

-- 発信者番号非通知理由を示す。 符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３－ａ発信者番号非通知理由  

-- パラメータを参照。 

  

ITCParameters {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE {   

 newCallSegment   [0] CallSegmentID  { bound },   

 assistingSSPIPRoutingAddress  [1] AssistingSSPIPRoutingAddress  { bound },   

 correlationID   [2] CorrelationID  { bound } OPTIONAL,   

 scfID   [3] ScfID  { bound } OPTIONAL,   

 releaseCondition   [4] ReleaseCondition { bound } DEFAULT   

                                         specifiedCallSegmentID : initialCallSegment,  

 extensions   [5] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions)  OF   

ExtensionField {bound}  OPTIONAL,   

 ttcCarrierInformation   [6] TtcCarrierInformation{bound} OPTIONAL,  

  ...        

}        

-- 暫定接続起動パラメータを示す。  

-- ▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

ReleaseCondition {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= CHOICE {      

 specifiedCallSegmentID [0] CallSegmentID  { bound }       

 }        
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-- 解放条件を示す 

-- 定数範囲の定義は以下の通りである。 

minCauseLength INTEGER ::= 2 

 

END 

 

4.2 エラー型  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.3 オペレーションコード  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.4 エラーコード  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.5 クラス 

TTC-IN-CS2-classes {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2) 

 modules(0) in-cs2-classes (4)  version5(4)}  

 

DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::= 

 

BEGIN 

 

IMPORTS 

 id-rosObject-scf, 

 id-rosObject-ssf, 

 ros-InformationObjects, 

 ssf-scf-Protocol, 

 datatypes 

FROM TTC-IN-CS2-object-identifiers {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) 

jt-q1228-b(2) modules(0) in-cs2-object-identifiers(7)  version5(4)}  

ROS-OBJECT-CLASS,  

Code  

FROM Remote-Operations-Information-Objects ros-InformationObjects 

 ttcInCs2SsfToScfGeneric   

FROM TTC-IN-CS2-SSF-SCF-pkgs-contracts-acs ssf-scf-Protocol  

CriticalityType, 

TtcConstractorNumber{},   

TtcChargeAreaInformation{},  

AdditionalCallingPartyNumber{},  

TtcCalledINNumber{},   

TtcAdditionalPartysCategory{},  

TtcCarrierInformation{},   

TtcCarrierInformationTransfer{},  

 TtcCauseOfNoID{}   
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FROM TTC-IN-CS2-datatypes datatypes;   

 

ssf ROS-OBJECT-CLASS ::= { 

INITIATES  { ttcInCs2SsfToScfGeneric }  

 RESPONDS { } 

 ID  id-rosObject-ssf } 

 

scf ROS-OBJECT-CLASS ::= { 

 INITIATES { } 

RESPONDS  { ttcInCs2SsfToScfGeneric }  

 ID  id-rosObject-scf} 

 

EXTENSION ::= CLASS { 

 &ExtensionType, 

 &criticality CriticalityType DEFAULT ignore, 

 &id Code UNIQUE  

 } 

WITH SYNTAX { 

 EXTENSION-SYNTAX &ExtensionType 

 CRITICALITY &criticality 

 IDENTIFIED BY &id 

 } 

 

-- クリティカリティ(criticality)がアボート(abort)で、拡張番号１として識別される BOOLEAN 型の 

-- 「Some Network Specific Indicator」と名付けられた拡張を追加する例である。 

-- 上記情報オブジェクトクラスを使った定義の例： 

-- 

-- someNetworkSpecificIndicator  EXTENSION ::= { 

--  EXTENSION-SYNTAX BOOLEAN 

--  CRITICALITY abort 

--  IDENTIFIED BY local : 1 

-- } 

 

-- 4.1 節で定義された拡張フィールド(ExtensionField)データ型を使った転送構文の例である。 

-- 拡張の値がＴＲＵＥと設定されていると仮定すると、拡張のパラメータは 

--   type INTEGER ::= 1, criticality ENUMERATED ::= 1 value [1], EXPLICIT BOOLEAN ::= TRUE 

-- の並びとなる。 

 

-- ＴＴＣ固有の拡張を示す   

connectExtension { PARAMETERS-BOUND : bound } EXTENSION ::= 
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 {   

 EXTENSION-SYNTAX ConnectExtension{bound}  

 CRITICALITY ignore  

 IDENTIFIED BY  local : -1                           

}   

 

ConnectExtension { PARAMETERS-BOUND : bound } ::= SEQUENCE {  

 additionalCallingPartyNumber [0] AdditionalCallingPartyNumber { bound } OPTIONAL, 

  ttcCarrierInformation    [1] TtcCarrierInformation {bound} OPTIONAL,  

  ttcCauseOfNoID     [2] TtcCauseOfNoID {bound} OPTIONAL,  

 ...     

 }     

      

establishTemporaryConnectionExtension {PARAMETERS-BOUND:bound} EXTENSION ::= {  

 EXTENSION-SYNTAX EstablishTemporaryConnectionExtension {bound}  

 CRITICALITY  ignore  

 IDENTIFIED BY  local: -3  

}      

 

EstablishTemporaryConnectionExtension {PARAMETERS-BOUND:bound} ::= SEQUENCE {  

  ttcCarrierInformation [0] TtcCarrierInformation {bound} OPTIONAL,  

 ...     

}      

 

initialDPExtension { PARAMETERS-BOUND : bound } EXTENSION ::= {  

 EXTENSION-SYNTAX InitialDPExtension{bound}  

 CRITICALITY ignore  

 IDENTIFIED BY local : -2 

} 
 

InitialDPExtension { PARAMETERS-BOUND : bound } ::= SEQUENCE {  

 ttcContractorNumber   [0] TtcContractorNumber { bound } OPTIONAL,  

 ttcChargeAreaInformation   [1] TtcChargeAreaInformation { bound } OPTIONAL,  

 ttcCalledINNumber   [2] TtcCalledINNumber { bound } OPTIONAL,  

  ttcCarrierInformationTransfer [3] TtcCarrierInformationTransfer {bound} OPTIONAL,  

  ttcAdditionalPartysCategory  [4] TtcAdditionalPartysCategory {bound} OPTIONAL,  

  ttcSSPChargeAreaInformation  [5] TtcChargeAreaInformation {bound} OPTIONAL,  

 ...   

 }   
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TTCSupportedExtensions { PARAMETER-BOUND : bound } EXTENSION ::=  

 {   

 connectExtension {bound} |   

 initialDPExtension {bound}|  

 establishTemporaryConnectionExtension {bound}  

 }   

 

firstExtension EXTENSION ::= { 

 EXTENSION-SYNTAX NULL 

 CRITICALITY ignore 

 IDENTIFIED BY local:1 

 } 

-- firstExtension は例にすぎない。 

 

SupportedExtensions  {PARAMETERS-BOUND : bound}  EXTENSION ::= {firstExtension | ... 

-- 網運用者拡張のフルセット -- } 

 

-- SupportedExtension は網運用者拡張のフルセット。 

 

PARAMETERS-BOUND ::= CLASS 

{ 

 &maxBearerCapabilityLength INTEGER, 

 &minCalledPartyNumberLength INTEGER, 

 &maxCalledPartyNumberLength INTEGER, 

 &minCallingPartyNumberLength INTEGER, 

 &maxCallingPartyNumberLength INTEGER, 

 &minCallingPartySubaddressLength INTEGER, 

 &maxCallingPartySubaddressLength INTEGER, 

 &maxCauseLength INTEGER, 

 &minDigitsLength INTEGER, 

 &maxDigitsLength INTEGER, 

 &minEventSpecificInformationChargingLength INTEGER, 

 &maxEventSpecificInformationChargingLength INTEGER, 

 &minEventTypeChargingLength INTEGER, 

 &maxEventTypeChargingLength INTEGER, 

 &minGenericNumberLength INTEGER, 

 &maxGenericNumberLength INTEGER, 

 &minISDNAccessRelatedInformationLength INTEGER, 

 &maxISDNAccessRelatedInformationLength INTEGER, 

 &minReasonLength INTEGER, 
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 &maxReasonLength INTEGER, 

 &minSCIBillingChargingLength INTEGER, 

 &maxSCIBillingChargingLength INTEGER, 

 &minScfIDLength INTEGER, 

 &maxScfIDLength INTEGER, 

 &numOfBCSMEvents INTEGER, 

 &numOfChargingEvents INTEGER, 

 &numOfCSs INTEGER, 

 &numOfExtensions INTEGER, 

 &numOfGenericNumbers INTEGER, 

 &numOfLegs INTEGER, 

-- ＴＴＣ固有   

 &minTtcAdditionalPartysCategoryLength INTEGER,  

 &maxTtcAdditionalPartysCategoryLength INTEGER,  

 &minTtcASSPIPRoutingAddressLength INTEGER,  

 &maxTtcASSPIPRoutingAddressLength INTEGER,  

 &minTtcCarrierInformationTransferLength INTEGER,  

 &maxTtcCarrierInformationTransferLength INTEGER,  

 &minTtcChargeAreaInformationLength INTEGER,  

 &maxTtcChargeAreaInformationLength INTEGER,  

 &minTtcContractorNumberLength INTEGER,  

 &maxTtcContractorNumberLength INTEGER,  

 &maxTtcCauseOfNoIDLength INTEGER,  

 &numOfInitiateTemporaryConnections INTEGER  

 

} 

 

WITH SYNTAX 

{ 

 MAXIMUM-FOR-BEARER-CAPABILITY &maxBearerCapabilityLength 

 MINIMUM-FOR-CALLED-PARTY-NUMBER &minCalledPartyNumberLength 

 MAXIMUM-FOR-CALLED-PARTY-NUMBER &maxCalledPartyNumberLength 

 MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER &minCallingPartyNumberLength 

 MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER &maxCallingPartyNumberLength 

 MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS &minCallingPartySubaddressLength 

 MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS &maxCallingPartySubaddressLength 

 MAXIMUM-FOR-CAUSE &maxCauseLength 

 MINIMUM-FOR-DIGITS &minDigitsLength 

 MAXIMUM-FOR-DIGITS &maxDigitsLength 

 MINIMUM-FOR-EVENT-SPECIFIC-INFORMATION-CHARGING    &minEventSpecificInformationChargingLength 
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 MAXIMUM-FOR-EVENT-SPECIFIC-INFORMATION-CHARGING    &maxEventSpecificInformationChargingLength 

 MINIMUM-FOR-EVENT-TYPE-CHARGING &minEventTypeChargingLength 

 MAXIMUM-FOR-EVENT-TYPE-CHARGING &maxEventTypeChargingLength 

 MINIMUM-FOR-GENERIC-NUMBER &minGenericNumberLength 

 MAXIMUM-FOR-GENERIC-NUMBER &maxGenericNumberLength 

 MINIMUM-FOR-ISDN-ACCESS-RELATED-INFORMATION &minISDNAccessRelatedInformationLength 

 MAXIMUM-FOR-ISDN-ACCESS-RELATED-INFORMATION &maxISDNAccessRelatedInformationLength 

 MINIMUM-FOR-REASON &minReasonLength 

 MAXIMUM-FOR-REASON &maxReasonLength 

 MINIMUM-FOR-SCI-BILLING-CHARGING &minSCIBillingChargingLength 

 MAXIMUM-FOR-SCI-BILLING-CHARGING &maxSCIBillingChargingLength 

 MINIMUM-FOR-SCF-ID &minScfIDLength 

 MAXIMUM-FOR-SCF-ID &maxScfIDLength 

 NUM-OF-BCSM-EVENT &numOfBCSMEvents 

 NUM-OF-CHARGING-EVENT &numOfChargingEvents 

 NUM-OF-CSS &numOfCSs 

 NUM-OF-EXTENSIONS &numOfExtensions 

 NUM-OF-GENERIC-NUMBERS &numOfGenericNumbers 

 NUM-OF-LEGS &numOfLegs 

-- ＴＴＣ固有 

 MINIMUM-FOR-TTC-ADDITIONAL-PARTYS-CATEGORY &minTtcAdditionalPartysCategoryLength  

 MAXIMUM-FOR-TTC-ADDITIONAL-PARTYS-CATEGORY &maxTtcAdditionalPartysCategoryLength  

 MINIMUM-FOR-TTC-A-SSP-IP-ROUTING-ADDRESS &minTtcASSPIPRoutingAddressLength  

 MAXIMUM-FOR-TTC-A-SSP-IP-ROUTING-ADDRESS &maxTtcASSPIPRoutingAddressLength  

 MINIMUM-FOR-TTC-CARRIER-INFORMATION-TRANSFER &minTtcCarrierInformationTransferLength   

 MAXIMUM-FOR-TTC-CARRIER-INFORMATION-TRANSFER &maxTtcCarrierInformationTransferLength  

 MINIMUM-FOR-TTC-CONTRACTOR-NUMBER &minTtcContractorNumberLength  

 MAXIMUM-FOR-TTC-CONTRACTOR-NUMBER &maxTtcContractorNumberLength  

 MINIMUM-FOR-TTC-CHARGE-AREA-INFORMATION &minTtcChargeAreaInformationLength  

 MAXIMUM-FOR-TTC-CHARGE-AREA-INFORMATION &maxTtcChargeAreaInformationLength  

 MAXIMUM-FOR-TTC-CAUSE-OF-NO-ID &maxTtcCauseOfNoIDLength  

 NUM-OF-INITIATE-TEMPORARY-CONNECTIONS &numOfInitiateTemporaryConnections  

} 

 

-- 次のパラメータ領域（bounds）のインスタンスはＴＴＣ標準で使用する値である。  

ttcSpecificBoundSet  PARAMETERS-BOUND ::=   

{    

 MAXIMUM-FOR-BEARER-CAPABILITY 10 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１  

 MINIMUM-FOR-CALLED-PARTY-NUMBER 3 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-CALLED-PARTY-NUMBER 15 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  
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 MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER 12 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS  1 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS 21 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 -- ▼ 

 MAXIMUM-FOR-CAUSE 34   

 -- ▲ 

 --【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 MINIMUM-FOR-DIGITS 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-DIGITS 13 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MINIMUM-FOR-EVENT-SPECIFIC-INFORMATION-CHARGING 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 -- ▼ 

 MAXIMUM-FOR-EVENT-SPECIFIC-INFORMATION-CHARGING 140 -- 値は参考値である 

 -- ▲ 

 --【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 MINIMUM-FOR-EVENT-TYPE-CHARGING 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 -- ▼ 

 MAXIMUM-FOR-EVENT-TYPE-CHARGING 21 -- 値は参考値である  

 -- ▲ 

 --【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 MINIMUM-FOR-GENERIC-NUMBER 3 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-GENERIC-NUMBER 13 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MINIMUM-FOR-ISDN-ACCESS-RELATED-INFORMATION 1 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 -- ▼ 

 MAXIMUM-FOR-ISDN-ACCESS-RELATED-INFORMATION 80 -- 値は参考値である  

 -- ▲ 

 --【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

 MINIMUM-FOR-REASON 1   

 MAXIMUM-FOR-REASON  1   

 MINIMUM-FOR-SCF-ID 1   

 MAXIMUM-FOR-SCF-ID 20   

--▼ 

 MINIMUM-FOR-SCI-BILLING-CHARGING 9 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

--▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 MAXIMUM-FOR-SCI-BILLING-CHARGING 100 -- 値は参考値である  

 NUM-OF-BCSM-EVENT  7   

--▼  

 NUM-OF-CHARGING-EVENT 1  
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--▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 NUM-OF-CSS  4   

 NUM-OF-EXTENSIONS 1   

 NUM-OF-GENERIC-NUMBERS 3   

 NUM-OF-LEGS 2   

-- ＴＴＣ固有    

 MINIMUM-FOR-TTC-ADDITIONAL-PARTYS-CATEGORY 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-TTC-ADDITIONAL-PARTYS-CATEGORY 16 -- 値は参考値である  

 MINIMUM-FOR-TTC-A-SSP-IP-ROUTING-ADDRESS 2   

 MAXIMUM-FOR-TTC-A-SSP-IP-ROUTING-ADDRESS 16   

 MINIMUM-FOR-TTC-CARRIER-INFORMATION-TRANSFER 1 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-TTC-CARRIER-INFORMATION-TRANSFER 97 -- 値は参考値である  

 MINIMUM-FOR-TTC-CONTRACTOR-NUMBER 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-TTC-CONTRACTOR-NUMBER 10   

 MINIMUM-FOR-TTC-CHARGE-AREA-INFORMATION 1 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 -- ▼ 

 MAXIMUM-FOR-TTC-CHARGE-AREA-INFORMATION 4   

 -- ▲ 

 --【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 MAXIMUM-FOR-TTC-CAUSE-OF-NO-ID 1 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 NUM-OF-INITIATE-TEMPORARY-CONNECTIONS 2   

} 

END 

 

4.6 オブジェクト識別子  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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5. ＳＳＦ／ＳＣＦインタフェース  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

5.1 オペレーションとアーギュメント 

 

TTC-IN-CS2-SSF-SCF-ops-args  

 {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0) 

in-cs2-ssf-scf-ops-args (5)  version5(4)} 

 

DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::=  

 

BEGIN 

 

IMPORTS 

 errortypes, datatypes, operationcodes, classes, ros-InformationObjects 

FROM TTC-IN-CS2-object-identifiers  

 {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0) 

in-cs2-object-identifiers(7)  version5(4)} 

 

 OPERATION 

 

FROM Remote-Operations-Information-Objects ros-InformationObjects 

 

 PARAMETERS-BOUND 

 

FROM TTC-IN-CS2-classes classes 

 

 opcode-activityTest, 

 opcode-connect, 

 opcode-continue, 

 opcode-disconnectForwardConnection, 

 opcode-dFCWithArgument, 

 opcode-entityReleased, 

 opcode-establishTemporaryConnection, 

 opcode-eventNotificationCharging, 

 opcode-eventReportBCSM, 

 opcode-initialDP, 

 opcode-initiateTemporaryConnections, 

 opcode-mergeCallSegments, 

 opcode-moveLeg, 

 opcode-releaseCall, 

 opcode-requestNotificationChargingEvent, 
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 opcode-requestReportBCSMEvent, 

 opcode-sendChargingInformation 

 

FROM TTC-IN-CS2-operationcodes operationcodes 

 

 AssistingSSPIPRoutingAddress {}, 

 BCSMEvent  {}, 

 BearerCapability {}, 

 CalledPartyNumber {}, 

 CallingPartyNumber {}, 

 CallingPartysCategory, 

 CallingPartySubaddress {}, 

 CallSegmentID {}, 

 Cause {}, 

 ChargingEvent {}, 

 CorrelationID {}, 

 DestinationRoutingAddress {}, 

 EventSpecificInformationBCSM {}, 

 EventSpecificInformationCharging{}, 

 EventTypeBCSM, 

 EventTypeCharging {}, 

 ExtensionField {}, 

 ForwardCallIndicators, 

 GenericNumbers {}, 

 initialCallSegment, 

 ISDNAccessRelatedInformation {}, 

 ITCParameters {}, 

 LegID, 

 MiscCallInfo, 

 MonitorMode, 

 Reason {}, 

 ScfID {}, 

 SCIBillingChargingCharacteristics {}, 

 ServiceInteractionIndicatorsTwo, 

 ServiceKey, 

 TerminalType 

 

FROM TTC-IN-CS2-datatypes datatypes 

 

 eTCFailed, 
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 iTCFailed, 

 missingCustomerRecord, 

 missingParameter, 

 parameterOutOfRange, 

 systemFailure, 

 taskRefused, 

 unexpectedComponentSequence, 

 unexpectedDataValue, 

 unexpectedParameter, 

 unknownLegID 

 

FROM TTC-IN-CS2-errortypes errortypes 

; 

 

activityTest OPERATION ::= { 

 RETURN RESULT TRUE 

 CODE   opcode-activityTest 

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Tat   

-- このオペレーションは、ＳＣＦとＳＳＦ間の相互関係が継続的に存在しているかをチェックするために使用される。 

-- 相互関係がまだ存在している場合、ＳＳＦが応答することになる。応答が受信されない場合ＳＣＦは、ＳＳＦで何 

-- らかの障害が発生しているものと見做し、適切な処置を取ることになる。 

 

connect {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION::= { 

 ARGUMENT       ConnectArg {bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {missingParameter | 

    parameterOutOfRange |   

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter} 

 CODE   opcode-connect 

 } 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Tcon 

-- このオペレーションは、指定された対地に呼をルーチングあるいは転送する呼処理動作を行うようにＳＳＦに要求 

-- するために使用される。そのようにするために、ＳＣＦによって提供された情報に依存して、発呼側からの着情報 

-- （例えば、ダイヤル数字）と存在している呼設定情報をＳＳＦが使用することもあるし，使用しない場合もある。 
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-- 接続(Connect)オペレーションにアドレス情報のみ含まれている時、発ＢＣＳＭ中のＰＩＣ３で呼処理が再開される。 

 

ConnectArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 destinationRoutingAddress    [0] DestinationRoutingAddress { bound}, 

 correlationID     [2] CorrelationID { bound}  OPTIONAL, 

 iSDNAccessRelatedInformation    [5] ISDNAccessRelatedInformation { bound} OPTIONAL, 

 scfID      [8] ScfID { bound}   OPTIONAL, 

 extensions      [10] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions) OF 

             ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 genericNumbers     [14] GenericNumbers { bound}  OPTIONAL, 

 serviceInteractionIndicatorsTwo    [15] ServiceInteractionIndicatorsTwoOPTIONAL, 

 ... 

 } 

 

-- ＴＴＣ標準として拡張（extensions）パラメータの拡張フィールド（ExtentionField）に4.5節にて定義される 

-- connectExtensionを設定することが可能である。 

 

continue OPERATION::= {  

 RETURN RESULT FALSE 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE  opcode-continue 

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Tcue 

-- このオペレーションは、ＳＳＦに対して、ＳＣＦからの指示(すなわちBCSM上の次のPICに進める指示)を待って、 

-- 予め呼処理が保留されているＤＰから、呼処理を続けること要求するために使用される。  

-- ＳＳＦはＳＣＦからの新たな情報なしに呼処理を継続する。 

-- ▼このオペレーションは３つ以上のレグを持つ単一ＣＳのＣＳＡまたは複数ＣＳのＣＳＡでは無効である。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

disconnectForwardConnection OPERATION ::= { 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence } 

 CODE   opcode-disconnectForwardConnection 

 } 

 

-- 方向: SCF ->  SSF, タイマ: Tdfc     

-- このオペレーションは、暫定接続を切断するために使用される。 
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-- このオペレーションに関する使用手順の説明は１７章を参照すること。 

-- このオペレーションは2つ以上のレグを持つ単一ＣＳのＣＳＡまたは複数ＣＳのＣＳＡでは無効である。 

 

 

 

disconnectForwardConnectionWithArgument {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT   DisconnectForwardConnectionWithArgumentArg { bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {missingParameter | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter | 

    unknownLegID} 

 CODE   opcode-dFCWithArgument 

 } 

 

-- 方向: SCF ->  SSF, タイマ: Tdfcwa     

-- このオペレーションは、暫定接続を切断するために使用される。 

-- このオペレーションに関する使用手順の説明は１７章を参照すること。 

 

DisconnectForwardConnectionWithArgumentArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 

 partyToDisconnect  CHOICE { 

    legID    [0] LegID 

    }, 

 extensions  [2] SEQUENCE SIZE (1..bound.&numOfExtensions) OF 

          ExtensionField {bound}  OPTIONAL, 

 ... 

 } 

-- ▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

entityReleased {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  EntityReleasedArg { bound} 

 RETURN RESULT FALSE 

 ALWAYS RESPONDS  FALSE 

 CODE  opcode-entityReleased 

 } 
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-- 方向: SSF -> SCF, タイマ: Ter 

-- このオペレーションは、ＳＣＦにエラー／例外を通知するため、ＳＳＦにより使用される。 

 

EntityReleasedArg {PARAMETERS-BOUND : bound}  ::= CHOICE { 

 cSFailure  [0] SEQUENCE{ 

   callSegmentID  [0] CallSegmentID { bound}, 

   reason   [1] Reason { bound} OPTIONAL, 

   cause   [2] Cause { bound} OPTIONAL 

   } 

 } 

 

-- 網特有理由（reason）パラメータ値は以下の領域に基づいて付与される。 

--   ‘00000001’B～’01111111’B:ＴＴＣ固有領域 

--   ‘10000000’B～’11111111’B:網特有領域 

--   ‘00000000’B:未使用 

-- ＴＴＣにて規定される理由（reason）パラメータへの設定値は以下の通りである。 

--   ‘00000001’B:アプリケーションタイマ満了 

--   ‘00000010’B:処理異常 

--   ‘00000011’B:他関連リソース消滅（ＩＴＣｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの解放条件 

--   （ReleaseConbdition）パラメータに従って、関連レグが消滅した際に該当コールセグメ 

--   ントを解放する場合に使用） 

-- 理由表示（Cause）パラメータのＯＰＴＩＯＮＡＬは、エンティティ解放完了を通知するコールセグメント内のレグ 

-- または暫定接続にて外部からの信号により理由表示（Cause）パラメータを受信した場合に設定されることを示 

-- す。 

-- ▼外部からの信号による理由表示（Cause）パラメータ受信時以外の場合に網特有理由（reason）パラメータ値を 

-- 設定する。理由表示（Cause）と網特有理由（reason）の両方のパラメータが同時に設定されることはない。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

establishTemporaryConnection {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT   EstablishTemporaryConnectionArg { bound} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {eTCFailed | 

    missingParameter | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter| 

    unknownLegID} 

 CODE   opcode-establishTemporaryConnection 
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 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Tetc     

-- このオペレーションはある限定された時間、リソースへのコネクションを生成するために使用される（例えば、ア 

-- ナウンスを流すあるいは、ユーザ情報の収集のためのコネクション生成である）。そのことは、アシスト手順を使 

-- 用することを意味する。 

-- このオペレーションに関する使用手順の説明は１７章を参照すること。 

 

EstablishTemporaryConnectionArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 assistingSSPIPRoutingAddress  [0] AssistingSSPIPRoutingAddress { bound}, 

 correlationID  [1] CorrelationID { bound}  OPTIONAL, 

 partyToConnect  CHOICE { 

    legID    [2] LegID 

    }    OPTIONAL, 

 scfID   [3] ScfID { bound}  OPTIONAL, 

 extensions             [4] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions) OF  

        ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 ... 

 } 

-- ＴＴＣ標準として拡張（extensions）パラメータの拡張フィールド（ExtentionField）に4.5節にて定義される 

-- establishTemporaryConnectionExtensionを設定することが可能である。 

 

eventNotificationCharging {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  EventNotificationChargingArg { bound} 

 RETURN RESULT FALSE 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE  opcode-eventNotificationCharging 

 } 

 

-- 方向: SSF ->  SCF, タイマ: Tenc   

-- このオペレーションは、SCFからの課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent）オペレーション 

-- によって以前に要求された特定の課金イベント種別の発生をSCFに報告するために、SSFにより使用される。  

 

EventNotificationChargingArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 eventTypeCharging  [0] EventTypeCharging { bound}, 

 eventSpecificInformationCharging[1] EventSpecificInformationCharging { bound} OPTIONAL, 

 legID   [2] LegID    OPTIONAL, 

 extensions   [3] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions) OF 

        ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 monitorMode  [30] MonitorMode  DEFAULT   notifyAndContinue, 
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 ... 

 } 

-- ▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

eventReportBCSM {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  EventReportBCSMArg { bound} 

 RETURN RESULT FALSE 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE  opcode-eventReportBCSM 

 } 

 

-- 方向: SSF  -> SCF, タイマ: Terb  

-- このオペレーションは、ＳＣＦによってＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）オペレーションの 

-- 中で以前要求されている呼に関連したイベント（例えば、話中や無応答といったＢＣＳＭイベント）をＳＣＦに通 

-- 知するために使用される。 

 

EventReportBCSMArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 eventTypeBCSM  [0] EventTypeBCSM, 

 eventSpecificInformationBCSM   [2] EventSpecificInformationBCSM { bound}OPTIONAL, 

 legID   [3] LegID    OPTIONAL, 

 miscCallInfo  [4] MiscCallInfo   DEFAULT 

        {messageType request}, 

 extensions             [5] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions) OF 

          ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 ... 

 } 

--▼応答及び無応答イベント報告時には、eventSpecificInformationBCSMパラメータは常に非送信である。 

--拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

initialDP {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  InitialDPArg { bound} 

 RETURN RESULT FALSE 

 ERRORS  {missingCustomerRecord | 

   missingParameter | 

   parameterOutOfRange | 

   systemFailure | 

   taskRefused | 

   unexpectedComponentSequence | 
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   unexpectedDataValue | 

   unexpectedParameter 

   } 

 CODE  opcode-initialDP 

 } 

 

-- 方向: SSF -> SCF, タイマ: Tidp  

-- このオペレーションは、ＴＤＰを検出した後でサービス要求を通知するために使用される。 

 

InitialDPArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 serviceKey             [0] ServiceKey   OPTIONAL, 

 dialledDigits  [1] CalledPartyNumber { bound} OPTIONAL, 

 calledPartyNumber  [2] CalledPartyNumber { bound} OPTIONAL, 

 callingPartyNumber  [3] CallingPartyNumber { bound} OPTIONAL, 

 callingPartysCategory           [5] CallingPartysCategory  OPTIONAL, 

 callingPartySubaddress [6] CallingPartySubaddress { bound} OPTIONAL, 

 miscCallInfo  [11] MiscCallInfo   OPTIONAL, 

 terminalType  [14] TerminalType   OPTIONAL, 

 extensions             [15] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions) OF 

         ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 forwardCallIndicators [26] ForwardCallIndicators  OPTIONAL, 

 bearerCapability  [27] BearerCapability { bound} OPTIONAL, 

 eventTypeBCSM  [28] EventTypeBCSM   OPTIONAL, 

 genericNumbers  [31] GenericNumbers { bound} OPTIONAL, 

 ... 

 } 

 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

-- ▽その他呼情報(miscCallInfo)のＯＰＴＩＯＮＡＬは、網運用者オプションであることを示す。△ 

-- ダイアル数字(dialledDigits)、発番号(callingPartyNumber)、発ユーザ種別(callingPartysCategory)のＯＰＴＩＯＮＡＬパ 

-- ラメータが、いつメッセージに含められるかについては、１７章のトリガ検出ポイント処理ルールを参照のこと。 

-- 端末種別(terminalType)のＯＰＴＩＯＮＡＬは、たとえＳＳＦがこの情報を持っていても発側または着側ローカル交 

-- 換局でのみ適用されることを示す。 

-- ＴＴＣ標準として拡張（extensions）パラメータの拡張フィールド（ExtentionField）に4.5節にて定義される 

-- initialDPExtensionを設定することが可能である。 

 

 

 

initiateTemporaryConnections {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  InitiateTemporaryConnectionsArg { bound} 

 RETURN RESULT FALSE 
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 ERRORS   {iTCFailed | 

   missingParameter | 

   parameterOutOfRange | 

   systemFailure | 

   taskRefused | 

   unexpectedComponentSequence | 

   unexpectedDataValue | 

   unexpectedParameter 

   } 

 CODE  opcode-initiateTemporaryConnections 

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Titc 

-- このオペレーションは、ＳＳＦに対して起動ＳＳＦと網Ｂ内のアシストＳＳＦ間、あるいは起動ＳＳＦと網Ｂ内の 

-- ＳＲＦ間に暫定接続を設定し、それらを確保することを要求する。このオペレーションは、新規の呼セグメント 

-- （ＣＳ）の生成、およびそのＣＳ内の暫定接続の設定を行う。 

 

InitiateTemporaryConnectionsArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SET SIZE 

 (1..bound.&numOfInitiateTemporaryConnections)  OF  ITCParameters { bound} 

 

-- 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションは、必要により、複数の暫定接続を同時に設定し確 

-- 保することが可能である。この場合、ＳＳＦはＩＴＣパラメータ数に従い複数の暫定接続を設定するため、複数の 

-- ＩＳＵＰ－ＩＡＭメッセージを送出する。もしその内の一つの暫定接続の設定が何らかの理由により不可であった 

-- 場合には、リターンエラー（ITCFailed）が送出され、他の要求された暫定接続は解放されなければならない。 

 

mergeCallSegments {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT        MergeCallSegmentsArg { bound} 

 RETURN RESULT TRUE 

 ERRORS        {missingParameter | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter  

    } 

 CODE   opcode-mergeCallSegments  

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF. タイマ: T mc 

-- このオペレーションは、関連する2つの呼セグメント（ＣＳ）と1つの制御レグを、1つのＣＳと、その制御レグ 
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-- に併合するため、ＳＣＦより送出される。 

-- このオペレーションに関する追加情報は、第2編を参照すること。 

 

MergeCallSegmentsArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 sourceCallSegment  [0] CallSegmentID {bound}, 

 targetCallSegment  [1] CallSegmentID {bound} DEFAULT initialCallSegment, 

 extensions   [2] SEQUENCE SIZE (1..bound.&numOfExtensions)  

         OF ExtensionField {bound}  OPTIONAL, 

 ... 

 } 

-- ▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

moveLeg {PARAMETERS-BOUND : bound} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT   MoveLegArg { bound} 

 RETURN RESULT TRUE 

 ERRORS    {missingParameter | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter| 

    unknownLegID 

    } 

 CODE   opcode-moveLeg 

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: T ml 

-- このオペレーションは、あるレグを、1つの呼セグメント（ＣＳ）から関連する他のＣＳに移動するため、ＳＣＦ 

-- より発出される。 

 

MoveLegArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::=SEQUENCE { 

 legIDToMove  [0] LegID, 

 targetCallSegment  [1] CallSegmentID { bound} DEFAULT initialCallSegment, 

 extensions   [2] SEQUENCE SIZE (1..bound.&numOfExtensions)  OF  

          ExtensionField {bound} OPTIONAL, 

 ... 

 } 

-- ▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 
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releaseCall {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  ReleaseCallArg { bound} 

 RETURN RESULT FALSE 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-releaseCall  

 } 

 

-- 方向: SCF ->  SSF, タイマ: Trc  

-- このオペレーションは、呼の中に含まれるすべての話者に対して、任意のフェーズの呼を終了させる、または呼の 

-- 中に含まれる指定された呼セグメントを解放するために使用される。 

 

 

ReleaseCallArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= CHOICE { 

 initialCallSegment  Cause { bound}, 

 associatedCallSegment[1] SEQUENCE { 

  callSegment [0] INTEGER (2..bound.&numOfCSs), 

  releaseCause [1] Cause { bound}    OPTIONAL 

  }, 

 allCallSegments  [2] SEQUENCE { 

   releaseCause [0] Cause { bound}    OPTIONAL 

  } 

  } 

 

-- １０進数３１のデフォルト値（通常は規定されていない）は適切に符号化するべきである。 

 

requestNotificationChargingEvent {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  RequestNotificationChargingEventArg { bound} 

 RETURN RESULT FALSE  

 ERRORS   {missingParameter | 

   parameterOutOfRange | 

   systemFailure | 

   taskRefused | 

   unexpectedComponentSequence | 

   unexpectedDataValue | 

   unexpectedParameter  

   } 

 CODE opcode-requestNotificationChargingEvent  

 } 
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-- 方向: SCF ->  SSF, タイマ: Trnc  

-- このオペレーションは、サービス論理インスタンスの制御下にはない他の機能エンティティから受信した課金イ 

-- ベントの取扱いをSSFに指示するために、SCFにより使用される。 

 

RequestNotificationChargingEventArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE 

  SIZE(1..bound.&numOfChargingEvents) OF   ChargingEvent {bound} 

 

requestReportBCSMEvent {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  RequestReportBCSMEventArg { bound} 

 RETURN RESULT FALSE 

 ERRORS   {missingParameter | 

   parameterOutOfRange | 

   systemFailure | 

   taskRefused | 

   unexpectedComponentSequence | 

   unexpectedDataValue | 

   unexpectedParameter  

   } 

 CODE  opcode-requestReportBCSMEvent  

 } 

 

-- 方向: SCF -> SSF, タイマ: Trrb 

-- このオペレーションは、呼に関するイベント（たとえば、話中あるいは無応答のようなＢＣＳＭイベント）の監視 

-- とイベントが検出された時ＳＣＦに返送する事をＳＳＦに要求する為に使用される。 

-- イベント検出ポイント（ＥＤＰ）処理は、常にＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）によって起 

-- 動され、ＥＤＰはＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）によって報告される。 

-- 注: すべてのＥＤＰは、ＳＣＦによってＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）で明示的に設定さ 

-- れなければならない。ＳＳＦが他のオペレーション（ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）以外 

-- を）受信後に、暗にＥＤＰが設定されることは許されない。 

 

RequestReportBCSMEventArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 bcsmEvents [0] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfBCSMEvents) OF 

    BCSMEvent {bound}, 

 extensions [2] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions)   OF 

    ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 ... 

 } 

 

-- 通知のためのBCSM関連イベントを示す。 

-- ▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 
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-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

sendChargingInformation {PARAMETERS-BOUND : bound}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  SendChargingInformationArg { bound} 

 RETURN RESULT FALSE 

 ERRORS   {missingParameter | 

   unexpectedComponentSequence | 

   unexpectedParameter | 

   parameterOutOfRange | 

   systemFailure | 

   taskRefused | 

   unknownLegID 

   } 

 CODE opcode-sendChargingInformation  

 } 

 

-- 方向: SCF ->  SSF, タイマ: Tsci   

-- このオペレーションは、SSFにて送信すべき課金情報をSSFに指示するために使用される。 

-- その課金情報は、SSFが加入者線交換機の場合は内部で処理され、加入者線交換機でなければ適切な信号方式を 

-- 介して返送される。加入者線交換機では、この情報は課金メータの更新または標準的な呼レコードの生成に使用 

-- されるかも知れない。 

SendChargingInformationArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 sCIBillingChargingCharacteristics [0] SCIBillingChargingCharacteristics { bound}, 

 partyToCharge   [1] LegID, 

 extensions    [2] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions) OF 

           ExtensionField {bound}  OPTIONAL 

 ... 

 } 

-- ▼拡張（extensions）パラメータの送信は許容しない。▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

END 

 

以下はＩＮＡＰにおけるオペレーション特有タイマに適用する値である。 

short:  1 - 10 秒 

medium:  1 - 60 秒 

long:  1 秒 - 30 分 

 

以下の表は全オペレーションタイマと各タイマ値のリストである。各オペレーションタイマの最終値は網特有である可能性があ

り、網運用者によって定義される必要がある。 
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表４－５－１／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  

▼ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２２８） 

オペレーションタイマとその値の範囲 

 

オペレーション名 タイマ タイマ値 

活性化試験（ActivityTest） Tat 10 

接続（Connect） Tcon 10 

継続（Continue） Tcue 10 

順方向接続切断（DisconnectForwardConnection） Tdfc 10 

アーギュメント付き順方向接続切断 

（DisconnectForwardConnectionWithArgument） 

Tdfcwa 10 

エンティティ解放（EntityReleased） Ter 10 

暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） Tetc 40 

課金イベント通知（EventNortificationCharging） Tenc 10 

ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） Terb 10 

イニシャルＤＰ（InitialDP） Tidp 10 

呼セグメント併合（MergeCallSegments） Tmc 10 

レグ移動（MoveLeg） Tml 10 

呼解放（ReleaseCall） Trc 10 

課金イベント通知要求（RequestNortificationChargingEvent） Trnc 10 

ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） Trrb 10 

課金情報送出（SendChargingInformation） Tsci 10 

暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） Titc 40 

▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

5.2 ＳＳＦ／ＳＣＦパッケージ、コントラクト、アプリケーションコンテキスト 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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11 ＳＳＦ応用エンティティ手順 

11.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

11.2 モデルとインタフェース  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

11.3 ＳＳＦ ＦＳＭとＣＣＦ／保守機能間の相互関係  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

11.4 ＳＳＦ管理エンティティ有限状態モデル（ＳＳＭＥ ＦＳＭ） 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.5 ＩＮ－交換状態モデル（ＳＳＭ）ＦＳＭ 

ＩＮ－ＳＳＭ ＦＳＭは呼セグメントアソシエーション対応ＦＳＭ（ＣＳＡ対応ＦＳＭ）から成る。ＣＳＡ対応

ＦＳＭは１つ以上の付属の呼セグメント対応ＦＳＭ（ＣＳ対応ＦＳＭ）を生成する。 

ＩＮ－ＳＳＭ ＦＳＭのコールパーティハンドリング（ＣＰＨ）能力に関する一般規則と手順の原則を以下に述

べる。 

－ タイマ処理 

  ＣＳレベルにて、ＳＳＦ－ＳＣＦアソシエーション（ＴＣダイアログ）を保護、または過度の呼中断を

防止するためにタイマが使用される。 

－ コネクションビュー（Connection View（以下ＣＶ））の変更はＳＣＦから起動される（ＳＣＦ起動ＣＶ

変更）。 

－ ＳＣＦは以下のオペレーションの１つを送出することにより CV を変更する。 

接続（Connect） 

暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） 

呼セグメント併合（MergeCallSegments） 

レグ移動（MoveLeg） 

呼解放（ReleaseCall） 

－ 以下のオペレーションによってＣＶの変更がＳＣＦに通知される。 

ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） 

エンティティ解放完了（EntityReleased） 

－ ＳＳＦからＣＶの変更の成功を通知する結果応答が送出される時、ＳＣＦより起動されたＣＰＨオペレ

ーションによるＣＶの変更についてＳＣＦは認識する。 

－ ＳＣＦは少なくとも切断ＤＰが設定されたレグを制御できる（レグの監視）。 

－ ＳＣＦは呼に含まれるレグのＣＶを保持すべきである。これはレグの状態変化（例えば、レグの切断）

をＳＣＦに通知することにより保持される。ＳＣＦにて認識できないコネクションポイントにおけるレグ

の保持は許容されない（即ち、ＤＰ未設定）。 

－ ＣＳ対応ＦSＭが「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態の場合に、ＳＣＦより送信されるべき

呼処理再開の為のオペレーション数は、呼処理の中断を引き起こした、あるいは要求したイベント数と同

じである。即ち、ＳＣＦに対する各々の中断報告イベントはＳＣＦからの呼処理を再開するための要求を

含むオペレーション（例えば、接続（Connect））によって応答されなければならない。ＣＳ対応ＦＳＭは

未完了の応答数を保持し、呼処理を再開するために全ての未完了の応答数を満たすまでＣＳ対応ＦＳＭの

状態遷移（例えば、「指示待ち（Waiting for Instructions）」から「監視中（Monitoring）」への状態遷移）

を行わない。 

－ ＣＳ対応ＦSＭに関するＣＰＨの手順の原則は、 

・ ＣＳ（「ターゲット」ＣＳ）の（ＥＤＰ、または保留中の報告を含む）レグのインポートは同一Ｃ
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Ｓの他のレグには影響を与えない。 

・ ＣＳ対応ＦＳＭ（ＣＳ、及びコネクションポイント当たり１ＦＳＭ）は、そのＣＳに幾つのレグ

が接続しているかは見えない。ＣＳ対応ＦＳＭは少なくとも１つの保留中の報告、または１つのＤ

Ｐが設定されている間は存在する。 

・ 「暫定接続終了待ち（Waiting for End of Temporary Connection）」状態では以下のオペレーシ

ョンは許容されない。 

レグ移動（MoveLeg） 

呼セグメント併合（MergeCallSegments） 

・ １ＣＳ当たり、リソースに対しては１コネクション（即ち、暫定接続）しか許容されない。 

・ ＣＳ対応ＦＳＭにて受信された全てのＣＰＨオペレーションは、「指示待ち（ Waiting for 

Instructions）」状態への遷移を引き起こす。 

－ 「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態にてレグ移動（MoveLeg）、または呼セグメン

ト併合（MergeCallSegments）オペレーションを受信した場合は、「指示待ち（Waiting for 

Instructions）」状態の変更を引き起こさない。その為、ＣＰＨオペレーションを含んだ場合の

全てのオペレーションシーケンスは、当該ＣＰＨオペレーションにより「空き（Idle）」状態へ

遷移する場合を除き、「監視中（Monitoring）」状態へ遷移させるオペレーションにより終了さ

れなければならない。 

 各ＦＳＭ、及び対応する状態については後節にて記述する。ここでは、複数のＦＳＭ／状態で適用される一般

規則を記述する。 

１つあるいは複数のＴＣメッセージで受信される１つあるいは一連のコンポーネントは、１つあるいは複数の

オペレーションを含み得る。これらは以下のように処理される。 

▼ 

－ オペレーションが正常に処理されている場合は、基本的に受信順に処理するが、異常が検出された場合

は、必ずしもそれ以前のオペレーションがすべて正常であることを保証するものではない。すなわち、あ

るオペレーションに対する異常通知後に、それ以前のオペレーションの異常通知を行う場合がある。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

－ １つのメッセージ上で単一のオペレーションを受信するか、あるいは複数のオペレーションを受信する

かどうかとは独立に、各オペレーションは状態遷移をもたらす。▼ただし、オペレーションは決められた

組み合わせのみを許容する▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

－ ＳＳＦは後続オペレーションを順に調べる。これらのオペレーションを順序的に実行してもＦＳＭの状

態が変わらない限り、ＳＳＦはオペレーション（例えば、ＢＣＳＭイベント報告要求

（RequestReportBCSMEvent））を実行する。次のオペレーションによって状態遷移が起こる場合は、現在の

オペレーションが実行完了するまで次のオペレーションは蓄積される。他の場合はすべて現状態以外への

遷移を引き起こす（実行済みオペレーションの完了イベントや外部イベント受信のような）イベントを待

つ。 

▼ 

－ シーケンス中のオペレーションの中の１つの処理でエラーがあった場合、ＩＮ－ＳＳＭ ＦＳＭはエラー

処理（下記参照）を行う。ＳＳＦにおける異常検出時の動作規定については「第 4編補足資料１」を参照

のこと。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 
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－ 上記のようにオぺレーションが理解されないか、コンテキストの範囲外である場合（即ち、ＩＮ－ＳＳ

Ｍ ＦＳＭで定義されたＳＡＣＦ規則に反する場合）、ＣＳＡレベルではＴＣアボートの送信により、ＣＳ

レベルではエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションの送信により、相互動作をアボート

する。 

複数ＣＳが存在する時の暫定パスおよび発／着レグに関する一般規則を以下に示す。但し、以下の規定は暫定

接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションの解放条件（releaseCondition）パラメータにて発

／着レグを有するＣＳ（最初のＣＳであれば、ＣＳｉｄ＝１）を指定した場合の規定である。 

暫定パス設定中／捕捉中の各種イベントに対するＳＳＦ側処理を以下に示す。 

(i)暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションによる暫定パス設定中、または暫定パス

捕捉後の着側パス設定中に発側から放棄された場合。 

－ 全ＣＳ内の暫定パスを解放し、発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰが設定されていれば、ＢＣＳＭイベ

ント報告（EventReportBCSM）オペレーション及び（設定中／捕捉中）暫定パスを有するＣＳ数分のエン

ティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－終了にてＳＣＦに送信。 

－ 全ＣＳ内の暫定パスを解放し、発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰが要求されていなければ、空き遷移

したＢＣＳＭを有するＣＳに対するエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーション及び（設

定中／捕捉中）暫定パスを有するＣＳ数分のエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーション

をＴＣ－終了にてＳＣＦに送信。 

(ii)暫定パス捕捉中、かつ着側パス設定中に着側からのＩＳＵＰ－ＲＥＬ信号受信または無応答検出によりＢ

ＣＳＭが空き遷移（ＥＤＰ未検出）した場合。 

－ 全ＣＳ内の暫定パスを解放し、空き遷移したＢＣＳＭを有するＣＳに対するエンティティ解放完了

（EntityReleased）オペレーション及び捕捉中暫定パスを有するＣＳ数分のエンティティ解放完了

（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－終了にてＳＣＦに送信。 

(iii)暫定パス捕捉中、かつＥＤＰ－Ｒ（話中、無応答、応答）検出によるＢＣＳＭイベント報告

（EventReportBCSM）オペレーション送信後のアプリケーションタイマＴＳＳＦ満了時。 

－ 全ＣＳ内の暫定パス、及び発側レグを解放し、タイマ満了したＣＳに対するエンティティ解放完了

（EntityReleased）オペレーション及び捕捉中暫定パスを有するＣＳ数分のエンティティ解放完了

（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－終了にてＳＣＦに送信。 

(iv)暫定パス捕捉中、かつ着側パス設定完了（ＩＳＵＰ－ＡＮＭ信号受信）後、発または着側から切断された

時（暫定パスと発／着レグとの接続前）。本ケースでは、発側－切断（O_Disconnect）ＤＰは発／着レグに対

して必ず設定されていなければならない点に注意。 

－ 全ＣＳ内の暫定パス、発側レグ（着側切断の場合）、及び着側レグ（発側切断の場合）を解放し、イベ

ントが発生したレグに対して発側－切断（O_Disconnect）ＤＰが設定されていれば、ＢＣＳＭイベント

報告（EventReportBCSM）オペレーション及び捕捉中暫定パスを有するＣＳ数分のエンティティ解放完了

（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－継続にてＳＣＦに送信。 

(v)発および着側がそれぞれ暫定接続中（暫定接続によるユーザ相互動作中）の時、発または着側から切断さ

れた場合（この場合、全てのレグには切断ＥＤＰが必ず設定されている）。 

－ 切断されたレグを有するＣＳ内の暫定パス及び当該ＣＳを解放し、ＢＣＳＭイベント報告

（EventReportBCSM）オペレーションをＴＣ－継続にてＳＣＦに送信。他のＣＳには影響しない。 

どのような状態においても、受信されたオペレーションにエラーが存在した場合、そのエラーは保守機能に通

知され、ＩＮ－ＳＳＭ ＦＳＭはエラーを含んだオペレーションを受信した時と同じ状態を維持する。オペレーシ
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ョンのクラスによっては、適切なコンポーネントを使用してＳＳＦからＳＣＦへエラーが報告されうる（ＮＴＴ

－Ｑ７７４）。 

 

11.5.1 呼セグメントアソシエーション（ＣＳＡ）の有限状態モデル 

図 4-11-4/NTT-Q1228-b にＩＮ呼の処理におけるＳＳＰのＳＳＦ部分のＣＳＡ対応ＦＳＭの状態図を示す。 

ＣＳＡ対応ＦＳＭのインスタンスは、以下の場合にＳＳＭＥ－制御により生成される。 

－ 新たな呼の要求の指示をユーザから受信。 

ＣＳＡ対応ＦＳＭの状態図には以下の遷移（イベント）がある。 

ｅ２ － ＴＤＰ－Ｒ遭遇 

Ｅ３ － 「空き（Idle）」状態へ遷移しないオペレーションのＳＣＦからの受信 

ｅ４ － ＥＤＰ－Ｒ遭遇 

－ 最終ＣＳからの最終ＥＤＰ－Ｎを除くＥＤＰ－Ｎ遭遇 

－ 最終ＣＳからの最終応答を除く任意の応答 

ｅ６ － 最終ＣＳでの最終ＥＤＰ－Ｎ遭遇（最終切断ＥＤＰ－Ｎを除く） 

Ｅ７ － ＣＳを残さないＳＣＦからの任意のオペレーション受信（例えば、呼解放（ReleaseCall）） 

ｅ８ － 最終切断ＥＤＰ－Ｎ遭遇 

ｅ９ － （一度目のアプリケーションタイマＴａｃｋ満了に伴う）受信完了通知待ち状態のまま不変 

Ｅ１０ － コンポーネントを伴わないＴＣ－終了受信 

ｅ１１ － （二度目のＴａｃｋ満了に伴う） Ｕ－アボート送信 

ＣＳＡの状態図は以下の状態を含む。 

状態ａ 空き（Idle） 

状態ｂ 動作中（Active） 

状態ｃ 受信完了通知待ち（Waiting for Acknowledgement） 

ＣＳＡ対応ＦＳＭはＴａｃｋを持つ。本タイマは最終切断ＥＤＰ－Ｎ送信時のＳＣＦへの送達確認のために設定

されるもので、タイマが満了した場合にはＳＣＦには到達しなかったことを認識し、再度切断ＥＤＰ－Ｎ送信を

行う。再度タイマ満了した場合にはＣＳＡ対応ＦＳＭはＳＣＦとの相互動作をアボートし、「空き（Idle）」状態

に遷移する。タイマ動作中にＳＣＦからのコンポーネントを伴わないＴＣ－終了を受信した場合には、 ＣＳＡ対

応ＦＳＭは正常にＳＣＦにて受信されたことを認識し、「空き（Idle）」状態に遷移する。▼Ｔａｃｋはアプリケー

ションで定義され 10 秒である。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

図４－１１－４／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.5.1.1 状態ａ：「空き（Idle）」  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

11.5.1.2 状態ｂ：「動作中（Active）」  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

11.5.1.3 状態ｃ：「受信完了通知待ち（Waiting for Acknowledgement）」 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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11.5.2 呼セグメント（ＣＳ）の有限状態モデル 

 ＣＳ対応ＦＳＭの状態図には以下の遷移（イベント）がある。 

ｅ４  － ＴＤＰ－Ｒ遭遇 

ｅ７  － 暫定接続生成 

ｅ８  － 暫定接続終了 

ｅ９  － 「指示待ち（Waiting for Instructions）」からの「空き（Idle）」状態への遷移 

ｅ１０ － ＥＤＰ－Ｒ遭遇 

ｅ１１ － ルーチング指示受信 

ｅ１２ － 最終ＥＤＰ－Ｎ（注参照）遭遇、または呼解放（ReleaseCall）オペレーション受信 

ｅ１４ － 「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態のまま不変 

ｅ１５ － 「暫定接続終了待ち（Waiting for End of Temporary Connection）」状態のまま不変 

ｅ１６ － 「監視中（Monitoring）」状態のまま不変 

ｅ２３ － 暫定接続捕捉要求 

ｅ２４ － 捕捉中暫定接続との接続要求 

ｅ２５ － 暫定接続解放 

注）： 「最終ＥＤＰ－Ｎ」は、ＥＤＰ－Ｎ検出時に他の遭遇されうるＥＤＰが存在しないことを 

意味する。あるＥＤＰに遭遇した場合、他のいくつかのＥＤＰが自動的に解除されうる。自動的に解

除されるＥＤＰは遭遇したＥＤＰに依存する。一例としては、発側－応答（O_Answer）、発側－無応答

（O_No_Answer）、発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）の複数ＥＤＰの場合がある。それらのＥ

ＤＰの１つに遭遇した場合、この例における他の全てのＥＤＰは自動的に解除される。 

 

ＣＳの状態図は以下の状態を含む。 

状態ａ 空き（Idle） 

状態ｃ 指示待ち（Waiting for Instructions） 

状態ｅ 暫定接続終了待ち（Waiting for End of Temporary Connection） 

状態ｆ 監視中（Monitoring） 

状態 h 暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection） 

（「空き（Idle）」状態以外の）任意の状態において、発信者が応答前（即ち、ＢＣＳＭ上の応答ＤＰ到達前）

に呼を途中放棄した場合、ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスはＣＣＦに呼を解放することを指示し、呼に割り当てら

れていたすべてのＣＣＦリソースが割り当て解除されることを保証しなければならない。この場合、以下のよう

な処理を続行する。 

－ 途中放棄ＤＰが設定されていない場合、「空き（Idle）」状態に遷移する。 

－ 途中放棄ＤＰがＥＤＰ－Ｎとして設定されている場合、ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペ

レーションを送出し、「空き（Idle）」状態に遷移する。 

（「空き（Idle）」状態以外の）任意の状態において、通話者が安定状態（即ち、ＢＣＳＭ上の応答ＤＰ到達後）

から切断した場合、ＩＮ－ＳＳＭ ＦＳＭはこのイベントを以下のように処理しなければならない。 

－ 切断ＤＰが特定のレグに設定されていない場合、「空き（Idle）」状態に遷移する。 

－ 切断ＤＰが特定のレグにＥＤＰ－Ｒとして設定されている場合、ＢＣＳＭイベント報告

（EventReportBCSM）オペレーションを送出し、「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態に遷移する。 

－ 切断ＤＰがＥＤＰ－Ｎとして設定されている場合、ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレー
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ションを送出し、「空き（Idle）」状態に遷移する。 

 （「空き（Idle）」状態を除く）任意の状態で、課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent）

オペレーションにより以前に要求され、かつ課金イベントがＣＣＦにより検出された場合、課金イベント通知

（EventNotificationCharging）オペレーションがＳＣＦに送信される。この場合、状態遷移は起こらない。 

 各ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスはアプリケーションタイマＴＳＳＦを持つ。このタイマの目的は、過度の呼の中断

時間を避けること 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽と、ＳＳＦ－ＳＣＦ間のアソシエーションを保護すること△ 

である。 

 ＴＳＳＦは以下のような場合に設定される。 

－ ＳＳＦが、ＴＤＰ－Ｒ（11.5.2.2 節 状態ｃ：「指示待ち（Waiting for Instructions）」参照）のイニ

シャルＤＰ（InitialDP）オペレーションを送出する場合。 

－ 上記以外の任意の状態でＣＳ対応ＦＳＭが「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態（11.5.2.2

節参照）になる場合。 

▼上記各々のケースともＴＳＳＦはアプリケーションで定義され、40 秒である。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

ＴＳＳＦ動作中に、あるオペレーションを受信または送信した時、ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスは最後に使用した

設定値にてＴＳＳＦを再スタートさせる。この場合の設定値は上記の各ケースに関連した値である。 

「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態（11.5.2.2 節参照）以外では、ＴＳＳＦは使用されない。 

ＴＳＳＦが満了した場合、ＣＳ対応ＦＳＭは「空き（Idle）」状態に遷移し、ＣＣＦは可能ならＢＣＳＭの処理を

進める。ＣＳＡ内の最後のＣＳ対応ＦＳＭの場合、ＳＣＦとの相互動作をアボートする。その他の場合は、ＳＣ

Ｆへエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションを送信する。 

 

図４－１１－５／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.5.2.1 状態ａ：「空き（Idle）」  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

11.5.2.2 状態ｃ：「指示待ち（Waiting for Instructions）」  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

11.5.2.4 状態ｅ：「暫定接続終了待ち（Waiting for End of Temporary Connection）」 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

11.5.2.5 状態ｆ：「監視中（Monitoring）」 

１つ以上のＥＤＰが設定されている場合に、以下のオペレーションの１つを受信した場合、ＣＳ対応ＦＳＭは

「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態（遷移ｅ１１）から「監視中（Monitoring）」状態に遷移する（11.5

節参照）。 

接続（Connect） 

継続（Continue） 

▼（このオペレーションは、2 つ以下のレグを持つ単一ＣＳに対してのみ適用可能であり、複数ＣＳを持つＣ

ＳＡに対する使用は有効ではない。） 

 アプリケーションタイマ ＴＳＳＦはこの状態へ遷移する時に停止される。▲ 

 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 
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この状態の間、以下のイベントが起こり得る。 

－ ＥＤＰ－ＮがＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーションの送出によってＳＣＦに通知さ

れる。１つ以上のＥＤＰが設定がされている場合、ＣＳ対応ＦＳＭは「監視中（Monitoring）」状態にとど

まる（遷移ｅ１６）。設定されたＥＤＰが残っていない場合、ＣＳ対応ＦＳＭは「空き（Idle）」状態に遷

移する（遷移ｅ１２）。 

－ ＥＤＰ－ＲがＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーションの送出によってＳＣＦに通知さ

れる。ＣＳ対応ＦＳＭは「指示待ち（Waiting For Instructions）」状態に遷移する（遷移ｅ１０）。 

－ ＳＣＦから何らかのオペレーションを受信する。ＣＳ対応ＦＳＭは以下に記述するように受信したオペ

レーションに従って動作する。 

－ ユーザが途中放棄または切断する場合、11.5.2 節の一般規則に従って処理されなければならない。 

この状態で受信される他のオペレーションはすべて 11.5 節で述べる一般規則に基づいて処理されなければな

らない。 

 

11.5.2.7 状態ｈ：「暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection）」 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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12 ＳＣＦ応用エンティティ手順 

12.1 概要 

 この節では、ＳＣＦ－ＳＳＦインタフェースに関するＳＣＦ応用エンティティ（ＡＥ）手順の定義について記

述する。この手順は、ＳＳ７の使用に基づく。 

 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽さらに他の能力がインプリメントに依存した方式で、ＳＣＰでサポートされるかもしれない。△ 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．７００、ＮＴＴ－Ｑ７７１及びＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１４００に定義されているアーキテク

チャにもあるように、ＡＥはトランザクション機能（ＴＣ）とＴＣユーザと呼ばれるーつあるいは複数のＡＳＥ

を含む。以下の節では、ＮＴＴ－Ｑ７７１で規定するプリミティブを用いてＴＣとインタフェースする、ＴＣ－

ユーザＡＳＥ及びＳＡＣＦ／ＭＡＣＦ規則を定義する。 

 手順には、定義されたアプリケーションレイヤ構造をサポートする他のメッセージに基づく信号方式が同等に

使用されるかもしれない。本文は決してサービス論埋プログラム（ＳＬＰ）への制限を指示するものではない。 

 以下の記述に定義するＡＥ手順の解釈が、詳細手順やＴＣサービスの利用規則と異なっている場合は、17 章及

び 18 章に含まれる記述や規則に従わなければならない。 

 

12.2 モデルとインタフェース  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.3 ＳＣＦ ＦＳＭとＳＬＰ／保守機能の関係 

 ＳＣＦ ＦＳＭとＳＬＰ／保守機能の間のプリミティブインタフェースは、内部インタフェースであり、本標

準の対象外である。 

 ＳＣＦ呼状態モデル（ＳＣＳＭ）のインスタンスにはＳＳＦ／ＳＲＦに関連する状態を表現するＦＳＭがある。

ＳＳＦ／ＳＲＦに関連する状態は、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ、ＣＳＡ対向ＦＳＭ、ＣＳ対向Ｆ

ＳＭから構成される。 

 以下に、エンティティの機能的な能力よりもオペレーションの正しい順序を定義することを主な目的として、

ＳＣＦと他の機能エンティティ間インタフェースの手順上の特徴を体系的に記述する。従って、本記述はＳＣＦ

機能能力のサブセットについてのみを示す。 

 ＳＬＰとＳＣＦ ＦＳＭ間の関係を（呼がエンドユーザから起動された場合について）以下に記述する。 

  － ＩＮ呼処理の要求をＳＳＦから受信した場合、ＳＣＦ呼状態モデル（ＳＣＳＭ）のインスタンスが生成

され、適切なＳＬＰが起動される。 

 ＳＣＦ ＦＳＭは要求されたようにＳＳＦ ＦＳＭとの相互動作を処理し、必要に応じてイベントをＳＬＰに

通知する。 

 複数の要求は同時に、非同期的にＳＣＦにより実行される。これは、ＳＣＦ ＦＳＭオブジェクトの生成、起

動及び維持のタスクを実行する単一のエンティティが必要であることを示している。 

図 4-12-2/NTT-Q1228-b にＳＣＦ ＦＳＭの構成を示す。 

 

図４－１２－２／NTT－Ｑ１２２８－ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

 ＳＣＦ管理エンティティ（ＳＣＭＥ）ＦＳＭはＳＣＦとＳＣＦ管理機能間の相互動作を取り扱う。 

 ＳＳＦ／ＳＲＦ ＦＳＭ（ＳＣＳＭ－ＳＳＦ／ＳＲＦ）はＳＳＦ／ＳＲＦのＦＳＭとの相互動作を取り扱う。 

但し、ＳＲＦ関連のＦＳＭについては、網Ｂ内でのインプリメント条件に依存するため、本標準の対象外であ    

る。 
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 ＳＳＦから受信したオペレーションの実行に関連する管理機能はＳＣＭＥによって実行される。ＳＣＭＥはＳ

ＣＭＥ－制御と複数のＳＣＭＥ ＦＳＭから構成される。 ＳＣＭＥ－制御は、機能エンティティアクセス管理（Ｆ

ＥＡＭ）とインタフェースすると同様に異なるＳＣＳＭ（すなわちＳＣＳＭ－ＳＳＦ）、ＳＣＭＥ ＦＳＭそれ

ぞれとインタフェースする。 

 ＳＣＭＥ－制御はＳＣＦ ＦＳＭ（例えばＳＣＳＭ－ＳＳＦ）の全てのインスタンスのためにＳＳＦとのアソ

シエーションを維持する。 

 ＳＣＦ ＦＳＭのこれらのインスタンスは、ＳＣＦ関連イベントに同期、非同期的に生成される。これは、Ｓ

ＣＦ ＦＳＭオブジェクトの生成、起動及び維持のタスクを実行する単一のエンティティが必要であることを示

している。 特に、ＳＣＭＥ－制御は、以下のタスクを実行する。 

 １） 他のＦＥからの入力メッセージを解釈し、対応ＳＣＳＭイベントへそれらを翻訳する。 

 ２） ＳＣＳＭ出力を他ＦＥへの適切なメッセージに翻訳する。 

 ３） （呼制御と）非同期の動作（そのような動作の１つは活性化試験である）を実行する。 

 ４） ＳＣＦと他のＦＥ間の永続的な相互動作を提供する。 

 ５） ＳＣＦにおける管理と監視機能に関連した（呼処理と）非同期の動作を処理したり、ＳＣＭＥ ＦＳＭ

のインスタンスを生成する。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽ＳＣＭＥ ＦＳＭの異なるコンテクストは、起動オペレーションで与えられるアドレス情報に基づいて区別さ

れるかもしれない。△ 

 最後に、ＦＥＡＭは低レベルのインタフェース機能をＳＣＭＥから解放している。ＦＥＡＭの機能は以下のも

のを含む。 

 １） ＳＳＦとのインタフェースを確立し維持する。 

 ２） ＳＳＦから受信したメッセージをＳＣＭＥに渡し、また（必要ならば）行列待ちする。 

 ３） ＳＣＭＥから受けたメッセージをフォーマットし、（必要ならば）行列待ちし、ＳＳＦへ送出する。 

 

12.4 部分的ＳＣＦ管理エンティティ（ＳＣＭＥ）状態遷移図  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.5 ＳＣＦ呼状態モデル（ＳＣＳＭ）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.5.1 ＳＳＦ／ＳＲＦ関連状態（ＳＣＳＭ－ＳＳＦ／ＳＲＦ）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.5.1.1 ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.5.1.2 ＣＳＡの有限状態機構  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.5.1.2.1 状態Ｉ１「ＳＳＦ制御空き（SSF Control Idle）」【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

 

12.5.1.2.2 状態Ｉ２「ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions）」 

この状態では、ＣＳＡ対向ＦＳＭインスタンスは、ＳＣＦからの指示と、ＣＳ対向ＦＳＭインスタンスやＳＳ

Ｆ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭから受信したイベントを処理する。 

以下のイベントがこの状態において起こり得る。 

－ （Ｉｅ２）遷移なし内部イベント：これは内部イベントであり、以下の場合に引き起こされる。 

－ ＳＬＰＩが、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭへ以下のオペレーションを送出するようＣ

ＳＡ対向ＦＳＭインスタンスに指示する場合  

－ 呼解放（ReleaseCall） 

－ レグ移動（MoveLeg） 

－ 呼セグメント併合（MergeCallSegments） 
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（注）この場合、ＳＳＦは「ソース」ＣＳを削除し、「ソース」ＣＳのレグを「ターゲット」ＣＳ

に接続する。ＣＳＡ対向ＦＳＭは、「ソース」ＣＳ対向ＦＳＭインスタンスにイベントを送信

し、ＦＳＭインスタンスを解放する。ＣＳＡ対向ＦＳＭは、「ターゲット」ＣＳ対向ＦＳＭイ

ンスタンスにイベントを送信する。 

－ ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） 

－  暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） 

（注）暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションの送信が要求された場合、

新たな CS 対向 FSM インスタンスを指定された数だけ生成し、当該イベントを当該新規 CS FSM

インスタンスに通知する。当該オペレーションに対するエラー応答を受信した場合には、当該

オペレーションにより生成した全てのCS対向FSMインスタンスは解放されなければならない。 

▼暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションでは、常に二つの暫定接続の

設定を要求しなければならない。これにより、新たな CS 対向 FSM インスタンスは常に二つ生

成される。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

－ 関連するＣＳ対向ＦＳＭインスタンスが以下のオペレーション送出を要求する場合 

－ 課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent） 

－ 課金情報送出（SendChargingInformation） 

－ 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） 

－ 順方向接続切断（DisconnectForwardConnection） 

－ アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument） 

－ 接続（Connect） 

－ 継続（Continue） 

－ 呼解放（ReleaseCall） 

－ ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ内のアプリケーションタイマTassist/hand-offが満了し

た場合 

この場合、まだ関連するＦＳＭが存在している。このイベントは同一状態への遷移を引き起こす。 

－ （ＩＥ３）遷移なし外部イベント：これは外部イベントであり、他のＦＥからのイベントを受信時に引き

起こされる。ＣＳＡ対向ＦＳＭは、必要ならばイベントを処理し、関連するＦＳＭにイベントを引き渡す。 

－ ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） 

－ エンティティ解放完了（EntityReleased） 

－ 課金イベント通知（EventNotificationCharging） 

この場合、関連するＦＳＭがまだ存在している。このイベントは同一状態への遷移を引き起こす。 

－ （Ｉｅ５）空きへの内部イベント：これは内部イベントであり、以下の場合に引き起こされる。 

－ 最後のＣＳ対向ＦＳＭインスタンスが「空き（Idle）」状態に遷移する場合 

この場合、関連するＦＳＭはもはや存在しない。このイベントは状態Ｉ１「ＳＳＦ制御空き（SSF Control 

Idle）」への遷移を引き起こす。 

－ （Ｉｅ６）処理失敗：この（内部）イベントは、適切な例外処理及び状態Ｉ１「ＳＳＦ制御空き（SSF Control 

Idle）」への遷移を引き起こす。 

 

12.5.1.3 コールセグメントの有限状態機構  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

16 エラー手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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17 詳細オペレーション手順 

17.3 活性化試験（ActivityTest）手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.37 接続（Connect）手順 

17.37.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.37.1.1 パラメータ 

－ ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress） 

このパラメータには、呼のルーチング先の着番号（ＮＴＴ－Ｑ７６２参照）が収められる。このパラメ

ータの符号化は（ＮＴＴ－Ｑ７６３参照）で定義されている。「ルーチング対地アドレス

（destinationRoutingAddress）」は、ハンドオフ手順のコンテキストの中で使用され、その中に「相関

ＩＤ（correlationID）」と「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」が別々に指定されない場合のみ、「相関ＩＤ

（correlationID）」と「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」を含むかもしれない。 

－ 相関ＩＤ（correlationID） 

このパラメータは、網Ｂ内のＳＳＦへの接続が確立したことを、網ＢのＳＳＦから網ＢのＳＣＦ  

に通知するケースにおいて、網Ａの起動ＳＳＦからの要求と対応づけるためにＳＣＦによって用  

いられる。  

「相関ＩＤ（correlationID）」が、「ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress）」の中

に含まれない場合にのみ、「相関ＩＤ（correlationID）」は上記コンテキストで用いられる。 

  － ＩＳＤＮアクセス関連情報（iSDNAccessRelatedInformation） 

    ＮＴＴ－Ｑ７６２のアクセス転送パラメータと同じ情報を転送する。 

  ただし、着サブアドレスの指定のみ許容する。 

－ ＳＣＦ ＩＤ（scfID） 

本標準第 5編参照。ＳＣＦ ＩＤ（scfID）は、ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress）

に含まれない場合にのみ、上記相関ＩＤ（correlationID）のパラメータ説明の項で示した手順のコンテ

キストで用いられる。 

－ 汎用番号（genericNumbers） 

このパラメータは、ＳＣＦがＳＳＦから受信した汎用番号情報（もしあれば）の変更をＳＣＦに許容す

る。また、ＳＳＦが事前にこのパラメータを使用していなければ、汎用番号情報をＳＣＦからそのＳＳ

Ｆに対して与えることもできる。 

▼汎用番号パラメータには、以下の設定が可能である。  

・  付加発番号▲  

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

  － 第二サービス相互動作表示（serviceInteractionIndicatorsTwo） 

ＩＮベースサービスと網ベースサービス間、異なるＩＮサービス間の相互動作を解決するためにＳＳＰ

とＳＣＰの間で交換される情報を示す。 

    本パラメータは、以下が設定されうる。  

・  着ＩＮ番号表示許容指示（allowCdINNoPresentationInd） 

 ・  着ＩＮ番号書換制御（calledINNumberOverriding） 

・  リダイレクトサービス処理表示（redirectServiceTreatmentInd） 

－ 付加発番号（additionalCallingPartyNumber）  

ＮＴＴ－Ｑ７６２付加発番号 信号情報参照。  

本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として拡張（extensions）パラメータに設定される。  
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汎用番号（genericNumbers）パラメータに「付加発番号」が設定されている場合、拡張  

（extensions）パラメータ内の拡張シンタックス値が「－１」にて識別される拡張フィールド情報内の

付加発番号（additionalCallingPartyNumber）パラメータ（４章参照）は有効ではない。 

  － 事業者情報転送（ttcCarrierInformationTransfer）  

   ＮＴＴ－Ｑ７６２事業者情報転送 信号情報参照。  

    本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として拡張（extensions）パラメータに設定される。  

本パラメータ内は、ＳＣＰ事業者情報、移転元ＳＣＰ事業者情報、移転先ＳＣＰ事業者情報を送 

信するために以下が設定されうる。 

・ 経由情報転送表示：設定。 

・ 事業者情報名：設定。但し、「ＳＣＰ事業者情報」、「移転元ＳＣＰ事業者情報」、 

「移転先ＳＣＰ事業者情報」のみ指定可。 

  － 発信者番号非通知理由（ttcCauseOfNoID）  

    ＮＴＴ－Ｑ７６２発信者番号非通知理由 信号情報参照。  

    本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として拡張（extensions）パラメータに設定される。  

 

17.37.2 起動側エンティティ（SCF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.37.3 応答側エンティティ（SSF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.39 継続（Continue）手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.45 順方向接続切断（DisconnectForwardConnection）手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.46 アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument）手順 

  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.51 エンティティ解放完了（EntityReleased）手順 

17.51.1  概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.51.1.1 パラメータ S 

－ ＣＳ失敗（CSFailure） 

ＣＳが解放されたことを示す。 

－ 呼セグメントＩＤ（callSegmentID） 

解放されたＣＳを識別する。 

－ 網特有理由（reason） 

エラー／異常の種類に関する網固有の情報（例えば、外部／内部エラーまたは異常）を提供  

する。  

本パラメータ値は以下の領域に基づいて付与する。  

 ‘00000001’B～’01111111’B：ＴＴＣ固有領域  

 ‘10000000’B～’11111111’B：網特有領域  

 ‘00000000’B：未使用  

ＴＴＣにて規定される網特有理由（reason）パラメータへの設定値は以下の通りである。  

 ‘00000001’B：アプリケーションタイマ満了  

 ‘00000010’B：処理異常  

‘00000011’B：他関連リソース消滅（暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレ 

      ーションの解放条件（ReleaseCondition）パラメータに従って、関連レグが消  

      滅した際に当該ＣＳを解放する場合に使用）  

▼網特有領域の値の設定は現状ない。 
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外部からの信号による理由表示（Cause）パラメータ受信時以外の場合に網特有理由（reason） 

パラメータ値を設定する。本パラメータが送信される場合は、理由表示（Cause）パラメータは送

信されない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

－ 理由表示（cause） 

特定エンティティの理由表示を示す。この理由は、その呼の今後の処理について決めるためにＳＣ

Ｆによって使用されるかもしれない。 

本パラメータは、エンティティ解放完了を通知するＣＳ内のレグまたは暫定接続にて外部か  

らの信号により理由表示（Cause）パラメータを受信した場合に使用される。  

▼本パラメータが送信される場合は、網特有理由（reason）パラメータは送信さ 

れない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

17.51.2  起動側エンティティ（SSF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.51.3  応答側エンティティ（SCF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.53 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）手順 

17.53.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.53.1.1  パラメータ 

－ アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress） 

このパラメータは、網Ｂへのアシスト手順のための網Ｂ内の着アドレスを示す。  

「アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress）」は「相関ＩＤ

（correlation ID）」と「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」が独立して指定されていない場合のみ「相関ＩＤ

（correlationID）」、「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」を含む。 

▼このパラメータにて設定される着アドレスの最大は 26 桁である。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

－ 相関ＩＤ（correlationID） 

このパラメータは網Ｂ内のＳＳＦ（またはＳＲＦ）からの暫定接続の確立に関する網ＢのＳＣＦ  

への通知と網Ａの起動ＳＳＦからの要求を対応づける為にＳＣＦが使用する。  

相 関 Ｉ Ｄ （ correlationID ） は 、 「 ア シ ス ト Ｓ Ｓ Ｐ － Ｉ Ｐ ル ー チ ン グ ア ド レ ス

（assistingSSPIPRoutingAddress）に含まれない場合にのみ使用される。 

－ ＳＣＦ ＩＤ（scfID） 

本別表第 5 編参照。「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」は「アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス

（assistingSSPIPRoutingAddress）」に含まれていない場合にのみ使用される。 

－ 接続指定先（partyToConnect） 

－ レグＩＤ（legID） 

このパラメータは、このレグと同じ呼セグメント（CS）に接続されている他のレグとの間の音声接

続を維持する一方で、今後の相互動作が呼のどの話者に適用されるかを示す。 

ＳＣＦは、「送信側ＩＤ（sendingSideID）」のみを使用する。  

  － 事業者情報転送（ttcCarrierInformationTransfer）  

    ＮＴＴ－Ｑ７６２事業者情報転送 信号情報参照。  

    本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として拡張（extensions）パラメータに設定される。  

    本パラメータ内は、ＳＣＰ事業者情報を送信するために以下が設定されうる。 
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     ・ 経由情報転送表示：設定。ただし、本フィールドはＳＳＦ側では参照しない。 

     ・ 事業者情報名：設定。但し、「ＳＣＰ事業者情報」のみ指定可。 

 

17.53.2 起動側エンティティ（SCF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.53.3 応答側エンティティ（SSF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.54 課金イベント通知（EventNotificationCharging）手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】  

17.55 ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.64 イニシャルＤＰ（InitialDP）手順 

17.64.1  概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.64.1.1 パラメータ 

－ サービスキー（serviceKey） 

このパラメータは、要求されたＩＮサービスをあいまいさがないようにＳＣＦに対して指定する。この

パラメータは、（ＳＣＰを特定するためではなく）ＳＣＦ内で正しいアプリケーション／ＳＬＰを特定

するのに使用される。 

－ ダイヤル番号（dialledDigits） 

本別表第 5編参照。ダイヤル番号は、発側又は交換呼処理よりあらかじめＳＳＦに受信される実  

際の番号である。  

－ 着番号（calledPartyNumber） 

このパラメータは、順方向の着信者を識別するために使用される番号を含む。ＮＴＴ－Ｑ７６２着番号 

信号情報参照。 

－ 発番号（callingPartyNumber） 

ＮＴＴ－Ｑ７６２発番号 信号情報参照。 

－ 発ユーザ種別（callingPartysCategory） 

ＮＴＴ－Ｑ７６２発ユーザ種別 信号情報参照。 

－ 発サブアドレス（callingPartySubaddress） 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１発サブアドレス 信号情報参照。  

－ その他呼情報（miscCallInfo） 

ＤＰタイプ（通知か要求）とＤＰ割当（回線毎、グループ毎、局毎）のシーケンス。ＤＰタイプとＤＰ

割当は、網運用者が選択できる。 

▼ＤＰタイプ（通知）とＤＰ割当（グループ毎）の指定は使用できない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

－ 端末種別（terminalType） 

本別表第 5編参照。端末タイプを識別し、ＳＣＦがＳＲＦに能力の適切なタイプ（音声認識、ＤＴＭＦ、

表示能力など）を指定できるようにする。 

－ 順方向呼表示（forwardCallIndicators） 

このパラメータは、呼が国内呼あるいは国際呼として扱われるべきかどうかを示す。また、網アクセス

の信号能力、前位の網接続、および後続の網接続の際の優先信号能力も示す。網アクセス能力は端末種

別を示すものではない。例えば、ＩＳＰＢＸはＩＳＤＮアクセス種別を持つが、ＩＳＰＢＸにつながる

ユーザの端末はＩＳＤＮかまたは非ＩＳＤＮであろう。 

－ ベアラ能力（bearerCapability） 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 
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このパラメータは、ユーザへの▽ベアラ能力接続コネクションの種別または△通信路要求表示を示す。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽次の２つのパラメータのどちらを使用するかを選択するのは、網オプションである。△ 

 

 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽－ ベアラ能力（bearerCap） 

このパラメータは、ＳＳＦがローカル交換機レベルにある場合にはＤＳＳ１ベアラ能力（Bearer 

Capability）パラメータ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１）を含み、ＳＳＦが中継交換機レベルにある

場合にはＩＳＵＰユーザサービス情報（User Service Information）パラメータ（ＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｑ７６３参照）を含む。 

ベアラ能力（bearerCap）パラメータは、ＤＳＳ１ベアラ能力（Bearer Capability）パラメータや

ＩＳＵＰユーザサービス情報（User Service Information）パラメータがＳＳＰで利用可能な場合

のみ、イニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションに含まれるべきである。 

伝達能力の 2 つの値がＳＳＦで使用できる場合、またはユーザサービス情報とユーザサービス情報

プライムがＳＳＦで使用できる場合、ベアラ能力（bearerCap）は、優先伝達能力の値、ユーザサー

ビス情報プライムパラメータの値を含む。△ 

－ 通信路要求表示（tmr） 

通信路要求表示（tmr）は、ＮＴＴ－Ｑ７６３に従ってＩＳＵＰの通信路要求表示（Transmission 

Medium Requirement）パラメータとして符号化される。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽通信路要求表示の 2 つの値がＳＳＦで使用できる場合、または通信路要求表示と通信路要求表示

プライムがＳＳＦで使用できる場合、ベアラ能力（bearerCap）は、優先通信路要求表示の値、通信

路要求表示プライムパラメータの値を含む。△ 

－ ＢＣＳＭイベント種別（eventTypeBCSM） 

このパラメータは、イニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションを発生させることに至った、設定され

たＢＣＳＭ検出ポイントイベントを示す。 

－ 汎用番号（genericNumbers） 

ＳＳＦは、着番号、付加接続先番号、付加オリジナル着番号、付加転送先番号だけでなく、付加発番号

についてＳＣＦに通知できる。 

▼汎用番号パラメータには、以下の設定が可能である。  

・  付加発番号▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】  

－ 契約者番号（ttcContractorNumber）  

このパラメータは、網が監理する契約者の番号を示す。ＮＴＴ－Ｑ７６２契約者番号   

信号情報参照。  

本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として、拡張（extensions）パラメータに設定される。  

－ 料金区域情報（ttcChargeAreaInformation）  

このパラメータは、発信者の料金区域情報を示す。ＮＴＴ－Ｑ７６２料金区域情報 信  

号情報参照。  

本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として、拡張（extensions）パラメータに設定される。  

－ 着ＩＮ番号（ttcCalledINNumber）  

このパラメータは、着ＩＮ番号を示す。ＮＴＴ－Ｑ７６２着ＩＮ番号 信号情報参照。  

本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として、拡張（extensions）パラメータに設定される。 
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  － 事業者情報転送（ttcCarrierInformationTransfer）  

    このパラメータは、事業者情報転送を示す。ＮＴＴ－Ｑ７６２事業者情報転送 信号情  

    報参照。  

    本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として、拡張（extensions）パラメータに設定される。  

  － 付加ユーザ種別（ttcAdditionalPartysCategory）  

    このパラメータは、付加ユーザ種別を示す。ＮＴＴ－Ｑ７６２付加ユーザ種別 信号情  

    報参照。  

    本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として、拡張（extensions）パラメータに設定される。  

  － ＳＳＰ料金区域情報（ttcSSPChargeAreaInformation）  

    このパラメータは、ＳＳＰの料金区域情報を示す。  

    本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として、拡張（extensions）パラメータに設定される。  

 

17.64.2  起動側エンティティ（SSF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.64.3  応答側エンティティ（SCF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.68 呼セグメント併合（MergeCallSegments）手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.71 レグ移動（MoveLeg）手順      【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.89 呼解放（ReleaseCall）手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.97 課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent）手順 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.98 ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）手順 

17.98.1  概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.98.1.1 パラメータ 

－ ＢＣＳＭイベントリスト（bcsmEvents） 

このパラメータは、報告を要求する一つまたは複数のイべントを規定する。 

－ ＢＣＳＭイべント種別（eventTypeBCSM） 

こ のパラメータは、報告を要求するイべントの種別を規定する。発呼分析完了

（Origination_Attempt_Authorized）の値は、ＢＣＳＭイべント種別のパラメータとしては妥当で

はない。 

－ 監視モード（monitorMode） 

このパラメータは、イべント報告の方法を示す。「監視モード（monitorMode）」が「中断

（interrupted）」の場合、イべントは要求として報告されなければならない。「監視モード

（monitorMode）」が「通知し継続（notifyAndContinue）」の場合は、イべントは通知として報告

されなければならない。「監視モード（monitorMode）」が「透過（transparent）」の場合、イベ

ントは報告されない。 

－ レグＩＤ（legID） 

このパラメータは、イべントが報告されるべき呼の話者を示す。ＳＣＦは、オプションの「送出側

ＩＤ（sendingSideID）」のみを使用する。 

－ 送出側ＩＤ（sendingSideID） 

「レグＩＤ（legID）」の値は以下を想定する。 

注：レグの番号は以下の原則に基づいて付与される。 

  最初の呼セグメント（CS）が発側ＣＳ（「発側呼設定（Originating Setup）」ＣＳ状 

  態）から生成された場合、レグＩＤ（legID）＝１が制御レグ、レグＩＤ（legID）＝ 
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  ２が受動レグである。 

このパラメータが指定されなかった場合は、次のデフォルトを想定する。  

「レグＩＤ（legID）」＝１は、発側－途中放棄（O_Abandon）イベント。  

「レグＩＤ（legID）」＝２は、発側－着信者話中（O_CalledPartyBusy）、発側－無応答 

（O_NoAnswer）、発側－応答（O_Answer）のイベント。  

「レグＩＤ（legID）」パラメータは、発側－切断（O_Disconnect）イベントの場合は、  

例外なく含まれるべきである  

－ ＤＰ特有判断基準（dPSpecificCriteria） 

このパラメータは、設定されるべきＥＤＰに特有の情報を示す。 

－ アプリケーションタイマ（applicationTimer） 

このパラメータは、無応答（NoAnswer）イべントにおけるアプリケーションタイマを示す。ユ

ーザが既定の時間内に応答しなかった場合、ＳＳＦはＳＣＦにイべントを報告する。このタイ

マは、網の無応答タイマより小さいことが要求される。 

▼無応答（NoAnswer）イベントの検出を要求する場合には、常にこのパラメータを指定しなけ

ればいけない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

17.98.2  起動側エンティティ（SCF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.98.3 応答側エンティティ（SSF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

 

17.116 課金情報送出（SendChargingInformation）手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.116.2 起動側エンティティ（SCF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.116.3 応答側エンティティ（SSF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.133 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）手順 

17.133.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.133.1.1 パラメータ 

－ 暫定接続起動パラメータ群（iTCParameters） 

－ 新規呼セグメント（newCallSegment） 

このパラメータは、先行的な暫定接続の設定に伴って新たに生成されるＣＳのＩＤを示す。 

－ アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress） 

このパラメータは、網Ｂへの暫定接続設定のための網Ｂ内の着アドレスを示す。「アシストＳＳＰ

－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress）」は、「相関ＩＤ（correlationID）」

「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」が独立して指定されていない場合のみ「相関ＩＤ（correlationID）」

「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」を含む。▼このパラメータにて設定される網Ｂ内の着アドレスの最大は

26 桁である。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

－ 相関ＩＤ（correlationID） 

このパラメータは網Ｂ内のＳＳＦ（またはＳＲＦ）からの暫定接続の設定に関する網ＢのＳＣＦへ

の通知と網Ａの起動側ＳＳＦからの要求を対応付けるためにＳＣＦが使用する。「相関ＩＤ

（ correlationID ） 」 は 「 ア シ ス ト Ｓ Ｓ Ｐ － Ｉ Ｐ ル ー チ ン グ ア ド レ ス
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（assistingSSPIPRoutingAddress）」に含まれない場合にのみ使用される。 

－ ＳＣＦ ＩＤ（scfID） 

「 Ｓ Ｃ Ｆ  Ｉ Ｄ （ scfID ） 」 は 「 ア シ ス ト Ｓ Ｓ Ｐ － Ｉ Ｐ ル ー チ ン グ ア ド レ ス

（assistingSSPIPRoutingAddress）」に含まれない場合にのみ使用される。 

－ 解放条件（releaseCondition） 

このパラメータは、設定中および保留中の暫定接続の解放条件を示す。解放条件は生成する暫定接

続毎に指定可能であり、解放条件が適用されるのは暫定接続の設定開始後からレグとの接続前まで

である。 

このパラメータが省略された場合は、イニシャル呼セグメント（呼セグメントＩＤ＝１）が  

指定されたものとみなす。  

－ 事業者情報転送（ttcCarrierInformationTransfer）  

ＮＴＴ－Ｑ７６２事業者情報転送 信号情報参照。  

本パラメータ内は、ＳＣＰ事業者情報を送信するために以下が設定されうる。 

・ 経由情報転送表示：設定。但し、本フィールドはＳＳＦ側では参照しない。 

・ 事業者情報名：設定。但し、「ＳＣＰ事業者情報」のみ指定可。 

▼暫定接続起動パラメータ群（iTCParameters）は、常に２つ設定されなければならない。すなわち、常に

２つの暫定接続を設定する条件を指定しなければならない。捕捉した暫定接続が１つ残っている状態で暫

定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションを送信する場合には、この暫定接続を呼解

放（ReleaseCall）オペレーションにより解放しなければならない。捕捉した暫定接続が２つ残っている状

態では、暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションの送信は許容しない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

17.133.2 起動側エンティティ（SCF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.133.3 応答側エンティティ（SSF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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18   下位レイヤから想定されるサービス 

18.1 ＴＣから想定するサービス 

 本勧告で定義されるＳＳ７アプリケーションレイヤプロトコルは、一対のアプリケーションプロセス間の通信

を提供するためのプロトコルである。ＳＳ７環境においては、これはトランザクション機能を用いた一対の応用

エンティティ（ＡＥ）間の通信を示す。あるＡＥの機能はアプリケーションサービス要素（ＡＳＥ）の集合によ

って提供される。ＡＥ間の相互動作はＡＳＥによって提供されるサービスの利用によって示される。 

 もしアプリケーションコンテキスト（ＡＣ）が単一の物理的なノードの中でのＦＥの差異のために使われるべ

きならば、使われるＴＣのバージョンはＴＣのダイアログ部をサポート（すなわち White Book ＴＣ）していなけ

ればならない。 

▼また、本標準におけるＩＮインタフェースをサポートするために要求される最低限のＴＣはＮＴＴ－ 

Ｑ７７ｘであり、ＡＣを使用するために必ずダイアログ部をサポートしておかなければならない▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

18.1.1 共通手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.1.1.1 正常手順 

 本節は、正常時にＡＥ間でのメッセージ送信に用いられるべき手順とＴＣプリミティブについて示す。 

 ＩＮＡＰは、ＴＣユーザとして、ＴＣによって提供される構造化ダイアログ機能のみを用いる。以下の状況は、

メッセージが２つの物理エンティティ間で送信される時に生起し得る。 

－ダイアログが確立されなければならない：ＴＣユーザはＴＣ－開始要求プリミティブを発行する。 

－ダイアログが継続されなければならない：ＴＣユーザはＴＣ－継続要求プリミティブを発行する。 

－ダイアログはもはや継続されてはならない：ＴＣユーザは、以下の条件に応じた基本終了 

 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽あるいは先行終了△ 

を伴うＴＣ－終了要求プリミティブを発行する。 

－基本終了 

－ダイアログが確立される場合、関係の終了を導くオペレーションが、ＴＣ－終了要求プリミティブ（基

本）とともにＦＥによって転送され得る。ただし、ＦＥがこれらの送信されたオペレーションに関す

るエラーや拒否コンポーネントの受信に関心のない場合に限る。ＦＥのダイアログリソースが一旦解

放されると、これらのオペレーションに対して受信されたあらゆるエラーあるいは拒否コンポーネン

トは、ＮＴＴ－Ｑ７７４に記述されているように、ＴＣによって破棄される。 

－ダイアログが確立され、ＦＥが関係の終了を導くオペレーションを受信し、ダイアログを継続させる

ことに関心がなく、送信すべきオペレーションがない場合、コンポーネントを１つも伴わないＴＣ－

終了要求プリミティブ（基本）が、ＦＥから送信され得る。 

 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽－先行終了 

あるエンティティが関係の終了を導く送信済オペレーションに対する応答として、受信し得るエラー

や拒否メッセージに関心のある場合には、ダイアログは、ＴＣ－終了要求プリミティブ（先行終了）

によって、最後の当該のオペレーションタイマ満了後に終了される。受信側エンティティは、これら

のオペレーションが正常に処理された後に（すなわち、関係が終了される）、ＴＣ－終了要求プリミ

ティブ（先行終了）によって、ダイアログを終了させることができる。 
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－一般的に、先行終了は、通信している双方のエンティティが、相手側のエンティティが先行終了を適用す

ることを明確に認識できるケースにのみ使用が許されなければならない。その他の全てのケースでは、基

本終了が用いられなければならない。△ 

 

18.1.1.2 異常手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.1.1.3 ダイアログ処理 

18.1.1.3.1 ダイアログ確立 

 ＩＮＡＰダイアログの確立は、3.1.3 節に記述された２つの応用プロセスを含む。その一つはダイアログ開始部

（dialogue-initiator）であり、もう一つはダイアログ応答部（dialogue-responder）である。 

 ＡＣネゴシエーションは、全ての物理エンティティおよび／あるいは全てのネットワークにおいてサポートさ

れていないかもしれない。 

 この処理は以下に挙げる信号によって実行される。 

－ダイアログ開始部からのＴＣ－開始要求プリミティブ 

－応答側で生起するＴＣ－開始指示プリミティブ 

－開始側で生起する最初のＴＣ－継続指示プリミティブ 、あるいは以下の特殊な条件： 

－開始側で生起するＴＣ－終了指示プリミティブ 

－開始側で生起するＴＣ－Ｕ－アボート指示プリミティブ 

－開始側で生起するＴＣ－Ｐ－アボート指示プリミティブ 

 

ＴＣ－開始要求プリミティブの送信 

 ＴＣ－開始要求プリミティブを送信する前に、ＳＡＣＦはＡＣ名および存在するならばユーザ情報パラメータ

を蓄積しなければならない。 

▼ユーザ情報パラメータは使用しない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 ＳＡＣＦはＴＣ－起動サービスを用いて当該オペレーションの起動を要求しなければならない。起動手順の記

述は 18.1.1.4.1 節を参照のこと。 

 最後の起動要求の処理後、ＳＡＣＦはＴＣ－開始要求プリミティブを発行しなければならない。 

 その後、開始側のＳＡＣＦはＴＣ指示プリミティブを待ち、ＴＣ－Ｕ－アボート要求あるいは解放方法パラメ

ータに「先行解放」を設定したＴＣ－終了要求以外の要求を発行することはない。 

 

ＴＣ－開始指示の受信 

 ＴＣ－開始指示プリミティブの受信時に、応答側ＳＡＣＦは以下の処理を行なわなければならない。 

－ＡＣ名がもしプリミティブに含まれている場合には、それを分析する。もしそれがサポートされている場

合には、18.1.1.4.1 節に記述されるように、ＴＣから受信されるその他の指示プリミティブを処理する。 

▼ＡＣ名は必ず含まれる。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

－プリミティブに含まれるＡＣ名がサポートされていない場合には、ＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブ

を発行する。▼代替ＡＣを提供しても、当該代替ＡＣにて再度通信を行う手順はサポートしない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 
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【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

 ▽代替のＡＣが提供可能ならば、その名前はＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブに含まれる。△ 

 

最初のＴＣ－継続指示の受信 

 ダイアログのための最初のＴＣ－継続指示プリミティブの受信時には、ＳＡＣＦはＡＣ名パラメータの値をチ

ェックしなければならない。この値がＴＣ－開始要求プリミティブで用いられた値と一致する場合には、ＳＡＣ

Ｆは 18.1.1.4.1 節に記述されるように、後続のＴＣコンポーネント処理用指示プリミティブを処理しなければな

らない。一致しない場合は、ＳＡＣＦはＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブを発行しなければならない。 

 

ＴＣ－終了指示の受信 

 ダイアログ開始状態におけるＴＣ－終了指示プリミティブの受信時には、ＳＡＣＦはＡＣ名パラメータの値を

チェックしなければならない。この値がＴＣ－開始要求プリミティブで用いられた値と一致する場合には、ＳＡ

ＣＦは 18.1.1.4.1 節に記述されるように、後続のＴＣコンポーネント処理用指示プリミティブを処理しなければ

ならない。 

 

ＴＣ－Ｕ－アボート指示の受信 

 ＴＣ－Ｕ－アボート指示プリミティブの受信については、ユーザアボート手順の一部として記述されている

（18.1.1.3.4 節を参照のこと）。アボート理由がサポートされていないＡＣ名である場合、応答側は代替のＡＣ

名をＴＣ－Ｕ－アボート指示内で提案するかもしれない。 

▼ 代替のＡＣ提案に対する新たなダイアログ確立に関する手順はサポートしない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽代替のＡＣが提案された場合、受信側エンティティはこの名前をチェックし、もしそれがサポートされている

ならば、新しいダイアログが確立されるかもしれない。△ 

 

ＴＣ－Ｐ－アボート指示の受信 

 ＴＣ－Ｐ－アボート指示プリミティブの受信については、プロバイダアボート処理の一部として記述されてい

る。（18.1.1.3.5 節を参照のこと） 

 

18.1.1.3.2 ダイアログ継続  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.1.1.3.3 ダイアログ終了 

 ダイアログ開始部とダイアログ応答部の両者は、18.1.2.1.1節および18.1.2.1.2節で記述される規則に従って、

ダイアログが確立される必要のない時やダイアログがもはや継続される必要のない時に、ダイアログ確立後にダ

イアログの終了を要求する能力を有する。 

 ダイアログ終了処理は以下のイベントによって実行される。 

－ＴＣ－終了要求プリミティブ 

－ＴＣ－終了指示プリミティブ 

 

ＴＣ－終了要求の送信 

 ダイアログがもはや継続されるべきでない時には、ＳＡＣＦは、18.1.1.4.1 節に記述されるように、あらゆ
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るコンポーネント処理用要求プリミティブを処理しなければならない。 

 （もしあれば）最終コンポーネント処理用要求プリミティブを処理した後、ＳＡＣＦは、18.1.2.1.1 節およ

び 18.1.2.1.2 節で記述される規則に従って、解放方法パラメータに「基本終了」 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽あるいは「先行解放」△ 

を設定したＴＣ－終了要求プリミティブを発行しなければならない。 

 

ＴＣ－終了指示の受信 

 ＴＣ－終了指示プリミティブの受信時には、ＳＡＣＦはあらゆるコンポーネント処理用指示プリミティブを

受け付け、そして、18.1.1.4.1 節に記述されているようにそれらを処理しなければならない。 

 最後のコンポーネント処理用指示プリミティブを処理した後、全てのダイアログ関連リソースは解放される。 

 

 

18.1.1.3.4 ユーザアボート  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.1.1.3.5 プロバイダアボート  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.1.1.3.6 ＴＣダイアログプリミティブへのマッピング 

 ＴＣ－片方向サービスはＩＮＡＰによって利用されない。 

 ＴＣダイアログサービスへのパラメータのマッピングは以下の通りである。 

 ＴＣ－開始サービスのパラメータの利用は以下の制限つきで、18.1.1.3.7 節に定義される。 

－ＴＣ－開始サービスの着アドレスパラメータは、ＴＣ－開始サービスに応答するＡＥのＩＮＡＰアドレス

が設定されなければならない。 

注：本パラメータ内に用いられるアドレスは、多数の代替のＡＥのうちの１つに向けてＳＣＣＰアドレ

ス翻訳によってマッピングされるかもしれない。 

－ＴＣ－開始サービスのＡＣ名パラメータは、起動側ＡＥと応答側ＡＥの間で用いられる特定のインタフェ

ースに従って設定されなければならない。 

－ＴＣ－開始サービスの発アドレスパラメータは、ＴＣ－開始サービスの起動側のＡＥの曖昧でないＩＮＡ

Ｐアドレスが設定されなければならない。 

 ＴＣ－継続サービスのパラメータの利用は以下の制限つきで、18.1.1.3.7 節に定義される。 

－ＴＣ－継続サービスのＡＣ名パラメータは、同一のダイアログＩｄパラメータ値をもつＴＣ－開始サービ

スのＡＣ名パラメータの値が設定されなければならない。 

－ＴＣ－継続サービスの発アドレスパラメータがもし存在すれば、それはＴＣ－継続サービスの起動側のＡ

Ｅの曖昧でないＩＮＡＰアドレスが設定されなければならない。このパラメータは同一のダイアログＩｄ

パラメータ値を持つＴＣ－開始サービスの後の最初のＴＣ－継続サービスにおいてのみ存在する。 

 ＴＣ－終了サービスのパラメータの利用は以下の制限つきで、18.1.1.3.7 節に定義される。 

－ＴＣ－終了サービスのＡＣ名パラメータは、同一のダイアログＩｄパラメータ値をもつＴＣ－開始サービ

スのＡＣ名パラメータの値が設定されなければならない。本パラメータはＴＣ－終了サービスがＴＣ－開

始サービスの直後に使われる場合にのみ存在する。 

 ＴＣ－Ｕ－アボートサービスのパラメータの利用は以下の制限つきで、18.1.1.3.7 節に定義される。 

－ＴＣ－Ｕ－アボートサービスのアボート理由パラメータはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１に規定されるよう用
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いられなければならない。 

－ＴＣ－Ｕ－アボートサービスのＡＣ名パラメータは、ＴＣ－開始サービスにおいて使われた値 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽か、起動側ＡＥと応答側ＡＥとの間でダイアログを確立するのに使われ得る代替の値のいずれかの値△ 

が設定されなければならない。 

注：本パラメータはＴＣ－Ｕ－アボートがＴＣ－開始指示の直後の応答である場合にのみ存在する。 

 ＴＣ－Ｐ－アボートサービスのパラメータの利用は以下の制限つきで、18.1.1.3.7 節に定義される。 

－ＴＣ－Ｐ－アボートサービスのＰアボートパラメータはＴＣによって、なぜＴＣがダイアログをアボート

したかの理由を示す値が設定される。その値は、ＮＴＴ－Ｑ７７１に定義される値をとらなければならな

い。 

 

18.1.1.3.7 ＴＣダイアログパラメータへのデフォルトマッピング 

ダイアログＩｄ 

 このパラメータの値は、インプリメントに依存した方法で、ＩＮＡＰ起動とともに関連付けられる。本パラ

メータはＩＮＡＰ ＡＥに対して、リモートのＩＮＡＰ ＡＥへの特定のＴＣダイアログを一意に特定する。 

 

ＡＣ名 

 ＡＣ名パラメータは、ＴＣダイアログによってサポートされる必要のあるオペレーションセットに従って設

定される。定義済みのＡＣ名は、5章に示されている。 

 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽ユーザ情報 

 このパラメータはネットワークオペレータ特有の方法により、ダイアログを開始そして応答する応用プロセ

スの両方によって利用されるかもしれない。△ 

 

コンポーネント表示 

 このパラメータは、ＮＴＴ－Ｑ７７１に記述されているように、ＳＡＣＦによって使われる。 

 

終了 

 ＴＣ－終了要求プリミティブの解放方法パラメータの値は、18.1.2.1.1 節および 18.1.2.1.2 節で記述される

規則に従って、ＳＡＣＦによって設定される。 

 

サービス品質 

 ＴＣ要求プリミティブのサービス品質は、ＳＡＣＦにより以下の値に設定される。 

－順序保証要 

－返送オプション、このパラメータはインプリメントに依存した方法で、ＳＡＣＦによって設定される。 

 

18.1.1.4 コンポーネント処理 

18.1.1.4.1 ＩＮＡＰオペレーション手順 

オペレーション起動 
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ＳＡＣＦは受信したパラメータからオペレーションのアーギュメントを作り、ＴＣ－起動手順を用いて当該

オペレーションの起動を要求しなければならない。関連ＩＤパラメータがそのプリミティブ内に挿入されてい

る時は、そのオペレーションが子オペレーションであることを示し、親オペレーションに関連するものである

ことを示唆している。 

▼関連ＩＤを必要とするオペレーションが規定されていないため、以下における関連ＩＤに関する記述は本仕

様において有効ではない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

オペレーション起動の受信 

 ＴＣ－起動指示プリミティブの受信時に、ＳＡＣＦは以下のことを行なわなければならない。 

－オペレーションコードがＡＣによってサポートされているオペレーションに対応するものでない場合には、

適切な問題コード（認識不能オペレーション）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて、拒否コ

ンポーネントの転送を要求する。 

－関連ＩＤが含まれている場合、以下のチェックを行なう：関連ＩＤによって参照されているオペレーショ

ンが関連オペレーションを許容していない場合、あるいはオペレーションコードが、許容される関連オペ

レーションに対応していない場合、あるいは親オペレーションの起動がアクティブでない場合には、適切

な問題コード（期待されない関連応答、あるいは、期待されない関連オペレーション）を伴うＴＣ－Ｕ－

拒否要求プリミティブを発行する。 

－アーギュメントタイプがオペレーションに対して定義されたものではない場合、適切な問題コード（不正

パラメータ）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて、拒否コンポーネントの転送を要求する。 

－ＩＮＡＰ関連ダイアログが解放されようとしているという理由でオペレーションが起動できない場合、問

題コード（解放起動）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて拒否コンポーネントの転送を要求

する。 

－要求されたオペレーションを実行するために十分なＩＮＡＰ関連リソースが利用不可能な場合、問題コー

ド（リソース限界）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて拒否コンポーネントの転送を要求す

る。 

－上のどれにも当てはまらなければ、ＴＣ－起動指示プリミティブを受け付ける。オペレーションがユーザ

に確認されるべきものならば、ＳＡＣＦは対応する応答を待つ。 

 

オペレーション応答 

 ユーザに確認されたオペレーションに対しては、ＳＡＣＦは以下の処理を行なわなければならない。 

－クラス１または３のオペレーションに対する応答内にエラー表示が含まれていない場合には、受信したパ

ラメータから結果情報要素を構成し、ＴＣ結果－Ｌサービスを用いてその転送を要求する。 

－クラス１または２のオペレーションに対する応答内にエラー表示が含まれている場合には、受信したパラ

メータからエラーパラメータを構成し、ＴＣ－Ｕ－エラー要求プリミティブを用いてその転送を要求する。 

 

応答の受信 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽ＴＣ－結果－ＮＬ指示の受信時に、ＳＡＣＦは以下の処理を行なわなければならない： 

－適切な問題コード（不正パラメータ）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて、拒否コンポーネ
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ントの転送を要求する。△ 

 

 ＴＣ－結果－Ｌ指示の受信時には、ＳＡＣＦは以下の処理を行なわなければならない： 

－結果パラメータの型がこのオペレーションの結果のために定義されていないものならば、適切な問題コー

ド（不正パラメータ）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて、拒否コンポーネントの転送を要

求する。 

－上記以外の場合に、ＴＣ－結果－Ｌ指示プリミティブを受け付ける。 

 

 ＴＣ－Ｕ－エラー指示の受信時には、ＳＡＣＦは以下の処理を行なわなければならない： 

－エラーコードが、ＳＡＣＦのために定義されていない、または、起動識別子によって参照されるオペレー

ションに関係ないものである場合には、適切な問題コード（認識不能エラーまたは期待されないエラー）

を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて、拒否コンポーネントの転送を要求する。 

－エラーパラメータの型がこのエラーのために定義されていないものならば、適切な問題コード（不正パラ

メータ）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて、拒否コンポーネントの転送を要求する。 

－上記以外の場合に、ＴＣ－Ｕ－エラー指示プリミティブを受け付ける。 

 

 保留中のオペレーションに影響を与えるＴＣ－Ｕ－拒否指示プリミティブの受信時には、ＳＡＣＦは以下の

処理を行なわなければならない： 

－ＴＣ－Ｕ－拒否指示プリミティブを受け付けなければならない。 

このイベントは、ローカルＴＣが、オペレーションに影響を与える受信コンポーネント内にプロトコルエラー

を検出した場合に生じる。 

 

 「結果応答問題、期待されない結果応答」を示すＴＣ－Ｌ－拒否の受信時には、ＳＡＣＦは応用プロセスに

通知しなければならない。 

 「エラー応答問題、期待されないエラー応答」を示すＴＣ－Ｌ－拒否の受信時には、ＳＡＣＦは応用プロセ

スに通知しなければならない。 

 このイベントは、ローカルＴＣが到着したオペレーションに影響を与えるコンポーネント内にプロトコルエ

ラーを検出した時に発生する。 

 問題コードが一般問題を示している場合には、ＴＣによって起動ＩＤが提供されていたとしても、そのイベ

ントは動作中のオペレーションに関連付けられることはできない。これは、起動ＩＤがローカル起動とリモー

ト起動のいずれを示すか不明なためである。 

 ＴＣ－Ｌ－取消指示の受信時に、ＳＡＣＦは以下の処理を行なわなければならない。 

－当該オペレーションがクラス１オペレーションであるならば、応用プロセスに通知する。 

－当該オペレーションがクラス２オペレーションであり、このオペレーションに対して関連オペレーション

が定義されていないならば、そのプリミティブを無視する。 

－当該オペレーションがクラス３オペレーションであるならば、応用プロセスに通知する。 

－当該オペレーションがクラス４オペレーションであるならば、そのプリミティブを無視する。 

 

他のイベント 

 この節は、あらゆるオペレーションと関連付けられることができない、あるいは、保留中のオペレーショ

ンに影響を与えないコンポーネント処理指示プリミティブ受信時における、ＳＡＣＦの動作を記述している。 
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動作中オペレーションに影響を与えない（すなわち、結果応答またはエラー応答問題を示している）ＴＣ－

Ｕ－拒否指示プリミティブの受信時には、18.1.2.1.2 節に記述されている規則に従って送信側の応用プロセ

スによってダイアログがまだ終了されていないならば、ダイアログをアボートする、継続する、あるいは終

了する選択は、応用プロセスに任される。このことは、クラス４の関連オペレーションに関連する起動問題

にも適用可能である。 

 動作中オペレーションに影響を与えないＴＣ－Ｒ－拒否指示の受信時（すなわち、プロトコルエラーが相

手のＴＣエンティティによって検出されている場合）には、18.1.2.1.2 節に記述されている規則に従って送

信側の応用プロセスによってダイアログがまだ終了されていないならば、ダイアログをアボートする、継続

する、あるいは終了する選択は、応用プロセスに任される。 

 動作中オペレーションと関連付けられることができないＴＣ－Ｌ－拒否指示プリミティブの受信時（すな

わち、プロトコルエラーがローカルのＴＣエンティティによって検出された場合）には、ダイアログを継続

するか、終了して暗に拒否コンポーネントの転送の契機を与えるか、ダイアログをアボートするかの選択は

応用プロセスに任される。 

 メッセージがネットワークレイヤによって配送され得ないことをＳＡＣＦに知らせるＴＣ－通知指示プリ

ミティブの受信時、ダイアログを終了するかリトライするかは、応用プロセスが決定する。 

 このプリミティブは、返送オプション（Return Option）が設定されていた場合にのみ起こり得る（18.1.1.3.6

節参照のこと）。 

 

18.1.1.4.2 ＴＣコンポーネントプリミティブへのマッピング  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.1.1.4.3 ＴＣコンポーネントパラメータへのデフォルトマッピング【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.1.2 ＳＳＦ－ＳＣＦインタフェース 

18.1.2.1 正常手順 

18.1.2.1.1 ＳＳＦからＳＣＦへのメッセージ 

 本節は、ＳＳＦからＳＣＦへのＴＣメッセージに対する正常手順を定義する。 

 

ＳＳＦ－ＦＳＭ関連メッセージ 

 ダイアログは、ＳＳＦ－ＦＳＭが「空き」状態から「指示待ち」状態に遷移する際に確立されなければなら

ない。関連するＩＮＡＰオペレーション、すなわちＴＤＰ－ＲのためのイニシャルＤＰ（InitialDP）オペレー

ションは同一メッセージ内で送信されなければならない。 

 以下のケースを除き、ＳＳＦ－ＦＳＭから送信されるその他の全てのオペレーションによって、ダイアログ

は継続されなければならない。 

ＳＳＦ－ＦＳＭがエラーを伴わずに「空き」状態に遷移し、１つ以上の保留オペレーションが存在し、かつ

ＴＣダイアログが確立されている場合には、ＴＣダイアログは１つ以上のコンポーネントを伴うＴＣ－終了プ

リミティブによって終了され得る。ＳＳＦが最後のＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーション

を送信する場合には、ダイアログは基本終了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブによってＳＳＦから終了され

るかもしれない。ＳＳＦが最終切断ＥＤＰ－Ｎ以外をＳＣＦ  

 に通知する場合に、この手順が利用される。  

 保留オペレーションが存在せず、ＴＣダイアログが確立されている場合には、ＴＣダイアログはコンポーネ

ントを伴わない、あるいは先行終了を伴うＴＣ－終了プリミティブによって正常に終了され得る。ＳＳＦ－Ｆ
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ＳＭがエラーを伴わずに「空き」状態に遷移し、送信されるオペレーションが存在しない場合には、ダイアロ

グはコンポーネントを伴わないＴＣ－終了要求プリミティブ（基本）によって 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽終了されるか、あるいは、ダイアログは先行終了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブによってローカルに△ 

終了される。 

 呼解放が他のエンティティから起動され、呼解放をＳＣＦに通知するためのＥＤＰが設定されていない（他

の方法は 18.1.2.2 節参照）場合、ＳＳＦは、ＴＣダイアログが確立されている場合にはコンポーネントを伴わ

ないＴＣ－終了要求プリミティブ、ＴＣダイアログが確立されていない場合には先行終了を伴うＴＣ－終了要

求プリミティブによって、ダイアログを終了することができる。 

 ＳＳＦが最後のＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーションを送信した場合、ダイアログは、

基本終了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブによってＳＣＦから終了されるかもしれない。ＳＳＦ  

が最終切断ＥＤＰ－ＮをＳＣＦに通知する場合には、この手順によりダイアログが終了されなければな  

らない。  

 

ＳＳＭＥ－ＦＳＭ関連メッセージ 

 以下の手順が適用される。 

－活性化試験（ActivityTest）オペレーションの結果応答が送信される時、ダイアログは継続されなければ

ならない。 

 

 

18.1.2.1.2 ＳＣＦからＳＳＦへのメッセージ 

 本節はＳＣＦからＳＳＦへのＴＣメッセージに対する正常手順を定義する。 

 

ＳＣＳＭ－ＦＳＭ関連メッセージ 

ＴＤＰ－ＲのためのイニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションの受信に伴い、 ＳＣＳＭのＳＳＦ／  

ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭが「空き（Idle）」状態から「ＳＳＦ／ＳＲＦ指示準備中（Preparing  

SSF/SRF Instructions）」状態に遷移する際に、ダイアログが確立されなければならない。  

 ＳＣＳＭ－ＦＳＭからの後続するオペレーションによって、ダイアログは以下のケースを除き保持される。

すなわち、他の全てのオペレーションは、ダイアログがＳＳＦから確立された後で送信される。（ＳＣＦは、

イニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションとともに、ＴＣ－開始指示プリミティブを以前に受信している。） 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

 ▽ＳＣＦにおいて先行終了条件が満たされた時、ダイアログはもはや継続されてはならない。ＳＣＦが、送

信したオペレーションに対する起こり得る拒否またはエラーメッセージ以外のあらゆるメッセージが送信され

ることを期待せず、かつ、最後の当該オペレーションタイマが満了する時、ダイアログは先行終了を伴うＴＣ

－終了要求プリミティブによってローカルに終了される。 

別の手段として、ＴＣ－終了要求プリミティブ（基本終了）による、関係の終了を導くオペレーションの送信

が可能である。△ 

ＳＣＦが関係の終了を導くオペレーションを送信する場合、ＴＣ－終了要求プリミティブ（基本終了）によっ

て終了される。 
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ＳＣＭＥ－ＦＳＭ関連メッセージ 

 ＳＣＭＥ－ＦＳＭから送信されるオペレーションが、以下に挙げる手順に従って送信されなければならない。 

－活性化試験（ActivityTest）オペレーションが送信される時、ダイアログは継続されなければならない。

▼なお、活性化試験（ActivityTest）オペレーションが送信される際にダイアログが確立されてはならな

い。すなわち、最初のＳＣＦからの応答メッセージに活性化試験（ActivityTest）オペレーションを設定

してはならない▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

 

ＳＣＦ－ＳＳＦ－ダイアログ処理サービスの利用 

 ダイアログ処理サービスはＩＮＡＰパッケージに含まれるオペレーションに関連したＡＰＤＵを送信する契

機として用いられる。 

 コンポーネントのグループ化はＴＣ－開始やＴＣ－継続サービスの適切な利用を通してアプリケーションプ

ロセスの制御下で実施される。 

 ＴＣ－終了サービスは単にダイアログを終了する手順をサポートするために用いられる（それは決してコン

ポーネントを送信する契機としては用いられない）。 

 空きのＴＣ－継続要求プリミティブの受信時、ＦＥはそのプリミティブを無視しなければならない。 

 ＩＮＡＰ要求を伴うＴＣ－終了要求の受信時、ＦＥは要求を実施し、要求されたＴＣ－終了サービスをダイ

アログ終了手順としてみなさなければならない。ダイアログはこの時終了される。 

 もしこのＦＥがＳＳ７網を通してアドレッシングされるならば、メッセージを適切なＦＥにルーチングする

ために下位のＳＣＣＰによって使われ得る着アドレスをＴＣ－開始要求プリミティブ内に提供するのは、応用

プロセスの責任である。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

 ▽先行終了が利用可能である。△ 

 

18.1.2.2 異常手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.1.2.3 ダイアログ処理  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.1.2.4 コンポーネント処理 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽18.1.2.4.1 ＩＮＡＰオペレーション手順 

 ＩＮＡＰ ＡＳＥは、応用プロセスにより使われるＴＣ－Ｌ－拒否およびＴＣ－Ｌ－取消サービスを除き、Ｔ

Ｃコンポーネント処理サービスのユーザである。ＴＣ－Ｌ－拒否指示の受信は、応用プロセスにダイアログを放

棄させる（すなわち、ＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブを発行する）。 

 ＴＣ－Ｕ－取消サービスは決して使われることはない。△ 

 

18.1.2.4.2 ＴＣコンポーネントプリミティブへのマッピング  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.2 ＳＣＣＰから想定するサービス  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.2.1 正常手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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18.2.2 ＳＣＣＰからのサービス機能 

18.2.2.1 ＳＣＣＰコネクションレスサービス  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.2.2.1.1 ＩＮＡＰアドレッシング 

 ＩＮＡＰアドレッシング要素は、アプリケーションによってＴＣに送信され、ＳＣＣＰにより使われる、発お

よび着アドレスに含まれる情報から構成される。 

 アプリケーションはＳＣＣＰに対して、以下のいずれかによりメッセージをルーチングすることを期待する。 

ａ）着ポイントコード（ＤＰＣ）、サブシステム番号（ＳＳＮ）およびＭＴＰ ＳＡＰ（サービスアクセス

ポイント）インスタンスの利用 

ｂ）グローバルタイトル（ＧＴ）に加え、必要に応じてＳＳＮ、ＤＰＣおよびＭＴＰ ＳＡＰの利用 

 アプリケーションはまた、着および発アドレスの双方に対して、ＳＳＮに基づくルーチングを用いるか、ＧＴ

に基づくルーチングを用いるかをＳＣＣＰに示す。 

 もし、ＩＮＡＰが付加的なアドレッシング情報を必要とするのであれば、ルーチング形態にいずれが指定され

ようとも、それはアドレス内のＧＴ部に含めて転送されなければならない。 

 アプリケーションがメッセージが送達されるべき着ポイントコードおよび当該ポイントコードに置かれる着Ｓ

ＳＮを知っている時、上記の方法ａ）が用いられるであろう。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７１３に従い、国内ネットワークの範囲では、異なるＳＳＮが異なるネットワーク特有の

アプリケーションに対して割り当てられるであろう（たとえば、あるＳＳＮはＳＣＦ機能に対して割り当てられ

るかもしれない）。△ 

 メッセージがＧＴ内の要素の組み合わせにより特定可能なＳＣＣＰユーザに届けられるべき時、上記の方法ｂ）

が用いられるであろう。この方法の利用例は、メッセージが異なるネットワーク間で送達されなければならない

時である。この方法は、発側ネットワークが着側ネットワーク内のポイントコードやＳＳＮの割り当てを知らな

いために用いられるかもしれない。メッセージが送達されるべき最終ノードを決定するネットワークは、着ポイ

ントコードとＳＳＮを決定するためにグローバルタイトル翻訳を実施しなければならない。もし、付加的に発ア

ドレス内にＳＳＮが含まれていれば、これは着ＳＳＮとして利用されるかもしれないし、もし必要があれば、翻

訳が新たに適切なＳＳＮを提供するかもしれない。着ノードが別のネットワークにある（そしてゲートウェイノ

ードではない）場合、アプリケーションが着ノードにおいて使用されているＳＳＮか０のいずれかで、ＳＳＮフ

ィールドを生成する。 

 アドレッシングにＧＴが用いられる時、ＩＮアプリケーションはＮＴＴ－Ｑ７１３に定義されているように、

ＳＣＣＰが以下の要素を提供することを期待する。 

 

グローバルタイトル識別子（Global Title Indicator） 

この表示はアドレス情報のフォーマットに使われる方法を示す。 

国内ネットワーク間での接続においては、ＮＴＴ―Ｑ７１３に示される表示値２を用いる。  

 

翻訳タイプ（Translation Type） 

翻訳タイプ（Translation Type）はＮＴＴ－Ｑ７１３に定義されている。 
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番号計画（Numbering Plan） 

２）他のすべてのインタフェースにおいて使用されるアドレスについては、適切なＮＴＴ－Ｑ７１３に定義さ

れる番号計画のいずれかが使われ得る。 

 

グローバルタイトルアドレス情報（Global Title Address Information） 

これは、アプリケーションにより提供され、符合化則により示されたように符合化された、真のＩＮＡＰア

ドレス情報である。 

 

符号化機構（Encoding Scheme） 

アプリケーションは、ＧＴＡＩのフォーマットに従って符合化則の値を設定しなければならない。許容され

る値はＮＴＴ－Ｑ７１３に定義されている。 

 ネットワークプロバイダは翻訳におけるＧＴ値のいかなる変更に際しても、最初のＧＴ値に含まれるＩＮＡ

Ｐ特有情報が保存されることを保証しなければならない。網内のＧＴ翻訳データは、ＧＴ情報がもし存在した

なら、それをアドレスから削除してはならない。 

 この要求はネットワーク間に限らず、すべてのインタフェースに適用される。 

 ＩＮＡＰサービスに対して標準化された非０のＳＳＮが存在しなければ、着ノードを含むネットワークへの

発ノードからのルーチングはＧＴに基づくルーチングが必須である。 

▼ＩＮＡＰオペレーションをサポートするために用いられるＳＣＣＰ仕様はＮＴＴ－Ｑ７１ｘに従わなけれ

ばならない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

18.2.2.1.2 シーケンス制御  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

18.2.2.1.3 エラー時返送  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.2.2.1.4 分割／再組立 

▼ アプリケーションは、長いユーザデータに対しては分割が利用可能であることを期待するが、分割が実施さ

れる場合の１セグメント当たりのユーザデータ長は 245 オクテットまでであり、分割されたセグメント数は 3 を

超えてはならない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽ アプリケーションは、ＳＣＣＰは１つのＵＤＴメッセージにより 260 オクテットまでのユーザデータ（アド

レス情報とＴＣメッセージを含む）を送信できる（分割（輻輳制御はＴＴＣ標準では未規定）を実施した場合の

１つのＸＵＤＴメッセージでは 248 オクテット）ため、長いユーザデータに対しては分割が利用可能であること

を期待する。 

 また、ＳＣＣＰには分割されたメッセージの受信時には再組立機能が動作し、再組立されたユーザデータがユ

ーザに配送されることが期待される。 

 しかしながら、ＳＣＣＰにより分割可能なＳＣＣＰユーザデータとアドレスの理論的な最大サイズは 3968 オク

テットであるが、ＳＣＣＰユーザは最も大きな既知のアドレスに対して許容される長さが約 2560 オクテットに制

限されることに注意すべきである。アプリケーションはまた、ＴＣメッセージに使われるオクテットが 2560 オク

テットに含まれることを許容しなければならないことに注意。 
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 ＩＮアプリケーションは 16 セグメントを超えるユーザデータの分割はＳＣＣＰに期待していない。△ 

 

18.2.2.2 ＳＣＣＰコネクションオリエンティッドサービス  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 
 

第４編  付属資料 B  アボート理由に関する規定  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

 

第４編  付属資料 C  コールセグメント識別子（CSid）の付与規則 

（本付属資料は本標準に不可欠な部分である） 

 

INAP における CSid の付与規則を以下に記述する。 

 

CSid=１は、TDP-R 検出時に SSF 側にて付与され、SCF は TDP-R 通知のためのイニシャル DP（InitialDP）オペレ

ーション受信時に認識されなければならない。 

CSid=2～ｎ（ｎは４編第４章を参照）は、SSF からの初期信号送信後の SCF からの指示によるコールセグメント

（CS）生成の際に SCF にて付与され、SCF からの送信オペレーションにて陽に SSF に通知されなければならない。 

SCFからの指示によりCSを生成する場合、必ず未使用中の▼２以上の最小値▲から付与されなければならない。

SSF にて既存の CSid と同一の値が通知された場合には、適切なエラーが返送されなければならない。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

 

第４編  付属資料Ｄ  ＴＴＣ特有規定の OCTET STRING 内部構造定義  

（本付属資料は本標準に不可欠な部分である） 

 

本付属資料は、OCTET STRING 型で規定される INAP パラメータの内、ＩＴＵ－Ｔ勧告規定上明確な型定義がされ

ていないパラメータのための内部型定義を示すものである。 

OCTET STRING 型は本来その内部構造を自由に規定できるものであるが、ＴＴＣ特有のパラメータを設定する場

合と網運用者特有のパラメータを設定する場合を考慮し、その使い分けについて明確な規定が必要である。本付

属資料は、ＴＴＣ標準としてその符号化を明確に規定することを目的とする。 

本付属資料において、4.1 節に規定される OCTET STRING 型のＩＮＡＰのデータ型の内、本節にてその値フィー

ルド部分を定義している型は、 

・EventSpecificInformationCharging 

・EventTypeCharging 

・SCIBillingChargingCharacteristics 

である。 

 

本付属資料は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６８０で定められている抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）を用いている。符号

化はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６９０に基づいて行われ、その際の適用条件は第 4編 3.1.1 節に従うものとする。 

 

TTC-IN-CS2-octetstringvalue-definitions { itu-t administration japan(440) isdn(102)  

inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0) octet-string-value(9) version1(0) } 
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DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::= 

BEGIN 

 

-- 本モジュールは、以下のＩＮＡＰデータ型に対する内部型定義を規定している。各ＩＮＡＰデータ型の先頭の 

-- OCTET STRING タグが、本モジュールで規定される内部型定義の使用により影響されないことに注意。 

-- EventSpecificInformationCharging 

--EventTypeCharging 

-- SCIBillingChargingCharacteristics 

 

classes, datatypes 

FROM TTC-IN-CS2-object-identifiers { itu-t administration japan(440) isdn(102)  

inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0) in-cs2-object-identifiers(7) version3(2) } 

 

PARAMETERS-BOUND, ttcSpecificBoundSet 

FROM TTC-IN-CS2-classes classes 

 

TtcCarrierInformationTransfer{},  

TtcAdditionalPartysCategory{},  

TtcChargeAreaInformation{} 

FROM TTC-IN-CS2-datatype datatypes; 

 

-- 以下は EventSpecificInformationCharging 型の値フィールド部分の型定義である。 

EventSpecificInformationChargingValueType {PARAMETERS-BOUND-1:bound1, 

 PARAMETERS-BOUND:bound} ::= CHOICE { 

 tTCNOSpecificParametersESIC [15] TTCNOSpecificParametersESIC{bound1, bound} 

 } 

 

TTCNOSpecificParametersESIC {PARAMETERS-BOUND-1:bound1, PARAMETERS-BOUND:bound} ::= SET SIZE 

(1..bound1.&numOfTTCNOSpecificParametersESIC) OF TTCNOSpecificParameterESIC{bound1, bound} 

 

TTCNOSpecificParameterESIC {PARAMETERS-BOUND-1:bound1, PARAMETERS-BOUND:bound} ::= CHOICE { 

 tTCSpecificEventSpecificInfo [0] TTCSpecificESIC{bound1, bound} 

--nOSpecificEventSpecificInfo [1] NOSpecificESIC 

 } 

 

TtcSpecificESIC {PARAMETERS-BOUND-1:bound1, PARAMETERS-BOUND:bound} ::= CHOICE { 

 tTCSpecificChargeEvent [0] TTCSpecificChargeEvent{bound1, bound} 

 } 

 

-- NOSpecificESIC ::= SEQUENCE { } 
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-- 本パラメータは網運用者特有に規定される。SEQUENCE 型での規定は例である。 

 

TTCSpecificChargeEvent {PARAMETERS-BOUND-1:bound1, PARAMETERS-BOUND:bound} ::= SEQUENCE { 

 ttcCarrierInformationTransfer  [0] TtcCarrierInformationTransfer{bound} OPTIONAL, 

  ttcAdditionalPartysCategory [1] TtcAdditionalPartysCategory {bound} OPTIONAL, 

 ttcBackwardCallIndicators [2] TtcBackwardCallIndicators  OPTIONAL, 

 ttcChargeAreaInformation [3] TtcChargeAreaInformation {bound} OPTIONAL, 

 ttcChargeInformationDelay [4] TtcChargeInformationDelay {bound1} OPTIONAL, 

 ... 

 } 

 

TtcBackwardCallIndicators ::= OCTET STRING (SIZE(2)) 

--逆方向呼表示パラメータを示す。符合化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。   

 

TtcChargeInformationDelay {PARAMETERS-BOUND-1:bound1} ::= OCTET STRING ( 

SIZE(１..bound1.&maxTtcChargeInformationDelay)) 

--課金情報遅延パラメータを示す。符合化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３を参照。 

 

-- 以下は EventTypeCharging 型の値フィールド部分の型定義である。 

EventTypeChargingValueType {PARAMETERS-BOUND-1:bound1} ::= CHOICE { 

 tTCNOSpecificParametersETChg [15] TTCNOSpecificParametersETChg {bound1} 

} 

 

TTCNOSpecificParametersETChg {PARAMETERS-BOUND-1:bound1} ::= SET SIZE 

 (1..bound1.&numOfTTCNOSpecificParametersETChg) OF TTCNOSpecificParameterETChg 

 

TTCNOSpecificParameterETChg ::= CHOICE { 

  tTCSpecificETChg [0]  TTCSpecificETChg 

--  nOSpecificETChg [1]  NOSpecificETChg 

} 

 

TTCSpecificETChg::= CHOICE｛ 

 tTCSpecificEventTypeCharging  [0] SET SIZE (1..5) OF ENUMERATED { 

carrierInformationTransfer(0), 

additionalPartysCategory(1), 

backwardCallIndicators(2), 

chargeAreaInformation(3), 

chargeInformationDelay(4) 

} 

} 
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-- ＴＴＣ特有の課金イベント種別を示す。 

 

-- NOSpecificETChg ::= SEQUENCE { } 

-- 本パラメータは網運用者特有に規定される。SEQUENCE 型での規定は例である。 

 

-- 以下は SCIBillingChargingCharacteristics 型の値フィールド部分の型定義である。 

SCIBillingChargingCharacteristicsValueType {PARAMETERS-BOUND-1:bound1} ::= CHOICE { 

 tTCNOSpecificParametersSCIBCC [15] TTCNOSpecificParametersSCIBCC {bound1} 

 } 

 

TTCNOSpecificParametersSCIBCC {PARAMETERS-BOUND-1:bound1} ::= SET SIZE 

(1..bound1.&numOfTTCNOSpecificParametersSCIBCC) OF TTCNOSpecificParameterSCIBCC 

 

TTCNOSpecificParameterSCIBCC ::= CHOICE { 

 tTCSpecificSCIBCC [0]  TTCSpecificSCIBCC  

-- nOSpecificSCIBCC [1] NOSpecificSCIBCC  

 } 

TTCSpecificSCIBCC ::= SEQUENCE { 

 noChargeIndicator [0] BOOLEAN OPTIONAL, 

-- 非課金表示を示す。本パラメータを TRUE とした場合、非課金となる。 

... 

} 

 

-- NOSpecificSCIBCC ::= SEQUENCE { } 

-- 本データ型は網運用者特有に規定される。SEQUENCE 型での規定は例である。 

 

PARAMETERS-BOUND-1 ::= CLASS 

{ 

&maxTtcChargeInformationDelay  INTEGER, 

&numOfTTCNOSpecificParametersESIC  INTEGER, 

&numOfTTCNOSpecificParametersETChg  INTEGER, 

&numOfTTCNOSpecificParametersSCIBCC  INTEGER 

} 

WITH SYNTAX 

{ 

MAXIMUM-FOR-TTC-CHARGE-INFORMATION-DELAY &maxTtcChargeInformationDelay 

NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETER-ESIC  &numOfTTCNOSpecificParametersESIC 

NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETER-ETCHG &numOfTTCNOSpecificParametersETChg 

NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETERS-SCIBCC &numOfTTCNOSpecificParametersSCIBCC 

} 



 技別 19-288    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

 

ttcSpecificBoundSet1 PARAMETERS-BOUND-1 ::= 

-- ▼ 

{ 

MAXIMUM-FOR-TTC-CHARGE-INFORMATION-DELAY 2 -- 値は参考値である 

NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETER-ESIC  1 -- 値は参考値である 

NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETER-ETCHG 1 -- 値は参考値である 

NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETERS-SCIBCC 1 -- 値は参考値である 

} 

-- ▲ 

-- 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

END 

 

第４編  付録 IV  優先度表示の実現方法  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
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第４編  補足資料１  ＩＮＡＰインタフェースによる当社網内ＳＳＰとの接続条件 

 

本補足資料は、当社網とのＩＮＡＰインタフェースによる信号網接続において保証されるべきＳＣＦからの制

御条件について記載している。本資料は、ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂを補完するものであり、本記述とＮＴＴ－Ｑ

１２２８－ｂの記述との間に矛盾がある場合は、本記述を優先する。 

本接続条件が守られない信号を当社網にて受信した場合には、要因に応じて然るべき異常が通知される。 

 

１．  ＳＣＦからの送信ＩＮＡＰ信号に関する制約条件 

以下に示す条件の内いずれか一つでも合致しない場合には、要因に応じて然るべき異常が通知される。 

 

１．１  組み合わせコンポーネントに関する制約条件 

（１）ＳＣＦからの送信信号について、組み合わせ可能なコンポーネントは必ずマルチコンポーネントで送信し

なければならない（１ＴＣメッセージにて送信された全コンポーネント処理の結果、ＳＳＦ ＦＳＭ内のＣ

Ｓ対応ＦＳＭが一つでも指示待ち状態にあるＴＣメッセージは不可）。 

（２） ＥＤＰ設定（解除時も含む）のためのＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）オペレー

ションは必ず接続（Connect）オペレーションまたは継続（Continue）オペレーションの直前にて行われな

ければならない。 

（３）課金情報送出（SendChargingInformation）オペレーションと課金イベント通知要求（RequestNotification 

ChargingEvent）オペレーションをマルチコンポーネントで送信する場合、課金情報送出（SendCharging 

Information）オペレーションを先行して送信しなければならない 

（４）課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent）オペレーションとＢＣＳＭイベント報告要

求（RequestReportBCSMEvent）オペレーションをマルチコンポーネントで送信する場合、課金イベント通知

要求（RequestNotificationChargingEvent）オペレーションを先行して送信しなければならない 

（５）捕捉中 2暫定パスの解放（呼解放（ReleaseCall）＋呼解放（ReleaseCall））＋暫定パス生成（暫定接続

確立（EstablishTemporaryConnection）または暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections））は非許容。 

（６）捕捉中 1暫定パスの解放（呼解放（ReleaseCall））＋暫定パス生成（暫定接続確立

（EstablishTemporaryConnection））は非許容。 

（７）暫定パス切断（順方向接続切断（DisconnectForwardConnection）またはアーギュメント付き順方向切断

（DisconnectForwardConnectionWithArgument））＋暫定パス生成（暫定接続確立

（EstablishTemporaryConnection））は非許容。 

具体的に指示可能なマルチコンポーネントの組み合わせは、別紙を参照のこと。 

 

 

１．２  オペレーション毎の制約条件 

（１）接続（Connect） 

・以下のＤＰにて中断している場合のみを許容する。 

・発呼分析完了 

・情報分析完了 

・話中 

・無応答 
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・本オペレーションの受信は最大５回までとする。 

（２）継続（Continue） 

・以下のＤＰにて中断している場合で、かつ発および着呼者が存在する場合のみを許容する。 

・応答 

（３）暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） 

・以下のＤＰにて中断している場合のみを許容する。 

・発呼分析完了 

・情報分析完了 

・話中 

・無応答 

・本オペレーションにより生成要求する暫定パス数は暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレ

ーションにより生成要求する暫定パス数と合わせて最大１０までとする。 

（４）暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） 

・以下のＤＰにて中断している場合のみを許容する。 

・ 発呼分析完了 

・ 情報分析完了 

・ 話中 

・ 無応答 

・本オペレーションにより生成要求する暫定パス数は暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）オペレ

ーションにより生成要求する暫定パス数と合わせて最大１０までとする。 

・ＩＴＣ実行時の他暫定パスの存在は許容しない。 

（５）ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） 

・設定されているＥＤＰへの同一条件での再設定（通知（Notification）を通知（Notification）で再設定）

は許容する。 

・設定されていないＥＤＰに対する解除（Transparent）は許容しない。 

・1.3(1)の条件を考慮したＥＤＰ設定を行わなければならない。 

（６）課金情報送出（SendChargingInformation） 

・非課金指示のみを許容する。 

・partyToCharge パラメータは、leg1（発パーティ側）が指定されていること。 

（７）課金イベント報告要求（RequestNotificationChargingEvent） 

・legID パラメータは、leg2（着パーティ側）が指定されていること。 

（８） 呼解放（ReleaseCall） 

・ 捕捉中暫定パスを有する呼セグメントのみを残す本オペレーションの送信は非許容とする。 

 

１．３  ＥＤＰ設定条件に関する制約条件 

（１） ＢＣＳＭ動作指示時点のＥＤＰ設定条件 

・Connect および Continue オペレーション実行時に許容される設定ＥＤＰ条件を以下の表に示す。 
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注１：本ＥＤＰの設定が許容されるのは、ＩＴＣオペレーションによる暫定接続の捕捉を要求したか、

あるいは既に要求して存在している場合のみである。 

 

（２）ＥＤＰ毎の制約条件 

（I）放棄ＥＤＰ 

・設定された放棄ＥＤＰは発側レグが解放されるまで存在する。そのため、応答ＤＰ以降においても全ＥＤ

Ｐ解除して呼を継続する制御（例：ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）（Transparent

指定）＋継続（Continue））を行う場合は、必ず放棄ＥＤＰも解除しなければならない。 

 

１．４ ＴＣ対話の使用に関する制約条件 

（１）クラス１オペレーションをＴＣ－ＥＮＤにて送信してはならない。クラス１オペレーションを含む１つ以

上のコンポーネントから成る信号で、ＳＣＦ有限状態モデル上空き状態に遷移させる場合についても、本信

号はＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥにて送信し、当社網内ＳＳＰにて正常に受信された場合に、当社網内ＳＳＰよ

りコンポーネントを含まないＴＣ－ＥＮＤにて対話を解放する。 

（２）上記（１）の場合を除いて、ＳＣＦ有限状態モデル上空き状態に遷移させる信号は、ＴＣ－ＥＮＤにて送

信しなければならない。 

 

１．５ コールセグメント識別子（ＣＳｉｄ）の付与に関する制約条件 

以下の規則に基づいて付与されなければならない。 

規則 1：最初に生成されるコールセグメントの CS id は 1 とする。 

規則 2：対話継続中に SCF からの指示により、新たなコールセグメントを生成する場合、CS id は未使用中

の 2以上の最小値を付与しなければならない。 

規則 3：SCF からの 1オペレーションにて複数のコールセグメントを生成する場合、生成されるコールセグ

メントの順番に従って(オペレーションに設定されるパラメータの順序で規定されるコールセグメント

生成順序に従って)、規則 2が保証されなければならない。 

 

ＢＣＳＭ動作指示 

オペレーション 
話中 無応答 放棄 応答 発側切断 着側切断 備考 

－ － － － － －  

－ － Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ  

Ｒ － Ｎ Ｎ － －  

Ｒ － Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ  

－ Ｒ Ｎ Ｎ － －  

－ Ｒ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ  

Ｒ Ｒ Ｎ Ｎ － －  

Ｒ Ｒ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ  

－ － Ｎ － Ｎ Ｎ  

Ｒ － Ｎ － Ｎ Ｎ  

－ Ｒ Ｎ － Ｎ Ｎ  

Ｒ Ｒ Ｎ － Ｎ Ｎ  

－ － Ｎ Ｒ Ｎ Ｎ 注１ 

Ｒ － Ｎ Ｒ Ｎ Ｎ 注１ 

－ Ｒ Ｎ Ｒ Ｎ Ｎ 注１ 

Connect 

Ｒ Ｒ Ｎ Ｒ Ｎ Ｎ 注１ 

－ － － － － －  
Continue 

－ － Ｎ － Ｎ Ｎ  
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１．６  その他制約条件 

（１）ＢＣＳＭ動作中のコールセグメントが存在する時、ＳＣＰからの制御は非許容。 

 （２）通信中状態で捕捉中の暫定接続が残存してはならない。 

２． ＳＳＦ／ＣＣＦでの異常時の処理規定 

２．１ 各種異常信号に対する処理規定 

（１）ＲＥ、ＲＥＪＥＣＴ以外のコンポーネントを有するＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ信号受信時 

・先頭のコンポーネントにてＲＥまたはＲＥＪＥＣＴ要因が検出された場合、先頭コンポーネントに対するＲ

Ｅ／ＲＥＪＥＣＴをＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥにて送信。後続コンポーネントは破棄。タイマＴssf が動作中

であっても再設定はしない。 

・途中のコンポーネントにてＲＥまたはＲＥＪＥＣＴ要因が検出された場合、ＴＣ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ送信し、

関連インスタンスを解放。残存パスに対する後続処理は.２．３項に従う。 

（２）ＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ（ＲＥ）、ＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ（ＲＥＪＥＣＴ）受信時 

・ＴＣ－Ｕ－ＡＢＯＲＴを送信し、関連インスタンスを解放。残存パスに対する後続処理は２．３項に従う。 

（３）コンポーネントを持たないＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ信号受信時 

・受信信号を破棄し、対話を継続。タイマＴssf が動作中であっても再設定はしない。 

（４）ＲＥ、ＲＥＪＥＣＴ以外のコンポーネントを有するＴＣ－ＥＮＤ信号受信時 

・コンポーネント異常等により正常に処理できない場合、関連インスタンスを解放。通話パスに対する後続処

理は２．３項に従う。 

（５）ＴＣ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ、ＴＣ－ＥＮＤ（ＲＥ）、ＴＣ－ＥＮＤ（ＲＥＪＥＣＴ）受信時 

・関連インスタンスを解放。残存パスに対する後続処理は２．３項に従う。 

（６）異常ケースでのコンポーネントを持たないＴＣ－ＥＮＤ信号受信時 

・関連インスタンスを解放。残存パスに対する後続処理は２．３項に従う。タイマＴssf が動作中であっても

再設定はしない。 

（７）ＳＣＣＰレベルでの信号送信ＮＧ受信時 

・対話が存在する場合にはＴＣ－Ｕ－ＡＢＯＲＴを送信し、関連インスタンスを解放。残存パスに対する後続

処理は２．３項に従う。 

・対話が存在しない場合には、受信信号破棄。 

（８）上記以外での信号処理異常時 

・上記以外のケースにおいて、任意の契機（信号受信時、内部処理異常時等）でアボート要因が検出された場

合、ＴＣ－Ｕ－ＡＢＯＲＴが送信され得る。この場合、関連インスタンスを解放し、２．３項に従った残存

パスに対する後続処理を行う。 

 

２．２ 受信信号異常時以外でのＮＧ処理規定 

（１）アプリケーションタイマＴssf 満了時 

・Ｔssf が満了したコールセグメント（ＣＳ）に関連したインスタンス及びリソースを解放し、以下の様

に対処する。 

・Ｔssf が満了した際に存在したＣＳが一つのみなら ば、ＴＣ－Ｕ－ＡＢＯＲＴをＳＣＦへ送信し、

対話を解放する。残存パスに対する後続処理は２．３項に従う。 

・Ｔssf が満了した際に存在したＣＳが複数であり、Ｔssf が満了したＣＳ以外のＣＳが全て暫定接

続捕捉中状態であるならば、それらのＣＳに関連したインスタンス及びリソース（暫定パス）も
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解放し、解放した各ＣＳについてのエンティティ解放完了（EntityRelased）オペレーションをＴ

Ｃ－ＥＮＤで SCF へ送信する。 

・Ｔssf が満了した際に存在したＣＳが複数であり、Ｔssf が満了したＣＳ以外のＣＳが指示待ち状

態であった場合、 Ｔssf が満了したＣＳについてのエンティティ解放完了（EntityRelased）オペ

レーションをＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥでＳＣＦへ送信する。 Ｔssf が満了したＣＳ以外のＣＳに

ついての関連するインスタンス及びリソースはそのまま保持する。 

 

２．３ 異常発生時の各種パスに対する後続処理 

・ＩＳＵＰのＡＮＭ信号を受信し、通話中となっている呼は継続する。ただし、応答ＥＤＰ－Ｒ中断中の

呼は解放する。 

・暫定パスが存在する場合は解放する。 

 

２．４ 信号クロス発生時のＳＳＦ／ＣＣＦ側処理 

・ＳＳＦ／ＣＣＦでは信号クロスが発生したかどうかは意識しない。即ち、信号クロス用の特殊な条件は規

定せず、許容されている信号シーケンスであればそのまま実行され、許容されない信号であれば、２．１

項の処理を行うのみである。 

 

第５編 インテリジェントネットワーク定義で使われた用語解説  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

付属資料Ａ 再開通知処理アプリケーション  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

 

 




